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1. 議 事 日 程（初日） 

   （平成26年第６回美作市議会12月定例会） 

                                        平成26年12月４日 

                                        午 前 10 時 開議 

                                        於   議   場 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 議会改革特別委員会委員長の中間報告について 

 日程第６ 株式会社雲海に関する調査の件 

 追加日程第１ 発議第９号 株式会社雲海に関する調査特別委員会調査報告書に基づく決議案 

 日程第７ 認定第２号～認定第16号（委員長報告、質疑、討論、採決） 

 日程第８ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

      諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

      諮問第 ３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 日程第９ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて（平成26年度美作市一般会計補正予算（第 

             ４号）） 

 日程第10 報告第 10号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償額の決定） 

 日程第11 議案第 95号 和解及び損害賠償額の決定について 

      議案第 96号 和解について 

 日程第12 議案第 97号 美作市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 

      議案第 98号 美作市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

      議案第 99号 美作市の議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例等の一 

             部を改正する条例について 

      議案第100号 資金の積立てに関する基金条例の一部を改正する条例について 

      議案第101号 美作市土地開発基金条例及び美作市特別会計条例の一部を改正する条例について 

      議案第102号 美作市営住宅管理条例の一部を改正する条例について 

      議案第103号 美作市公共下水道事業受益者負担に関する条例等の一部を改正する条例について 

      議案第104号 市道路線の認定について 

      議案第105号 平成26年度美作市一般会計補正予算（第５号） 

      議案第106号 平成26年度美作市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

      議案第107号 平成26年度美作市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

      議案第108号 平成26年度美作市簡易水道特別会計補正予算（第２号） 

      議案第109号 平成26年度美作市公園墓地事業特別会計補正予算（第１号） 

      議案第110号 平成26年度美作市老人保健施設事業特別会計補正予算（第２号） 

      議案第111号 平成26年度美作市武蔵の里特別会計補正予算（第１号） 

      議案第112号 平成26年度美作市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

      議案第113号 平成26年度美作市病院事業会計補正予算（第２号） 
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      議案第114号 平成26年度美作市下水道事業会計補正予算（第２号） 

2. 出席議員は次のとおりである（17名）        

  １番   金  谷  典  子            ２番   重  平  直  樹 

  ３番   安  藤     功            ４番   安  本  博  則 

  ５番   谷  本  有  造            ６番   則  本  陽  介 

  ７番   萬  代  師  一            ８番   山  本  重  行 

  ９番   尾  髙  誉  久            10番   岡  﨑  正  裕 

  11番   西  元  進  一            12番   本  城  宏  道 

  14番   小  渕  繁  之            15番   万  殿  紘  行 

  16番   日  笠  一  成            17番   鈴  木  悦  子 

  18番   山  本  雅  彦 

3. 欠席議員は次のとおりである（１名） 

  13番   岩  江  正  行 

4. 会議録署名議員 

  ８番   山  本  重  行            10番   岡  﨑  正  裕 

5. 地方自治法第121条により説明のため出席した者の職氏名（18名） 

  市    長  萩  原  誠  司         副  市  長  安  部     薫 

  副  市  長  横  山  博  光         教  育  長  大  川  泰  栄 

  政策審議監  福  原     覚         総 務 部 長  尾  崎  功  三 

  危機管理監  山  本  和  毅         企画振興部長  竹  田  人  士 

  市 民 部 長  安  藤  郁  雄         環 境 部 長  山  本  和  利 

  経 済 部 長  江  見  幸  治         保健福祉部長  山  本  直  人 

  建 設 部 長  真  野  弘  紀         教 育 次 長  小  林  昭  文 

  消  防  長  山  崎  正  雄         会計管理者  安  東  弘  子 

  企画振興部財政課長  遠  藤  宏  一         秘 書 室 長  有  友  一  正 

6. 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名（３名） 

  議会事務局長  谷     和  彦 

  課    長  皆  木  敏  治 

  主    任  井  上  大  佑 
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                                       午前10時00分 開会 

議長（山本 雅彦君） 

 おはようございます。 

 携帯電話の電源を切っていただきますようお願いをいたします。 

 傍聴者の方は傍聴規則を遵守していただきますようお願いをいたします。傍聴席において写真撮影、録音

等は禁止をされております。なお、携帯電話、パソコン、その他電子機器の電源はお切りください。傍聴規

則が守れない場合は議場より退席をしていただきます。 

 定刻が参りましたので、ただいまより平成26年第６回12月美作市議会定例会を開会いたします。 

 なお、本日はみまちゃんネルと報道機関が取材のため入場しておりますが、これを許可しておりますの

で、御了承ください。 

 欠席者の報告をいたします。９番尾髙誉久議員が葬儀のため午前中欠席であります。13番岩江正行議員が

通院のため欠席であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 日程に入ります前に、10月１日付の人事異動により一部の職員の異動がありました。副市長から紹介をお

願いをいたします。 

 副市長。 

副市長（安部  薫君） 

 おはようございます。 

 このたび新たに任命させていただきました新部長を紹介させていただきます。 

 10月１日付人事異動に伴いまして、部長に昇任いたしました安藤郁雄市民部長でございます。よろしくお

願いします。 

〔市民部長安藤郁雄君「安藤です。よろしくお願いいたします」と呼ぶ〕 

議長（山本 雅彦君） 

 今定例会に説明員が随時出席いたしますので、これを許可をいたしております。 

 

    日程第１  会議録署名議員の指名 

 

議長（山本 雅彦君） 

 日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により８番山本重行議員、10番岡﨑正裕議員を指名いたしま

す。 

 

    日程第２  会期の決定 

 

議長（山本 雅彦君） 

 日程第２、「会期の決定」を議題といたします。 

 先般、本定例会の運営について議会運営委員会が開催されておりますので、委員長報告を受けます。 

 議会運営委員長。 

１４番（小渕 繁之君）〔登壇〕 
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 皆さんおはようございます。 

 ただいまから議会運営委員会の委員長報告を行います。 

 去る11月27日午前10時から、議長、委員、市長、副市長、政策審議監、担当部長出席のもと、議会運営委

員会を開催し、12月議会定例会の運営について協議いたしましたので、その結果を報告いたします。 

 まず、会期につきましては、本日12月４日から12月19日までの16日間とし、会議日程は既にお手元に配付

のとおりでございます。 

 続きまして、市長から送付されました議案は、人事案３件、専決処分承認案１件、専決処分の報告１件、

和解案２件、条例の一部改正案７件、市道路線の認定案１件、補正予算案10件の計25件の議案であります。 

 本日の第１日目は、諸般の報告、行政報告、各委員長報告を経まして、議案上程の後、執行部から議案の

提案説明を受け、即決案件のみ委員会付託を省略し、質疑、討論、採決といたしますが、人事案件について

は討論を省略し、提案説明の後、質疑、採決とします。なお、即決案件は、人事案件３件、専決処分の承認

案１件、専決処分の報告１件、和解案２件であります。 

 続いて、２日目の12月８日から12月10日の３日間を一般質問、議案質疑を予定しております。また、12月

17日には、決算特別委員会を予定をしております。なお、議案質疑終了後、各議案を委員会付託といたしま

す。 

 最終日は12月19日とし、委員長報告、報告に対する質疑を受けた後、討論、採決を行います。 

 次に、質問についてでありますが、申し合わせにより行っていただきます。一般質問につきましては、発

言の順番は通告順であり、質問回数は１通告事項で３回まで、質問時間は45分です。 

 議案質疑については、通告期限を12月８日午後５時までといたします。 

 なお、通告しない者の質疑は、通告した者の後に行うこととし、１議案につき１件といたします。各議案

は委員会付託されますので、所属委員会に属する質疑は控えていただきますようお願い申し上げます。 

 次に、請願・陳情につきましては、12月26日までに受理した請願３件であり、委員会付託とし審議をお願

いいたします。 

 予備日は、12月５日、12月11日及び18日としております。 

 以上で議会運営委員会の委員長報告とさせていただきます。 

 失礼しました。請願・陳情につきましては、12月26日まで。 

〔「それは11月じゃろう。12月というとおかしくなる」と呼ぶ者あり〕 

 11月、これが。 

 失礼しました。次に、請願・陳情につきましては、11月26日までに受理した請願３件であり、委員会付託

とし審議をお願いいたします。失礼いたしました。訂正してください。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 議会運営委員長の報告が終わりました。 

 お諮りをいたします。 

 ただいま議会運営委員長の報告がありましたように、本定例会の会期を本日４日から19日までの16日間と

決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日４日から19日までの16日間と決定をいたしました。 
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    日程第３  諸般の報告 

 

議長（山本 雅彦君） 

 日程第３、「諸般の報告」を行います。 

 例月出納検査の結果報告書はお手元に配付しております資料をもって報告にかえます。 

 次に、一部事務組合議会については、勝英衛生施設組合議会、柵原、吉井、英田火葬場施設組合議会、美

作養護老人ホーム組合議会、勝英農業共済事務組合議会、勝田郡老人福祉施設組合議会の５組合議会からお

手元に配付いたしております資料をもとに報告を行います。 

 まず最初に、勝英衛生施設組合議会、萬代師一議員より報告をいたします。 

 萬代議員。 

７番（萬代 師一君） 

 改めましておはようございます。 

 それでは、勝英衛生施設組合の会議について御報告をいたします。 

 去る10月７日午後１時より、勝央町役場におきまして平成26年第２回勝英衛生施設組合議会定例会が開催

をされました。出席議員は14名で、欠席議員は２名でございました。 

 今定例会に上程されました議案は２件であります。議案第４号「平成25年度勝英衛生施設組合一般会計歳

入歳出決算認定について」、議案第５号「平成26年度勝英衛生施設組合一般会計歳入歳出補正予算（第１

号）」についてでございます。 

 冒頭、管理者の挨拶の主な内容といたしましては、施設の管理運営について、平成25年度実績では、生し

尿、浄化槽汚泥合計は１万5,125.5キロリットルで、昨年度と比べ698.1キロリットルの減、率にして約

4.4％減の状況であり、構成市町村全てにおいて減少をしている。 

 次に、施設の設備機器については、延命化を図るべく適宜定期修繕を行い、問題なく稼働している。ま

た、処理についても勝央町公共下水道施設へ排出基準内で放流し、適正に処理を行っているとのことでござ

いました。 

 続いて、勝英衛生施設組合特別職異動報告及び紹介で、萩原誠司美作市長の報告及び紹介が、また勝英衛

生施設組合議会議員の異動報告及び紹介で、勝央町、西粟倉村の組合議員の報告及び紹介がありました。 

 続いて、勝英衛生施設組合議会副議長選挙が行われ、奈義町の井戸賢一議員が当選をされました。 

 次に、議案第４号「平成25年度勝英衛生施設組合一般会計歳入歳出決算認定について」は、歳入総額１億

2,768万1,130円で、歳出総額１億1,143万1,769円となり、歳入歳出差し引き額は1,624万9,361円でありまし

た。歳入の主なものは、分担金及び負担金が１億1,100万円、繰越金が1,659万6,748円でありました。歳出

では、議会費が64万9,524円、一般管理費が4,585万4,399円、し尿等処理費が5,990万8,248円が主なもので

ありました。歳出総額が減額となった主な要因は、し尿等処理料の減少に伴う処理費の減額によるものであ

りました。 

 次に、議案第５号「平成26年度勝英衛生施設組合一般会計歳入歳出補正予算（第１号）」については、歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ731万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億2,531万6,000円と

するもので、内容といたしましては、決算の確定に伴う繰越金を歳入に追加し、歳出において同額を予備費

に充てるものでありました。 

 ２件の案件につきましては、それぞれ原案のとおり認定、可決をいたしました。 

 以上、平成26年第２回勝英衛生施設組合議会定例会の報告といたします。 
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議長（山本 雅彦君） 

 続きまして、柵原、吉井、英田火葬場施設組合議会、谷本有造議員より報告をいたします。 

 谷本議員。 

５番（谷本 有造君） 

 皆さんおはようございます。 

 それでは、平成26年第２回柵原、吉井、英田火葬場施設組合議会定例会の報告をさせていただきます。 

 今組合議会定例会に上程された議案は２件であり、それぞれ承認、可決いたしました。 

 まず、「平成25年度柵原、吉井、英田火葬場施設組合会計歳入歳出決算の認定について」は、歳入総額が

1,668万5,295円で、主なものは、２市１町の負担金1,028万4,000円、火葬場使用料194件で391万2,500円、

繰越金245万4,883円でございます。歳出総額は1,512万1,099円で、主なものとしては、総務費の249万

4,353円で職員給料負担金、火葬場施設費の1,238万1,722円で斎場職員の賃金、火葬炉の修繕費などでござ

います。なお、歳入歳出差し引き残額156万4,196円につきましては翌年度に繰り越しをいたします。 

 次に、「平成26年度柵原、吉井、英田火葬場施設組合会計補正予算（第１号）について」は、歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ43万6,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を1,536万2,000円とするもので

す。内訳としましては、決算の確定に伴い繰越金を減額し、歳出においては、総務費の需用費を10万円、火

葬場施設費の役務費及び委託料31万9,000円、予備費を１万7,000円減額するものです。 

 次に、一般質問があり、現状の斎場使用について修繕等はどのように処理しているのか、耐用年数はどの

くらいか、斎場の作業者の確保等の質問があり、管理者から、耐用年数について現在の建物については昭和

62年に建築し、27年が経過しているが、鉄筋コンクリートづくりで建築基準法の耐震構造も満たしている建

物であることから、65年以上の耐用年数があるとの答弁でした。修繕については、炉は早目にれんが等の交

換を行うことにより40年は使用できる試算であり、機械部分についても早目の修繕や交換を行っており、当

分の間は現在の施設を整備しながら使用していくのが最善であるとの答弁でした。斎場作業員の確保につい

ては、現在作業をお願いをしている方以外に緊急時の従事者は確保しているとの答弁があり、質問を終了

し、閉会いたしました。 

 以上、平成26年第２回柵原、吉井、英田火葬場施設組合議会定例会の報告とさせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 続きまして、美作養護老人ホーム組合議会、安藤功議員より報告をいたします。 

 安藤議員。 

３番（安藤  功君） 

 皆さんおはようございます。失礼をいたします。 

 それでは、平成26年第２回美作養護老人ホーム組合議会定例会についての報告をさせていただきます。 

 去る11月７日に作東総合支所委員会室におきまして開催されました平成26年第２回美作養護老人ホーム組

合議会定例会についての報告をさせていただきます。 

 今組合議会定例会への出席議員は８名全員の出席でありました。 

 まず、欠員となっておりました組合議会の議長選挙があり、美作市議会の山本雅彦議長が本組合議会の議

長に当選をされました。 

 次に、本組合議会定例会に上程されました議案、全６議案でございますが、まず「平成25年度養護老人ホ

ーム会計歳入歳出決算の認定」、続きまして「平成25年度特別養護老人ホーム会計歳入歳出決算の認定」、

「平成25年度訪問介護事業特別会計歳入歳出決算の認定」、続きまして「平成26年度養護老人ホーム会計補
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正予算（第１次）」、続きまして「平成26年度特別養護老人ホーム会計補正予算（第１次）」、また「平成

26年度訪問介護事業特別会計補正予算（第１次）」についての６議案について審議し、全て認定、可決をさ

れました。 

 主な内訳としましては、「平成25年度養護老人ホーム会計歳入歳出決算の認定」は、歳入総額が１億

6,557万6,304円で、主なものとしましては、サービス収入6,359万202円、養護建設借り入れ償還分担金

495万2,000円、市町村支出金7,706万6,958円、繰越金1,972万9,271円でございます。続きまして、歳出総額

は１億4,969万8,520円で、主なものとしましては、人件費6,216万6,938円、扶助費7,827万2,732円、公債費

495万1,304円等でございます。歳入歳出差し引き残額1,587万7,784円につきましては、翌年度に繰り越しを

いたします。なお、平成25年度末での入所者は60名おられます。 

 次に、「平成25年度特別養護老人ホーム会計歳入歳出決算の認定」は、歳入総額が１億9,842万3,274円

で、主なものとしてはサービス収入１億5,597万2,860円、繰越金1,994万9,798円、基金繰入金2,200万円等

でございます。歳出総額は１億7,784万7,042円で、主なものとしては人件費１億4,446万4,205円、物件費

371万3,505円、扶助費2,774万6,629円等でございます。歳入歳出差し引き残額2,057万6,232円につきまして

は、翌年度に繰り越しをいたします。なお、平成25年度末における入所者数は作東寮で40名、やすらぎ荘で

55名の方がおられます。 

 次に、「平成25年度訪問介護事業特別会計歳入歳出決算の認定」は、歳入総額が5,199万6,427円で、主な

ものとしては事業収入の養護訪問介護受託料4,045万2,768円、繰越金1,150万5,724円等でございます。歳出

総額は4,443万5,516円で、主なものとしては人件費4,397万8,070円、物件費43万3,245円等でございます。

歳入歳出差し引き残額756万911円につきましては、翌年度に繰り越しをいたします。なお、平成25年度末に

おけるサービス利用者数は55名おられます。 

 次に、「平成26年度養護老人ホーム会計補正予算（第１次）」は、歳入歳出それぞれに747万7,000円を追

加し、歳入歳出予算総額を１億6,441万5,000円とするものです。内訳としましては、決算の確定に伴う繰越

金を歳入に追加し、歳出においては人件費、賃金に274万2,000円、予備費に473万5,000円を充てるもので

す。なお、議員から調理員が退職したが、現状はどのようになっているかとの質問があり、現在、栄養士１

名と調理員７名で調理を行っているが、職員が十分とは言えず、ハローワーク等で募集しているとともに、

外部委託を考えているとの答弁がございました。また、議員から、嘱託、臨時職員の賃金面について改善で

きないのかとの質問があり、問題解決に向け、委託を含めて考えていくとの答弁がございました。 

 次に、「平成26年度特別養護老人ホーム会計補正予算（第１次）」は、歳入歳出それぞれに991万8,000円

を追加し、歳入歳出予算総額を２億1,188万8,000円とするものです。内訳としましては、作東寮勘定の歳入

歳出予算の総額に957万6,000円を追加し、歳入歳出の予算総額を１億9,451万9,000円とするもので、決算の

確定に伴う繰越金を歳入に追加し、歳出においては人件費を276万6,000円減額、賃金を290万円増額、委託

料を204万7,000円減額し、予備費に1,148万9,000円を充てるものです。また、やすらぎ荘勘定においては、

歳入歳出予算の総額に34万2,000円を追加し、歳入歳出の予算総額を1,736万9,000円とするもので、決算の

確定に伴う繰越金を歳入に追加し、歳出においては予備費に充てるものです。 

 続きまして、「平成26年度訪問介護事業特別会計補正予算（第１次）」は、歳入歳出それぞれに536万円

を追加し、歳入歳出予算総額を4,782万4,000円とするものです。内訳としましては、決算の確定に伴う繰越

金を歳入に追加し、歳出においては職員の人件費及び賃金に329万1,000円、予備費に206万9,000円を充てる

ものです。 

 以上、平成26年第２回美作養護老人ホーム組合議会の報告とさせていただきます。ありがとうございまし
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た。 

議長（山本 雅彦君） 

 続きまして、勝英農業共済事務組合議会、岡﨑正裕議員より報告をいたします。 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 皆さんおはようございます。 

 それでは、先般行われました平成26年第２回勝英農業共済事務組合議会の定例会の報告をいたします。 

 日時は、平成26年11月12日水曜日午後１時から、勝央町役場３階の議会議場で行いました。出席議員は

15名で、16名中15名の出席でございました。 

 まず、勝央町議会の選挙がございまして、２名の方が交代をされまして、その報告と紹介がございまし

た。それから、美作市長選挙がございまして市長が交代をいたしまして、副管理者の異動がございまして、

それも紹介と報告がございました。 

 それから、会議でございますが、議案としては２議案でございます。主に資料の朗読をもって説明にかえ

させていただきます。 

 まず、専決処分ということでございまして、勝英農業共済事務組合農業共済条例の一部を改正する条例で

ございまして、これは農業災害補償法の規定に基づき、家畜共済の共済掛金標準率等を定める件の全部の改

正が平成26年２月17日に行われました。これが農林水産省告示第242号ということになっております。それ

で、適用が４月１日からということでございましたので、専決処分ということになりました。この件につき

ましては、３年に１遍見直しということでございます。全員賛成ということで、これは可決をいたしまし

た。 

 それから、もう一つの議案でございますが、これは25年の勝英農業共済事務組合農業共済事業会計の決算

の認定でございます。中身については、各共済勘定ごとに朗読をもって説明をさせていただきますが、まず

は農作物でございますが、歳入が2,776万3,279円、歳出が2,716万997円ということで、差し引き額が60万

2,282円、これは次年度に繰り越すということでございます。それから、家畜共済でございますけれども、

歳入が２億198万8,405円、歳出が２億198万8,405円となりまして、差し引きは０円でございます。果樹につ

きましては、歳入が44万7,594円、歳出が44万983円となりまして、差し引きの6,611円は次年度に繰り越す

ことになりました。それから、畑作物でございますが、歳入が846万7,291円、歳出が846万7,291円となりま

して、差し引き額は０円でございます。園芸施設でございますが、歳入が312万3,389円、歳出が312万

3,389円となりこれも差し引き額は０円でございます。それから、業務勘定決算でございますけれども、歳

入が２億1,917万9,493円、歳出が２億1,917万9,493円となりまして、これも差し引き額が０円でございま

す。最後に、歳入歳出差し引き額０円は、公営企業法適用によるためであり、実質収支額は１億4,341万

7,274円となっております。これにつきましても全員賛成ということで可決をいたしました。 

 以上、報告を終わります。 

議長（山本 雅彦君） 

 続きまして、勝田郡老人福祉施設組合議会、本城宏道議員より報告をいたします。 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君） 

 それでは、勝田郡老人福祉施設組合議会の報告をさせていただきます。 

 26年度の第２回勝田郡老人福祉施設組合議会が招集されたのは、11月27日午後３時からでございまして、
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塩手荘の会議室で開催されました。要点を絞って報告をさせていただきます。 

 美作市からは、私と金谷議員が出席をいたしました。 

 組合議会議員は、勝央町の議員選挙があり、勝央町から２名です。それから、本市の山本雅彦議員から金

谷典子議員への交代による３名の入れかえがございました。 

 次に、欠員となりました議長選挙が関係市長の代表による選考が行われまして、不肖私、本城宏道が選任

されました。なお、今後は議長選挙があるときには、津山市、奈義町、勝央町、美作市の順で持ち回るとい

うことを申し合わせをいたしました。 

 そして、管理者の報告の後、認定第１号「平成25年度勝田郡老人福祉施設組合一般会計歳入歳出決算の認

定について」及び認定第２号「平成25年度勝田郡老人福祉施設組合訪問介護事業所会計歳入歳出決算の認定

について」を審議をいたしました。一般会計では、歳入総額１億9,057万228円で、歳出は１億8,896万

7,895円となり、翌年度へ繰り越す額は153万9,333円となっております。なお、民生費分担金の５億1,498万

円のうち、美作市が負担すべき金額は516万3,029円となっております。また、美作市からの入所者の数は、

25年度末で95人中14人が入所いたしております。 

 また、訪問介護事業所会計では、歳入1,735万9,393円で、歳出が1,587万2,825円となっております。翌年

度へ繰り越す金額は148万6,568円となっております。 

 いずれの決算も全会一致で可決承認いたしました。 

 次に、議案第３号「平成26年度勝田郡老人福祉施設組合一般会計歳入歳出補正予算（第１次）について」

及び議案第４号「平成26年度勝田郡老人福祉施設組合訪問介護事業所会計歳入歳出補正予算（第１次）につ

いて」、審議をいたしました。いずれも前年度から繰り越された金額を加算し補正されたものであります。

両議案とも全会一致で可決されました。 

 以上、簡単でございますが、勝田郡老人福祉施設組合議会の報告といたします。 

 失礼しました。さっきの報告の中で、民生費分担金、美作市の分ですが、これが全額では５億1,159万

8,000……。 

 ５億1,498万円を。失礼しました。最初の報告で、５億1,498万円。どこがどう間違えとん。 

 いずれにしましても、その民生費分担金の総額は5,149万8,000円でございました。そのうち美作市負担分

が516万3,029円でございます。訂正して報告いたします。 

 以上でございます。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 次に、市長から送付されております議案の送付書につきましては、お手元に配付しておりますのでごらん

ください。 

 

    日程第４  行政報告 

 

議長（山本 雅彦君） 

 次に、日程第４、「行政報告」を行います。 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 皆さん改めておはようございます。 
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 恒例によりまして、美作市の行政の状況につきまして報告をさせていただきます。 

 市民の皆さんや議員の皆さん方が強い関心を持っていらっしゃる人口の動態の状況について、まず報告を

させていただきます。 

 美作市誕生後の平成17年度末時点におきます当市の日本人総人口は３万3,555人でございました。一方、

平成26年11月末、つまり先月末の日本人総人口につきましては、２万9,685人でございます。この間、総人

口で3,870人が減少をしておりますが、そのうち自然増減、つまり出生数と死亡数の差によるものが2,444人

の減少であり、社会増減、すなわち転入数と転出数の差によるものは1,426人の減少でありました。減少数

の約36％が社会増減によるものであります。また、平成17年度末時点を基準とする総人口の減少率は

11.53％となっております。この減少率につきましては、県内の15市のうち、悪い方から２番目でございま

す。加えまして、年代別人口構成の特徴、つまり高齢者の方々の人数が多いということでございますけど

も、その特徴から日本全体で今後死亡数が増加することが予想されてございますけれども、当市におきまし

ては今後20年から30年程度の期間に全国の平均よりも高い平均死亡率が予想されるということでありまし

た。 

 こうしてみますと、美作市はこのまま放置をした場合に、典型的な消滅自治体になるというふうに言わざ

るを得ないわけでございます。しかしながら、しかしながら我々は今や問題の所在をしっかりと認識をいた

しておりまして、これから少しずつ、ただし確実に反転攻勢に移る覚悟を固めております。 

 自然増減のうち出生数につきましては、ある程度政策的に改善を図ることが可能であります。美作市内の

いわゆる合計特殊出生率は、このところ1.6程度で推移していると見ておりますけれども、この数値はもち

ろん全国平均や岡山県内の平均値よりも高いものでございますけれども、人口維持に必要な2.1程度とは相

当の開きがまだあるわけでございます。つまり当市においても出生率の改善を図る余地は相当大きいという

ことができると考えております。国は日本全体の出生率の向上そして人口維持のために、今後子ども関係の

支出をＧＤＰ比率で倍増しようという方向性を打ち出しつつありますけれども、我々は国の政策に先んじて

この努力を始めるべき自治体の典型ではないかと考えております。具体的な政策分野といたしましては、保

育、学童保育の充実、義務教育における知育、体育両面における政策向上、障がいを持つ子どもたちに対す

る教育の充実などが考えられます。新年度の予算において具体的な御提案を申し上げたいと考えてございま

す。 

 次に、社会増減につきましては、都市の魅力を高めることが必要ですが、住所異動の基本的な要因は、特

に子育て世代につきまして申し上げますと、育・職・住、育は保育、教育の育、職は職業の職、そしてさま

ざまな意味での居住環境の住であります。育・職・住であります。そして、この育・職の両方を同時に改善

する手法が学校園の充実や誘致であります。そのため類似の議会においてもお話をしておりますように、中

等教育機関の誘致、専修学校の誘致や充実などは当市が置かれた状況に対して最も効果的な対策になると考

えられるわけであります。また、誘致に限らず、既存の学校園の改善による支援教育や保育の質の向上など

も同様の効果を持つものと考えております。 

 さらに、住環境という観点からは、恵まれた自然を生かす政策としての都市公園の整備、親子で楽しめる

都市公園の整備、図書館や文化活動の充実など、これもゆっくりではございますけれども、確実な効果が期

待できる政策分野でございます。 

 社会異動の中で外国人は当市にとって殊に重要になると考えております。その中で、当市の工業を支える

重要な役割を既に外国人市民の方々が果たしておられますけども、このことに加えまして中期的には看護や

介護、農業、林業などの１次産業の担い手としても大いに期待されるところでございます。 
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 そこで、現在外国人の中で顕著に増加し、また産業関係者から高い評価を得ているベトナムの方々に対す

る積極的政策の可能性を探ることが当市にとって相当の意味を持つと考えております。今申し上げました積

極的政策とは、外国人の方々の生活上のニーズを把握し、これに対応することが可能な、つまり現地語と日

本語の両方がわかるバイリンガル職員を当市として獲得をすること、あるいは現在鋭意的に行われておりま

す、その外国人の方々の引き受けや、あるいはあっせんを商工会によりまして、高信頼性と低廉性を兼ね備

えた形での引き受け、あっせんに展開をする、そういうことが考えられるわけでございます。そして、こう

いった積極政策の入り口と協力機関として、私どもいろいろ考え、あるいは尋ね歩いた結果でございますけ

ども、ベトナムの有力大学を考えてございまして、先般、現地調査に職員を派遣し、今後の具体的政策につ

なげていく考えであります。 

 以上、申し上げましたことに加えまして、市政のあらゆる分野で競争力を確保していくことが求められて

おります。今後、改善の余地が大きい政策分野といたしましては、農林業政策、特に林業政策やさきに触れ

ました文化政策などが考えられます。それとともに、市単独では提供しがたいサービス等につきましては、

近隣の市町村と協力をして、その確保及び提供に努めていかなければなりません。その代表的なものが高度

医療や高等教育であって、当市としてはこのような分野につきましては、津山市など岡山県北の自治体ある

いは鳥取県、兵庫県にあります隣接自治体とも協議、共同しながら、広域圏としての競争力の維持に努めな

ければなりません。 

 次に、今まで申し上げましたような政策努力の前提となります財政と人事、機構の状況について申し上げ

ます。 

 まず、財政につきましては、第１回の財政の総点検を実施をいたしました。その結果、当市の財政状況に

つきましては、夕張のような破綻に向かっているというようなこと、そういう問題は一切ありませんが、一

方でここぞというときに必要な政策資金の投入が十分にできるほどの状況でもないということが明らかにな

っております。このため、当面各種の合理化を進める中で、基金残高、さまざまな基金ありますけれども、

その合計でございますけども、基金残高を130億円程度まで積み増す努力をしたいと考えております。一方

で、政策的経費を増大させるために交付税の増額のための努力、あるいは減額の縮減、こういった努力を継

続をいたしますとともに、各種の特定財源についても貪欲に獲得を目指していきたいと考えております。 

 また、人的資源につきましては、現在の職員数を維持または非常にゆっくりとしたスピードで減少させつ

つも、その質の向上を図らねばなりません。そのために中途採用、定年後の再雇用、職員の研修の支援など

の対策を講じていく考えであります。また、国・県等、等といいますのは他の市町村でございますけども、

こういった国、県等との人事交流につきましては、これまでどおり積極的に考えていきたいと存じておりま

す。 

 機構につきましては、その時々の状況に応じまして必要な見直しを進めていく、当然の考えでございます

けれども、人口問題との関係において役割が重要化している部局について、体制の改善と充実を図っていく

考えであります。 

 次に、美作市の豊かな環境を生かした取り組みについて申し上げますが、平成21年度から５年半の歳月を

かけた美作クリーンセンターが多くの皆様方の御支援あるいは御心配、御協力、こういうものを賜りながら

11月12日に竣工をし、13日より本格稼働をいたしました。これは当市と西粟倉村の家庭ごみなど一般ごみを

処理する施設でございますけれども、日量の処理能力34トンの焼却施設と7.9トンのリサイクル施設を一体

的に整備をいたしました資源循環型施設でございます。見学用の通路やリサイクル実験室を設け、環境学習

の拠点にもしたいと考えております。新施設の竣工を機に、さらなる３Ｒと申しまして、リデュース、リユ
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ース、リサイクル、これに４つ目のＲといってリフューズというのがございますけども、こういったことの

推進や啓蒙活動によりまして、地球に対する環境負荷を低減し、環境に優しい生活、環境に優しい町を目指

していきたいと考えております。 

 次に、林野地区から楢原、平福地区にかけての山林、城山と申しておりますけども、これを美しい里山公

園として整備する事業につきましては、現在全体計画の策定作業が行われてございまして、早急にその計画

をまとめ、関係地区との協議をさらに進めるとともに、地権者との協定も順次行ってまいります。今年度の

工事はアクセス道となります林道整備３路線の整備工事などの実施を予定しております。今後、塩垂山、三

星山にもこの計画を広げていく予定といたしております。 

 また、大原地区のゴルフ場の跡地の民間企業による大規模太陽光発電所につきましては、長く調整の時間

がたっておりましたけど、ようやく県との協議が終了し、今月建設工事に着手されることになりました。豊

かな自然環境を生かしながら、市民の皆さんにも、あるいは当市を訪れてくださる方々にも快適で魅力ある

まちづくりを進めたいと考えております。 

 次に、定住人口増加、労働力確保、国際交流等の一環として、先ほど触れましたけれども、市内の外国人

労働者の実態にもあるように、ベトナムからの労働者が増加傾向にございまして、今後ますますベトナムと

の友好関係を構築する必要があると判断し、去る10月５日から11日まで、２名の職員でベトナムを訪問して

いただき、ダラット市、タイグエン省、ちなみにこの「タイグエン」というのは漢字で書きますと「大原」

と書きます。それから、ソンラ省の政府関係者、中部のダナン大学の総長などと意見交換をしてもらうこと

ができたわけでございまして、彼らの帰国後、ぜひダナン大学で今度私に来てくれということで、同大学で

今後の日越関係でございますとか、市政における外国との関係をどう考えていくか、そういったことについ

て基調講演をやってくれないかという要請がございまして、現在来年の１月に来てくれということでござい

ますけども、具体的な日程調整をいたしております。その際、ジェトロでございますとか、あるいは岡山県

関係の企業の方々ともお会いするなどしながら、しっかりとベトナムにおける我々の橋頭堡を築く、このダ

ナン大学が私たちの橋頭堡の第一になると考えております。 

 また、みまさか商工会が外国人技能実習生受け入れ事業を実施するための準備計画を進めております。こ

の事業は作東産業団地や市内の中小企業を初め、みまさか商工会に加盟をしている工場、事業所、商店等も

対象に労働力の確保の観点、そして人口増加の観点から推進されるものでありまして、市としても商工業振

興、そして人口問題の観点から積極的に支援をしなければならないと考えているわけであります。 

 住環境整備に関しましては、市営住宅の奥団地及び福本団地の建てかえとして、小原団地に６棟12戸を建

設中でございまして、平成27年３月末の完了を目指しております。また、梶並地区に整備したお試し住宅の

３号棟の入居者につきましては、１年間、住民の方々と生活をしていただく中で、地元の慣習や行事などに

積極的に参加され、地元活性化推進委員会のお力添えもございまして、梶並地域に定住をしていただくこと

になりました。１、２号棟については、子どもを含む家族の方々が入居され、元気に小学校に通学をしても

らっております。地域おこし協力隊につきましては、10月から３名の隊員を採用し、梶並、東粟倉、粟井の

それぞれの地域に配属をさせていただきましたけれども、出身地は横浜市、明石市、吹田市で、それぞれ

我々の田舎というところに魅力を感じ、地域の活性化に向け地域住民のニーズを把握し、先輩隊員の事業を

継承しながら地域に溶け込むことを今始めている状況であります。彼らの人生の大きなインベストメントに

なってほしいと私も個人的にも支援をしてまいっているわけであります。 

 姫新線を利用した鉄道利用促進キャンペーンを昨年に引き続きまして実施をいたしました。このキャンペ

ーンは、岡山湯郷Ｂｅｌｌｅのエキサイティングシリーズの最終戦となった2014年ありがとうＢｅｌｌｅフ
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ェスタということで開催されたのに合わせまして、臨時の応援列車を運行していただきました。今回の姫新

線の利用申込者は158名で、地域別では姫路駅からの利用者として、東京、埼玉を初め、大阪、兵庫、滋賀

の各地域の方々、岡山、津山駅からの利用者といたしましては、広島、香川、福岡や県内在住の方々となっ

てございまして、改めて岡山湯郷Ｂｅｌｌｅのサポーターの熱意を感じることができました。今後ともＪＲ

姫新線の利用に向け、さまざまなＰＲを図っていきたいと思います。 

 なお、Ｂｅｌｌｅにつきましては、昨夜の試合、大変残念でありましたけれども、ことし一年間が非常に

意味のあるシーズンであったということを議会の方々、市民の方々ともどもに喜び、そして来年のさらなる

成長を期していきたい、そう考えておりますので、よろしくお願いをいたします。 

 農林業振興関係では、獣肉処理施設の効果もございまして、まずことしの４月から９月末までの約半年で

ございますけれども、鹿の捕獲頭数が1,470となってございました。これは昨年の同期に比べて30％の増加

であります。獣肉処理施設の効果があったのか、勝手にふえていただいたのかは、これ実ははっきりいたし

ません。ただ、獣肉の販売実績も伸びておりまして、昨年度の１カ月平均の売り上げが75万9,000円でござ

いました。ことしは既に100万円を超えておりまして、具体的に言いますと103万1,000円と約30％増加をし

ておりますし、それから具体の取引に今後に期待できるような大きなものがあらわれ始めたわけでございま

して、ホテルレストランでは、長野のほうから1,000キロ、東京からのあるホテルレストランから500キロ、

神奈川県のほうから数十キロの鹿肉の要請がございました。また、東京のデパートからはお歳暮の商品とし

てシシ肉を100キロと、大量の注文が入ってくるようになっております。また先日、教育の協定を締結をい

たしました日本体育大学にもお買い上げをしていただいて、職員の方々、たしか400名だったと思いますけ

ども、１人１キロを目途に、年度初めの気合い入れのお品があるそうなんですけども、去年は網走のタラバ

ガニを入れたんですけど、ことしは美作市のお米とそれとパッケージでジビエをということで御相談をさせ

ていただいているようでございます。そして、サンプルを送ったんですか、サンプルも送ったそうでありま

す。これからも安全で安心して食せる獣肉の提供に心がけて駆逐と捕獲に取り組んでまいります。 

 今後とも美作市の強みや制度をＰＲしながら、市外からの定住促進に向けた対策や市外への転出を防ぐ取

り組みを、今申し上げたようにさまざまな形を入れながらやってまいります。 

 次に、安全で安心して暮らせる福祉の充実に向けた対策についての状況でございますけれども、湯郷地内

の旧みまさか荘跡地に新たに特別養護老人ホームが完成し、10月１日に事業が開始をされました。また、第

５期介護保険事業計画に基づく、地域密着型サービスの基盤整備を梶並地区のやまゆり苑内に計画をしてご

ざいまして、小規模多機能型居宅介護事業所及びサービスつき高齢者向け住宅の一体的整備をする事業者が

決定をし、着工に向けて着々と準備が進められております。 

 ７月から工事に着手しました美作北小学校の放課後児童クラブの増築工事が竣工をいたしまして、開所に

向けて備品等の搬入が進められております。子どもたちが非常に期待をしているということも現地に行きま

すと肌で感じられております。 

 また、健康寿命の延伸を目標に昨年も実施をいたしました、てくてく歩こう運動に10月から取り組んでお

りまして、市民の方々が楽しく歩くことに取り組むきっかけづくりを行うとともに運動習慣の定着化を目指

しておるわけであります。 

 次に、個性を伸ばす教育、文化、芸術の充実に向けての取り組みにつきましては、まず市立中等教育機関

の誘致に向けての活動につきましては、御案内のとおり12月１日に学校法人日本体育大学と体育スポーツ振

興に関する協定というものを締結をいたしました。日本の自治体において第１号、第２号が愛知県というこ

とになったわけであります。今後は日体大の附属機関、具体的には附属高等学校の誘致に向けまして、市内
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在住の日体大の卒業生を中心にして支援していただく組織も立ち上げ、あるいは消防団等の御協力も頂戴し

ながら関係者へお願いをしているところでございまして、地元の区長さんたちも熱い声援を送っていらっし

ゃいます。 

 また、これに加えまして医療、福祉やモータースポーツの学びの場というものの誘致の話も少しずつ浮か

び上がっておりまして、これらの具体化に向けての取り組みを行っていきたいと考えております。 

 次に、学校等の統廃合の指針に基づいた学校統廃合につきましては、平成27年４月に粟井小学校の江見小

学校への統合に向けて保護者の方々を初め地域の方々の協力を、本当熱い協力をいただきながら、３月22日

に残念ですけれども、しかし新たな気持ちを持って閉校式をとり行う運びとなりました。議員の方々にもぜ

ひ御参集賜りたいと存じます。 

 また、学校給食の民間委託やスクールバスの運行形態の見直し等の検討を具体的に進めてございます。 

 ９月の議会で議決をいただきました新市建設計画の変更でございますが、岡山県と総務省に変更を提出を

いたしまして、その面での事務は全て完了いたしました。そして、そのことにつきまして当市のホームペー

ジにも掲載をいたしております。 

 次に、国においていわゆる地域創生といいますか、まち・ひと・しごと創生本部の設置があったわけでご

ざいますけれども、これに関しましては地方自治体がみずから新たな創生策というか支援策を具体策を提案

する仕組みが創設されております。地方自治体単独での事業展開も大切でございますけども、この際、この

創生の枠組みを生かすためにも、兵庫県、鳥取県、岡山県にお互いに近接する自治体がございますので、こ

ういった自治体との協調も大切と考え、議会の方々の御先導をいただいた上で、関係自治体による創生会議

の第１回の会議を来る12月25日に開催をしたい、３県境地域創生会議というような思いで仮称を考えてござ

いますが、そういう運びとなっておりますことを報告をいたします。 

 平成25年度決算の終了期に、先ほども触れましたけれども、財政のわかりやすい分析と今後の財政収支見

通しに係る情報提供を行うために財政の総点検に取り組んだわけでございますが、そして市民との情報を共

有させていただくために、その内容を美作市の財政状況（初版）として公表をいたしました。財政状況を公

表することで、財政に関する規律の維持やコンプライアンスの確立に市民の目が向けていただけるという効

果もございます。今後、毎年度財政総点検に取り組んでいく定例のものとしてやっていきたいと考えており

ます。 

 このようなことも行いながら、引き続き市民の皆様の声を声として市政を進める考えであります。議員各

位におかれましては、諸施策に対しまして積極的な御批判や、さらには積極的な営業活動等を行っていただ

き、その意味で力強い御支援をいただいておりますことに心から感謝を申し上げさせていただきます。 

 こうした議員の方々の積極的な活動のための経費が不足することもあるんじゃないかと私は心配を申し上

げているところであります。次の世代の有用な、そして有能な若い市民の方々が今後美作市議会で活躍する

ためにも歳費の一定の増額が必要じゃないかと私個人は考えておりますが、こういった活動費の問題や歳費

の問題につきましては、市民の皆様の議会に対する十分な御理解というものがその基盤として必要であるこ

とは論をまちません。そのため、議会活動のさらなる透明化、定数の削減、営業活動等の成果の公表等、議

会改革の方向が明らかになることが必要であり、引き続き御尽力をいただきますように、この場をかりて心

からお願いを申し上げさせていただきます。 

 以上、諸行政の一端を御報告を申し上げまして行政報告といたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ただいまより10分間休憩いたします。 
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                                       午前11時10分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午前11時20分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    日程第５  議会改革特別委員会委員長の中間報告について 

 

議長（山本 雅彦君） 

 日程第５、「議会改革特別委員会委員長の中間報告について」を議題といたします。 

 議会改革特別委員会委員長より中間報告をしたいとの申し出があります。 

 お諮りをいたします。 

 本件は申し出のとおり報告を受けることにしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。したがって、議会改革特別委員会委員長の中間報告を受けることに決定をいたしま

した。 

 議会改革特別委員長。 

１７番（鈴木 悦子君）〔登壇〕 

 それでは、議会改革特別委員会委員長報告をいたします。 

 去る10月27日、委員全員、議長出席のもと、議会改革特別委員会を開催いたしましたので、その内容につ

きまして御報告をいたします。 

 なお、後日開催しました全員協議会におきまして報告をしておりますが、次の５項目につきまして報告い

たします。 

 まず、１として、一般質問及び議案質疑につきましては現状のままとすることにいたしました。 

 ２番目といたしまして、議会の中継放送等情報公開につきましては、定例会での一般質問の放映を市民の

皆様が視聴できる時間帯に再放送するよう、株式会社みまちゃんネルと協議をするとともに、予算を伴いま

すので、執行部とも協議をすることとしております。また、臨時議会の放映につきましても、必要に応じて

議会運営委員会に諮り、放映の可否について協議することとしております。この件につきましても予算を伴

いますので、執行部とも協議することとしております。 

 ３番目としまして、政務活動費につきましては、議員みずからが美作市の営業マンとして頑張らなければ

ならないため、政務活動費の見直しについて検討し、執行部との協議を行います。先ほど行政報告の中で市

長が言われたとおりでございます。また、今回美作市議会として政務活動費の使途基準の指針を作成し、本

年11月１日より試行実施をしております。 

 ４番目といたしまして、議員報酬につきましては市の報酬審議会がございますので、執行部に対して提言

をすることといたしております。 

 ５番目、議会基本条例につきましては、議員全員で今年度中に先進地視察を行う予定としております。 

 以上、議会改革特別委員会中間報告といたします。 

 なお、議会閉会中も引き続き調査が必要ですので、御承認を賜りますようよろしくお願いいたします。 
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 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 議会改革特別委員会委員長の中間報告が終わりました。 

 ただいまの議会改革特別委員会委員長報告において、委員会で調査中の事件について、会議規則第111条

の規定により閉会中も引き続き調査終了まで継続調査したい旨、申し出がありました。 

 お諮りをいたします。 

 委員長から申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。したがって、委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定をい

たしました。 

 

    日程第６  株式会社雲海に関する調査の件 

 

議長（山本 雅彦君） 

 続きまして、日程第６、「株式会社雲海に関する調査の件」を議題といたします。 

 本件につきましては、萬代議員より参考人としてお話を伺っておりますので、萬代議員の除斥を求めま

す。 

〔７番萬代師一君 退場〕 

議長（山本 雅彦君） 

 本件に対し、委員長の報告を求めます。 

 株式会社雲海に関する調査特別委員長。 

１０番（岡﨑 正裕君）〔登壇〕 

 それでは、株式会社雲海に関する調査特別委員会の委員長報告をさせていただきます。 

 お手元に配付しております調査報告書の主に朗読をもって説明をさせていただきます。そして、この中で

この報告書自体が50ページ以上に及ぶものでございますので、これを全部読み上げるということは非常に時

間もかかりますし、ある程度事務的な部分もございますので、事務的な部分を省略いたしまして報告をさせ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、これは部分的なものを報告をいたしますので、中に出てこられる人物の肩書とかそういうものが文

章によって若干変わってきますので、特定される個人名とか企業名が報告書の中に出てきますが、このとお

りに読ませていただくことをお許しを願いたいと思います。 

 それでは、報告をいたします。 

 まず、目次のところを開いていただければよろしいかと思うんですが、ここの中で報告をしますのは、調

査の趣旨、それから設置の経緯、それから事実認定における争点ということを主に報告をいたします。 

 それでは、調査の趣旨でございますけれども、朗読をさせていただきます。 

 大芦高原国際交流の村は、合併時に美作市が引き継ぎ、市民の福祉、健康増進はもとより、市外の方との

交流、憩いの場として運営してきた。しかし、その運営は毎年市費投入が多く厳しいものとなっていたが、

今後も運営を続けるために施設の改修工事を行った。その上で経営改善を図るため、指定管理者制度の議案

を平成25年６月定例会に上程し、可決した。美作市が出資、地元３名も出資しておられますが、株式会社雲
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海が指定管理者になり、７月より運営を行ってきたが、出資金、指定管理料の使途が問題となり、５カ月後

の11月末で破綻することとなった。美作市議会として破綻の原因は何か、運営等が適正に行われていたかを

検証していく責務があると考え、真相究明のために調査特別委員会を設置し、調査解明していくこととなっ

たということでございます。 

 それでは、１枚はぐっていただきまして、調査特別委員会設置の経緯について申し上げます。 

 設置の経緯でございますけれども、平成25年12月議会以降、株式会社雲海の問題については、所管の委員

会である美作市議会産業建設委員会がその事務等の流れについて調査を行ってきたことである。産業建設委

員会では、平成26年１月17日及び１月22日に執行部より提出のあった資料に基づき調査を行った。しかしな

がら、調査範囲が限られていることから、これ以上の解明は限界であると判断した。このため、地方自治法

第100条に基づく調査特別委員会を設け、一層の原因調査の進歩を図ることが美作市議会の責務であると判

断し、産業建設委員会において、その決議案が全会一致で可決した。これを受けて、平成26年３月19日の定

例市議会において調査特別委員会の設置議案が可決され、美作市議会として調査特別委員会で調査解明して

いくこととなった。 

 参考のため、調査特別委員会の設置議案、委員構成、決議案、運営要領を次に掲げるということでござい

ますが、そのことについては事務的なことでございますので省略をさせていただきます。 

 それでは、30ページをおあけください。 

 調査の内容と結果でございますが、これの雲海新運営計画と破綻に至る経過でございますけれども、これ

には時系列で書いてございますが、これを一々説明すると、なかなか時系列のことなので説明もしにくいと

いう部分がございまして、これは割愛をさせていただきますが、このことを要約したものは中間報告の中で

非常に簡単でございますが、要約した報告をさせていただいておりますので、そういうことにさせていただ

きます。 

 それで、今回私が報告をしますのは、36ページの事実認定における争点、これから報告をさせていただき

ます。 

 まず、安東美孝氏と佐々木慎太郎氏との間の合意内容でございますけれども、安東美孝氏と佐々木慎太郎

氏との間で雲海の運営をめぐり、どのような約束、合意があったのかを検討する。 

 １、佐々木慎太郎氏はお伝えしたいことの中で、佐々木慎太郎氏と安東美孝との間で次の５項目の取り決

めをしたと記載している。ア、赤字をなくすこと、イ、佐々木慎太郎氏が指定管理者の代表取締役になる、

ウ、３年間で赤字をなくしてほしい、エ、季譜の里のノウハウで高級志向でやってほしい、オ、３年で国か

らの予算がおりなくなるので、そのときには受け渡したい。 

 また、証人喚問の中では、佐々木慎太郎氏及び佐々木裕子氏は次のように証言している。 

 平成23年８月ごろ、佐々木裕子氏は安東美孝氏に雲海の運営について関心があることを話した。同年９月

か10月ごろ、安東美孝氏から雲海の経営について話があり、平成25年７月までの間に６回くらい安東美孝氏

のほか、市の幹部らに会って、雲海運営の打ち合わせをした。手帳の記載から、平成23年11月14日に季譜の

里において安東美孝氏、萬代師一氏、橋本清氏らと佐々木慎太郎氏、佐々木裕子氏とが面会した。その際、

安東美孝氏から雲海の経営ができるかという打診があり、佐々木慎太郎氏はできると回答した。また、佐々

木裕子氏は、ある程度の富裕層の宿泊客を相手にした経営に転換することを提案し、指定管理者を季譜の里

にすることの話も出た。その後、佐々木慎太郎氏は、平成24年１月９日、同年５月10日、同年８月１日に安

東美孝氏及び市の幹部らと面会し、経営の話し合いをした。そして、同年11月14日、市役所３階にて、25年

度雲海経営計画案変革をプレゼンテーションした。このときは安東美孝氏、岩﨑清治氏、橋本清氏、山名浩
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二氏、当方からは佐々木裕子氏、陰山洋介氏――この方はコンサルタントでございます――が出席した。 

 いつの会議でどのようなことが話し合われたかは明確には記憶していないが、安東美孝氏は雲海を季譜の

里に任せる。雲海は毎年2,000万円――3,000万円との証言もありますが――ほどの赤字が出ているが、１年

目1,000万円、２年目500万円、３年目500万円の指定管理料で経営をしてほしい。雲海のための基金が残り

3,000万円あるので、この金で改修をすることができる。雲海季譜の里の名にしてもよい。３年たったら手

放してもよい。無償というわけにはいかないので、幾らだったら買うのかと言われた。また、第三セクター

株式会社の資本金は季譜の里が出し、季譜の里が指定管理者になるものと思っていたし、その会社の代表取

締役には佐々木慎太郎氏が就任すると思っていた。 

 ２、これに対して安東美孝氏は次のように証言する。 

 高級志向というのは季譜の里から提案があった。従来のやり方では間違いなく落ち込みが予想され、雲海

の基金や国からの合併特例交付金もなくなると経営が極めて困難となる。ならば、少しお客も変わるだろう

という思いを持ち、高級志向も一つの手ではないかと考えて、結果的にはそれでよいと判断した。しかし、

佐々木慎太郎氏のポジションは、安東美孝氏としてはあくまで経営アドバイザーと考えていた。民間のノウ

ハウを取り入れはするが、まだ佐々木慎太郎氏に任せるわけにはいかないので、経営のアドバイザーとして

入ってくださいと言った。指定管理料も出なくなった段階で経営の移譲も考えられなくもないが、佐々木慎

太郎氏に譲り渡すとは言っていない。佐々木慎太郎氏に全部任せるとは多分言っていない。 

 ３、岩﨑清治氏は次のように証言する。 

 高級志向にするために、季譜の里に運営をお願いしたことはない。料理等、今まで運営していたものにプ

ラスして高級なものをつけ加えるのはよいと言った。民間のノウハウを教えてもらうが、しかし最終決断は

市がしますと言ってある。作東バレンタインホテルの例もあり、最初から民間というわけにもいかないの

で、第三セクターにした。市の職員は商売に関しては素人なので、民間のノウハウをアドバイザーから導入

しようとした。市が出資している限り仕方がない。佐々木慎太郎氏には予算主義ということを説明した。 

 ４、当委員会は次のように判断する。 

 安東美孝氏を初め、市の幹部が何度も佐々木慎太郎氏と雲海の経営について打ち合わせをしたこと、また

雲海の赤字経営を脱却するため、民間のノウハウを導入しようとし、その形態は別にして、その方法を季譜

の里に依頼をしたことは、当事者間でおおむね一致している。問題はどの程度まで安東美孝氏が佐々木慎太

郎氏に委託したかである。佐々木慎太郎氏や佐々木裕子氏は、市の幹部との打ち合わせで、レストランを中

心とする一定の高級化路線を提案している。この提案を市の幹部がどこまで容認したかは不明であるが、少

なくとも安東美孝氏はこの提案に大筋で合意したと解される。そして、改修工事の経過を見ると、よりこの

ことが明らかである。佐々木慎太郎氏は市の予算でレストランは大幅に改装してもらえるという話があった

と認識している。改装工事の設計当初からその改装内容に要望を出し、みずからが依頼した設計士を関与さ

せている。そして、長家秀明氏は佐々木慎太郎氏の指示のとおりに改修工事の設計をし、工事の管理におい

ても佐々木慎太郎氏の指示に従っている。本来の改修工事の目的を逸脱するレストラン用の高級椅子の購入

も改装工事の設計内容とされている。これらのことは長家秀明氏、田渕憲一氏の証言等で明らかである。そ

して、これを可能としたのは、市の山名浩二氏、近藤利広氏らが佐々木慎太郎氏の意見を聞くように指示を

したからである。山名浩二氏は、安東美孝氏から佐々木慎太郎氏が湯郷で成功をおさめている人である。こ

の人に任せてあるので、そのアドバイスに従って改装工事をしてくれと言われたという。山名浩二氏は、

佐々木慎太郎氏は経営アドバイザーという名前だが、実質的にはオーナーという気持ちであったという。近

藤利広氏も佐々木慎太郎氏に運営をお任せするという前提で動いていた。これは山名浩二氏からの指示であ
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ったが、もっと上からの指示でもあると証言する。 

 これらのことから見ると、安東美孝氏は佐々木慎太郎氏に3,500万円の改装工事費の範囲内ではその内容

を一任し、佐々木慎太郎氏の言うような高級化路線を進ませようとしたと言える。そして、当初の段階では

安東美孝氏と佐々木慎太郎氏の間ではその具体的な形態は決めてはいないが、佐々木慎太郎氏を雲海の経営

において法的にも名目的にも責任と権限がある立場に置くことの合意はあったものと認められる。それは

佐々木慎太郎氏も佐々木裕子氏も証言するところであるし、佐々木慎太郎氏は平成24年４月ごろより、調理

人の事前確保に動いているからである。佐々木慎太郎氏がもし当初から経営アドバイザーでしかないと言わ

れていたなら、そこまで準備することはないと思われる。また、山名浩二氏は、佐々木慎太郎氏が実質的オ

ーナーという気持ちであったとか、実質的に中心でやる株式会社を設立して、その会社を佐々木慎太郎氏に

任せると言っていることからも、このようなことは推測できる。したがって、佐々木慎太郎氏と安東美孝氏

との間では、当初の段階では佐々木慎太郎氏を指定管理会社の代表取締役にするとの合意まであったとは言

えない。しかし、雲海の経営につき、佐々木慎太郎氏を一定の権限のある立場にして、その経営を任せ、い

わゆる高級化路線を促進するとの合意があったことは、当委員会としては認定できる。 

 雲海破綻の直接的原因でございますが、次に株式会社雲海の破綻の原因が何であったのかを検討する。 

 １、佐々木慎太郎氏の雲海経営実態。 

 佐々木慎太郎氏が安東美孝氏から経営アドバイザーという地位しか与えられなかったにしても、平成24年

11月ごろから雲海の経営計画に関与し、株式会社雲海設立後も実質的に経営をしたことは当事者が全員認め

るところである。そしてその結果、９月の段階で、７、８、９月までの３カ月間の営業利益で4,446万円の

赤字、準備期を含めて資本金2,650万円、指定管理料1,000万円を加えても3,986万円の赤字で、10月以降の

運転資金にも事欠く状態であったことは明らかである。 

 このようになった原因として、当委員会に判明しているのは次の点である。 

 ア、株式会社雲海が設立され、指定管理者としてオープンを迎えた７月３日までの段階で、既に資本金

2,650万円をはるかにオーバーする約3,600万円の支出や債務負担があり、過大な投資や準備費用の負担があ

った。これは佐々木慎太郎氏がレストラン部門を高級化し、ＡＵＢＥＲＧＥ ＫＩＲＡ ＫＡＲＡＣＨＯ 

雲海として売り出すために市が行った改修工事に加えて別の改修工事を実施したことや、新たな設備及び備

品を整備したためである。その金額は工事費等で1,900万円余であり、高級イメージにするためのインテリ

ア、制服、食器等の整備費用は1,000万円余りである。すなわち佐々木慎太郎氏は、自分が目指している高

級化路線を推し進めたのである。市が施工した改修工事費3,360万円に佐々木慎太郎氏が株式会社雲海から

支出した追加工事費等3,600万円を合算すると7,000万円に達しようというものであった。株式会社雲海は、

オープンの段階で既に資本金も将来入金される予定の指定管理料も使い切っていたのである。運転資金は皆

無に近い状態でのスタートであった。佐々木慎太郎氏が指定管理者という制約を無視し、今後の資金計画も

立てず、みずからの思うところに従い、放漫な支出をしたことが資金不足を招いたのである。 

 イ、佐々木慎太郎氏はレストラン部門の強化をうたい、そのための投資を集中して、高級化による売上増

加を予定したが、７、８、９月の売り上げは期待した売り上げには遠く及ばなかった。佐々木慎太郎氏作成

に係る平成25年度株式会社雲海予算書では、レストラン収入の予算は年間5,100万円であった。１カ月平均

にすると425万円である。それなのに、現実のレストラン部門の売り上げは７月218万円、８月182万円、９

月153万円であった。過大投資をする前の前年同月と比べて大差ないものであった。すなわち佐々木慎太郎

氏が民間ノウハウだとしてプレゼンテーションをし、新しい再生雲海の目玉として改装費を注ぎ込んだレス

トランは全くといってもよいくらい売り上げの増加につながらなかった。また、売り上げの今後急速に増加
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する見通しもなかった。 

 ウ、佐々木慎太郎氏は９月13日、市に対して資金繰りに窮して、後期分の指定管理料の繰り上げ支払いを

求めてきた。９月13日現在で株式会社雲海の全預金の残高は310万円余であった。このままでは当月の人件

費620万円余りや仕入れ代金の支払いにも窮する状態であった。 

 ２、市の監督の実情。 

 以上のような佐々木慎太郎氏の放漫な経営経費支出に対して、市の監督や注意はどうであったろうか。株

式会社雲海は市の指定管理者であるから、美作市の公の施設の指定管理者の指定の手続に関する条例によっ

ても、また市と株式会社雲海との間の大芦高原国際交流の村の管理に関する基本協定書によっても市が株式

会社雲海を監督する義務がある。さらに、株式会社雲海は株式会社であるから、その取締役は会社の経営状

況について監督をし、倒産や不祥事が発生しないように十分注意をする義務を負っている。株式会社雲海の

代表取締役は市長であり、地元取締役を除く他の取締役も市の幹部である。指定管理者制度からも株式会社

の役員の責任からいっても、市長、副市長、担当部長には佐々木慎太郎氏の株式会社雲海の経営状況を監督

する義務があった。しかし、このような監督や注意は平成25年９月中旬に至るまで一切なされた形跡がな

い。近藤利広氏は山名浩二氏等の指示により、資本金が振り込みされた株式会社雲海の預金通帳と印鑑を

佐々木慎太郎氏に手渡しているが、その使途の事前相談や事後の報告を指示はしていない。指定管理者の標

準に従い、稟議書とか見積もりを提出してくれと依頼はかけていた。稟議を上げてくださいという指示はし

ていたので、何度か上がってきたが、印がなかったり、電話やコピー、ファクス等で不完全だったりした

が、７、８月の忙しい時期だったので、そのままになったと証言はする。しかし、当委員会が市長部局に稟

議書等の提出を依頼したところ、稟議書等は存在しないとの回答であった。このことからすると、近藤利広

氏のこの証言も疑わしい。 

 また、市の施設に対する追加工事についても、近藤利広氏は雲海独自の工事も市の工事が完了検査終了後

に行ったことは知っていた。このことは山名浩二氏には伝えた。山名浩二氏は、これを上に伝えていると思

うと証言する。しかし、佐々木慎太郎氏の独自の追加工事について、市から何らかの注意や中止の指示があ

ったとの痕跡はない。資本金の支出についても、現場の直接担当者である近藤利広氏は、９月10日ごろまで

資本金の支出状況については知らなかった。７、８月の収入状況も９月の頭にいただいたと証言する。すな

わち佐々木慎太郎氏がレストランの改装や備品購入に資本金を投入したことを市の関係者は９月中旬まで誰

も知らなかったのである。資本金の支出について何らかの対応がなされたという形跡もない。佐々木慎太郎

氏が資金繰りに窮して指定管理料の繰り上げ支払いを求めるまで、市の幹部はもとより、市の職員も株式会

社雲海の経営状況、資金状態について誰も関心を払っていなかったのである。このことも株式会社雲海の破

綻の重大な要因になる。 

 ３、問題点１、株式会社雲海の運営における形式と実質。 

 １、公の施設の管理者の任務。 

 市が2,500万円を出資して株式会社雲海を設立したのは、大芦高原国際交流の村という公の施設の管理を

受託するためである。大芦高原国際交流の村は、国からの補助金等により、地域の青少年及び外国人や大学

生などが余暇を楽しみながら交流と健康増進を図る――これは大芦高原国際交流の村施設及び管理に関する

条例第１条でございます――という行政目的を有する施設である。単なる観光やレジャーだけの施設ではな

い。まして赤字経営は避けなくてはならないが、利潤の追求を目的とする施設ではない。株式会社雲海の目

的は、このような行政目的を有する施設を市から受託して管理運営をすることである。そこで、役員はおお

むね市の幹部であり、いわゆる第三セクターである。したがって、その運営の資金は資本金と指定管理料だ
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けであり、一般の企業のように金融機関等からの借り入れは予定されていない。また、経営の基礎となる財

産や施設を所有していないから、借り入れの担保となるものは存在しない。株式会社雲海の資金繰りを計画

するときには、このことを十分に考慮しておかなくてはならない。 

 さらに、その管理運営は市の条例に従い、市の厳重な監督のもとでなされることとされている。施設の名

称や位置は条例で定められており、施設の基本的な利用料金も条例で定められている。条例の改正なくして

株式会社雲海が自由にこれらの改変はできない。施設の所有権は市にあるから、指定管理者が勝手に施設の

改造や大規模修繕はできない。１件について10万円以上の修繕費用を要するものは、市と協議の上で実施す

るとされている。指定管理者が購入、搬入し、保管を要する備品等は指定管理者の所有とされるが、その都

度、市に報告をしなくてはならない。さらに指定管理者は毎月30日以内に管理業務や利用の実施状況、使用

料等、収入の実績、経費の収支状況等を市に報告しなくてはならない。これらのことは株式会社雲海と市と

の間の基本協定書と業務仕様書に定められている。 

 ２、佐々木慎太郎氏の運営実態。 

 ところが、前記事実認定において詳述したように、佐々木慎太郎氏は初期投資として市の承諾の手続をと

ることもなく、レストラン等の高級化のための施設の改修工事――いわゆる追加工事でございます――をし

た。また、高額と思われるインテリアや設備の導入もした。これらの費用の支出のために資本金は全て使用

され、将来支払い予定の指定管理料まで使い込んだ。したがって、前述のとおり、改装後のオープン時には

既に運転資金は枯渇していた。佐々木慎太郎氏は、株式会社雲海が指定管理者として第三セクターであるか

ら資金調達に種々の制約があるとの認識を欠いており、資金については計画性が全くなかったと言ってよ

い。佐々木慎太郎氏は、当初の段階では施設の管理も営業も全く自由に好きなようにできるとの思い込みを

していたと考えられる。佐々木慎太郎氏は、これらの資金の消費について、株式会社雲海の役員の誰にも相

談もしていない。前記の指定管理者としての市との協議を経る手続もしていないし、毎月の報告もしていな

い。 

 なお、平成25年度株式会社雲海予算書を分析すると876万円の赤字となっている。このことはこの程度ぐ

らいの資本金の取り崩しは可能と見てとれる。しかし、債務的支出は3,600万円にも達しており、株式会社

雲海の予算を全く無視した行動をしているのである。 

 ３、監督の怠慢。 

 そして、本来は佐々木慎太郎氏のこうした経営を監督し、チェックするべき市の職員等の注意はなされ

ず、佐々木慎太郎氏の自由のままに放置された、このことも前述した。 

 ４、佐々木慎太郎氏の放漫経営をもたらしたもの。 

 このような佐々木慎太郎氏の手続を無視した無計画な放漫経営を可能にし、市の監督の怠慢をもたらした

のは、安東美孝氏と佐々木慎太郎氏との間の前述した合意である。安東美孝氏は佐々木慎太郎氏に対して、

雲海の運営改善には、季譜の里の経営方針を導入するのが最良と判断し、佐々木慎太郎氏に雲海の経営を任

せる旨を述べ、佐々木慎太郎氏はこれに応じた。そして、安東美孝氏は市の幹部や職員にも佐々木慎太郎氏

に任せるよう指示をした。ただし、佐々木慎太郎氏をどのような立場で処遇するかについては明確な方針を

示さなかったと思われるし、また将来、雲海を季譜の里に譲ることまで合意したとは認められない。 

 旅館経営のコンサルタントをしていた佐々木慎太郎氏は、好機とばかり自己の人脈、知識を動員してＡＵ

ＢＥＲＧＥ ＫＩＲＡ ＫＡＲＡＣＨＯ 雲海の実現を推し進めた。佐々木慎太郎氏には、市から条例や指

定管理者制度について的確な説明はなされなかった。市の職員も安東美孝氏の意向や方針を知らされていた

から、原則として佐々木慎太郎氏の言うとおりに協力をし、佐々木慎太郎氏の行動を抑制することはなかっ
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た。その結果が前述の無計画な放漫経営を招来したのである。 

 ３、形式と実質の矛盾、乖離。 

 安東美孝氏には、一面では季譜の里のノウハウを活用するために佐々木慎太郎氏に任せるという方針をと

りながら、他面では大芦高原国際交流の村という公の施設の制約と行政の公平性、透明性を保持するために

第三セクターによる指定管理者制度の活用という方針をとらざるを得なかった。第三セクターとしての株式

会社雲海の設立には、佐々木慎太郎氏の資金投資も認めず、役員にもならせなかった。特定の旅館業者を優

遇したという形は避けたものと思われる。ただし、雲海が旧英田町と密接な関係があり、地元の人々の憩い

の場所でもあったことから、地元の代表者３名を出資者として役員としても受け入れた。しかし、株式会社

雲海を設立し、指定管理者として指定は受けたものの、株式会社雲海には施設の経営ができる役員は誰もお

らず、現実の施設運営はできなかった。また、季譜の里のノウハウを導入するという政策を実現するために

は、佐々木慎太郎氏に依頼をするしかなかった。そこで、佐々木慎太郎氏を経営アドバイザーという地位に

置いて、現実には事実上佐々木慎太郎氏に一任した。 

 かくして、外形的には第三セクター株式会社雲海が指定管理者として市の委託により雲海の管理運営を行

うという行政目的に沿った形式をとりながら、実質においては佐々木慎太郎氏に一任し、佐々木慎太郎氏が

全ての采配をするという矛盾が生じた。形式と実質が全く異なるという乖離が生じた。経営アドバイザーと

いう地位しかない者が、実質的には株式会社雲海の代表取締役として振る舞うという無責任体制ができた。

結果として、株式会社雲海は、資本金2,650万円を佐々木慎太郎氏に使用させるためのトンネルでしかない

こととなった。 

 ２、民間ノウハウの活用。 

 安東美孝氏は、雲海の赤字経営の解消方法として、季譜の里のノウハウを活用するため佐々木慎太郎氏に

経営を任せた。佐々木慎太郎氏は、レストラン部門を改修し、高級料理を提供して、料理と温泉宿泊を楽し

む客を呼び込むという経営方針を立て、このため約7,000万円に及ぶ初期投資をした。そして、ＡＵＢＥＲ

ＧＥ ＫＩＲＡ ＫＡＲＡＣＨＯ 雲海として宣伝し、集客を図ろうとした。しかし、結果は期待したこと

とはほど遠かった。平成25年９月、当時の市長であり株式会社雲海の代表取締役道上政男氏が、佐々木慎太

郎氏の運営に係る株式会社雲海の指定管理者の取り消しを決断したのは、資金が枯渇していたことも一つで

あるが、佐々木慎太郎氏の高級化路線に見切りをつけたものと思われる。将来においても集客は好転する見

通しを持つことは困難だったからだと思われる。そうだとするならば、安東美孝氏がした季譜の里のノウハ

ウ活用ももっと慎重に検討されるべきであった。株式会社アルマ経営研究所が提出した運営診断が指摘する

雲海運営の問題点を１つずつ検討して、もっと手がたい方策をとることも可能であったと思われる。雲海の

存在する山間地域でプールやテニスコートも併設されたバンガローを主体とした大型の宿泊施設で果たして

ＡＵＢＥＲＧＥ――宿泊設備を備えたレストランでございますが――として成功するのか、市場調査も含め

て慎重な検討が必要であったと言わざるを得ない。安東美孝氏の思いつき的独断と安易に佐々木慎太郎氏を

信用したことも本件の問題点として指摘しておかねばならない。ＡＵＢＥＲＧＥ ＫＩＲＡ ＫＡＲＡＣＨ

Ｏ 雲海は一夏の夏の夜の夢でしかなかったのである。 

 もう少しです。責任の所在でございますが、１、本件雲海の経営問題で、市は多額の投資をし、改修工事

や設備として残存しているものは除くとしても、相当大きな損害をこうむっていることは明らかである。し

かも、短期間における経営の失敗ということから生じたものであるから、当然その責任のあるところに損害

の回復を請求できるかが検討されなくてはならない。市民はひとしくその損害が回復され、補填されること

を望んでいる。当委員会としては、提出された証拠資料を調査し、証人として出頭を求めた関係者の証言を
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聴取し、慎重に検討した。 

 １、市の幹部の責任。 

 ア、前述したように、当委員会の調査によって明らかになったところでは、安東美孝氏は雲海の赤字経営

を解消し、市の財政負担を軽減するための方策として、佐々木慎太郎氏に雲海の運営を任せることとし、安

東美孝氏と佐々木慎太郎氏との間でその旨を合意した。しかし、任せるための制度や内容につき何らの取り

決めもしないまま、佐々木慎太郎氏を雲海の運営へ参画させ、事実上佐々木慎太郎氏が一手に経営を行っ

た。このことは佐々木慎太郎氏の放漫経営を招き、ひいては株式会社雲海の経営を破綻させたことは前記認

定のとおりである。したがって、このような結果を招いた安東美孝氏の一連の判断と行動は重大な責任があ

る。 

 大芦高原という山間地域であり、公の施設という法令上の制約を受けている雲海につき、佐々木慎太郎氏

が描いている経営形態、コンセプトが真に雲海にふさわしいかどうか、慎重に第三者の意見も入れて検討す

べきであった。しかるに、安東美孝氏は安易に佐々木慎太郎氏を信頼した。旅館業として湯郷温泉旅館季譜

の里では成功をしていたとしても、雲海という公の施設の経営は同一に考えることはできない。この点を考

慮しなかった安東美孝氏の判断は極めて安易で慎重さを欠いた独断だったと言わなくてはならない。 

 また、繰り返しになるが、佐々木慎太郎氏の経営ノウハウを導入するにしても、佐々木慎太郎氏をどのよ

うな制度のどのようなポストに置き、どのような権限と責任を持たせるのかを的確に明示し、条例によって

制約を受けている公の施設であることも周知させるべきであった。ところが、当初からこうした明示や説明

はなく、佐々木慎太郎氏の自由な振る舞いに任せてしまった。部下の担当職員にも佐々木慎太郎氏に任せる

ことだけ指示しているから、担当職員も佐々木慎太郎氏の行為を監督せずに放任した。およそ政策を決定す

るには、その政策選択によってどのような結果が生じるかを予測しなくてはならない。佐々木慎太郎氏に任

せるという選択をし、そのことだけを伝達すれば、佐々木慎太郎氏は適切な経営から逸脱するかもしれない

ということは、ある程度予想できたと思われる。佐々木慎太郎氏がしたプレゼンテーションからその予測が

可能であったと判断できる。しかるに、安東美孝氏は佐々木慎太郎氏のプレゼンテーションにむしろ乗って

しまって、任せるという方針を選択した。これは安東美孝氏の政策を決める際の過失である。この過失によ

り、株式会社雲海の破綻を招いたのであるから、安東美孝氏の責任は重大である。 

 そして、中途から第三セクターとして株式会社雲海を設立したが、これには佐々木慎太郎氏を関与させ

ず、単なる経営アドバイザーとした。このためかえって佐々木慎太郎氏が責任も権限もない立場であるの

に、実質的には経営の実権を持つという矛盾と無責任な状態を生じさせた。これは一貫性を欠く政策であっ

たと言わなくてはならない。 

 以上のように安東美孝氏の慎重さを欠き、見通しを誤った政策決定と一貫性を欠いた政策遂行が株式会社

雲海の破綻を招いたのであるから、安東美孝氏はより根源的な責任がある。市がこうむっている損害につい

ての、その回復に応じるべきである。安東美孝氏以外の市の幹部についても、安東美孝氏の指示により本件

政策の推進を積極的に遂行したのであるから、その責任は重い。本来は安東美孝氏が発案する雲海の佐々木

慎太郎氏への一任政策につき、公の施設であって条例等による制約があるから、その制約を逸脱するおそれ

があるようなことはするべきではないこと、及び佐々木慎太郎氏に任せることは危険であること等を指摘し

て意見具申をすべきであった。しかし、当時の副市長ら幹部はそうしないで、安易に承諾し、安東美孝氏の

指示に従ったことはやはり批判すべきである。 

 幹部職員とは言えない担当職員についても、本件では公務員としての責任が問われる。上司である安東美

孝氏から指示があったにせよ、その趣旨や目的を吟味し、法令に従った手続処理をすべきであるのに、担当
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職員はこれを怠った。雲海は公の施設であること、株式会社雲海は指定管理者であることを理解しておれ

ば、権限も責任もない佐々木慎太郎氏に会計処理も運営も一任して、注意や監督をしないということはあり

得ない。その任は第一義的には担当職員にあった。上司である市長との間で意思疎通を密にし、指示の内容

を具体的に確認して、法令に従った事務処理をしなくてはならない。コンプライアンスの意識を欠いていた

と言わざるを得ない。担当職員の責任も重い。 

 株式会社雲海の取締役の責任。安東美孝氏は株式会社雲海の代表取締役であり、同会社の経営における最

高責任者であった。市長としての責任のほかに、代表取締役としての同会社の運営責任、監視、監督責任が

あった。しかし、安東美孝氏はその責任を全く果たしていない。この点からも責任は重大である。 

 代表取締役以外の他の取締役の責任も無視できない。株式会社の取締役が法令により会社に対して善良な

管理者として注意義務を負っていることは明白である。ところが、株式会社雲海の取締役は誰ひとりとし

て、佐々木慎太郎氏がオープン前に既に資本金と将来の指定管理料を足してもまだ不足するような無計画な

資金の支出や債務負担をしていることに注意を払っていない。甚だしい怠慢と言うべきである。とりわけ市

の幹部でもある取締役は、その気になれば佐々木慎太郎氏がしている経営内容の情報を得ることができる立

場にいたのであるから、一層責任が重い。岩﨑清治氏の証言にもあるように、市の幹部は充て職であるとの

認識であったようである。それゆえに充て職でしかないと軽く考え、真摯に取締役としての責務を果たそう

という姿勢がなかった。仮に充て職であるとしても、法令上は取締役の責任が軽減されることはない。市の

幹部であり、かつ取締役であった者は相応の責任がある。市の幹部――代表取締役を含む――でございます

が、及び民間人も含めて株式会社雲海の取締役であった者は、同会社に対する任務怠慢により同会社を破綻

させ、そのことにより市が同会社に出資した資本金2,500万円を回収不能とさせ、さらに破綻処理として

2,200万円の追加出資を余儀なくさせて、市に対して同額以上の損害を与えたこととなる。株式会社雲海の

取締役であった者は、市がこうむった損害についての責任の一端をとるべきである。 

 佐々木慎太郎氏については、一般的な行政に関する知識や公の施設、指定管理者に関する基本的認識がな

かったとしても、常識として雲海は地元の人たちと密接な関係を有し、地元の人たちや青少年に低料金で憩

いと健康増進の場を提供する施設であることを理解していたものと思われる。単純に利潤を目的にした施設

にはならないことはわかっていたはずである。また、市の職員との話し合いや接触の中で、行政には一定の

手続やルールがあることをおのずと知ったはずである。それなのに、高級料理旅館あるいはＡＵＢＥＲＧＥ

 ＫＩＲＡ ＫＡＲＡＣＨＯ 雲海として装いを新たにしようと合計7,000万円余の市の財源を注ぎ込んだ

のである。しかも、株式会社雲海の予算を無視し、資金計画を立てることもなく安易に金銭支出をした。

佐々木慎太郎氏は経営アドバイザーという立場でしかないのにもかかわらず、株式会社雲海に対しても市に

対しても実質的経営者としての事実上の責任は重い。株式会社雲海の破綻を直接招いたのは佐々木慎太郎氏

である。とりわけ株式会社雲海の預金通帳と印鑑を預かったことを利用して、株式会社雲海の資本金と指定

管理料を全て初期投資に注ぎ込むという非常識さは強く非難されなくてはならない。佐々木慎太郎氏は、株

式会社雲海の実質的代表取締役としてその経営を誤り、同会社を破綻させ、ひいては市に対して損害を与え

たと言い得る。佐々木慎太郎氏は市と市民に対する責任を自覚され、ＫＩＲＡ ＫＡＲＡＣＨＯ名入りの食

器等を買い取ると同時に市の損害回復に応じるべきである。 

 以上が当委員会の結論である。市長においては、当委員会の調査結論を尊重して、全ての資料を精査し、

英知を結集し、市がこうむった損害を回復するための有効な方策を検討されるよう求める。 

 なお、株式会社雲海の破綻処理として新たに2,200万円を同会社に追加出資をしたことについても極めて

問題である。既に破綻した株式会社に出資をするということは通常の経済社会ではあり得ない。株式会社雲
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海の債務処理が真に必要であったのか。また、債務処理をするにしても追加出資という方法が適法、適切だ

ったのか等が調査検討されなくてはならない。しかし、当委員会では関係者の死亡や時間の問題もあり、調

査できなかった。後日、何らかの方法で検討されることを期待する。 

 結語といたしまして、以上の検討結果により次のとおり提言する。 

 １、第三セクターとしては原則として今後設立しないこと。 

 ２、現在ある第三セクターについて持続可能かどうか分析すること。 

 ３、重要な政策については、条例等に基づき幹部会議及び政策会議等で十分協議を図り提案すること。 

 ４、今後、議会としても今回のようなことを二度と起こさないように、議会本来のチェック機能を十分発

揮するように努めること。 

 以上で報告を終わります。 

 先ほど申し上げたとおり、報告書の中で特定される個人名、企業名をそのまま読み上げました。美作市議

会会議規則により報告させていただきましたので、御了承ください。 

 なお、調査特別委員会において附帯決議を可決しておりますので、この審査終了が採択されましたら、調

査特別委員会委員全員で附帯決議をしたいと考えておりますので、よろしく取り計らいをお願いいたしま

す。失礼しました。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 これより委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君） 

 ええ報告ができたと思うんですが、私は１つ欠点があると思うんです。これほど安東市長の責任を追及を

しながら、7,000万円も市民に赤字の負担をかけとるわけですから、何で7,000万円を吟味して、しかも安東

市長、ＫＩＲＡ ＫＡＲＡＣＨＯの佐々木慎太郎氏に対する責任というのは全く執行部によろしゅう頼みま

すというただけじゃいけん。やっぱり弁護士まで頼んで来てもらっとんですから、何ぼうの責任があると、

執行部にこれだけの7,000万円だったら3,000万円なら3,000万円の赤字を補填せえと。それをこの報告書に

書くべきで、書いて執行部がそれを取り上げたら執行部がそれを責任持って司法でやっぱりちゃんとするわ

けじゃから、それで負けるか勝つかは別として、やはり市民に迷惑をかけた、負担をかけたという責任はこ

れでは全く、文書上では責任があるという、しかし具体的に赤字が出とるわけですから、7,000万円も。だ

から、その費用を私たちははいというて手を上げて賛成して執行させたという責任だけじゃなしに、

7,000万円をまどってもらうという責任があるわけですから、百条委員会の意義はないわけですから、その

点だけはちゃんとここででもいいですから、ちゃんと岡﨑委員長はどういう責任をとるかということを一回

言うてください。 

議長（山本 雅彦君） 

 株式会社雲海に関する調査特別委員長。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 これからどうするかというようなことの質問でございますが、委員会としてはこの報告をし、それにあと

決議案でまた出しますけれども、報告をしながら方向性を出すというのが限界であるというふうに思ってお

ります。具体的にどうするのか、民事訴訟をするのか、そこまで行くのは百条委員会の目的としてはちょっ

と行き過ぎの部分があるというようなことを委員会のほうでも決定をいたしておりますので、この後出てき
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ます決議案で具体的に民事訴訟をするとかというようなところまでは至ってはおりません。なかなかこれ犯

罪がないと、犯罪がないというのは刑事事件にはなかなかなりにくいというような事案であるというふうに

委員会のほうでは判断をしております。 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君） 

 そりゃあおかしいわ。百条委員会では、灰色であっても報告するべきなんですよ。灰色というのは、国会

でもあったように、灰色の高官やこうは全部報告されて、しかもその中では具体的にどういう損害があった

かというものも含めてやられとるわけですから、百条委員会の意義がないわけでしょう、これだったら。何

も全国に表明して、しかも岡山県下で表明して百条委員会というみすぼらしいような委員会をつくって、し

かも何の責任の追及もないような委員会だったら意味がないわけですから。だから、そういう点では百条委

員会の面もきちっとやっぱりすると。何のために毎回毎回２人も弁護士を入れて、民事だろうが刑事だろう

がそりゃあわからんですよ、私ら。しかし、私らは灰色であろうともその行為に対しては確実にこれだけの

責任があるということを言うべきなんです。 

 私はきょう、本当言うたらもうちょっと違うことを言おう思うとったんです。最後の私たちが議決した

2,200万円の件です。2,200万円は赤字を負担するというだけで美作市民に迷惑をかけたわけでしょう。それ

を私たちは素でのんでしもうて知らん顔しとったら私はだめだと思うんです。議決したという責任は我々を

含めて負託を受けてしたわけですから、その責任がある場合は責任を補填するというぐらいの気概が必要だ

と思うんです。私は執行部は赤字をし、放漫な経営して、しかもその時点で赤字とわかりながら、議会に

2,200万円も提案して議決をさせたわけです。あのときはかなり反対があったわけですから。そういう点で

は恐らく議決に対しては執行部と折半というわけにいかんし、それだけの責任があるから、５分の１ぐらい

は私たちはあるというふうに思うんです。５分の１ぐらいだったら、１人20万円ぐらい要るんですよ。その

負担でも私は負うべきだと思うとんです。そういう責任をちゃんとやっぱり、回避するんでなしに責任を正

面から受けて立つという姿勢がなかったら、百条委員会の意味がないんです。だから、そういう点では、今

後百条委員会をつくるかどうかは知りませんけど、百条委員会という意義としかも百条委員会が設立された

ら、そこで役割をどう果たしていくかという問題については、各議員が真剣に取り組んで、やっぱり勉強し

とかにゃいけんですよ。そのことをきちっとしなければ、この案件に対して私は、どうかわからんですが、

本当に反対したいというふうに思います。 

 じゃから、そういう点ではきちっとした結論というものをここで、執行部をこれだと追い逃がすわけです

から、はっきり言うたら。何の責任もないでしょう。これで机上で言うて、執行部に責任をとってください

というたって、何の責任もとるようにないわけですから、そうでしょう。執行部に5,000万円なら5,000万円

を取り戻すために努力してくださいという、そういう指令をこの百条委員会がしとったら、執行部も取り組

まにゃあしょうがないわけですから、そういうものとして私たちは考えるべきだというふうに私は思いま

す。 

 以上です。 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑委員長、先ほどの西元議員の質問に対して何か御意見ございますか。 

 株式会社雲海に関する調査特別委員長。 

１０番（岡﨑 正裕君） 
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 いわゆる一般論についても質問があったんでございますけれども、これいろんな事例によってやり方はい

ろいろと違ってくると思います。我々がやったというのは、今回の場合、もう第三セクターという中で、ど

こまで自分たちができるのかなと。中には第三セクターについては、その中まで入ってはなかなかできない

というような考えもあったわけですが、委員会としては踏み込んで市が大半を出資しとる会社であるから踏

み込んでもいいだろうと、それからそこの中の実際にお金を使った従業員ではないんですけれども、従業員

の方についても本来なら取締役のほうからその人に言うべきものをこちらで判断をしてその人にも責任を償

ってくださいというふうな結果にもしております。 

 それで、いろんなことがあったんですが、百条委員会がこれらのことをせよというのは、委員会のやり方

としたらちょっと違うのではないかなというふうに思っております。そういった中で後で決議文というのを

また出します。それがいわゆる要望決議というようなことで、一般論としてはこれがないというような百条

委員会も過去にはございますし、私らとしてもどうしようかなという、非常に迷った部分もあるんですが、

一応決議文として執行部にお願いすることを網羅した部分を後で追加を出して、この百条委員会を終わりた

いなというふうに思っておりますので、よろしく御理解をお願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 もう一回大丈夫ですが、質問されますか。 

１１番（西元 進一君） 

 僕は岡﨑さんからそういう意見が出るとは、百条委員会がそこまで突っ込んで調査ができるかどうかとい

うような問題については初歩的な問題ですから、初歩で私たちが私たちに説得力があるそういう説明がなか

ったら、私たちは正直言うて百条委員会をつくったら、本当に黒白が〔聴取不能〕できるというふうに考え

とったわけですから、そういう点では百条委員会というものに対して制約はここまであると。これ以上はで

きないんだということを百条委員会の中、私たちに説明してください。市議会が百条委員会をつくって、こ

んなばあっとした大ざっぱなものを出して、執行部に善処を頼みますというて、執行部は何をするん、これ

で。できんでしょう。私はそのことを言いたいんです。じゃから、そういうことでいいです。ありがとう。 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員、この件については百条委員会の委員長のほうから後に決議文の要望があるようでございますの

で、それを踏まえてまた質問もあればしてください。 

 他に質疑はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、質疑を終了いたします。 

 次に、お諮りをいたします。 

 「株式会社雲海に関する調査の件」は以上で終了することにいたしたいと思いますが、賛成の方の起立を

求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、日程第６、「株式会社雲海に関する調査の件」については、調査終了することに決定

をいたしました。 

 これをもって「株式会社雲海に関する調査の件」についてを終了いたします。 

 萬代議員の除斥を解きます。 
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〔７番萬代師一君 入場〕 

議長（山本 雅彦君） 

 萬代議員が議場におられますので、報告いたします。 

 日程第６、「株式会社雲海に関する調査の件」については、調査終了することに決定をいたしましたの

で、報告いたします。 

 ここで１時30分まで休憩といたします。 

                                       午後０時33分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後１時34分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 11番西元議員が通院のために午後から退席をしております。 

 ９番尾髙議員が出席をされております。 

 先ほど議会運営委員会を開催をいたしておりましたけれども、引き続き議論が残っておりますので、ここ

で暫時休憩といたします。運営委員会が終わったらもう一度お戻りください。 

                                       午後１時35分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後２時57分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 休憩中に議会運営委員会を開催いたしておりますので、議会運営委員長より報告をお願いいたします。 

 議会運営委員長。 

１４番（小渕 繁之君）〔登壇〕 

 ただいまから議会運営委員会の委員長報告を行います。 

 先ほど休憩中に議員控室におきまして、議長、委員、市長出席のもと、議会運営委員会を開催いたしまし

た。休憩中に株式会社雲海調査特別委員会委員長から議案を提出したい旨の申し出があり、協議いたしまし

たので、その結果を報告いたします。 

 新たな追加議案は、発議第９号「株式会社雲海に関する調査特別委員会調査報告書に基づく決議案」につ

いての１件であります。この発議は株式会社雲海調査特別委員会で発議いたします。日程に追加し、追加日

程第１として議案上程の後、質疑、討論、採決といたします。 

 以上で議会運営委員会の委員長報告といたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ただいま議会運営委員長の報告がありましたように、発議第９号「株式会社雲海に関する調査特別委員会

調査報告書に基づく決議案」についてを日程に追加し、追加日程第１として議題といたしたいと思います

が、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって、追加日程第１、発議第９号「株式会社雲海に関する調査特別委員会調査報

告書に基づく決議案」についてを議題とすることに決定をいたしました。 
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 それでは、議案を配付いたします。 

〔議案書配付〕 

 配付漏れはございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

    追加日程第１  発議第９号「株式会社雲海に関する調査特別委員会調査 

           報告書に基づく決議案」 

 

議長（山本 雅彦君） 

 それでは、追加日程第１、発議第９号「株式会社雲海に関する調査特別委員会調査報告書に基づく決議

案」を議題とし、提案者の説明を求めます。 

 株式会社雲海に関する調査特別委員長。 

１０番（岡﨑 正裕君）〔登壇〕 

 株式会社雲海に関する調査特別委員会に関する要望決議についての趣旨の説明をいたします。 

 本案につきましては、ただいまお手元に配付しております案文の朗読をもって説明にかえさせていただき

ます。 

〔以下朗読〕 

 よろしく御審議のほどお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 提案説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、質疑を終了いたします。 

 本件は、美作市議会申し合わせ事項及び会議規則第37条第３項の規定により委員会付託を省略し、直ちに

本会議において採決することにいたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって、発議第９号は委員会付託を省略し、直ちに本会議において採決することに

決定をいたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 追加日程第１、発議第９号「株式会社雲海に関する調査特別委員会調査報告書に基づく決議案」につい

て、本案に賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 
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議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、発議第９号は原案のとおり可決されました。 

 市長から発言を求められておりますので、これを許可いたします。 

市長（萩原 誠司君） 

 ただいま雲海に関する大変重要な決議が可決成立をいたしましたので、一言発言をさせていただきます。 

 まずは、百条委員会、調査特別委員会の皆様方には長い時間にわたりまして非常に難しい調査を終結をさ

れたことにつきまして、心から敬意と感謝を申し上げさせていただきます。 

 また、岡﨑委員長の御報告にありましたように、百条委員会というものの限界ということの中で御苦労さ

れたということにつきましても、今後制度の改善等を含めて国に対しても申し上げなければならないという

ふうに感じた次第であります。 

 そしてその後、先ほど議会の総意を持って当局に対する４点ばかりの要請がございました。これらにつき

ましては、私どもなるべくこの意向に沿って行動したいわけでございますが、報告書の内容を読むというこ

とは当然でございますけども、例えば損害という言葉がございますが、その損害については何を意味されて

いるか、どれを損害と考えるのかといった点について、委員長の明確な御指示を後日賜ることが我々の行動

の原点になりますし、その損害をどういう形で請求すべきかについて委員長の御指示を仰げれば、これは行

動が可能だというふうに考えているわけでございまして、その点がなければ、ただいまいただいた適切な処

置というようなことにつきまして、当局としては非常に不確かな状況に置かれておりまして、市民の方々に

対する職責をこのままでは必ずしも十分に全うできないと考えておりますので、適切なる御指示を賜ります

ようにこの場をかりてよろしくお願い申し上げて、大変な決議に対する当局としての発言にさせていただき

ます。 

 

    日程第７  認定第２号～認定第１６号（委員長報告、質疑、討論、採 

         決） 

 

議長（山本 雅彦君） 

 続きまして、日程第７、「認定第２号～認定第16号（委員長報告、質疑、討論、採決）」を一括して議題

といたします。 

 認定第２号から認定第16号につきましては、平成26年第５回９月定例会において上程し、決算特別委員会

に付託、継続審査となっておりました。 

 このたび、決算特別委員会委員長より審査終了の旨、報告があり、審査結果報告書はお手元に配付のとお

りであります。 

 この際、決算特別委員長から審査結果の報告を求めることにいたします。 

 決算特別委員長。 

６番（則本 陽介君）〔登壇〕 

 決算特別委員会委員長報告をいたします。 

 平成25年度決算認定について決算特別委員会を開催いたしましたので、報告をいたします。 

 去る10月28日午前10時より、市民センター３階、大研修室におきまして、委員17名が出席、執行部から市

長、副市長、教育長、政策審議監、各部長、関係職員、代表監査委員が出席し、９月定例会において付託さ

れました認定第１号「平成25年度美作市一般会計決算の認定について」、認定第２号「平成25年度美作市国
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民健康保険特別会計決算の認定について」、認定第３号「平成25年度美作市介護保険特別会計決算の認定に

ついて」、認定第４号「平成25年度美作市簡易水道特別会計決算の認定について」、認定第５号「平成25年

度美作市土地取得特別会計決算の認定について」、認定第６号「平成25年度美作市住宅新築資金等貸付事業

特別会計決算の認定について」、認定第７号「平成25年度美作市公園墓地事業特別会計決算の認定につい

て」、認定第８号「平成25年度美作市都市と農村の交流施設特別会計決算の認定について」、認定第９号

「平成25年度美作市老人保健施設事業特別会計決算の認定について」、認定第10号「平成25年度矢田茂・原

田政次郎・福田五男奨学基金特別会計決算の認定について」、認定第11号「平成25年度美作市武蔵の里特別

会計決算の認定について」、認定第12号「平成25年度美作市後期高齢者医療特別会計決算の認定につい

て」、認定第13号「平成25年度美作市愛の村パーク特別会計決算の認定について」、認定第14号「平成25年

度美作市水道事業決算の認定について」、認定第15号「平成25年度美作市病院事業決算の認定について」、

認定第16号「平成25年度美作市下水道事業決算の認定について」、全16件の決算について審査をいたしまし

た。 

 各分科会の委員長より報告を受け、質疑を行いました。総務委員会分科会での質疑では、一般会計決算で

は、路線バス運行負担金等について、パソコン購入に対する管理体制についての質疑、住宅新築資金等貸付

事業特別会計決算では、貸付金回収についての質問がありました。次に、文教厚生委員会分科会に対して

は、質疑はありませんでした。次に、産業建設委員会分科会に対しては、東粟倉工房の清算に関する質疑が

ありました。 

 審査の結果、認定第１号「平成25年度美作市一般会計決算の認定について」は継続審査となりました。な

お、本会議中には審査終了できるよう進めていきたいと考えております。 

 以下、認定第２号、認定第３号、認定第４号、認定第５号、認定第６号、認定第７号、認定第８号、認定

第９号、認定第10号、認定第11号、認定第12号、認定第13号、認定第14号、認定第15号、認定第16号につい

ては、委員全員の賛成により全て認定されました。 

 以上、決算特別委員会委員長報告といたします。御審議のほどよろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 決算特別委員長からの審査結果の報告はただいまお聞きのとおりであります。 

 これより質疑に入りますが、決算特別委員会は議員全員で構成され審査を行っておりますので、質疑はな

いものと思います。よって、質疑を終了し、討論、採決へ入りたいと思いますが、これに御異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認め、質疑を終了いたします。 

 それでは、これより討論、採決に移ります。 

 討論、採決は１議案ごとに行います。 

 それでは、認定第２号「平成25年度美作市国民健康保険特別会計決算の認定について」、討論に入りま

す。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 
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 本案に対する委員長の報告は認定であります。 

 認定第２号「平成25年度美作市国民健康保険特別会計決算の認定について」、委員長の報告どおり決定す

ることに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第２号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、認定第３号「平成25年度美作市介護保険特別会計決算の認定について」、討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定であります。 

 認定第３号「平成25年度美作市介護保険特別会計決算の認定について」、委員長の報告どおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第３号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、認定第４号「平成25年度美作市簡易水道特別会計決算の認定について」、討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定であります。 

 認定第４号「平成25年度美作市簡易水道特別会計決算の認定について」、委員長の報告どおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第４号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、認定第５号「平成25年度美作市土地取得特別会計決算の認定について」、討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 認定第５号「平成25年度美作市土地取得特別会計決算の認定について」、委員長の報告どおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第５号は委員長の報告どおり認定されました。 
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 続きまして、認定第６号「平成25年度美作市住宅新築資金等貸付事業特別会計決算の認定について」、討

論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 認定第６号「平成25年度美作市住宅新築資金等貸付事業特別会計決算の認定について」、委員長の報告ど

おり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第６号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、認定第７号「平成25年度美作市公園墓地事業特別会計決算の認定について」、討論に入りま

す。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 認定第７号「平成25年度美作市公園墓地事業特別会計決算の認定について」、委員長の報告どおり決定す

ることに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第７号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、認定第８号「平成25年度美作市都市と農村の交流施設特別会計決算の認定について」、討論

に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 認定第８号「平成25年度美作市都市と農村の交流施設特別会計決算の認定について」、委員長の報告どお

り決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第８号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、認定第９号「平成25年度美作市老人保健施設事業特別会計決算の認定について」、討論に入

ります。 

 討論はございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定であります。 

 認定第９号「平成25年度美作市老人保健施設事業特別会計決算の認定について」、委員長の報告どおり決

定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第９号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、認定第10号「平成25年度矢田茂・原田政次郎・福田五男奨学基金特別会計決算の認定につい

て」、討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 認定第10号「平成25年度矢田茂・原田政次郎・福田五男奨学基金特別会計決算の認定について」、委員長

の報告どおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第10号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、認定第11号「平成25年度美作市武蔵の里特別会計決算の認定について」、討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 認定第11号「平成25年度美作市武蔵の里特別会計決算の認定について」、委員長の報告どおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第11号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、認定第12号「平成25年度美作市後期高齢者医療特別会計決算の認定について」、討論に入り

ます。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 
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 認定第12号「平成25年度美作市後期高齢者医療特別会計決算の認定について」、委員長の報告どおり決定

することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第12号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、認定第13号「平成25年度美作市愛の村パーク特別会計決算の認定について」、討論に入りま

す。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 認定第13号「平成25年度美作市愛の村パーク特別会計決算の認定について」、委員長の報告どおり決定す

ることに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第13号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、認定第14号「平成25年度美作市水道事業決算の認定について」、討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 認定第14号「平成25年度美作市水道事業決算の認定について」、委員長の報告どおり決定することに賛成

の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第14号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、認定第15号「平成25年度美作市病院事業決算の認定について」、討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 認定第15号「平成25年度美作市病院事業決算の認定について」、委員長の報告どおり決定することに賛成

の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第15号は委員長の報告どおり認定されました。 
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 続きまして、認定第16号「平成25年度美作市下水道事業決算の認定について」、討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 認定第16号「平成25年度美作市下水道事業決算の認定について」、委員長の報告どおり決定することに賛

成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、認定第16号は委員長の報告どおり認定されました。 

 

    日程第 ８  諮問第  １号「人権擁護委員候補者の推薦について」 

諮問第  ２号「人権擁護委員候補者の推薦について」 

諮問第  ３号「人権擁護委員候補者の推薦について」 

    日程第 ９  承認第  ３号「専決処分の承認を求めることについて 

          （平成２６年度美作市一般会計補正予算（第４号））」 

    日程第１０  報告第 １０号「専決処分の報告について（和解及び損害 

          賠償額の決定）」 

    日程第１１  議案第 ９５号「和解及び損害賠償額の決定について」 

議案第 ９６号「和解について」 

    日程第１２  議案第 ９７号「美作市特別職の職員の給与及び旅費に関 

          する条例の一部を改正する条例について」 

議案第 ９８号「美作市職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例について」 

議案第 ９９号「美作市の議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例等の一部を改正する条例

について」 

議案第１００号「資金の積立てに関する基金条例の一部を

改正する条例について」 

議案第１０１号「美作市土地開発基金条例及び美作市特別

会計条例の一部を改正する条例について」 

議案第１０２号「美作市営住宅管理条例の一部を改正する

条例について」 

議案第１０３号「美作市公共下水道事業受益者負担に関す

る条例等の一部を改正する条例について」 

議案第１０４号「市道路線の認定について」 

議案第１０５号「平成２６年度美作市一般会計補正予算

（第５号）」 
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議案第１０６号「平成２６年度美作市国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）」 

議案第１０７号「平成２６年度美作市介護保険特別会計補

正予算（第１号）」 

議案第１０８号「平成２６年度美作市簡易水道特別会計補

正予算（第２号）」 

議案第１０９号「平成２６年度美作市公園墓地事業特別会

計補正予算（第１号）」 

議案第１１０号「平成２６年度美作市老人保健施設事業特

別会計補正予算（第２号）」 

議案第１１１号「平成２６年度美作市武蔵の里特別会計補

正予算（第１号）」 

議案第１１２号「平成２６年度美作市後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）」 

議案第１１３号「平成２６年度美作市病院事業会計補正予

算（第２号）」 

議案第１１４号「平成２６年度美作市下水道事業会計補正

予算（第２号）」 

 

議長（山本 雅彦君） 

 続きまして、日程第８、諮問３件、日程第９、承認１件、日程第10、報告１件、日程第11、議案２件、日

程第12、議案18件、諮問第１号から諮問第３号、承認第３号、報告第10号、議案第95号から議案第96号、議

案第97号から議案第114号を一括議題といたします。 

 なお、日程第８から日程11につきましては、議会運営委員長の報告でありましたように即決案件となって

おりますので、提案説明の後、質疑、討論、採決といたします。 

 それでは、日程第８、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦について」、副市長より提案説明を求めま

す。 

 副市長。 

副市長（安部  薫君）〔登壇〕 

 それでは、ただいま上程されました諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦について」、御説明申し上げ

ます。 

 人権擁護委員は人権擁護委員法第６条第３項の規定により、人格、識見が高く、広く社会の実情に通じ、

人権擁護について理解のある者のうちから議会の意見を聞いて法務大臣に推薦することとされており、任期

は３年となります。平成27年３月31日に任期満了となります東粟倉地域人権擁護委員の田中操氏を人権擁護

委員の候補者として再任推薦いたしたく、議会の意見を求めるものでございます。 

 田中氏は、岡山県公衆衛生看護学校を御卒業後、岡山県保健所に採用され、長年にわたり精神障がい者、

高齢者及び母子等への相談事業に従事され、平成24年４月からは人権擁護委員として地域の信頼も厚く、識

見に富み、人権擁護委員として適任者であると判断いたし、再任をお願いいたしたく、ここに推薦するもの

でございます。どうぞよろしくお願いします。 
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 経歴につきましては、配付しております資料を御確認いただきたいと思います。御審議の上、何とぞ御同

意賜りますようお願い申し上げます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 提案説明が終わりました。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 なしと認めます。 

 次に、諮問第１号の委員会付託省略及び討論省略についてお諮りをいたします。 

 美作市議会申し合わせ事項において人事案件は即決としておりますので、会議規則第37条第３項の規定に

基づき、委員会付託及び討論を省略し、直ちに本会議において採決することにいたしたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって、諮問第１号は委員会付託及び討論を省略し、直ちに本会議において採決す

ることに決定をいたしました。 

 それでは、これより採決を行います。 

 諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦について」、本件に賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、諮問第１号は同意することに決定をいたしました。 

 続きまして、諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦について」、副市長より提案説明を求めます。 

 副市長。 

副市長（安部  薫君）〔登壇〕 

 ただいま上程されました諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦について」、御説明を申し上げます。 

 諮問第１号と同様でございますが、平成27年３月31日に任期満了となります美作地域人権擁護委員の豊久

朔代氏にかわり、新たに小谷和美氏を人権擁護委員の候補者として推薦いたしたく、議会の意見を求めるも

のでございます。 

 小谷氏は、岡山大学教育学部を御卒業後、岡山県公立学校に採用され、長年にわたり教育に従事され、地

域の信頼も厚く、識見に富み、人権擁護委員として適任者であると判断いたし、ここに推薦するものでござ

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 経歴等につきましては、配付いたしております資料を御確認いただきたいと思います。御審議の上、何と

ぞ御同意賜りますようお願い申し上げます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 提案説明が終わりました。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 なしと認めます。 



－39－ 

 次に、諮問第２号の委員会付託省略及び討論省略についてお諮りをいたします。 

 美作市議会申し合わせ事項において人事案件は即決としておりますので、会議規則第37条第３項の規定に

基づき、委員会付託及び討論を省略し、直ちに本会議において採決することにいたしたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって、諮問第２号は委員会付託及び討論を省略し、直ちに本会議において採決す

ることに決定をいたしました。 

 それでは、これより採決を行います。 

 諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦について」、本件に賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、諮問第２号は同意することに決定をいたしました。 

 続きまして、諮問第３号「人権擁護委員候補者の推薦について」、副市長より提案説明を求めます。 

 副市長。 

副市長（安部  薫君）〔登壇〕 

 ただいま上程されました諮問第３号「人権擁護委員候補者の推薦について」、御説明を申し上げます。 

 諮問第１号と同様でございますが、平成27年３月31日に任期満了となります作東地域人権擁護委員の春名

貞和氏を人権擁護委員の候補者として再任推薦いたしたく、議会の意見を求めるものでございます。 

 春名氏は、平成18年４月から人権擁護委員として現在も御活躍されておられます。学校教諭の経験を生か

し、適切な相談業務を行われ、地域の信頼も厚く、識見に富み、人権擁護委員として適任者であると判断い

たし、人権擁護委員にお願いいたしたく、ここに推薦するものでございます。どうぞよろしくお願いしま

す。 

 経歴等につきましては、配付いたしております資料を御確認いただきたいと思います。御審議の上、何と

ぞ御同意賜りますようお願い申し上げます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 提案説明が終わりました。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 なしと認めます。 

 次に、諮問第３号の委員会付託省略及び討論省略についてお諮りをいたします。 

 美作市議会申し合わせ事項において人事案件は即決としておりますので、会議規則第37条第３項の規定に

基づき、委員会付託及び討論を省略し、直ちに本会議において採決することにいたしたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって、諮問第３号は委員会付託及び討論を省略し、直ちに本会議において採決す

ることに決定をいたしました。 
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 それでは、これより採決を行います。 

 諮問第３号「人権擁護委員候補者の推薦について」、本件に賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、諮問第３号は同意することに決定をいたしました。 

 続きまして、日程第９、承認第３号「専決処分の承認を求めることについて（平成26年度美作市一般会計

補正予算（第４号））」、副市長より提案説明を求めます。 

 副市長。 

副市長（安部  薫君）〔登壇〕 

 それでは、ただいま上程されました承認第３号「専決処分の承認を求めることについて（平成26年度美作

市一般会計補正予算（第４号））」を御説明申し上げます。 

 平成26年度一般会計補正予算（第４号）専決処分は、歳入歳出それぞれ1,851万9,000円を追加し、予算総

額を224億4,555万7,000円とするものであります。これは衆議院が解散したため、総選挙に要する経費を追

加するもので、財源は地方交付税99万1,000円、国庫支出金1,752万8,000円となっております。よろしく御

承認のほどお願いいたしまして、提案説明とさせていただきます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 それでは、承認第３号「専決処分の承認を求めることについて（平成26年度美作市一般会計補正予算（第

４号））」、質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 質疑なしと認め、質疑を終了いたします。 

 本件は、美作市議会申し合わせ事項及び会議規則第37条第３項の規定に基づき、委員会付託を省略し、直

ちに本会議において採決することにいたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって、承認第３号は委員会付託を省略し、直ちに本会議において採決することに

決定をいたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 承認第３号「専決処分の承認を求めることについて（平成26年度美作市一般会計補正予算（第４

号））」、本案に賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 
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 全員賛成。よって、承認第３号は原案のとおり承認されました。 

 続きまして、日程第10、報告第10号「専決処分の報告について（和解及び損害賠償額の決定）」、副市長

より提案説明を求めます。 

 副市長。 

副市長（安部  薫君）〔登壇〕 

 それでは、ただいま上程されました報告第10号「専決処分の報告について」、御説明申し上げます。 

 この報告につきましては、地方自治法第180条第１項の規定により、議会において指定している事項につ

いて別紙のとおり専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定により報告するものであります。 

 報告は２件ございます。 

 それでは、１件目について専決処分の内容を読み上げさせていただきます。 

〔以下朗読〕 

 続いて、２件目について専決処分の内容を読み上げさせていただきます。 

〔以下朗読〕 

 以上、報告とさせていただきます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 この件につきましては、全員協議会において執行部より報告を受けておりますので、質疑は行いません。 

 以上で報告第10号を終わります。 

 続きまして、日程第11、議案第95号から議案第96号について、副市長より提案説明を求めます。 

 副市長。 

副市長（安部  薫君）〔登壇〕 

 それでは、ただいま上程されました議案第95号「和解及び損害賠償額の決定について」、御説明申し上げ

ます。 

 この議案につきましては、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項第12号及び13号の規定によ

り、議会の議決を求めるものでございます。 

〔以下朗読〕 

 以上、議案について御説明申し上げました。 

 続きまして、議案第96号「和解について」、御説明を申し上げます。 

 この議案につきましては、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項第12号の規定により、議会の

議決を求めるものであります。 

〔以下朗読〕 

 以上、議案について御説明を申し上げました。御審議のほどよろしくお願いいたしまして提案説明とさせ

ていただきます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 議案第95号「和解及び損害賠償額の決定について」、これより質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 質疑なしと認め、質疑を終了いたします。 
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 本件は、美作市議会申し合わせ事項及び会議規則第37条第３項の規定に基づき委員会付託を省略し、直ち

に本会議において採決することにいたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって。議案第95号は委員会付託を省略し、直ちに本会議において採決することに

決定しました。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 議案第95号「和解及び損害賠償額の決定について」、本案に賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第95号は原案のとおり可決されました。 

 続きまして、議案第96号「和解について」、これより質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

 安本議員。 

４番（安本 博則君） 

 先ほどの説明でも理解できるんですけど、これは各方面隊ですか、あると思うんですけど、各消防団のほ

うには末端のほうまで連絡して、消防の集まる各団のとこにまだあるんかないのかもよく確認して、もしあ

るようであれば、そういうもんも出してもらうような指示はされとんですか。 

議長（山本 雅彦君） 

 総務部長。 

総務部長（尾崎 功三君） 

 安本議員の御質問ですが、この先ほどの和解の内容の中に、26年度末、要するに本年度末ですので、来年

の３月末までにふぐあいが生じたものは全て無償で交換するという項目を入れております。現在、既に約

170着ほどのふぐあいが既に確認はできております。これからあと３カ月ちょっとありますが、その間でも

再度各方面隊、各部へ連絡をして、最終的な確認はさせていただこうと思っております。 

 以上でございます。 

議長（山本 雅彦君） 

 他に質疑はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 質疑なしと認め、質疑を終了いたします。 

 本件は、美作市議会申し合わせ事項及び会議規則第37条第３項の規定に基づき委員会付託を省略し、直ち

に本会議において採決することにいたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 
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 異議なしと認めます。よって。議案第96号は委員会付託を省略し、直ちに本会議において採決することに

決定をいたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 議案第96号「和解について」、本案に賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第96号は原案のとおり可決されました。 

 ただいまより10分間休憩いたします。 

                                       午後３時45分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後３時55分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第12、議案第97号から議案第114号について、副市長より提案説明を求めます。 

 副市長。 

副市長（安部  薫君）〔登壇〕 

 それでは、ただいま上程されました議案第97号から議案第114号について御説明申し上げます。 

 まず、議案第97号「美作市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について」、

御説明申し上げます。 

 今回の改正は、平成26年人事院勧告に基づいて12月に支給する特別職の職員の期末手当の支給率を0.15月

分引き上げ2.2月分とし、年間の支給率を4.1月分とし、平成27年４月１日以降の支給率については、年間の

総支給率4.1月分を維持し、６月を1.975月分、12月を2.125月分とするものであります。 

 次に、議案第98号「美作市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について」ですが、今回の改正

は、人事院勧告に基づき、平成26年４月にさかのぼり給料表を平均0.3％引き上げるとともに、12月に支給

する勤勉手当の支給率を0.15月分引き上げ、年間の期末勤勉手当の総支給率を4.1月分とし、平成27年４月

１日以降の支給率については、年間の総支給率4.1月分を維持し、６月を1.975月分、12月を2.125月分とす

ることを主な内容とし、所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第99号「美作市の議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例等の一部を

改正する条例について」でございますが、町村合併後10年が過ぎ、社会情勢も変化した中で、実態に即した

契約制度を構築するため、また個別に定められている売買、賃借、請負、その他の契約事務にかかわる例規

を体系的に一つにまとめ、事務の適正化及び効率化を図ることを目的として、美作市契約規則の全部を改正

する規則を制定することとし、同規則を平成26年11月４日公布施行しました。この規則改正に伴い、関係す

る条例において所要の改正を要するため、本議案を提案させていただくものです。 

 改正内容は、美作市の議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例、美作市病院事業

の設置等に関する条例及び美作市下水道事業の設置等に関する条例で使用する「予定価格」という用語を
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「上限価格」に改めるものであります。なお、上限価格とは地方自治法第234条第３項に規定する予定価格

のことを意味するものでございます。 

 次に、議案第100号「資金の積立てに関する基金条例の一部を改正する条例について」でございますが、

基金の有効な活用を図るため、資金の積立てに関する基金条例の規定により設置している14の基金のうち８

つの基金と美作地域振興基金条例により設置している基金をそれぞれの目的を包括する３つの基金に統合

し、この条例で規定する基金を８つとするものであります。 

 具体的には、美作市高齢者福祉基金及び美作市水と土保全基金を美作市地域振興基金に、それから美作市

環境整備基金を美作市公共施設整備基金に、美作市ケーブルテレビ運営基金など４基金を美作市特定施設運

営基金にそれぞれ統合し、残高がない大原斎場施設整備基金を廃止いたします。また、美作市地域振興基金

は、美作市資金の積立てに関する基金条例の規定により設置する基金とし、美作市地域振興基金条例を廃止

しますので、美作市土地開発公社への貸し付けの規定を加える改正をしております。これらの改正により、

財政運営に必要な柔軟性を確保し、災害時等の必要に応じた基金の取り崩しによる対応を可能にするものと

考えております。 

 次に、議案第101号「美作市土地開発基金条例及び美作市特別会計条例の一部を改正する条例について」

でございますが、公共事業の用地取得について美作市土地開発公社に一本化し、美作市土地取得特別会計等

の重複を解消することを目的に、美作市土地開発基金に属する現金を美作市土地開発公社に貸し付けること

ができることとし、美作市土地取得特別会計を廃止するため、所要の改正を行うものであります。なお、美

作市土地開発基金の運用から生ずる収益は一般会計で処理することといたします。 

 次に、議案第102号「美作市営住宅管理条例の一部を改正する条例について」でございますが、市営住宅

の長大寺西団地を一部用途廃止を行います。また、新たに今年度建設中の住宅について市民住宅小原団地と

して設置いたします。また、市営住宅の入居資格のうち、障がい者世帯、新婚世帯、18歳未満の子どもを養

育している世帯等の入居時の収入基準について、現行の21万4,000円から公営住宅法で規定されている上限

である25万9,000円まで引き上げ、収入基準の条件を緩和いたします。また、法律名の変更による改正、子

ども・被災者生活支援法の制定により、被災者の支援策として公営住宅への入居の円滑化を支援するために

条例の改正を行います。 

 次に、議案第103号「美作市公共下水道事業受益者負担に関する条例等の一部を改正する条例について」

でございますが、美作市内の下水道面整備が平成24年度に終了し、新規の賦課件数も減少しており、このこ

とから町村間の均衡を図るため、合併前から継続していた地積基礎区域、上尾原区域などの前納報奨金制度

を廃止するものであります。また、英田地区における接続奨励金については、施行規則により期間が終了し

たため削除するものであります。 

 次に、議案第104号「市道路線の認定について」でございますが、公共性及び利用度の高い生活道路で市

道認定基準に適合する田殿地内の１路線について市道に認定をしたいので、道路法第８条第２項の規定によ

り提案するものであります。 

 次に、議案第105号「平成26年度美作市一般会計補正予算（第５号）」でございますが、歳入歳出それぞ

れ２億5,299万1,000円を追加し、予算総額を226億9,854万8,000円とするもので、債務負担行為の追加３

件、地方債の変更２件を行っております。 

 歳出の主なものは、総務費では退職手当組合特別負担金9,204万4,000円、体験型物づくり工房開設事業補

助金177万円、民生費では、障がい児施設措置事業607万2,000円、衛生費では、クリーンセンター建設周辺

整備補助金100万円、農林水産業費では、農業基盤整備促進事業500万円、森林病害虫防除事業704万
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6,000円、有害鳥獣捕獲奨励補助金2,530万円、みまさかの木利用促進事業補助金200万円、商工費では、武

蔵の里特別会計繰出金351万3,000円、教育費では、土居小学校多目的トイレ増築及び美作第一小学校プール

改修事業624万円、岡山湯郷Ｂｅｌｌｅ車両購入事業427万7,000円、公債費では、長期債繰上償還金２億

2,629万9,000円などとなっております。 

 また、全体に４月以降の人事異動による職員の人件費の補正を行っております。財源といたしましては地

方交付税１億50万8,000円、国県支出金3,705万7,000円、諸収入5,668万1,000円、市債5,477万7,000円など

となっております。 

 次に、議案第106号「平成26年度美作市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」でございますが、事

業勘定において歳入歳出それぞれ446万9,000円を減額し、また人事院勧告に伴う給与改定により作東診療所

直診勘定において８万円を増額、福山診療所直診勘定において７万円を増額し、これらにより予算総額を

38億9,732万2,000円とするもので、歳入では療養給付費等交付金270万4,000円の増額、前期高齢者交付金

9,865万9,000円の減額、繰入金4,894万1,000円の減額、繰越金１億5,501万7,000円の増額などで、歳出で

は、総務費244万5,000円の増額、後期高齢者支援金3,467万3,000円の減額、前期高齢者納付金35万6,000円

の減額、平成25年度精算に伴う国庫負担金及び一般会計の償還金2,536万5,000円の増額などであります。 

 次に、議案第107号「平成26年度美作市介護保険特別会計補正予算（第１号）」についてでございます

が、保険事業勘定において歳入歳出それぞれ742万3,000円を増額し、サービス事業勘定において歳入歳出そ

れぞれ135万円を増額し、予算総額を42億7,805万6,000円とするもので、保険事業勘定の歳入では、介護保

険料624万8,000円を増額し、歳出では、平成25年度における国県地域支援事業交付金の精算返還金593万

4,000円を増額し、サービス事業勘定の歳入では介護予防サービス計画費収入金135万円を増額し、歳出では

ケアプラン作成委託料135万円を増額しております。 

 次に、議案第108号「平成26年度美作市簡易水道特別会計補正予算（第２号）」についてでございます

が、歳入歳出それぞれ288万3,000円を減額し、予算総額を６億7,388万3,000円とするもので、歳出では総務

管理費、人件費の減額及び漏水減免額決定に伴い288万3,000円を減額し、歳入では一般会計繰入金288万

3,000円を減額しております。 

 次に、議案第109号「平成26年度美作市公園墓地事業特別会計補正予算（第１号）」についてでございま

すが、歳入歳出それぞれ24万9,000円を増額し、予算総額を148万6,000円とするもので、歳出では聖地返還

届、聖地使用料還付額の提出に伴う償還金利子及び割引料を24万9,000円増額し、歳入では繰越金24万

9,000円を増額しております。 

 次に、議案第110号「平成26年度美作市老人保健施設事業特別会計補正予算（第２号）」についてでござ

いますが、歳入歳出それぞれ105万7,000円を増額し、予算総額を３億3,493万円とするもので、歳出では人

事院勧告に伴う給与改定による人件費105万7,000円を増額し、歳入では繰越金105万7,000円を増額しており

ます。 

 次に、議案第111号「平成26年度美作市武蔵の里特別会計補正予算（第１号）」についてでございます

が、歳入歳出それぞれ351万3,000円を増額し、予算総額を１億9,319万3,000円とするもので、歳出では人事

院勧告に伴う給与改定及び副支配人１名の増員や嘱託職員賃金を見直したことによる人件費351万3,000円の

増額、歳入では一般会計からの繰入金351万3,000円を増額しております。 

 次に、議案第112号「平成26年度美作市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」についてでござい

ますが、歳入歳出それぞれ242万5,000円を増額し、予算総額を４億521万6,000円とするもので、歳出では総

務費26万5,000円、平成25年度決算による一般会計繰入金への償還金197万7,000円、予備費18万3,000円を増
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額し、歳入では繰入金26万5,000円、前年度繰越金216万円を増額しております。 

 次に、議案第113号「平成26年度美作市病院事業会計補正予算（第２号）」でございますが、収益的収支

予算の収入支出をそれぞれ155万6,000円追加し、収入総額を９億6,766万8,000円、支出総額を11億4,394万

4,000円とするもので、収益的収支予算の収入では、人間ドック等による医療相談収益を144万8,000円、交

付税措置額の精算等による他会計補助金を10万8,000円追加し、支出では人事異動、給与改定に伴い給与費

を246万3,000円減額し、当直医師派遣負担金312万円、患者外給食材料費20万円、不納欠損処分69万9,000円

を追加しております。 

 また、医療機器の更新につきましては、県補助金を基準額の３分の１で提示をしておりましたが、３分の

２での採択となり、資本的収入の県補助金を1,659万5,000円追加するものであります。 

 次に、議案第114号「平成26年度美作市下水道事業会計補正予算（第２号）」についてでございますが、

人事院勧告による給料及び期末勤勉手当などの改正による補正で、収益的支出に124万6,000円を追加し、総

額を30億1,122万1,000円とするもので、主な内容は一般会計からの繰入金総額21億円のまま、収益的支出に

おいて分流式下水道を減額、すなわち留保財源を減額し、資本的収支で基金を取り崩して財源を確保してお

ります。 

 以上、議案について御説明申し上げました。御審議のほどよろしくお願いいたしまして提案説明とさせて

いただきます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。 

 再開は、12月８日午前10時からでございます。 

 御苦労さまでした。 

                                       午後４時12分 散会 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年１２月８日 

（第  ２  号） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



－47－ 

1. 議 事 日 程（２日目） 

   （平成26年第６回美作市議会12月定例会） 

                                        平成26年12月８日 

                                        午 前 10 時 開議 

                                        於   議   場 

 日程第１ 一般質問 

 追加日程第１ 会議録署名議員の指名 

2. 出席議員は次のとおりである（18名）        

  １番   金  谷  典  子            ２番   重  平  直  樹 

  ３番   安  藤     功            ４番   安  本  博  則 

  ５番   谷  本  有  造            ６番   則  本  陽  介 

  ７番   萬  代  師  一            ８番   山  本  重  行 

  ９番   尾  髙  誉  久            10番   岡  﨑  正  裕 

  11番   西  元  進  一            12番   本  城  宏  道 

  13番   岩  江  正  行            14番   小  渕  繁  之 

  15番   万  殿  紘  行            16番   日  笠  一  成 

  17番   鈴  木  悦  子            18番   山  本  雅  彦 

3. 欠席議員は次のとおりである（なし） 

4. 地方自治法第121条により説明のため出席した者の職氏名（21名） 

  市    長  萩  原  誠  司         副  市  長  安  部     薫 

  副  市  長  横  山  博  光         教  育  長  大  川  泰  栄 

  政策審議監  福  原     覚         総 務 部 長  尾  崎  功  三 

  危機管理監  山  本  和  毅         企画振興部長  竹  田  人  士 

  市 民 部 長  安  藤  郁  雄         環 境 部 長  山  本  和  利 

  経 済 部 長  江  見  幸  治         保健福祉部長  山  本  直  人 

  建 設 部 長  真  野  弘  紀         教 育 次 長  小  林  昭  文 

  消  防  長  山  崎  正  雄         会計管理者   安  東  弘  子 

  企画振興部協働企画課長  景  山  二  男         保健福祉部社会福祉課長  江  見     勉 

  教育委員会教育総務課長  豊  福  一  郎         経済部商工観光課長  春  名  信  明 

  経済部農林業振興課長  岡  本  和  之 

5. 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名（３名） 

  議会事務局長  谷     和  彦 

  課    長  皆  木  敏  治 

  主    任  青  木  志  保 

 



－48－ 

                                       午前10時00分 開議 

議長（山本 雅彦君） 

 皆さんおはようございます。 

 携帯電話の電源を切っていただきますようお願いをいたします。 

 傍聴者の方は傍聴規則を遵守していただきますようお願いをいたします。傍聴者の方が傍聴規則が守れな

い場合は議場より退席をしていただきます。 

 ４日に引き続き会議を開きます。 

 本日は全員が出席でございます。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 

    日程第１  一般質問 

 

議長（山本 雅彦君） 

 日程第１、「一般質問」を行います。 

 一般質問につきましては、申し合わせにより質問席で行い、質問の方法は１質問項目ごとに３回まで、質

問時間は45分とすることになっておりますので、御承知願います。 

 それでは、通告順に発言を許可いたします。 

 通告順番１番、議席番号６番則本陽介議員の発言を許可いたします。 

 則本議員。 

６番（則本 陽介君）〔質問席〕 

 皆さんにおはようございます。 

 12月になり、日本列島は強い冬型の気圧配置が続いており、積雪による集落の孤立、交通の乱れが発生し

ております。私も急いで夏タイヤを冬タイヤに交換したところであります。また、インフルエンザの流行の

情報も出されております。健康管理に十分注意しながら多忙な年末年始を乗り切りたいと考えております。 

 それでは、一般質問に入らせていただきます。 

 １、市民サービスの向上とマイナンバー制度について。 

 このことについて内閣官房の資料を見ると、具体的な説明があります。マイナンバーは住民票を有する全

ての方に１人１つの番号をつけて、社会保障、税、災害対策の分野で効率的に情報を管理し、複数の機関に

存在する個人の情報が同一人の情報であることを確認するために活用されるものです。マイナンバーは行政

を効率化し、国民の利便性を高め、公平かつ公正な社会を実現する社会基盤であり、期待される効果として

は大きく３つ上げられます。１つ目は、所得や他の行政サービスの受給状況を把握しやすくするため、負担

を不当に免れることや給付を不正に受けることを防止するとともに、本当に困っている方にきめ細かな支援

を行えるようになります。公平、公正な社会の実現。２つ目は、添付書類の削減など、行政手続が簡素化さ

れ、国民の負担が軽減されます。また、行政機関が持っている自分の情報を確認したり、行政機関からさま

ざまなサービスのお知らせを受け取ったりできるようになります。国民の利便性の向上。３つ目は、行政機

関や地方公共団体などでさまざまな情報の照合、転記、入力に要している時間や労力が大幅に削減されま

す。複数の業務の間での連携が進み、作業の重複などの無駄が削減されるようになります。行政の効率化と

のことであります。しかし、反面、多額の先行投資など、幾つかのデメリットもあるようです。私はこの

際、政府が推進するマイナンバー制度について、当市にとって本当に必要な事業なのか、そして今後の取り
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組みについてどのようになされるのかをお尋ねします。よろしくお願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 皆さん改めておはようございます。 

 則本陽介議員の御質問、マイナンバーですが、政府がおっしゃっていることはお尋ねの中にもありました

ような効率化であったり、公平性の確保であったりするわけでありますけれども、私１つ思っておりますこ

とは、地域によって政府がおっしゃってることの有効性が若干違ってくるだろうと思ってるんです。例えば

東京などの大都市を例にとりますと、ほとんど、人数が多過ぎるもんですから、誰が誰かについての情報が

はっきりしない。したがって、その人が例えば社会保険じゃこうであって、あるいは近所ではこういうふう

な生活をしていてというようなことの把握が非常に難しいわけでありますので、こういったマイナンバー制

度を拡充することによってその把握とともに、その把握された情報に基づいたサービスの提供ということが

確実になるという大きなメリットがあることは論をまたないわけでございます。一方で、私どものような小

規模自治体になりますと、議員の方々の活動もこれありまして、大体みんながみんなをワンクッション置け

ばほとんど知ってるというような状況になってますんで、そこのきめ細かなサービスをマイナンバーに頼る

以前の問題としての相互の連携でありますとか助け合いの精神といったものがまずは必要になってくるわけ

であります。そう分析いたしますと、マイナンバー制度について申し上げますと、地方の田舎の自治体のほ

うがより大きなマイナンバーによる付随的効果がなければいけないだろうと。東京などはそれそのものに大

きな効果があるんだけども、我々はそこの部分はさっき申し上げましたようにフェース・ツー・フェースと

いうか、顔を見りゃあわかると。別に則本さんが名前を言わあでもわかるわけ、わしらね。大体皆知っとる

わけですから。そういう関係をベースにした行政というものを持ってることからくる差が出てくる。それは

どういうことかというと、ほかの付随的な効果がマイナンバーに続いてあるかどうかと、恐らく各自治体同

じ議論をしているというふうに思います。私どもでは例えば市でいろんなサービスをしているわけですが、

例えば大原病院の診察券がありますね、ない方もあるかもしれないけど、それからそこには図書館の利用者

カードとか、あるいはシルバーカードとか、いろんなものがあるんですけども、それが全部一本化するだけ

じゃなくて、例えばコンビニのポイントカードも一緒になっとるとかというふうになってくると、これはも

うすばらしい効果が出てきて、市民のためになってくるということになるというふうに思っております。そ

ういう方向になるように我々としても政府に対して何度も話をしております。もともとで言いますと、住基

カードを出すときにそういう議論がありました。何するんですかというたら、住基カードは住基カードだと

いう話で、それは多分余りヒットせんでという話を当時総務省の担当課長であった松浦さんといって、今松

江の市長してますけども、その方に申し上げたことを今改めて思い出してるんですけども、今回の政府の御

説明ですと、まだ民間連携、金融との連携であるとか、それからいわゆる物販を含めたサービスとの連携の

ところまでいけるのかどうかということが非常に不確かなもんですから、引き続き動向を見ていきたいと思

っております。 

 なお、費用につきましてはかかるわけでありますけども、今のところ基本システムは住基をベースにしま

すので、そう大きな額にはならないと思いますが、何か発生したとしても政府からの10分の10の支援の中で

やることになります。そのほか、それに何かのっける、例えば私どもとして福祉をのっけるとか、図書カー

ドをのっけるとか、そういうことになりますと、たしかそのシステム改修について国の補助が３分の２レベ

ルで出てくると、しかし一方で３分の１は我々の負担と、さらに例えば民間の機能をのせると、私立の病院
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の診察券をのせたいとなったときに、できるかどうかの次にこれ費用負担はどうなるかということが改めて

問われる状況になってくるというふうに思います。ただ、いずれにしましても、この考え方というのは国民

の方々によく御理解をいただいた上で、市民の方々によく御理解をいただいた上で、その根底にある社会の

公正性というものの確保についてこういうやり方もあるんだという理解のもとに進められていけばと念じて

おり、そして加えて、利便性の拡大につながるように政府がしっかりとした検討を行い、よいプラットホー

ムを形成していただくことを希望するというのが当面私たちの態度だと御理解をいただきたいと思います。

〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 則本議員。 

６番（則本 陽介君） 

 ただいま市長より丁寧な答弁をいただきました。 

 ２回目の質問はありません。総括をさせていただきます。 

 私はマイナンバー制度がまだ余り理解されていないのではないかと思い、今回質問させていただきまし

た。答弁いただきましたように政府は世界最先端のＩＴ利用社会の構築に向かって27年10月より個人番号付

与、28年１月より個人番号交付、29年１月より利用開始の計画が発表されております。マイナンバー制度の

導入はシステムの整備や業務改善等、市においても多額の先行投資や自治体業務の改変などが必要でありま

すが、個人カードを含む、マイナンバーの独自利用が認められております。従来の紙の文化からネットの文

化へと移り変わる視点から自治体業務の発展の機会として行政事務の効率化とともに民間の連携も視野に入

れた市民サービスの向上、安全・安心の暮らしのために積極的な利用推進をお願いしたいと思います。 

 ２項目めに入らせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 じゃ、２項目めの質問に入ってください。 

６番（則本 陽介君） 

 ２、梶並地域の活性化と継続事業の推進について。 

 この地域は中国山脈の麓に位置する超高齢化の地域でありますが、この地域では地域再生プロジェクトチ

ームが組織され、既に幾つもの成果を実証されております。その中で最近お聞きした地域活性化推進の話

は、梶並地域で推進されているお試し住宅の家族がいよいよ定住を決定されて、準備を進め、過日入居が終

わり、梶並小学校の生徒が５人から８人に増加したとのことで、市の施策と地域の皆さんの取り組みが結実

した明るい話題であると思います。今国において地方創生の合い言葉のもとでさまざまな取り組みが推進さ

れておりますが、その先駆け的なものであると私は感じております。しかし、日常生活の最も身近な行政支

援について、私はこれまでにも数回お尋ねをし、要望もお願いしております。地元市民の方より萩原市長の

この地域への行政は現在どのように推進されているのかとの話がありました。それで、今回お尋ねしたいこ

とは、１、梶並診療所の運営と公共交通はなこさんの運用のコンビネーションについて、２、やまゆり苑の

利活用に関する事業の推進と今後の見通しについてであります。このほかにも行政上の新たな取り組みがあ

りましたら、あわせてお願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 
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 則本議員の御質問、梶並地域の活性化と継続事業の推進についてのうち、梶並診療所の運営と公共交通は

なこさん運用のコンビネーションについてでございますが、梶並地域はことし４月現在の人口が736名、高

齢化率が56.9％でございまして、御質問の中にもございましたが、市内でも高齢化率の高い地域となってご

ざいます。平成20年度に地域活性化計画を策定いたしまして、22年度には梶並地区活性化推進委員会が中心

となりまして集落機能の再編強化のモデル地区に指定されまして、引き続き岡山元気集落事業に取り組んで

きておるところでございます。現在活性化推進委員会では高齢者福祉センターやまゆり苑で軽食ほおずきを

火曜日から金曜日までの週４日運営しておりまして、地域の憩いの場として活用をされておるところでござ

います。 

 デマンドタクシーはなこさんでございますが、こちらは民間事業者によって昨年から火、水、金、土曜日

の週４日、右手方面と東谷方面にそれぞれ午前２回、午後３回運行されているところでございます。昨年度

には福祉バスから予約型に変更したばかりだったということもございまして、予約が煩わしいですとか、運

行事業者がわかりづらいといったような御意見をいただきまして、その都度対応を行っていたところでござ

います。今年度２年目を迎えまして、各地区の方々に状況をお聞きいたしましたが、地区としての意見や要

望は特にはないというふうなお話でございました。これは予約になれたことですとか、お友達を誘ったよう

な御利用など、地域で必要な交通手段と認識をされてきたことなどが考えられますが、一月当たりの利用者

数も昨年度の143名から今年度は182名に増加しているところでございます。 

 御質問の梶並診療所とのコンビネーションでございますが、梶並診療所は水曜日と金曜日の午前と午後に

診療を行っております。診療を行う曜日にはデマンドタクシーが運行されておりまして、また軽食ほおずき

も営業しておりますので、診療所に来られる方につきましては、往復にデマンドタクシーを御利用いただく

ことができまして、また運行時刻までの待ち時間を軽食ほおずきでお過ごしいただくこともできるというふ

うに考えてございます。今後とも梶並地域の皆様の交通手段として地域の方々や事業者とも協議しながら梶

並診療所への利便性の向上を図り、運行をお願いしてまいりたいと思います。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 それでは、則本議員のやまゆり苑の多目的活用事業推進についてということで、やまゆり苑の利活用の事

業の今後の見通しについて答弁させていただきます。 

 平成25年度のやまゆり苑の利用実績ですが、5,363人で、主にサロン、喫茶、高齢者、ミニデイサービ

ス、介護予防体操、子育てサロンなどの利用があります。敷地内には通所、訪問、宿泊のサービスを受けら

れる小規模多機能型居宅介護事業所と一体的に高齢者の住まいの安定的な確保の観点から高齢者が安心して

生活できる住まいづくりを推進するため、サービスつき高齢者向け住宅24戸の整備を進めています。今後に

つきましても地域の高齢者にとって健康づくりと憩いの場として施設活用を行っていくためまきストーブの

導入を計画しています。 

 以上です。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 則本議員。 

６番（則本 陽介君） 

 答弁をいただきました。 
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 ２回目の質問はありませんので、総括をさせていただきます。 

 行政の新たな取り組みとして、やまゆり苑敷地内に通所、訪問、宿泊のサービスが受けられる小規模多機

能型居宅介護事業所、さらに一体的に高齢者の住まいの安定的な確保の目的でサービスつき高齢者向け住宅

24戸の整備を進めているとのことであります。地域の皆さんはこれら福祉の向上、充実に向けた行政支援が

健康づくりや憩いの場として一日も早く実施されることを楽しみに待ち望んでおられることと思います。現

在までの行政の支援は梶並診療所の運営とデマンドタクシーはなこさんの事業、軽食喫茶ほおずきの営業な

どの支援のほか、梶並地区活性化推進委員会のバックアップのもとで取り組まれている人口減少に歯どめを

かける定住促進のお試し住宅事業や、若者の活動を拡大する地域おこし協力隊事業の継続はこれまで梶並地

域活性化や定住促進に大きな成果が見られ、県議のグループ、他市町村からの視察研修も既に受け入れられ

ているとのことであります。このようにそこに生きる人を中心に据え、人が生きるための地方創生が重要で

あり、地域で意欲と能力のある人を見出して、そのアイデアを活用し、活躍の場を提供していく地域を守り

育てていく行政支援は今後も積極的な対応をお願いしたいと思います。 

 続きまして３番、３項目めに入らせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 ３項目めの質問に入ってください。 

６番（則本 陽介君） 

 ３、宮本武蔵関連施策の活用と進捗状況について。 

 宮本武蔵顕彰、武蔵武道館の25年度の利用状況は１万9,000人余りで、県内はもちろんですが、県外から

も多くの各種団体による剣道教室、総体、スポ少、合宿、錬成会、宮本武蔵顕彰剣道大会など年間を通じて

広く利用されております。私は本年度に宮本武蔵顕彰武蔵武道館で開催された剣道の全国大会を３回見に行

きました。それは宮本武蔵顕彰小・中学生剣道大会、宮本武蔵顕彰高校生剣道大会、総務大臣賞争奪宮本武

蔵顕彰お通杯です。小・中学生剣道大会、高校生剣道大会、お通杯と、どの大会を見ても、県内外から集わ

れた多くの剣士の皆さんが礼儀正しく整然と試合に臨まれる姿勢はとても印象的でした。また、本年４月

26日に熊本市総合体育館で開催された剣聖宮本武蔵顕彰全国小・中学生剣道大会に地元選手の応援のため同

僚議員とともに会場へ駆けつけました。今ここでお伝えしたいことは、宮本武蔵のブランド活用でありま

す。熊本では剣聖宮本武蔵ですが、当市では剣豪宮本武蔵としての認識が多いと思います。それは宮本武蔵

に対する価値観の捉え方の違いではないかと私は思います。剣聖宮本武蔵は晩年を細川の殿様に召し抱えら

れ、さらに幾らかの石高も与えられ、そして霊巌洞で兵法の集大成とされている五輪の書をしたためたとい

うことは皆さんも御承知のことと思います。今全国で地域創生論が検討されておりますが、美作という町の

魅力をしっかり訴え、この町をもっとすてきないい町にしたいという思いを新たに生み出すために萩原市長

が提唱されている市の外から人、物、金、情報などの資源を呼び込む絶好のチャンスとして剣聖宮本武蔵を

地域のイメージブランド化していくことが強く望まれると私は思います。 

 またさらに、熊本のくまモンの彼女というゆるキャラを当市で製作することを私は提案したいと思いま

す。このことについて聞くところによりますと、当美作市では既に本年４月以降において朽木のあたりを拠

点にした男性の熊さんが市内のあちらこちらに神出鬼没だとか、もしかしてくまモンの彼女を同伴の上で営

業活動をされたなら、明るい話題としてプラスアルファのよい成果が上がると確信しますが、この点はいか

がでしょうか。市制10周年を迎えた本年からさらなる将来を展望した行政の発展を願い、熊本市との交流推

進を図ることや宮本武蔵の生誕地の位置づけ、さらに観光面での宮本武蔵のブランド名の活用推進と情報発

信、市内において学校教育用副読本の作成、二天一流、後継者等について市の対応をお尋ねします。よろし
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くお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、則本議員の宮本武蔵施策の活用と進捗状況についてで、その中で観光面の活用推進と情報発

信、それから熊本市との交流推進等の市の対応について、この件について御答弁をさせていただきます。 

 去る11月４日に商工観光課長と一緒に熊本市役所観光交通交流局を訪問いたしまして、両市における宮本

武蔵施策の情報交換を行いました。熊本市も美作市とともに宮本武蔵を活用した観光誘客に積極的に取り組

みたいとの考えでありました。熊本市は御存じのとおり宮本武蔵との関係も深く、年間160万人の観光客が

訪れている、そういうことを踏まえまして、市内に点在する霊巌洞や島田美術館、あるいは武蔵塚公園など

を含めた観光戦略に取り組まれていますが、生誕の地であり、子ども時代を過ごした美作市と、終えんの地

であり、晩年を生きた熊本市が宮本武蔵を通じて観光振興を核にした強く結びつくことの意義は大変大き

く、効果が生まれるものと期待をしております。今後は毎年相互に参加をしております剣道大会やイベン

ト、あるいは観光交流施設等の市民レベルでの交流、ＰＲ等に連携を強化することで意見が一致をいたしま

した。そして、これを機に来年２月に熊本市で開催されます宮本武蔵関連イベントにおきまして両市の交流

の場を設ける計画も進んでおります。 

 次に、情報発信につきましてでございますけども、昨年度の観光ナビには月３万回のアクセス数がありま

したが、本年度美作観光ナビを宮本武蔵のブランド力を活用すべく、生誕地にしか存在し得ない情報を前面

に打ち出し、独自性のある情報発信を行い、さらにアクセス数が伸びて、美作市の観光誘客につながること

を最優先に考えまして、大幅な改修を行っております。美作という町の魅力をしっかり発信し、美作市が美

作市を魅力あふれる町にするために積極的にあらゆる観光施策に取り組みたいと思っております。また、斬

新なアイデアであります議員御提案のくまモンの彼女の美作市による広報課長就任につきましては、まず彼

氏となるくまモンにその気があるかどうか、その意向を直接確認させていただいた上で検討をさせていただ

きたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 

 則本議員の御質問、宮本武蔵関連につきましてお答えさせていただきます。 

 宮本武蔵につきましては、剣の達人として、また剣を通じて道を開いた偉大な人として美作市の子ども達

に知ってほしいというふうに考えております。ほかにも市の出身者といたしましては少林寺拳法の開祖宗道

臣氏や、あさのあつこさんもおられます。特に宗道臣さんについてはもう既に副読本ができ上がっており、

活用されております。こうしたものを今後市内で活用できないか、検討いたしたいと考えております。 

 いずれにいたしましても、子どもたちの今後の生き方にはよい影響を与えることが期待できるというふう

に思っております。 

 兵法の二天一流につきましては現在７名の方が引き継いでおられます。週１回武蔵武道館で練習し、毎年

古武道祭に参加しておられると聞いております。宮本武蔵が編み出した二天一流を後世に残すため大原中学

校におきましては体育の時間にこれを取り入れております。 

 以上でございます。〔降壇〕 
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議長（山本 雅彦君） 

 則本議員。 

６番（則本 陽介君） 

 １回目の答弁をいただきました。 

 初めに、宮本武蔵の副読本の作成について総括をさせていただきたいと思います。 

 今回も検討したいとの答弁をいただきました。熊本城公式ホームページから引用すると、宮本武蔵は寛永

17年、1640年、57歳のとき文人であり武道にも秀でていた当時の肥後藩主細川忠利公に招かれ、みずから創

始した二天一流兵法を大成し、兵法35カ条の覚書、五輪の書などをあらわし、また茶、禅、書画制作の日々

で晩年を過ごし、62歳で生涯を閉じたとのことであります。このことから宮本武蔵の晩年は細川の殿様なく

して語れない主従関係が築かれた宮本武蔵の大きな足跡が残されたように私は感じられます。このことから

も宮本武蔵の副読本の作成はさらなる検討をお願いしたいと思います。 

 続いて、２回目の質問ですが、宮本武蔵の名前を活用した観光面の施策について当市より11月４日、熊本

市役所を訪問し、今後は相互の剣道大会やイベント、観光交流などに交流、連携を強化することで意見が一

致した、その上で来年２月22日から熊本市で開催される宮本武蔵フォーラムについて両市の交流の場を設置

する計画案も開始したとのことであります。この答弁をお聞きして、私の想像を超えた大変現実的で有意義

な熊本市との交流推進が開始されたと認識しました。また、熊本市長は11月16日に投票が行われた結果、無

所属の新人の大西さんが初当選を果たしたとのことであります。熊本の新市長のもとで新たな交流に向け

て、２回目の質問をお願いします。 

 １、年間160万人を超える観光客でにぎわう熊本城の中に宮本武蔵生誕の地である美作市の観光チラシを

置いていただけるとのことです。もしこれが実現可能であれば、160万枚の観光チラシの準備が可能なので

しょうか、積極的な検討をお願いしたいと思います。 

 ２、２月22日からの熊本市で開催される宮本武蔵フォーラムには私も招待を受けており、ぜひ参加したい

と思っております。また、大原武蔵観光協会、武蔵顕彰会からも出席する意向と聞き及んでおります。美作

市教育委員会におきましても、交流の勢いを増すためにもそれぞれ積極的な対応をお願いしたいと思います

が、いかがでしょうか。 

 ３、くまモンの彼女につきましては、くまモンにその気があるのかどうか慎重に検討する旨の答弁でし

た。くまモンに関する最近の情報では、去る10月30日にトレードマークのあの赤いほっぺが紛失し、騒動に

なったそうです。しかし、これは県庁広報課が仕掛けたＰＲ作戦で、11月５日にトマト、赤牛など、赤い県

産品がおいしくてほっぺたが落ちたと陳謝し、この間に広告効果として６億円を超える経済効果があったと

のことです。既に日本を代表するメジャーなゆるキャラですから、幾度かの失恋は覚悟の上で猛アタックあ

るのみと思いますが、この点いかがでしょうか。 

 以上、よろしくお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、則本議員の２回目の御質問にお答えをさせていただきます。 

 まず、年間160万人を超えます熊本城の観光客に対して160万枚の観光チラシの準備が可能かとのことでご

ざいますけども、熊本市との交流につきましては、お互いに実のある息の長いおつき合いをしていきたいと

考えております。熊本市は熊本城を初め、植物園、水族館、水前寺公園など、多くの観光客が訪れる観光施
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設、名所が点在をしておりまして、チラシや観光パンフレットの配布は可能との発言もいただいております

ので、今後は具体的な協議を進めまして、則本議員の期待に応えるように熊本市との良好な関係を築いてま

いりたいと、このように考えております。 

 次に、来年２月22日から熊本市で開催されます宮本武蔵フォーラム、宮本武蔵五輪の書プロジェクト第

２、宮本武蔵の歴史を訪ねてにつきましては、こちらにも概要が届いておりまして、まず宮本武蔵の講話か

ら始まりまして、二天一流の実演、くまモンによる武蔵寸劇などが予定をされてるようでございます。ま

た、参加者に配布されるパンフレットには宮本武蔵生誕地として武蔵の里を２ページにわたり紹介するとの

連絡をいただいておりまして、担当部署といたしましても市長と協議を行いまして、できれば参加する方向

で調整をさせていただきたいと、このように思っております。 

 次に、日本を代表し、海外にも活動の場を広げるくまモンの件でございますけども、その動向によりまし

て相当の経済効果が発生し、全国的な注目を集めているということは十分に承知をしております。それゆえ

もし恋人として立候補し、受けとめてもらえるのであれば、あらゆる面で絶大な効果が発生すると思われま

すが、くまモンの彼女がくまモンにとってよき伴侶になるか否か、これは関係者の御意見を伺いながら、慎

重に事を進める必要があるものと考えております。議員の言われるとおり猛アタックも必要かと思います

が、この私の経験でございますけども、仲を取り持つ仲人の存在や絶妙なタイミングがこの恋の炎を燃やす

重要な要素であると認識をしております。そのような環境が整いましたら猛アタックさせていただきますの

で、その際にはどうかその経験豊富な則本議員の絶大なる御支援のほど、よろしくお願い申し上げまして、

答弁とさせていただきます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 則本議員。 

６番（則本 陽介君） 

 ２回目の答弁をいただきました。 

 ３回目の質問はありません。総括をさせていただきます。 

 ただいま答弁をお聞きして、熊本市との交流、観光チラシの準備、来年２月の熊本市での開催される宮本

武蔵フォーラムへの取り組み等、熊本市との良好な交流が行われると強く感じました。また、くまモンの彼

女の件は今後の交流の中でくまモンのよき理解者として恋を温めていくことも大切であると私も感じており

ます。今はまだ慎重に静観し、時期到来を待つことがよい結果を生むと思います。 

 以上のように熊本市との交流を通じて宮本武蔵のブランド力を活用し、拡大し、美作という町の魅力をし

っかりと訴え、この町をもっとすてきないい町に一層の推進を願うものであります。今後ともよろしくお願

いいたしまして、この項の質問を終わりといたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 それでは、４項目めの質問に入ってください。 

６番（則本 陽介君） 

 ４、消防行政について。 

 文字どおり市民の安全・安心と生命、財産を昼夜分かたず守り続ける日常の業務に対し、大変ありがた

く、感謝の気持ちであることをお伝えします。私は今回消防の業務について緊急出動時以外の仕事はどのよ

うなことを行われているのかをお尋ねし、広く市民の皆さんへお伝えすることで本格的な冬の気候を迎える

に当たり、改めて暖房器具や火の取り扱いについて火災予防への認識を深め、いつも安全・安心の市民生活

を継続していただきたいと思います。 
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 また、近年男女共同参画という言葉をよく聞きますが、社会構造の変革や進展に伴う消防業務の推進に女

性職員の必要性はいかがなのでしょうか、この点もあわせてお尋ねします。よろしくお願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 消防長。 

消防長（山崎 正雄君）〔登壇〕 

 市民の安全・安心への取り組みについて、則本議員お尋ねの消防業務の中で、緊急時以外にはどのような

仕事をしているかについてお答え申し上げます。 

 まず、消防署においては年間訓練計画をもとに毎月の訓練予定表を作成し、救急資機材取扱訓練、救助資

機材取扱訓練、放水訓練等々を行っております。災害現状での安全、迅速、確実な現状対応ができるよう職

員の教育訓練を実施し、消防力の充実強化を図っております。また、出前講座等で市民等を対象とした普通

救命講習、一般救急法における指導等を行っております。 

 さらに、日ごろから大変お世話になっております消防団に対しましても消防活動訓練や消防操法訓練の指

導をさせていただいております。いろいろな訓練を通じ、消防団員さんとのコミュニケーションを図りなが

ら、消防署と消防団の連携を密にし、消防業務の推進に努めておるところでございます。 

 続きまして、予防課はより安全な建物づくりということで、建物の設計段階から法令に適合しているかの

チェックや指導、検査を重ね、防火安全対策に努めています。また、危険物施設の立入検査を実施し、関係

者が納得してみずから火災予防に取り組むように促しているところでございます。防火防災知識の普及啓発

ですが、地域の防災力を高め、災害による被害を防ぐ、減らすことを目的に市民一人一人が安全に行動がで

きるように指導しているところでございます。 

 次に、暖房器具の取り扱いについてですが、ストーブの近くに洗濯物を干したり、火を消さないままの給

油、たこ足配線での電気器具の使用など、また本日朝のニュースで電気ストーブからの出火が多く発生して

いますよという放映がありました。人的要因による出火が考えられます。そこで、住民の方に対して広報

紙、みまちゃんネル、告知放送、消防車両による広報とあらゆる機会を捉え、火災予防の啓発を行っている

ところであります。 

 男女共同参画と女性職員の採用について、美作市消防本部に現在女性職員を採用していませんが、議員御

指摘のとおり男女共同参画社会ということで、当本部でも男性、女性の区別なく、職員採用試験受験案内を

毎年行っているところであります。 

 今年度までの女性の方の消防本部への応募状況ですが、数年前に１名の応募があり、受検された結果、残

念ながら不合格でした。また、その後１名の方が願書を出されましたが、試験当日体調不良で欠席されたと

いう経緯がございました。今後の女性職員採用については、男女の区別をすることなく、消防職員の採用を

考えております。 

 以上です。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 則本議員。 

６番（則本 陽介君） 

 山崎消防長より丁寧な答弁をいただきました。 

 ２回目の質問はありませんので、総括をさせていただきます。 

 緊急時以外の消防業務の日常的な取り組みを詳しく答弁いただき、日常的に災害現場での安全、迅速、確

実な現場対応のための教育訓練と総合的な消防力の充実強化への取り組みがなされていること、出前講座に



－57－ 

よる講習会のほか、消防団との連携、建物や危険物に対する防火安全指導、火災予防の啓発、広報など、市

民生活の全てに関する多くのメニューを実施されているとの認識をしました。また、女性消防職員の採用に

ついては、募集を行っている中で今日まで採用に至っていないとのことであります。今後も女性職員の採用

募集を継続していただきたいと思います。 

 以上でこの項の質問を終わらせていただきます。 

 次に、商工観光行政について。 

議長（山本 雅彦君） 

 ５項目めの質問に入ってください。 

６番（則本 陽介君） 

 商工観光行政について。 

 地方創生、地域活性化が声を大に叫ばれる中で、去る10月末に相模原市主催の全国シティープロモーショ

ンサミットが相模原市で開催され、全国から123自治体が参加したとのことでございます。ここでは町の活

性化や地域ブランドの向上に向けた先進的な取り組みが紹介され、会場はアイデアを学ぶ参加者の熱気であ

ふれていたそうです。当市においても人口減少や高齢化の時代に即応した商工観光行政の推進は粛々と取り

組まれていると認識しておりますが、今回の質問は、１、誘致企業の現状と課題、観光施策、商工会の共同

についてお尋ねします。よろしくお願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、商工観光行政につきまして、まず誘致企業の現状と課題というとこで御答弁をさせていただき

ます。 

 誘致の現状でございますけども、作東産業団地への７号地へ進出を表明いただいております佐用町に本社

を置きます横山基礎工事との交渉が急進いたしまして、来年２月18日に立地調印を結ぶことになりました。

同社は平成25年５月から３号地で操業をされておりますけども、主要製品であります建設用大型仮設資材の

需要が増加いたしまして、将来的にも事業拡大が見込まれる中、岡山第２工場として７号地への進出を決定

をされました。来年５月ごろには新工場建設に着手される予定でございまして、雇用の拡大や税収など、美

作市にとりまして大きな効果が生まれるものと期待をしております。また、５号地に進出表明をいただいて

おります企業とは調印等の日程は確定はしておりませんけれども、進出に向けて社内内部におきまして御努

力をいただいていると伺っており、早期実現を願っております。決定いたしますと、作東産業団地の誘致率

は約85％となりまして、団地内の総従業員数は500名近くに達する見込みでございます。 

 次に、課題でございますけども、作東産業団地の残り４区画と宮原地区などの他の小規模団地への誘致活

動の件もございますけども、特に近年におきまして企業の意見として、従業員の確保をいかに解決するかと

いうような声を伺うようになりました。人口減少による労働力不足の影響は否めず、新規の進出や規模拡張

等に際して懸念材料となっております。この状況を踏まえまして、多くの進出企業が経営戦略の一環として

外国人研修制度を活用し、ベトナム、中国、あるいはインドネシア等のアジア圏から多数の研修生を受け入

れております。特にベトナム人研修生は１社で40名以上受け入れている企業もあって、急増しております。

今後市政の重要施策と位置づけまして、市長が積極的に推進をされているダナン大学との友好締結の効果も

あり、一層の増加が見込まれると思っております。地域の活性化はもとより、美作市の発展と繁栄の礎とな

る人口減少に歯どめをかけるためにも企業誘致と労働力の確保を目指して同時に取り組むことが今求められ



－58－ 

てる重点施策であると認識をしております。また、高校新卒の若い力の雇用に目を向け、育成に取り組まれ

ている企業もありまして、これも若者定住へ向けて多大な効果が見込まれるもので、地元ハローワークとも

連携、協議を重ねながら十分なサポートができるように取り組みたいと考えております。 

 次に、観光施策、商工会の共同についてお答えをいたします。 

 美作市が進める観光施策につきましては、全国的に有名な武蔵の里、湯郷温泉を初め、女子サッカー岡山

湯郷Ｂｅｌｌｅを核とした観光資源もございますけども、近年の観光に対するニーズが多様化する中、季節

ごとに変化する豊かな自然と環境がつくり出す地域資源を観光の対象にするべきであると、このように考え

ております。具体的には美しい農村景観、緑豊かな山、透き通る清流など、美しい里山の風景と歴史、文

化、古くから残る風習あるいは伝統食など、いろいろな生活環境と気候風土により生まれ、築かれた田舎の

原風景を観光資源として生かすことで、都会の交流人口の増加に向けた取り組みがやがて地域が潤い、利益

が還元されていく流れが構築されると思っております。魅力的な町にはすばらしい自然や歴史、名物、祭り

などがあるだけでなく、地元に愛着を持ち、これらを支える人々の元気な笑顔と、ふるさとを愛する熱い思

いが必要です。美作市を訪れた人々が自然や名物を楽しむだけでなく、それにかかわる地元の人々の思いや

温かさに触れることができる、そのような市民が主役のまちづくりを目指しております。地域の顔をどのよ

うにつくるか、地域資源は、地域住民の汗の結晶であると認識のもと、里山暮らしのツーリズムという理念

を基本に観光施策に取り組んでまいります。 

 次に、商工会との共同でございますけども、10月ごろから商工会事務局職員と商工観光課の職員との情報

交換会議が開催をしておりまして、その中から新たな取り組みといたしまして、女性職員と会員を中心にし

た会議が定期的に行われ、現在意見交換会を重ねているところでございます。また、市長の行政報告の中に

もありましたけども、商工会では労働力の確保による市内産業の発展に寄与するため外国人技能実習生の受

け入れの準備に入っております。この事業は法務省を初め、関係機関との強力な連携が不可欠でありまし

て、市といたしましても積極的な支援を行い、商工会との共同を進めてまいります。商工観光行政につきま

しては、我が町を自慢する誇るべきものを持つか持たないかを原点といたしまして、今後も時代に即応した

行政の推進に努めてまいります。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 則本議員。 

６番（則本 陽介君） 

 ただいま部長より詳細な答弁をいただきました。 

 作東産業団地７号地の交渉が急進し、来年２月に立地調印が締結する運びとのことであります。さらに５

号地でも交渉が進展しており、立地が成立すると、誘致率は85％、団地内総従業員数は500名近くに達する

見込みとのことであります。合併より10年であと一頑張りで完売へのゴールが近づいたことは、美作市の財

産としてその存在を強力に推進された結果であると私は強く感じております。作東産業団地の残り区画、そ

の他小規模団地への立地推進、さらなる努力を願うものであります。また、従業員の確保について外国人研

修制度の活用や高校新卒の若い力の育成にも取り組んでいるとのことでありますが、２回目の質問として、

誘致企業関係の地元雇用の状況について数字的なものがあれば、お願いしたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 
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 それでは、地元雇用状況についてお答えをさせていただきます。 

 新規誘致につきましては、地元雇用を重点に置いて交渉に当たっておりまして、また市内企業に対しまし

ても機会のあるごとに地元雇用促進の要望を強く行っております。誘致企業の親睦団体であります美作市誘

致進出企業協会は現在37社が加盟をされておりまして、従業員数は約1,800名に達しており、このうち約６

割が美作市に在住の方というふうになっておりまして、各企業におかれましても市民の雇用に十分配慮をし

ていただいているものと認識をしております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 則本議員。 

 ３回目です。 

６番（則本 陽介君） 

 ３回目の質問はありませんので、総括をさせていただきます。 

 誘致進出企業協会への加入が37社、その従業員数は1,800人を超え、このうち約６割が市内在住者で、各

企業に格段の努力をいただいている実情に感謝し、他方で労働力人口の不足は懸念材料となっている問題に

つきましては、子育て支援やＩターン、Ｕターンなどの定住促進、交流人口の増加策等、笑顔と自然があふ

れる総合的なまちづくり施策とともに検討が望まれる大きなハードルではないかと感じております。一層の

御尽力に期待を持っております。 

 以上でこの項の質問を終わりとさせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 則本議員、６項目めの質問は休憩の後にお願いします。 

 ただいまより10分間休憩します。 

                                       午前10時57分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午前11時07分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 則本議員、６項目めの質問からお願いします。 

 則本議員。 

６番（則本 陽介君）〔質問席〕 

 それでは、６項目め、教育行政について質問をさせていただきます。 

 本年度の岡山県教育事業の推進について、頑張る学校応援事業優良校の受賞及び教育功労者表彰の受賞に

係る経過と今後の取り組みをお尋ねしたいと思います。このことについて美作中学校で西村校長に直接これ

までの取り組みをお聞きしましたが、その活動の根っこの部分にトライアングルみまさかの取り組みや、Ｉ

ＣＴ授業の推進、デジタル教科書の導入などとともに、足かけ７年間の積み上げがあったとのことでありま

す。また、歴代の校長先生と教職員の皆さんや地域の教育関係者の皆さん、児童・生徒と家族の皆さんな

ど、多くの皆さんに支えられ、協力をいただいた結果が今回の受賞につながったもので、さらにこれを突破

口にして次のステップを目指して新たな挑戦をしたいとのことでありました。教育は国家百年の計、またさ

らに米百俵の精神に代表されるように多くの時間と多くの資金が必要だと認識しております。今回の受賞に

至るまでの取り組みやトライアングルみまさかの取り組み、ＩＣＴ授業の推進、さらにデジタル教科書の導
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入と予算措置などは市内の各中学校にも適用されているのか、あわせてお尋ねしたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 則本議員の教育行政につきましての御質問にお答えいたします。 

 頑張る学校応援事業につきましては、多くの教育課題を抱えながらも真摯に努力し、落ちついた学習環境

の確保等に成果を上げている学校の取り組みを応援し、教職員の意欲の向上とさらなる充実を目指すととも

に、すぐれた取り組みを県下の学校へ普及することによって子どもたちの健やかな成長を図ることを目的に

今年度岡山県教育委員会が実施したものでございます。美作中学校が県内30の取り組みの中に選ばれており

ます。美作中学校ではトライアングルみまさかを基軸にした生徒指導、授業改善の取り組みをテーマに校長

の明確なリーダーシップのもと、中学校区内の２小学校と、トライアングルみまさかとして義務教育９年間

を見通した教育、例えば生活の規律の確立や学習規律を向上させる、そして学力を向上させるということに

取り組んでおります。また、学校、学年行事を生徒の力が発揮できる場として位置づけ、生徒が主体的につ

くり上げる活動を充実させています。このようなことから地域に誇れる落ちついた学校となって、学力も着

実に伸ばすことができています。 

 また、岡山県教育委員会よりは小・中連携により、こうした目指した中学校教育の研究と実践が認めら

れ、学校として教育功労賞も受賞をしております。今後は美作中学校を中心とした美作中学校区の取り組み

を市内に広められるよう研究会等の実施を進めてまいります。 

 同時に、今現在も市内の５つの中学校区全てで小・中連携を推進しております。小学校、中学校で相互に

授業研究を行うなどの学力向上への取り組みや、挨拶や返事等、生活規律への取り組みの統一などを進めて

おります。 

 ＩＣＴ機器、教材の導入につきましては、教材提示装置、教科書などを映すものでございますが、こうし

た教材提示装置と大型モニター、テレビですね、こうしたものを活用することによって簡単にわかりやすい

教材を作成でき、そして指導した効果が上がっているというふうに聞いております。学校からも簡単に、そ

して効果が上がるということでぜひ導入してほしいという要望がありますので、現在は27年度全ての小・中

学校に配置できるよう準備とお願いをしているところでございます。 

 また、デジタル教科書につきましては、まだまだ難しいところもございますので、視察等により導入に向

けて研究を進めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 則本議員。 

６番（則本 陽介君） 

 教育長より丁寧な答弁をいただきました。 

 ２回目の質問はありませんので、総括をさせていただきます。 

 岡山県教育委員会が実施した頑張る学校応援事業に県内30校の中で美作中学校が選ばれたとのことであり

ます。中学校区内の２小学校と小・中連携のトライアングルみまさかを基軸にした生徒指導、授業改善の取

り組みによって義務教育９年間を見通した教育の取り組みが図られ、地域に誇れる落ちついた学校となり、

学力も着実に伸ばすことができたとのことであります。このことは市内５中学校区でも既に取り組みを進め
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ているとのことでありますが、教育を取り巻く環境は厳しい部分も多々あるかと存じます。一つ一つの成果

を期待するものであります。また、ＩＣＴ授業の資機材の導入についても27年度に全小・中学校に導入の準

備を進めているとのことであります。ぜひ完備されるよう御尽力をお願いしたいと思います。 

 以上で12月定例会の一般質問を終わらせていただきます。大変にありがとうございました。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番１番、議席番号６番則本陽介議員の一般質問を終了します。 

 続きまして、通告順番２番、議席番号16番日笠一成議員の発言を許可いたします。 

 日笠議員。 

１６番（日笠 一成君）〔質問席〕 

 それでは、議長の発言許可をいただきましたので、日笠が一般質問をさせていただきます。 

 まず、項目は人口減少対策についてでございます。質問の要旨につきましては、限界集落、消滅集落がこ

のままではますます速い速度で〔聴取不能〕することを危惧されておりますので、少子化対策、高齢者対策

にも至急取り組む必要があると思いますので、質問をさせていただきます。 

 少子化対策については、子育て世帯の支援が大切です。例えば幼児園、保育園の入所、入園希望者のう

ち、対象者は全員受け入れる。待機者ゼロを図るべきだと思います。また、教育費、医療費の軽減を図る必

要があると思います。また、施設の整備充実を図る必要があると思います。その他が考えられます。この重

点項目等の取り組み状況をお知らせください。 

 高齢者対策についてでございますが、例えば独居、老老世帯の支援としては、通院、買い物、〔聴取不

能〕等の交通、足の確保を図る必要があると思います。また、緊急時の親族、医療機関への連絡網、〔聴取

不能〕の整備を図る必要があると思います。また、介護福祉施設等の入所希望対象者の受け入れ態勢の整備

を図る、待機者ゼロを図る必要があると思います。設備使用料、医療費等の軽減を図る必要があると思いま

す。その他が考えられます。重点項目等の取り組み状況をお知らせください。 

 以上、１回目の質問とさせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 日笠議員の御質問、少子化問題について、総論でお答えを申し上げておきますが、行政報告でも申し上げ

ましたとおり御質問にあったさまざまな項目は私どもとしても大変重要だと考えておりまして、来年度の予

算編成において具体的にその成果を出していきたいというのが基本でございます。一方で、足元でやってい

ることを申し上げますと、保育につきましては、私どもの規則は他の都市よりももっともっと保育ニーズに

応えれるように工夫をいたしているところでございまして、周囲から見て、これは保育にしたほうがええだ

ろうと思うときには、そういうことを措置に近い形で我々が預かりましょうよというふうなことを提言をで

きる、そしてそれを受けとめるということができるというふうに、地域社会から見て保育が必要だというケ

ースについて親がそれをやらないときでも何とか子どもを預けることができると、こういうところまで今構

想を考えているところでありますが、そういったことも含めて行政報告で言いましたことは、少子化対策と

いうものを国が充実しようとしているけれども、我々の置かれている自治体の状況を見ますと、先駆けてそ

ういうことをやるべき自治体の典型であるということでお話をいたしました。 

 一方、国との関係で申し上げますと、実はさまざまな問題があります。予算の倍増ということもあるわけ

でありますけども、そのほか幾つかの論点を上げなければなりません。例えば少子化対策の前提となる結婚
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の問題につきましては、やはり給与との非常に強い連関性がございまして、若年層の給与水準が上がり切っ

ていないということについて、我々は問題意識を持たざるを得ないわけであります。ちなみに1980年代は労

働分配率と言いまして、利益のうち何ぼ労働が取ってるのかというのが、たしか七十六、七％あったわけで

ありますけども、今それがＯＥＣＤ全体で六十四、五％まで、国際的にも低下してるんですが、その中で日

本は61％と、一番悪いほうの水準になっていて、これではなかなか子育て世代の方々が充実した生活を送

り、子どもをつくるというようなところまでいくことが難しいのみならず、結婚に踏み切ることが難しいと

いう状況にもなっておりまして、このあたりの問題については、国全体の制度、あるいは国全体の労使関係

に依存するところがあるわけでありますけども、政府において正確に問題を認識をして対応していただきた

いというふうに思っております。殊に我々としては日本企業の内部留保がこのところ10年間で50兆円だった

内部留保が今150兆円ぐらいになってまして、100兆円の上積みになっていますけれども、これは株主に還元

するというのもありますけれども、高齢者の方々に還元していくようなこともぜひ考えてほしいというふう

に思っております。政府におけるさまざまな政策とともに、官と民が協力をして、民間の方々にも子育て世

代を中心とした方々の生活、あるいは結婚、そして育児、出産といったことが十分に可能になるような労働

制度というものを構築することが大変大切なんだということをあわせて申し上げさせていただきまして、残

余の問題については各担当からお答えをいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 

 日笠議員の御質問、人口減少問題の少子化対策についての御質問のうち、教育費、医療費の軽減を図ると

いう部分についてへのお答えでございますが、現在美作市におきましては、医療費については入院、通院と

も中学３年生までを無料としているところでございます。ちなみに岡山県の補助制度では入院は小学６年生

まで、通院は就学前までが対象となってございます。 

 保育料につきましては、美作市は国基準に比べて低く設定しているところでございまして、特に４歳児以

上につきましては、幼稚園とのバランスをとる必要からより低い設定としてございます。 

 また、放課後児童クラブにつきましては、運営費のおおむね２分の１を公費で負担しておりますことに加

えまして、政策的に第２子以降の子どもさんとひとり親家庭につきまして利用料を２分の１に軽減している

ところでございます。 

 教育費の支出につきましては、授業料や制服代ですね、それからＰＴＡの会費ですとか、通学費、学校給

食費などのほかにも学習塾や習いごと、スポーツ少年団など、校外活動の費用も必要となってまいるところ

でございます。教育費の助成につきましては、保育料ですとか放課後児童クラブの費用負担をどう考える

か、また全体を対象に助成するのか、あるいは第２子、第３子以降について援助するのかなども含めて検討

を加えまして、効果があるところから取り組んでいくといったようなことが多くなる必要があるものと考え

てございます。その際には定住対策としての面もございますので、近隣市町村と過度な競争にならないよう

に注意して取り組んでいくことも大切と考えてございます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 
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 それでは、日笠議員の高齢化対策について答弁をさせていただきます。 

 まず、御質問の独居、老老世帯の支援としては通院、買い物時等の交通の確保を図らなければならないの

ではないかとの御質問ですが、今現在高齢者移動支援事業に取り組み、高齢者相互の助け合いで通院、買い

物等がガソリン代等の実費で行えるよう生協法で高齢者生活協同組合の設立の準備を進め、重要事業として

取り組もうとしております。夏ごろまでにということで実証実験を始める予定で進めていましたが、運転手

の確保など、地域の方々の深い御理解と御協力がなければ取り組みが進めることができないので、予定より

おくれております。 

 それから、２点目の緊急時の親族、医療機関への連絡網、手段の整備を図るという点でございますが、市

の社会福祉協議会が取り組んでおります救急医療情報キットと申しまして、緊急の連絡先とかかかりつけ医

など、病状とかを含めてひとり暮らしの高齢者を中心に〔聴取不能〕を行っておりまして、ちょうど市の広

報紙の９月号にもその内容が掲載されているところでございます。 

 ３点目の介護施設等の入所希望対象者の受け入れ態勢の整備を図るということでございますが、待機者を

ゼロにということで、ゼロが理想的なんですけど、平成26年３月調査での特別養護老人ホームの待機者数

は、在宅で生活している要介護度の３から５の方ですぐに入所したいという方は79名でございました。それ

以降10月１日に特別養護老人ホームが新しくできまして、これは入所が30床、それからショートが20床、

10月１日より事業開始をしたので、これにより待機者の軽減になっているものと思っております。１年間の

市内の特別養護老人ホームの入退所者は約60人前後でございます。重度の方は入所までに一定期間の待機が

必要となってきますが、このため市といたしましての施策として、先ほどもありましたが、サービスつき高

齢者向け住宅を併設した小規模多機能型事業などの整備を進めて、待機者の軽減を図っていこうということ

でございます。 

 それから、施設使用料、医療費等の軽減を図るという点でございますが、介護保険の制度では介護保険を

一月に利用したサービスの１割の利用者負担の合計額が高額になった場合、また限度額を超えたときには限

度額を超えた部分が高額サービス費として後から給付されると、負担が軽くなるという制度がございまし

て、そういうふうにさせていただいております。施設サービスを利用した食事と居住費の自己負担額が所得

の低い方に対しては自己負担の上限が設けられておりまして、軽くなっております。 

 以上です。よろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 日笠議員。 

１６番（日笠 一成君） 

 先ほどは市長より高次元な話をわかりやすく説明をしていただきまして、ありがとうございました。 

 少子化対策についてでございますが、立派な園舎、校舎等がありながら、幼児、児童・生徒の減少により

やむなく統廃合をして、次の利活用計画があるまでは利活用されない建物がある反面、当市としては大規模

な幼稚園、学校の老朽化等があり、改修か移築か等の早急な対策が必要と思いますが、整備計画についてを

お知らせください。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 日笠議員の２回目の御質問にお答えさせていただきます。 

 市内の小・中学校でございますが、確かにあいた教室もございますが、少人数指導などでできる限り活用
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を図っております。また、施設整備につきましては、平成23年度をもって小・中学校全校11校の耐震化工事

を終了しております。また老朽化によって補修、改善、修繕等が必要なものにつきましてはその都度対応い

たしまして、子どもたちが安全で安心して学校生活を送ることができるようにしております。大規模改修、

移築につきましては、学校園等の統廃合に関する指針に沿って統廃合とあわせて検討し、進めてまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 日笠議員。 

 ３回目です。 

１６番（日笠 一成君） 

 先般伊原木県知事が2015年度当初予算の編成方針を発表されました。その概要は14年度から３年間の〔聴

取不能〕中期行動計画いきいきプランを確実に進めることが柱で、教育財政や産業振興に加えて、人口減少

対策に予算を重点配分する姿勢を打ち出されました。この計画は真に当美作市の重点施策でもあります。単

独で取り組むことが実情に合い、効率がよい項目もあると思いますが、我が市の人口に活用できるメニュー

は導入する、人口減等の支援を受けることが必要と思いますが、いかがでしょうか、お伺いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 岡山県の施策との連携については当然でございますけども、できんものはできませんけど、できるものは

積極的に対応していくというのが当然の考えであろうと思います。ちなみに頑張る学校の話も市長会ではめ

げめげにめげとったんですが、私としてはそれはありがたいことであるというふうなことで、うちに来る、

うちが指定される〔聴取不能〕では絶対に断りませんと申し上げておいたわけでございます。そこへ美作中

の努力があって受賞できたわけですが、県には県の事情があったり、我々として岡山県の行政の仕方につい

て改善すべきところがあれば申し上げますけれども、やると言った予算をこれを要らんということには絶対

ならんというふうに考えておりますので、何か特に具体のお気づきの点ございましたら、御提言賜りますよ

うにお願いをさせていただきたいと思います。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 失礼します。 

 日笠議員からの３回目の御質問、市長も答弁をしたところでございますが、美作市におきましても、去る

11月10日、幹部会議におきまして平成27年度予算の編成方針を決定したところでございまして、新年度予算

の編成に当たっては美作市の政策支援を総動員しながら、地方創生の基本方針に沿った積極的な事業展開を

図ることといたしております。その際には御指摘のとおり国や県の動向にも十分留意しながら活用できる補

助金や交付金について獲得を目指してまいりたいというふうに考えてます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 日笠議員。 

 総括です。 
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１６番（日笠 一成君） 

 先ほどは市長よりお話がありました。非常に伊原木県知事とは信頼関係が厚いようでございますので、そ

の恩恵を美作市にも与えていただきますように努力をしていただくようによろしくお願いをいたします。 

 それで、自主財源に乏しい我が市であります。歳入については事業を起案する場合の財源確保は先ほど市

長や部長がおっしゃられたように国や県の補助金、交付金、起債、例えば過疎債、辺地債、合併特例債の確

保に努め、財政については最少の経費で最大の成果が上がる工夫をし、無駄な支出を省くなどして、健全財

政に努めていただきたい。そして、住んでいてよかった美作市、これからも住み続けたい美作市のためにも

〔聴取不能〕の方針に沿った新年度予算案を編成していただき、３月議会に提案していただけることを期待

して、質問を終わります。ありがとうございました。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番２番、議席番号16番日笠一成議員の一般質問を終了いたします。 

 ただいまから１時まで休憩いたします。 

                                       午前11時38分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後１時00分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ここで御報告をいたします。 

 12月４日、本定例会の会議録署名議員として10番岡﨑正裕議員を指名いたしましたが、御本人が通院のた

め午後から退席をされておりますので、会議録署名議員の指名を日程に追加し、追加日程第１として議題と

することに御異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、会議録署名議員の指名を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定をいたし

ました。 

 

    追加日程第１  会議録署名議員の指名 

 

議長（山本 雅彦君） 

 追加日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 12月４日、本定例会の会議録署名議員として10番岡﨑正裕議員を指名しておりましたが、通院のため新た

に会議録署名議員として11番西元進一議員を指名いたします。 

 それじゃ、引き続き一般質問を続行いたします。 

 通告順番３番、議席番号13番岩江正行議員の発言を許可いたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君）〔質問席〕 

 議長の許可をいただきましたので、この12月議会の一般質問をさせていただきます。 
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 今回の質問は、社会の荒廃と人権、教育の機会均等、安全・安心のまちづくりと、粟倉工房株式会社監査

請求の今日における現況、東粟倉工房株式会社の清算問題とその後の経過についての質問をさせていただき

ます。 

 美作市では平成24年９月議会において優しさと思いやりで支え合う人権都市宣言が採択されましたが、近

年少子・高齢化社会を取り巻く環境は経済的困窮、児童の虐待、子どもの貧困と少女誘拐、高齢者、女性を

狙う殺傷事件、凶悪犯罪が頻発しております。また、コンピューターネットに関連する情報通信技術が進歩

する中で、人権を取り巻く最近の状況はインターネットの掲示板での差別書き込みや戸籍謄本等の不正取

得、携帯電話で悪口を書かれ、いじめ、暴力、不登校と人権を軽視した事案が多発しております。極めて厳

しい状況にあると思います。子どもたちの最善の未来を残すために家庭、学校、地域での子ども、高齢者、

女性、障がい者、弱者の安全を守る危機管理マニュアルの作成、人権という物差しで判断を加えながら権利

の主張や保障を行い、人権文化の確立に向けた取り組みについてのお尋ねをいたします。議長にお願いがあ

るんですが、２項目めは８番のやつを２項目めに変更させていただきたいんですが、よろしゅうお願いしま

す。 

議長（山本 雅彦君） 

 はい、それでよろしくお願いします。 

１３番（岩江 正行君） 

 では、１項目め、下町自治区内における市民的権利剥奪事件行政の推進についてお尋ねいたします。 

 これは人権尊重の視点に立った行政啓蒙啓発、人権教育のあり方についての検証でございます。これにつ

いては再々にわたって質問させておりますが、この前に市民の方から、いまだたってことし４月の自治区総

会で私の処分を解除したとのことですが、区長が７名の役員がまるで他人事のようで一切反応が、反省のか

けらすら感じられませんと、このような状況が続くのであれば、問題解決はならず、同じことの繰り返しで

あると、市民部長は私の意見は一切聞かず、菅原区長の話だけを聞いて、一応の解決を見ていることです

が、この人権問題については区長のほうから代理人を立てたとのことで、代理人はこの私に、岩江にお願

い、了解していただきましたが、その後区長からは何の連絡もなく、一切解決はしておりません。下町自治

区は地方自治法に基づく地縁による団体であり、美作市よりの許可を受けた自治区でもあります。美作市は

人権問題が起きているのは下町自治区であることがはっきりわかっていながら、なぜその該当する自治区に

来て、人権教育をしないのか、このままなし崩しにするなら、いつまた下町地区の人権問題は解決しないと

ころに人権問題がまたいろんなところで人権差別が起きるんじゃないかと思いますと、一番大切なところは

差別をした人が悪かったと反省して、二度とこのようなことを起こさないことを希望しますということです

ね。こういうふうな差別を受けた人から私のところへ文書が来とん。これ去年からわたって西町の差別事

件、勝田の差別事件が２件ありました、学校内で。それからまた、ことしも勝田でも聞いております。これ

を解決、解決じゃねん、これを行て、ほんまに同じ目線で理解し合うて、それは私が悪かったというて解決

したの、これ人権団体が入って解決しとるのが勝田の問題。それと、西町ではこれは旧局長さんが今度新し

い部落長になられた。その人が、君らがやっとることは間違いじゃと、この市民的権利を剥奪するようなこ

とすることということはもってのほかじゃというて、この人があんた方のかわりをして、教育をしたん。こ

んだけの差別事件があってもその地域に回って、一度も人権教育、学習はしとらん。なぜなんかな。私は、

給料というのは仕事して私はもらえるもんじゃと思うとるわけです。これことしの去年のやつが3,016万

4,000円の人権推進費を組んどる。ことしは4,000万円ほどじゃな、人件費を組んどる。ここの中でことしや

こうでも、今言ようる職員の給与、人件費に係る経費が2,637万9,000円なん、4,000万円の中で。あと人権
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団体に400万円、需用費が522万円、あとはもろもろのものがありますけれども、何をされたんじゃろうかと

思うてな。人に丸投げするようになったら職員要らあへんのや。委託料があるわな。何をやってきたんか

な。 

 それと、差別も区別もようわかっとんじゃろうかと思うてな。これ地元のもめごとじゃないんですよ、こ

れは。認識の度合いが違うんよ。あんた方な、部落の総会はもう一切来てはだめじゃ、公民館使用すること

もだめじゃ、選挙権はない、部落の選挙権はない、大字の施設についたら一切進退することはならんという

ようなことを言われて、これ総会で決議するんですよ。今の世の中にこんなことがあってええか悪いかそん

なことを判断してから答弁してください。こんな不合理な話があるわけじゃから。全然、審議監、あんた

再々行とんじゃ。どういうような認識でおられたんかな。これ岡山県から出とるやつなん。人権施策の推進

じゃというて。こういうな冊子が出とる。あらゆる場での啓蒙啓発、教育じゃというてな。人権啓発、教育

のあり方じゃというて。きちっとした県からの指導が出とんよ、こういうな冊子になって。県民局、そこの

地域事務所へ行たらこれがたくさん置かれとん。そこでわしいただいたんよ。美作市は何をやりょんじゃろ

うか。そこのところに宣言はしとるけどな。あれに逆行しとる。やりょうることは私は今言ようるあんた方

のとこ見よったら、あれに逆行しとらへんかと思うんじゃけどな。どんなんか。それよう踏まえての答弁

を、１回目の答弁をしてください。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 岩江議員の人権問題に関するお尋ねについて、まず総論的にお答えをしたいわけでありますけども、岩江

議員が使われた人権文化という言葉がありましたけども、これは大変大切な概念だというふうに私も全く同

感であります。これは市内もとより、今例えばイスラム国というのがかなり人権に関する国際的な常識を逸

脱した行動をとっていますけれども、全く異なる人権文化を持った集団である、そう言わざるを得ないわけ

であります。そんな遠くのことも言うべくもなく、我々の町も人権文化を尊重すべきであることは間違いな

い、まずそう申し上げます。 

 次に、じゃ、その人権の状況はどうなんだと、これは主観論が若干入りますんで、そう簡単に比較はでき

ないところがございますけども、例えば議員の御質問の中にあったさまざまな問題、日本の子どもを取り巻

く問題、御指摘ございました。誘拐事件であるとか、子どもたちの犯罪の問題であるとかありましたが、お

かげさまをもちましてこの間もその関係の会議を開催をいたしましたけれども、当市においてはいろんな比

較がありました、学力置いてどうかとかありましたけども、刑法事案であるとか、あるいは虞犯少年の事案

であるとか、そういう問題なくはないんで、これからも注意をいたしますけども、全県の中でも非常に落ち

ついた状況であるということを報告を聞き、これからもそういった形で推移するように全力を挙げていこう

ということをお互いに決意をさせていただいたようなわけであります。また、一昨日多くの市会議員の方々

にも御参集をいただいた上で、湯郷の交流センターですかね、人権の集いということで実施をさせていただ

いたわけでありますけれども、主体は啓発に関する講話ということで、私たまたまほかの会合があって、そ

こは聞けませんでしたが、子どもたちの人権に関する作文、標語、ポスターということの中で、優秀、最優

秀、あるいは審査員特別賞というようなことで感謝の気持ちを込めて子どもたちに表彰を差し上げた会合が

あったわけであります。その状況を一言で申し上げますと、子どもたちの間に非常にバランスのとれた人権

感覚があるなということを参加をされた方々は強く実感をされたんじゃないかと考えております。私も参加

をさせていただきましたけれども、例えば子どもたちのポスターとして最優秀をとったものの中には、友達
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について大好きという表現があって、これは本当に人権問題を考えるときに貴重なというか、根本的な示唆

だというふうに思います。小さい〔聴取不能〕でもそれは大好きまではいかなくても隣人愛というか、尊重

というか、逆に言うと、嫌いとか悪意とか憎悪とか、そういうものをなるべく丁寧に排除を自分の心の中か

らしていく、そういう作業の重要性をその標語は端的に物語っているわけでありますけれども、私たち大人

として改めてそういった問題について学ばせていただいたような状況でありました。下町の件についてその

ことがどう影響するかはちょっと申し上げることが困難ではありますが、一般論として言えば、その標語か

らいうと、どっかにその心の中に恐らくどっちのサイドか私はわかりませんけれども、あるぶつかり合いが

あって、ある種の愛情ではない表現であるとか気持ちというものが交換されたことが人権問題に至る大きな

前提というか、大きなプロセスとして注視をしなければいけないことであるというふうに考えているわけで

あります。我々も行政においてもなるべくそういう気持ち、つまり市民の方々との応接、対応について悪く

ても中立、できれば隣人愛というか、市民愛というようなものを前提にした行動というものがとれるよう

に、それを日々の研さんの中でやっていかなければいけないというふうに思っておりまして、恐らく議会の

皆さんも同じようなことを考えていただけるんじゃないかということをその集会では実感をさせていただい

たわけであります。そういう意味で相談でございますけれども、我々としては今申し上げたような隣人愛に

基づいた人権文化というのが美作市には結構これはあるなということを実感しながら、その上でさらにそれ

を強化をする、さらに実効性があるものにしていく、そしてそのことをややもすれば忘れがちな我々のよう

な職員の集団が常にそのことを頭の中に想起しながら日々の実践につなげていくことが必要であるというこ

とを考えている、こういうふうに申し上げ、具体の質問項目については、御担当のほうからお答えをさせて

いただきます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 市民部長。 

市民部長（安藤 郁雄君）〔登壇〕 

 失礼をいたします。 

 先ほどの岩江議員の御質問の答弁でございますが、まず市での人権啓発の取り組みについて若干述べさせ

ていただきます。市では啓発活動としまして広報みまさかやみまちゃんネルを活用した啓発、法務局、県、

人権擁護委員協議会等と連携した活動、異動相談、人権講演会などを行っております。市民生活課での取り

組みとしまして、今年度は既に広報みまさかで７回、みまちゃんネルで４回の啓発広報を実施しておりま

す。また、岡山湯郷Ｂｅｌｌｅの協力をいただき、なでしこリーグ戦で人権サポーターデイ、土居小学校で

の人権の花運動、同じく土居小学校で人権スポーツふれあい教室、それから１日人権擁護委員によります街

頭啓発などを行っております。また、人権講演会として俳優宇梶剛士さんを講師に人権の集いを12月６日に

開催いたしました。また、今年度からの新たな取り組みといたしまして、旧町村単位で一般市民を対象とし

ました人権啓発教育を開催することとしております。大原地域では３月に大原公民館で開く予定でございま

す。現在の取り組みがベストとは言えませんが、人権啓発につきましては、地道に実直に一歩一歩進めてま

いる所存でございます。 

 今後も市民生活課としましては、啓発活動と相談窓口という市の責務を果たすべく、関係機関、教育委員

会、人権擁護委員さん等と連携し、人権教育啓発に取り組んでまいります。また、職員の研修につきまして

も、人権担当者向けの研修はもとより男女共同参画セミナーなども可能な限り実行させ、人権に対する知

識、意識の向上に努めるとともに、人権感性を磨いてまいりたいと存じます。議員皆様の御理解、御協力を

よろしくお願いいたします。 
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 また、先ほどの自治会からの資格停止処分という事案につきましては、昨年の９月議会、12月議会及びこ

としの９月議会で御質問があり、答弁いたしましたが、市としては地元の話し合いによる調整を図ってまい

りました。ことしの４月には先ほど議員が言われましたように一応処分解除が行われたということで解決を

見ているのではないかと理解しております。しかし、人権侵害意識はそれぞれの内面の問題であり、主観的

な判断に委ねられるので、人権侵害事案が発生しており、未解決であるとのことであれば、正式に法務省の

人権擁護プロセスにのせ、専門家による判断、対応をお願いするとの答弁をさせていただきましたが、今回

もこの答弁をさせていただきたいと思います。 

 人権につきましては、基本的かつ最重要課題であると我々も認識しておりまして、今後も人権尊重都市宣

言の精神を尊重し、市政に反映させていくとともに、積極的に啓発活動を行っていく所存でございます。

〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 

 岩江議員の御質問、人権行政の推進及び人権教育のあり方についての御質問にお答えさせていただきま

す。 

 人権教育及び人権啓発の推進に関する法律においては、人権教育とは人権尊重の精神の涵養を目的とする

教育活動を言い、人権啓発とは、国民の間に人権尊重の理念を普及させ、及びそれに対する国民の理解を深

めることを目的とする広報、その他の啓発活動を言うとされております。学校教育では人権教育の目標は、

児童・生徒が発達段階に応じて人権の意義、内容について理解するとともに、自分の大切さとともに他の人

の大切さを認めることができるようになり、それがさまざまな場面等での具体的な態度や行動にあらわれる

ようにすることというふうに文部科学省の人権教育の指導方法のあり方に示されております。こうしたこと

に基づきまして、人権に関する知的理解を進めるとともに、人権感覚を養うため、各学校におきましては先

ほどの人権の集いで優秀賞を発表いたしましたが、人権の作文、標語、ポスターの応募及び人権アンケー

ト、人権集会を実施し、児童・生徒に人権について深く考える機会をつくっております。教員も教育相談週

間を設け、児童一人一人、子どもたち人一人の困り感、困っているかどうかということを把握するなど、人

権尊重の環境づくりを行っております。また、人権参観日、ＰＴＡによる人権研修会の実施など、保護者や

地域とも連携して人権啓発を行っております。 

 人権尊重社会を実現するためには市民一人一人が人権を正しく理解し、人権意識の高揚を図るとともに、

知的感覚にとどまらず、心で人権問題を感じとり、市民みずからの課題として日常生活の中に生かせる人権

感覚が身につくような人権教育を進めることが大切であると考えております。市長部局と連携した人権教育

講演会及び研修会のほか、生涯学習の場を活用した人権教育の推進や企業啓発等の出前講座も実施しており

ます。今後もあらゆる機会を捉えて人権教育を推進していくことが何より重要だと考えております。よろし

くお願いいたします。〔降壇〕 

〔13番岩江正行君「審議監おろうがな、おまえ、何しょんな、おまえ」と呼

ぶ〕 

議長（山本 雅彦君） 

 政策審議監。 

政策審議監（福原  覚君）〔登壇〕 
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 失礼いたします。 

 岩江議員からの御質問でございます。 

 せんだっての９月の議会でも御答弁させていただきましたけれども、人権侵犯事案の解決の関係につきま

しては、先ほど市民部長が申し上げたことと重複すると思いますけれども、そういうことが発生した場合に

は関係機関と連携を諮りながら精いっぱい努力することは当然のことと認識しております。しかし、人権に

関することは個々の内心の価値判断に左右されるものであり、問題解決に向けては当然ながら多くの専門的

知識等が求められるものでございます。抜本的な解決策といたしましては、現時点といたしましては、法務

省が示している人権侵犯事件調査処理規定にのっとり、救済機関である法務局や人権擁護委員の方にお願い

するのが最善の策だろうと考えております。この処理規定は人権侵犯の疑いのある事案について関係者に対

する援助、調整を講じ、または人権侵犯の事実の有無を確かめ、その結果に基づき、事案に応じた適切な措

置を講ずるほか、関係者に対し、人権尊重の理念に対する理解を深めるための啓発を行い、人権侵犯による

被害の救済及び予防を図ることを目的としており、その第２章に救済手続についてうたわれているところで

ございます。人権とは、人間が人間らしく生きていく権利でありまして、全ての人が生まれながらにして持

っている権利であり、日本国憲法第11条基本的人権は犯すことのできない永久の権利であると、また13条で

個人の尊重が、14条で法のもとの平等がうたわれています。しかし、残念ながら人権擁護法等、救済法等に

つきましては、国において過去何回か検討され、制定に向けた動きがありましたが、いまだ日の目を見てい

ないのが現実でございます。法の制定を含めた制度設計が構築されることを期待するところでございます。 

 また、人権教育、人権啓発の推進につきましては、人権教育及び人権啓発の推進に関する法律第５条に地

方公共団体の責務がうたわれているところであり、今後においても国、県の関係機関はもとより美作市人権

教育推進委員会の皆さんとも連携を図りながら取り組んでまいりたいと、取り組むべきであると考えており

ます。12月６日、一昨日開催された人権の集いでは小・中学生の人権啓発コンクール表彰や、人権啓発講演

会が行われ、多くの市民の方が来場されました。昨年は弁護士住田裕子さんの生きていくために大切なのは

ＩＱ、知能指数ではなくて、感性、ＥＱであるという言葉を、そしてことしの講師であります俳優の宇梶剛

士さん、この方は若い人に向けた言葉ではあったわけですけれども、人を恨んだりうらやんだりすることが

主役として生きていくべき自分の人生を手放すことにつながるという言葉が私自身心に残ったところでござ

います。このような講演会を多くの方に聞いていただき、それぞれの立場で考え、そして人権感覚を育み、

磨いていっていただきたいわけでございますが、こういう講演会には会場の席数にも限りがございます。先

ほど市民部長が申しましたが、今後旧町村単位で人権啓発教室を随時開催いたす計画としておりますので、

一人でも多くの方の御参加をお願い申し上げまして、答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君） 

 教育長な、あんた先ほど言われようたけど、これ東北大震災に天皇陛下と皇后陛下が被災者のとこへお見

舞いに行た。いとしいなと思うて、膝をついて、被災者に手を握って、同じ目線で、もう見たらもう物すご

わし胸がきゅっと痛い、胸を打たれたんじゃ、感動したわけじゃ。わしの感性が動いたんじゃな。働いたん

じゃ。いとしいな。被災者の方はほんまに天皇陛下が膝をついて、両膝ついてというような、そういうふう

なことを考えとらん、普通だったらな。皇后両陛下が膝をついて手を握って、頑張ってくれよと、こういう

ふうな、このことがあんた方の心の中になかったらいけんの。感性が働いてないんじゃ。ああいうような人
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の受け売りばっかりするような答弁するんじゃ。やっぱし、こういうのは差別事件を起こしとる。今言よう

る示談話してくれえと言うとるかな、さっきわしが訴えたのは、手紙呼んだやつは。示談話してくださいよ

というて言うとらんのんじゃ。第２、第３の被害者が出たらいけんから、人権教育、まともな人権、ほんま

に人間の人を大切にする、自分の人権も訴えたら、訴えるような人間じゃなかったら、人の人権やこ平気で

侵害するんよ。そこへ行て、やっぱし、示談話をしてくれえじゃなしに、真のほんまに人権教育とは何かと

いうことをやっぱし教育長も連れていくとかせなんだら、ええことには。何で、おまえ、第三者の機関に振

るんだったら、あんたら要りゃあせんがな、おまえ。高い金払うて、銭のこと言うたら汚いけど。それか

ら、こういうふうなばい菌をまきょうるわけじゃから、差別者というのは。早期発見、早期治療、早いこと

せなんだら、これが次から次へたくさんの人の人権を侵害してくるんじゃ。それじゃだめなんじゃ。なぜそ

のことに気づいて、一度も人権教育をしとらんがな、ここの下町の中で。そのことを言よんじゃ、この人ら

は。部落の総会の中で一人で言うたでしょうがな。なぜそれができんのなん、ほいで。何遍同じことを言わ

すんなら、ここで。じゃから、審議監、あんたの名前をここへ書いとんじゃ。あんたがこれ皆かかわっとっ

たんじゃ。こういうふうなとろぎょうもないな、地元のもめごとの延長じゃというような、とんでもないこ

とを言よったんじゃ、きょうら行政要りゃあせんわい、こういうの。示談屋じゃないんじゃから、あんた

方。人権教育を推進していく立場にあるんじゃろうがな。どこでしょんなら、ほれで。この資料見てみい、

あらゆる場所で書いとる。公共の施設へ勤めよんじゃ、これが、ここの部落長が。ここの施設の中でしょん

か。あんた、しょんか、おい、経済部長、あんた、しとらんけどな、五輪坊へ勤めよんじゃ、五輪坊へ。五

輪坊の中の人権教育はきちっとなされとったら、こがな問題は、おまえが言ようるのは間違うとんじゃとい

うて、一人が言うてみい、あれ、はてなと、こういうに気づき出すんよ。五輪坊の中でも一遍もしょうらん

のじゃろうがな、これ。お客を接待する場で。そがな人間がよそから来た人に大けな差別発言でもしてみん

さいや、これ大変な問題になるど、あっこは。美作市が笑いもんじゃねえか、ほれで。もう一度、３回目。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 岩江議員のお気持ちはよくわかるわけでございますけれども、先ほど言いましたように人間の間の人権の

問題の背景には先ほど議員の言葉を使えば、いとしいというような愛情の気持ちがあることによって多くの

ものが氷解するという原理原則があることは間違いないわけであります。一方で、同じ言葉を使っても、内

心に逆の気持ちがあると、それは大変な影響を与えます。我々は、私などは立場がこういうことになっても

う久しいもんですから、ほとんど何を言われても余りそう悪い気はしませんけれども、一般の職員でありま

すと、そうはいかない。選挙に出てない。審議監なんか大分なれとるかもしれませんけども。それでも、審

議監、おろうが、おめえ、何言よんな、おめえと大きな声で言われたら、普通の方々は大変な苦痛を味わう

こともあるんじゃないかと、私は思うわけであります。先ほど教育長からの指摘にもございましたように人

権教育の原点を文科省のほうが指導方法のあり方として言っておりますが、自分の大切さとともに、他の人

の大切さを認めることができるようになり、それがさまざまな場面等で具体的な態度や行動にあらわれるよ

うにすることとなっておることを改めて御想起を賜っておきたいなというふうに思うわけであります。我々

もできる限りお説に従えるように努力をさせていただきたいと心から思いますけれども、一方で議員におか

れても人権尊重の立場から御発言をしていただきますようにお願いをいたします。 

 以上でございます。〔降壇〕 

〔13番岩江正行君「答弁せんのか。もうないんかと言よん」と呼ぶ〕 
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議長（山本 雅彦君） 

 市長が答弁をされましたが、審議監等が答弁がございましたら、していただいたら結構です。 

〔13番岩江正行君「ございましたらじゃねん、答弁してくれえ、３回できるん

じゃから、せにゃいけんじゃろうがな」と呼ぶ〕 

 それじゃ、政策審議監。 

政策審議監（福原  覚君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 

 十分な答弁ができなくて申しわけございません。 

 今市長申しましたけれども、私が感じております人権とは、全ての人間が人間の尊厳に基づいて持ってい

る固有の権利でありまして、社会において幸福な生活を営むために欠かすことのできないものであるという

ふうに考えております。昨年来、私も関係いたしましていろいろなお話をお聞きしたわけでございますけれ

ども、その中でまだ解決ができてないという部分がありましたら、担当部署とも協議をしながら人権教育の

推進を図っていくべきではないかなというふうに考えております。とりあえず市の行政につきましては、市

民の皆さんの生活に密接に関係していることから、その全てが人権にかかわりがあると言っても過言ではな

く、あらゆる分野での人権尊重の視点に立った行政を進めていく必要がございます。このことは言うまでも

ございません。憲法の基本理念である平和主義、民主主義、基本的人権の尊重を地域社会で実現することが

地方自治の最終的な目標であり、とりわけ基本的人権の尊重は市民生活に密接にかかわる重要な課題でござ

います。したがいまして、我々職員は全ての行政分野の事務の執行を通じて市民の皆さんの人権を確立して

いかなければならないと感じているところでございます。そのためにはまず市の全ての仕事は直接、また間

接に人権にかかわりがあり、人権と無関係な部署は存在しないということを強く認識し、そこで一人一人が

人権感覚を磨き、あらゆる職場、さまざまな場面で人権を尊重して職務を遂行していくことが必要でござい

ます。平成24年に制定された優しさと思いやりで支え合う人権尊重都市宣言に恥じないよう今後におきまし

ても誠意取り組んでまいりたいと考えておりますので、御理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

〔13番岩江正行君「市民部長、せんのか、窓口、もうねえんか。言うことはね

えんかというん」と呼ぶ〕 

議長（山本 雅彦君） 

 市民部長、答弁がないようでございますので。 

〔13番岩江正行君「ないようなばかな話はなかろうが、ほれで。私に対する回

答をせないけまいがな。違うんか。いつからこれを出しとんなら、ほんで。３

番目に出しとんで」と呼ぶ〕 

 答弁ができないようでございます。 

〔13番岩江正行君「できんというておかしいがな、ほんなら。これ以上進みゃ

あへんがな」と呼ぶ〕 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 先ほど申し上げましたように私が代表して答弁をいたしました。そして、議員の意にできるだけ添えるよ

うにこれからもやっていかなきゃいけないけれども、議員もまたひとつよろしく御協力を賜りたいと、こう

総括的に申し上げたわけでございまして、それで私は十分であろうということで考えております。〔降壇〕 
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〔13番岩江正行君「それは市長は十分じゃろうけど、十分でないんじゃ、これ

な。これちょっと答弁させんさい」と呼ぶ〕 

議長（山本 雅彦君） 

 最高責任者の市長が答弁されましたので。 

〔13番岩江正行君「最高責任者の市長で、市長もおりゃあせんがな、いっつ

も、留守をして。委員会も一つも出りゃあせんし。市長が市民部長のかわりで

きやせんじゃろう。おかしいじゃねえか、ほれで」と呼ぶ〕 

議長（山本 雅彦君） 

 市長も答弁されましたし。 

〔13番岩江正行君「市長も答弁されましたじゃなかろうがな。市民部長という

て書いとんがな、ここへ、初めから通告要旨に。これからずっと仕事してやっ

てもらわにゃいけんので。議論の府で、この議会というのは、議長。何を考え

とんなら、ほれで。市民がまだかまだかというてまたこういうなもんを送って

きたんじゃ、わしんとこへ。これは市長は先ほどもっともらしい話したけど、

その言葉はあんたにまともに返してじゃな、地元の人に言うてあげてください

よ。三遍も四遍も同じやつして同じような答弁じゃ。答弁書が全然進歩も発展

もねえ。こんなばかな話がどこへあるんな、ほれで。今度新しい部長になった

らちいたあ変わったことも出るんかと思うたら、ひとっつも出りゃあせん。市

長が言うたら全部しまいじゃというような議会今までやってきたんか、ほれ

で」と呼ぶ〕 

 市長が答弁されましたので。 

〔13番岩江正行君「市長が答弁されましたで、市長は市長の答弁でええがな。

皆書いとるがな、答弁してくださいよというて。おかしいことを言うちゃいけ

んぞ、議長」と呼ぶ〕 

 市民部長も答弁がございませんので。 

〔13番岩江正行君「ございませんというて、ほんなら何なら、答弁して、これ

これじゃというて言うたやつが答弁せんというのおかしいじゃねえかと言よ

ん」と呼ぶ〕 

 総括的に市長が答弁されましたので。 

〔13番岩江正行君「総括じゃないがな、それは。とろいことを言うな、そがい

な。考えてみんさい、おまえ、まだ１回残っとんじゃ、おまえ。おまえ、市民

部長の肩書持っとってじゃな、質問したやつに、岩江さんが言ようることここ

が違うんじゃねえかと、こうしたほうがもっと人権教育が進んでいくんじゃと

いうような何か答弁が返ってこなからないけまあがな。何もありゃあせんが。

業務に携わるもんが一つも仕事も答弁もできんようでな、それが議論の府と言

えるんか、ほれで、議長。言論の府じゃというて言えるんか、議長、この議

会」と呼ぶ〕 

 暫時休憩します。 

                                       午後１時44分 休憩 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後１時55分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 再開をいたします。 

 それでは、安藤市民部長より答弁をさせます。 

市民部長（安藤 郁雄君）〔登壇〕 

 失礼をいたします。 

 人権啓発につきましては今後も一層頑張っていきたいと思います。 

 なお、議員のほうに関係者のほうからお手紙が届いているというのを初めて私も知りました。お話をお伺

いし、関係者からもお話をお伺いしたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君）〔質問席〕 

 ３回目な。 

 素直に言うたらええんよ。あんたの気持ち聞かなんだらな、市長あっちどこ行きょうるやらわしらもよう

わからんし、物すご公務多忙じゃから。やっぱし窓口がしっかりした答弁せなんだらな、市長が言うてしも

うて、はい、終わりというような議会だったら、これせんほうがましなんよ。あってものうても一緒じゃ。 

 それとね、やっぱし一番大事なのは人権教育、啓発の留意点、こういうようなこともよう勉強して、啓発

を担当する行政は主体性を確保することが重要じゃというて、こういう国のほうも言うとる。私もそのとお

りじゃと思うし。 

 それから、審議監も再々ここで私とやりとりしたんじゃけども、初めから言ようるように、あんたに、あ

んたいつから示談屋になったんじゃ。前から言ようるど、このことは。なぜそのことがわかってくれんのな

らというてわし怒りょんじゃ。本当に人を大切にする教育をしてくださいよ、地元へ行て。部落、集落全体

で、自治区全体で総会で決議しとるわけじゃから。公民館を使わせん、選挙権もない、おまえは、傍聴もだ

めじゃ、山の進退もいけん、こういうなことを言う、そういうな部落はあるか。部落で総会が決議するよう

なとこがありますか、これ。全国広しといえども下町だけじゃないか。これはそういうようなことを言う人

がおるということは美作市が何にもしょうらんというこっちゃろ。人権教育が一つもねえ。細かい人権教育

がなされとったら、こういうような問題起きりゃあせんのじゃ。しとらんから、こういうような問題が起き

るんじゃ。何も、おまえ、審議監、あんたに示談屋をしてくれえとは一遍も言うとらん。前から人権教育、

啓蒙啓発をしてくださいよという話はしとる。議事録今までめくって見てみなさい。市長が、わしがあんた

を怒りょうるというて言うけどな、職員が困るというてというような話先ほどしたけど、それは市長にまる

っきり返したいわ。それは市民のほうは、市民があんたらに言ようら、市民の血税で飯食べるあんた方が。

先ほど天皇陛下の話もしたけども、同じ目線で、テレビ見ようる人の心でも打つようなやっぱし行政をやっ

ていただきたいということをわしは言ようるわけじゃから。そのことがわからんような職員じゃったらもう

しまいじゃがな。資格がない。 

 以上。 

 次に入るわ。何かあるんだったら、もうなかろう。よう言やあへんのじゃろう。 

議長（山本 雅彦君） 

 市民部長。 
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市民部長（安藤 郁雄君）〔登壇〕 

 人権啓発についてでございますが、特定の地域でということにつきましてはちょっと御容赦をいただきた

いと思います。ただ、先ほども言いましたように旧町村単位での人権啓発を今後順次実施してまいりたいと

思います。御理解のほどよろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君） 

 総括じゃ。まだようわかっちょらん。またあがいなこと言ようろう。わかってくれたんかと思うたらまだ

わかっとらん。ここの地区に行って、早期発見、早期治療というて言うんじゃから、ばい菌を美作中にまか

んうちに、わしらが言ようることは正しいんじゃというようなことがないように早いことまともな人権教育

をしてくださいよというて言よんじゃから、一番にそこ行ってせにゃいけん。そうじゃろう。 

 ２項目めに入ります。 

議長（山本 雅彦君） 

 次の項に入ってください。 

１３番（岩江 正行君） 

 粟倉工房の株式会社監査請求の今日における現状と粟倉工房株式会社の清算問題とその後の経過について

質問をいたします。 

 これ去年の９月だったかな、８月に清算して、９月に4,500万円、これ農業振興費で4,500万円の予算組ん

だ。それからずっと、いつごろなったら清算が済むんか知らんけど、いまだたって済んだというようなこと

も聞かんし、そうしょうたら新しい市長ができてから、またこれ監査請求されんなった。監査請求した。そ

れで、１つ聞きたいのは、特別清算、法律第何条でやったんか。それと、清算人財産に対する損害賠償責任

487条、わかる範囲でよろしいけども。それから、清算及び監査役員の連帯責任488条、これについてのわか

る範囲でちょっと説明いただきたいと思います。 

 それで、これ今言ようるわしらが4,500万円承認、わしはで、皆は知らん、4,500万円の補正予算を承認し

たのは、ゆうパックの契約は損害賠償が、たくさんの損害がいる。これをめいでしもうた場合。それから、

ヒメノモチの契約栽培しとったん。これが大変な補償が要るんだということ。それから、いかりスーパーの

販路の関係。ここで一旦めんだら今度はこれからもうこんだけの販路をつくるというのは大変な時間と労

力、それからお金かかりゃへんかという問題、こういうふうな問題を全部総合して、それは仕方ないなとい

うことで、4,500万円の補正予算承認したん。それいまだたって、餅というのは、このときにちょっとさか

のぼるけど、これしたときにとりあえず機会がもう年がたっとんで、大分くたびれてしもうとる。地元との

いろいろと約束もあったんでしょう。ほれで、わしの聞く範囲では水道もようない、あそこに餅工房という

のは水が命なんじゃと。水道がめげてしもうてカルキのある餅じゃ、これは売れんようになってしまう。そ

れから、今回政治はよかったんか悪かったんか知らんけど、米の値段がどんと落ちてしもうた。１俵で１万

3,000円ぐらいのやつが１万8,000円少々になった。この問題。じゃけども、このヒメノモチについては昨年

と同じ単価であそこが購入しようる。地域に物すご貢献しょうる。それと、餅というのは夏は売れんのじゃ

な。夏の腐れ餅というて割合夏は売れんのじゃ。この書き入れどきになってからというて、物すごあっこの

経営されようる人が心配をされようった。今は聞いてみたら、非常にしんどいというて言ようりました。も

う苦労しょんじゃというて言ようりましたけども、ええ方向で経営をやっていただきょんでしょう。ところ

が、人選のちょっとした間違いで何人かの人があっこへ行ってやっとった。その経営者によってがたがたっ
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とこんだけの大きな損失が出た。そじゃけど、今立て直して、やっぱしあそこの施設というのは地域の思い

が全部あっこへ結集しとるわけじゃからな、そこの中でこの農業問題が衰退しょうる中で、何ぼかのモチ米

やこうでも期待を持たせてもらようる。そしたら、市として早いこと応えちゃらにゃいけん。それを地元の

人が手を挙げて本気でやってくれよんじゃけども、今言ようる約束事が守られとらんように聞く。どがいな

っとんじゃろうか。そじゃから、先ほど、後へ先になりましたけど、この損害賠償責任がこれはもう全部き

ちっと整理されとんじゃろうか。それから、連帯責任も整理されとんじゃろうかと思うて、それで監査委員

の関係についても質問聞こうと思うてここへ書いとんじゃけどな。とりあえずどういうふうに思われとん

か、あそこを潰そうと思いよんか。あれ機械がめげたらもうしまいですぞ。赤字になる、夏というのは赤字

なんじゃ、それをきょうようもってくれとん。ちいたあそういうふうな市民の努力に感謝しながら、あんた

方、経済部長先頭に農業振興考えられとんだったら、その辺のとこ少しでも早く地元の人にいい関係の話し

合いができるようにするのが我々の仕事じゃねんかと思うんじゃけども、どういうようになっとんか、その

辺のとこちょっと御回答。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、岩江議員の旧東粟倉工房におけるその清算等々につきまして御答弁をさせていただきます。 

 まず、議会のほうにおきましても何回かの御質問に対して御答弁をさせていただいておりますけども、そ

のことを少し繰り返しながら説明の中に入れさせていただきます。 

 旧東粟倉工房株式会社の経営につきましては、これ以上の赤字の補填を行っても好転する状況にはないと

いうふうに判断して、この状況を踏まえまして米生産農家であるとか、取引先にも迷惑かけずに、また新会

社との引き継ぎも速やかに進むことを最大限に配慮いたしまして増資による清算手続を行った、そして市か

ら切り離して再出発する、こういう選択を選んだわけでございます。この監査請求の関係でございますけど

も、監査請求のほうは今代表監事のほうが先頭に立って粛々と今調査をされております。失礼しました。私

のほうに出たということ書いておりませんでしたので、今出たそうでございます。それをもって今後市長等

と協議をさせていただこうというふうに思っております。 

 それから、経緯でございますけども、第三セクターの東粟倉工房株式会社は経営不振から昨年８月末をも

って新しく起業された会社に事業を譲っております。その後の状況を申し上げますと、10月25日に会社の解

散総会が行われまして、今年３月末の清算結了を目標に会社の整理を行っております。しかし、筆頭株主と

してかじ取りをしていただいておりました前市長がお亡くなりになったということから、執行部といたしま

しては新市長に判断を委ねるということから、結了総会の開催を見送っております。そして、新市長が就任

された後に東粟倉工房の清算に至った経緯等について御報告を申し上げ、市長の考えを伺ったところ、東粟

倉工房に対して監査要求を行うので、その審査結果が出るまで清算結了を見送るようにというような指示が

ありました。現在は出とるようでございますけども。その状況を待っておりましたけども、本日出たという

ことでございますので、今後はその対応につきまして新たな展開があるものと思っております。 

 以上でございます。 

〔13番岩江正行君「言うたことまだ出とらん」と呼ぶ〕 

 このちょっと48条云々につきましてちょっと研究をさせてください。ちょっと今すぐに答弁できませんの

で。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 
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 特別清算についての法律は第何条でやったのか、あるいは487条とか488条についての答弁がまだないとい

うことでありますけども、これについては答弁できませんか。 

〔13番岩江正行君「監査委員おろうがな、監査委員が。監査委員呼べえ」と呼

ぶ〕 

 監査委員はこの議場にはきょうはお呼びしておりませんので、また…… 

〔13番岩江正行君「ここに書いとるがな、監査委員の名前も。〔聴取不能〕じ

ゃろうと思うとるけん。仕事する気があるんかないんか、どがいなんな、ほれ

で。あんたらがしたことがわからんようなばかな話がどこあるの、これ、ほれ

で。めくら判を押しょんか、ほれで」と呼ぶ〕 

 このことについて答弁はできませんか。 

〔「監査委員呼んだらええんじゃ」と呼ぶ者あり〕 

 いや、監査委員きょう呼ぶようになってないので。 

〔「質問相手に書いとるけん、もし呼べんのんじゃったら正直にこれは呼べま

せんというて答えてやらにゃいけんのんじゃねん。質問相手に書いとんじゃ。

受けた以上は」と呼ぶ者あり〕 

〔「監査委員むやみにここへ議場へ入れるわけにいかんけんな」と呼ぶ者あ

り〕 

〔13番岩江正行君「いかんのんだら〔聴取不能〕。今言ようるん、経済部長じ

ゃから」と呼ぶ〕 

〔「部長がちゃんと聞いてちゃんとね」と呼ぶ者あり〕 

〔13番岩江正行君「ほじゃからな、部長な、わし書いとん、清算問題とその後

の経過について、監査請求、今日における現状について、ほじゃから経過につ

いての説明をすりゃあええんじゃ」と呼ぶ〕 

〔「議長、休憩」と呼ぶ者あり〕 

 答弁調整のために暫時休憩します。 

                                       午後２時13分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後２時30分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 岡﨑議員が出席をされております。 

 引き続き岩江議員の質問について答弁に入ります。 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 大変失礼をいたしました。 

 岩江議員の487条、それから488条の件でございますけども、会社法第９章、清算、この手続にのっとりま

して〔聴取不能〕をさせております。よろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 
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市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 今江見部長のほうから会社法の第９章、清算に基づいて前の東粟倉工房の清算へ向けての手続がされてい

るという認識が述べられましたけれども、先ほど私ども答弁をし得なかった理由はきちっとございまして、

一つは、岩江議員が法律のとおっしゃったんで、何法かはっきりしなかったもんですから。ちなみに関係す

る法律は当然でありますけども、今の会社法を中心としますが、民法、商法、破産法、民事再生法、会社更

生法等ございまして、どの法律のことをおっしゃっておられるかということをまず確認をしないと、法律の

条数だけではなかなか議論ができないといったような状況であります。 

 なお、今江見部長が答えました点に加えて申し上げますと、清算中の会社であっても取締役であるとか清

算人が立証可能な範囲において不適切な行動があった場合においては株主に損害が与えられますんで、株主

がその損害を求償するために株主代表訴訟というものが行うことができるということになっております。重

要な点はここでございまして、今後監査委員会からのレポート、まだ読んでおりませんけども、報道により

ますと、損害賠償請求を何らかの形ですべきであると、こういうことのようではありますが、そのときに幾

つかのやり方がある中で、株主代表訴訟というルートが保全されなければならないと思います。したがっ

て、精算手続を結了せずに、会社の存体を清算中として残しながら株主である美作市が損害賠償を実施し得

る法的根拠を確保してきたというのが私どもの考えでございまして、御理解を賜りますようにお願いし、ま

た市民の皆さんには先ほどの議論、あるいは若干の休憩の意味が、法律の名称が不十分であったということ

に由来するものであるというふうに御理解賜りますようにお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君）〔質問席〕 

 ほんなら、清算中じゃから、これを残しながらやるというこっちゃな。残しながら、これ残しとかなんだ

ら、損害請求ができんというこっちゃな。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 お答えいたします。 

 今申し上げたこともう少し正確に言いますと、監査委員会からのレポートの書き方によりまして、ダイレ

クトな請求を市から起こすことが可能な分野がある可能性はあります。しかしながら、株主代表訴訟として

しかできない損害回復というものが含まれている可能性もありますんで、監査委員会からのレポートを詳細

に分析するまではその後者における手法を手放すことはできないというふうに御理解を賜りたいと思いま

す。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君） 

 これいつごろになるんかな。先ほど言うたように地元の人は今言ようるめげた機械を守りしておくれよう

るわけなんで、これを投げられたというて言うたら、わしらも4,500万円の補正予算を承認した意味が、会

社を清算するんじゃというのと、これが投げられたものとなったら、もうこれはもうようせんと、機械をこ

れ以上よう入れんというの、建物は市の建物ですから、市の建物に投資はできないということも言われよう

りました。そうしたときに投げられたら、今言う先ほど言うたようにヒメノモチの問題、ゆうパックの問
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題、それからいかりスーパーの取引の問題、こういうなもんが全て灰になってしもうたんじゃということに

ならないように、当初この人たちといつまでに解決するというて言われたんか知らんけども、どういうよう

な約束されたんか知らんけども、江見部長の話をかりて言うたら、今言ようる道上市長がああいうな状況に

なったと、療養中だったと、じゃから新しい市長にバトンを渡して、新しい市長の中でというて言よんじゃ

けども、市長の考えはいつごろまでに解決しょうと思うとんか、この問題も。行政はやっぱし継続ですか

ら。道上市長にやったその4,500万円をこの議会で承認したときのその問題をどのような認識されて、今後

今言ようるあそこの施設をどういうような形の中で応援していこうとされとんか、その辺のとこについての

お話を少しでも聞かせていただいたらと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 せっかくのお尋ねですから少しお話を申し上げますが、まずどういう約束があったか私は完全に知りませ

んけれども、今置かれてる状況は、かつて第三セクターであった東粟倉工房と完全に純粋民間会社である東

粟倉工房というのがあると。現にやってらっしゃるのは完全民間会社としての東粟倉工房であると、こうい

うことですね。次に、その東粟倉工房にかつての第三セクターである東粟倉工房、もとが機械等を無償貸与

してると、建物も無償貸与してると。ところで、その問題は若干微妙な問題を含んでおりまして、といいま

すのが、せんだって議会にもお話をし、御議決を賜りましたけれども、市有の財産等を無償で貸せるかどう

かという条例の議論がございました。その条例は今改正されて、何とか地域社会の福祉の向上だけではなく

て、産業と雇用の安定のためにも無償で貸与することができるというふうになりました。これ９月議会でし

たっけ、たしか。ところが、そのことが発生した時点は９月より前なんですね。これ微妙です、非常に。殊

に建物についてはその後、市有だというふうにはっきりしたんで、まず市有であるものを三セクがほかの会

社にただで貸せるかどうかという実は問題を既に生じておりますし、それから正式な手続なしに餅つき機含

めて、もしそれが市有物件になったとしたら、またその時点で新たな問題が生じるということになっており

ますので、そう簡単な問題では一般的にないというふうに思っております。加えて、もし今度仮にその物

が、餅つき機がいい形で今の現東粟倉工房が買っていただけるとかという形で譲渡、安くていいんですよ、

もう希望価格１万円でも２万円でもいいんですけども、希望価格で渡せたとしたときに、今度は純然たる民

有会社の資産について我々が市として公金を投入できるかどうかという新しい論点を生じることになるのは

明白であります。ここは非常に注意をしていかないと、法的な建前が狂ってくる可能性があるわけでござい

まして、そこをまず御指摘を申し上げておきたいというふうに思っております。その上で今後の解決の方針

でありますけれども、この議会の方々の御意向もあるわけでございますが、雲海と似た状況になってるわけ

ですね。破綻、清算、投入と、もちろんその前段階や後段階についても、妥当性の問題からいえば御疑念が

ある出費があるかもしれませんけども、破産のときにその破産した責任は、通常はその経営陣に行き、その

経営陣が支払える限度の中において債務処理をするから債務が少なくて済むというのを、今度は全部広げて

市民が払ってしまったということが恐らく問題の最大のポイントになるだろうと通常は思われるわけであり

ます。そういった法理を使いながら請求を申し上げ、場合によっては裁判に持っていけというのが今の監査

委員会のほうからの御指摘と受けとめまして、その上でそれが実施可能かどうかについては、もう少し点検

をした上で、当局としてその方針で動くべきかどうか、これは早急に結論出します。しかしながら、相手の

ある話でありますんで、すぐに解決するかどうかについては、これは疑問がございます。例えば裁判になっ

たといえば、それは双方からのいろんな議論があって、それは３日や４日で片がつくわけじゃなくて、早く
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て１年というような解決、時間軸を持って議論をしなきゃいけないというふうに思います。一方で、裁判を

起こす、あるいはそれに類した行動をやるということを決めたときに今度は清算手続が完了をできると、例

えば、いや、それはもう純然たる普通の損害賠償請求で市が単独に行うんだという決定ができれば、先ほど

申し上げました株主の権限として残しておる株主訴訟、代表訴訟について無意味化しますんで、その時点に

おいてはあっさり清算が可能になります。清算可能になりますと、その残余財産の分配というのが起こっ

て、その残余財産について市を経由して今の会社に移転をすると、さっき言った１万円でも２万円でもいい

んですけども、そこは値段は私今言いませんけども、適正な価格でもって御意見を差し上げて、地域振興に

使っていただくということについては、これは議会とも御相談した財産条例の中で可能になってると。これ

が２番目の解決方法になるわけでありますが、今るる申し上げましたようにこれが若干まだ絡んでおって、

どういう手法でもって損害の追及をするかということについて選択肢が２つ以上あるもんですから、そこの

見きわめを早急につけたいと。そして、一番うまい形になると、その清算のほうがすぐできて、そして財産

譲渡が可能になるということでありますが、御心配をかけてる方にまことに申しわけないんじゃけども、き

ょうの朝９時半にいただいて、まだ一読する時間もないわけでございますんで、もう少し時間を頂戴をして

おきたいというふうに思います。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

 総括になります。 

１３番（岩江 正行君） 

 その辺のとこについてもわからんわけじゃないんですけども、4,500万円をわしらは補正したんじゃとい

う段階で、4,500万円でもろもろの話が全部、4,500万円の範囲内で全部解決できるんだったら、こういうな

もの入っとんか入ってないんか、修理するやつが。その辺のとこについても、今言ようる地元の思いがある

わけですから、それを今言ようる代表の人があそこで運営してくれようるわけじゃから、皆さんの期待に沿

えるように一日も早いね、裁判じゃというて言よったら、市長、１年じゃろう、こがいなもの民事になった

ら５年じゃ６年じゃすぐたってしまう。そんなことになったら、あそこはまたあの下が、こぶしの里が閉館

してしもうとる。また、あそこがまた閉館せにゃいけんというようなことになりますんで、地元の意を十分

酌んでいただいて、早い解決方法を見るということでやっていただきたいと、かように思います。 

 ちょっと、議長ね、時間の関係もございますんで、差しかえを、下から下から差しかえさせていただきま

すんで。 

 ７番目の健康増進法25条と厚生労働、この関係、健康増進についての質問をさせて……。 

議長（山本 雅彦君） 

 それじゃ、７項目めの質問をしてください。 

１３番（岩江 正行君） 

 健康増進法第25条、多数の者が利用する施設を管理する者は受動喫煙、他人の煙を吸わされることのない

よう予防するために必要な措置を講ずるように努めなければならないということになっとんじゃけども、こ

れについてどういうふうな取り組みをされとんか、お聞かせをお願いしたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 それでは、岩江議員の健康増進法第25条受動喫煙の防止ということで、喫煙は吸っている本人の健康にと
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ってよくないというのはもちろんでございますが、受動喫煙により本人のみならず周りの人の健康にも悪影

響を及ぼすことが明らかにされています。議員のお話のとおり健康増進法第25条で受動喫煙の防止のため多

数の者が利用する施設の管理者は受動喫煙を防止する必要な措置を講ずるように努めるように定められてい

ます。岡山県では禁煙、完全分煙実施施設を認定する事業に取り組んでおり、美作市では70施設が認定を受

けております。また、受動喫煙が及ぼす健康被害についての啓蒙活動として総合健診などでさまざまな機会

を利用して本市としても取り組んでおります。〔降壇〕 

〔13番岩江正行君「管理者」と呼ぶ〕 

議長（山本 雅彦君） 

 管理者。 

〔13番岩江正行君「管理者がおるが。言わにゃいけんか」と呼ぶ〕 

 危機管理監。 

〔13番岩江正行君「言わにゃいけんかというん」と呼ぶ〕 

 危機管理監ですか。 

〔13番岩江正行君「違うわ。対象になる施設の中でこれに対してのうちはやっ

とるかしてないとかというような答弁がなからないけんでしょうがなと言よ

ん。今言うたん」と呼ぶ〕 

 総務部長。 

総務部長（尾崎 功三君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 

 岩江議員の御質問でございますが、先ほど福祉部長のほうが御答弁させていただきました施設でございま

す。美作市の場合の私の担当で言いますと、庁舎とか各総合支所、こういった施設でございます。この庁

舎、各総合支所等の施設につきましては、本年の１月６日からでございますが、一応完全分煙ということで

庁舎内禁煙ということで実施をしております。この取り組みにつきましては各施設の入り口等へ表示の掲示

をさせていただいており、またホームページでも来庁者の方に御協力をいただきたいという旨の広報をさせ

ていただいております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 学校施設でございますが、学校、幼稚園、保育園等は子どもたちへの影響を考え、敷地内を全て禁煙とい

う形にしております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 消防長。 

消防長（山崎 正雄君）〔登壇〕 

 消防署、消防本部についても、敷地内ではなく敷地外で分煙をするようにということで対しております。

〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 
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保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 済みません。漏れておりました。保健福祉部の関係で病院は敷地内を含めて全面禁煙をしております。保

健センターにつきましては、完全分煙ということで、建物の中では吸っておりません。１カ所喫煙場所を建

物の外に設けて吸っております。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君） 

 ２回目。 

 尾崎部長、ここの議会のあっこの向こうで吸ようるやつはあれはどがいなんかな、あれは喫煙場所という

て決まっとんかな、囲いかなんかしとんか。ここの廊下の一番向こう。うそを言わんようにせなんだら。そ

れと、やっぱし仕事中にちょっと、なあということがあるわけじゃな。大体そこら辺で野外労働者、この人

らくわえたばこというのこれ今やめとる。くわえたばこ、野外でも。じゃから、休憩のときに10時の休憩、

12時の休憩、３時の休憩というような形の中でたばこを吸うのは、これは結構じゃろうと思うん。これがあ

っこのとこへ外から見たらわからん、この階段の下。囲いしてしもうとるから中へおるんやらおらんのやら

わからんへん。煙だけふっと出ようる。８時半から９時ごろになってから、煙がすうすう出ようる。ああ、

結構な職場じゃなと思うて、いつもわし感じるんじゃけども。ここでたばこ吸い、すっと通ようても給料が

もらえるんじゃから。もう市長、しっかりしてもらわなんだらな。それと、学校のほうは先生方もほんなら

全然吸われようらんのじゃな。校内は全部禁煙ということになっとんですね。わかりました。そういうこと

で、税収が上がらんのもなんじゃけども、一応市民の健康が一番なんで、また特に今回お願いしたかったの

は、学校なんかでは、やっぱし特に気をつけていただきたい。それから、公民館やこどがいなんかな、公民

館。公民館やこうはこういうな公の場、ここには書いとんじゃけどな。それが市長がいっつも言われようる

コンプライアンス、コンプライアンスと言ようること、これ法律じゃからな。このことを言よんじゃろ。だ

から、市長みずからよう気をつけてな、市長、市長のほうから号令をしていただきたい、かように思う。何

か答弁ございましたら。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 公民館につきましては管理者がいない状況にありますので、ちょっと正確に把握ができておりません。図

書館は建物内禁煙となっております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 副市長。 

副市長（安部  薫君）〔登壇〕 

 先ほど各部長が答弁いたしましたが、各施設等において再確認をしまして、ここも含めてでございます

が、今後注意して、敷地外で吸うのは構いませんけど、敷地内では、もしくは建物外ではいいかもしれませ

んが、その辺を分別して、今後やっていきたいと思いますので、どうかよろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君） 
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 ３回目。 

 副市長な、とりあえず仕事の勤務中にはあそこの囲いの中に入ってサボらんように、サボリというてわし

が言うたらまたいかがなもんかと思うんじゃけども、そういうなんか見えんからん。あれらでも透明のやつ

しとってみんさい。あれらまたあっこおらあというて言うたらね、これ入れんくなるん。茶色いやってぐる

っと囲うてしもうとるから余計入るんじゃ、あっこの中へな、こもるん。そんなとこについてもどうするん

か。もうあそこで吸うことがええ悪いという以前に本人の健康にも。自分がこの前ちょっとここでカテーテ

ルしたんじゃ。一番悪いのがたばこ、たばこが一番ようねえらしいわ。酒よりたばこのほうがようない。人

間の生命というのは血管の命じゃと、そういうように認識してと言われて、この間もちょっと治療だけして

もろうたんですけども。やっぱし健康が一番なんじゃ。十分留意して、仕事は２番でもええかもわからんけ

ども、あそこの中ではとりあえず10時か３時ぐらい、昼に入ったら、後なるべくあっこへ入らんように、副

市長、その辺のとこはよう監督して、するようにしていただきたいと思います。 

 この項目について終わります。 

 では次に、議長、時間の関係、５番目をさせていただいてもいいでしょうか。 

議長（山本 雅彦君） 

 結構です。５番目の項目をやってください。 

１３番（岩江 正行君） 

 首都圏は自転車事故に伴う高額賠償が目立っておりますということで、少額を惜しんで一生を棒に振らな

いためにも保険加入を義務化にするとか、自転車通学の子どもたちに助成措置を考えるとか、その辺につい

ての教育長の答弁をお願いしたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 

 自転車の交通事故及び保険加入についての岩江議員の御質問にお答えいたします。 

 現在中学校では御指摘のように自転車通学の生徒が多数おります。子どもたち本人のけがにつきまして

は、通学など、学校管理下における事故等、けがにつきましては、治療費はスポーツ振興センター災害給付

金制度で対応ができております。ただ、損害賠償につきましては任意加入となっております。が、学校では

岡山県ＰＴＡ連合会の子ども総合保険、自転車総合保険への加入を保護者にお勧めをしております。もちろ

ん各学校では自転車事故というのは加害者となるということも含め、十分交通指導をいたしております。保

険加入は任意でございますが、未成年の場合は保護者に賠償責任があることも含め、十分に説明をし、今後

とも子どもたちが安全に安心して自転車通学ができるよう指導、助言に努めてまいりたいと思っておりま

す。 

 続きまして、子どもの自転車通学区への助成措置ということでございますが、現在本市が行っております

自転車通学等への助成といたしましては、まずは自転車通学の生徒につきましては、ヘルメットの購入に際

しまして１人2,500円の購入補助を行っております。2,500円を上限としての補助を出しております。それか

ら、遠距離通学ですね、おおむね５キロから６キロ、これは地区で決めておりますが、遠距離通学者に対し

ては年間おおむね１人１万5,000円の通学補助というのを出しております。そうした助成措置をしておりま

す。 

 以上でございます。〔降壇〕 
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議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君） 

 ２回目。 

議長（山本 雅彦君） 

 ２回目です。 

１３番（岩江 正行君） 

 兵庫県のほうはこの保険加入を義務化の方針でやっとるということを言われとんじゃな。それで、バス通

学しとる人はこれ安全です、バス通学。それと、バス通学は安全、それから今言ようる徒歩で行く人は何も

ない。じゃけどもね、これ一つ土木の部長にもちょっとお願いしときたいんですが、歩道は全部できてない

とこがあるんじゃな、安全地帯の歩道が。そしたら、これは私が言うまでもない。亀岡の事故じゃとか、い

ろんなところでたくさん歩きょうるとこに突っ込んできて事故しとると。歩きょうるとこでも突っ込んで事

故しとるというようなことで。それからまた、狭いとこでこういうに自転車というのは右か左でしょう、一

番端っこ、車道の真ん中走らんでな。そうしょうったら歩行者とのこういうようなすれ違いで事故が多いと

いうようなことがあるんで、できたら建設部長も含めて、市道のほうについたらまた市は市で独自に通学道

の整備を考えていただいたらええんじゃけども、県のほうにも交通安全の関係の施設を早急に進めていくよ

うにお願いをしていただきたいと、こういうに思います。それから、やって、一遍単車でばんと自分の車に

人が当たったことがあったんですよ。そしたら、ありゃあ、単車じゃ、しもうた、これはどえらいめげとる

しなと思うて、横来たけん大分めげたんですよ。思うたけども、親御さんの保険が使えるんじゃな、車の

な。子どもさんの単車のやつは親御さんの保険とこういうように一緒に使えるようにしとったんです。それ

で、いいように直すだけ直してもろうたんじゃけど、そがじゃったらええんじゃけども、なかったらもう全

損ですからね。じゃから、歩行者の分については、それは結構じゃ、バス通学も結構じゃと。自転車通学だ

けですから、その辺のとこについても、何かこれ１年に千何ぼぐらいの保険金が要るんか、掛金が、自転車

事故要るんか。これを進めるということになると、市も何ぼか措置を考えちゃっていただいたらね。市も考

えるんじゃから、あんた方も入りなさいよというて言うたら、これまたみんな入りやすいと思うんじゃけど

も、やっぱりそういうな形の中で、どっちもが安心して安全で安心しておれる。将来何か人身事故でも起こ

ったら将来棒に振りますからね。そういうな働いても働いてもその補償をしていかにゃいけんようなことに

なったら困りますので、それがないように子どもたちの将来を育てるというふうな方向で考えていただきた

いと思います。何かございましたら。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 

 先ほどの御指摘のように美作市内800人足らずの中学生おりますが、その中で半数以上の生徒が自転車で

通学をしているという実態がございます。ヘルメットにつきましては、先ほど申し上げましたように助成を

して、最近では着用も本当に非常に落ちついた中できちんと進めているようでございますが、この損害賠償

ということにつきましては、先ほどのようにＰＴＡの先ほどの総合保険ですと、１年間の保険料は1,790円

ほどでございますが、こうしたものをすぐに助成ということではないですが、できるだけ加入をしていくよ

うにと。これは岡山のほうですと、加入率は随分上がっておりますので、そうした形でしっかり進めてまい
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りたい。助成につきましては、教育委員会には予算というのが今ございませんので、研究をさせていただく

という御答弁にとどめさせていただきます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

 総括です。 

１３番（岩江 正行君） 

 そういうことでよろしくお願いします。 

 次に、議長、６番目の食の安全と児童の健康、食生活の変化と健康ということに質問。 

議長（山本 雅彦君） 

 それじゃ、６項目めの質問に入ってください。 

１３番（岩江 正行君） 

 では、食の安全と児童の健康、食生活の変化と健康ということで質問させていただきます。 

 学校の給食の食材の購入と立入検査と子どもの健康、それから地産地消で生産者の見える食材購入という

ことで質問させていただきます。 

 食べ物は将来の健康に直結すると言われておりますが、食の安全について小学校から教えているのか、高

塩分、高糖分、高脂肪の食事をとり続けていた子どもは成人しても高カロリーで栄養バランスのよくない食

事を好むという研究が発表されている。食生活の変化とがんを招くようなことにならないように子どもの一

番の健康を考えた形の中で、学校だけじゃなしに家の中でもこれからの次代を担う子どもの健康ということ

で御答弁をお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 

 食の安全と子どもたちの健康についてということの御質問でございます。 

 食の健康ということにつきましては、私も実際に教えた生徒たちが、例えば高校を卒業して下宿生活を始

めた途端に栄養失調になったというような話を聞きます。これはやはり一人になって食生活が非常に不規則

になったり、あるいは今町へ行けばいろいろなものが簡単に手に入ると、そういう中で自分の好きなものだ

けを食べてしまうということでそのようなことが起こるというふうに聞いております。そうしたことを防ぐ

ためにも現在は食育ということで、各給食センターには栄養士、または栄養教諭がおりますので、小学校、

中学校含めまして、いろいろな時間をとりながら食育、どのようなものをどのように食べれば自分の体が維

持できるのか、そして健康に過ごせるのかという教育をしております。また、当然給食というのはそうした

面では非常に栄養バランスがとれた料理、そうしたメニューでございますので、そうしたものを通じて説明

をし、指導をいたしております。また、地産地消ということでございますが、学校給食で使用しているもの

につきましては、牛乳は全て県内産、そしてお米は市内産のものを活用をしております。副食の野菜等も地

産地消ということが原則でございますので、県内できる限り地元産を利用するということで、現在県内産の

ものの割合が57％、そのうち美作市内産が21％というふうにできる限り地元産のものを活用しております。

いずれにいたしましても、教育委員会といたしましては、児童・生徒の食育と食の安全の観点からも今後も

できる限り地元産、市内産の食材を使った給食が提供できるように努めてまいりたいと考えております。 



－86－ 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 学校以外での食の安全というか、健康についてということで保健福祉部のほうから一言お知らせをさせて

いただきます。 

 保健福祉部のほうでは栄養ということで、健康と栄養ということで、本年度につきましては、まず美作市

の管内で高血圧の方がデータから多いということで、その高血圧の原因をまずどういうことを分析したらい

いのだろうかということで、栄養委員さんや、それから栄養士がそういう方々にお願いしまして、美作市内

のみそ汁の塩分測定ということを広くやって、高血圧を防止するためにこの塩分測定を生かして、その調査

で2,000人弱の方の調査をいたしまして、その方のデータを今後生かした高血圧予防ということで、食と健

康について取り組んでまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君） 

 ２回目。 

 購入先で食の安全ということはよう言うわな。そしたら、中国産の食材が想像以上によう使われとると、

何なというたら、ヒジキじゃアサリじゃあね、水菜じゃ、そういうふうなもんがマッシュルームじゃとか

な、そういうなもんがたくさん、タケノコの缶詰、アサリ、レトルト、キクラゲ、クラムチャウダーという

こういうなやつがよう中国から入れよんじゃ、中国の食材を入れよんじゃということなんですが、これにつ

いてね、立入検査はしょんかな。誰がしい行きょんかな、これ。それから、わしが小さい農園しょんよ、家

の隣でな。これやこうはほんまに有機農法じゃ。あそこの吉野のほうの堆肥をもろうてきて、それは足が埋

まるぐらいに堆肥を入れて、それでしとる。ことしはようできとる、なにも白菜もなにもようできとんじゃ

けども、これらが予防せん、何にもせん、そのままじゃ。地力を高めとるから病気もひどうつかん。けれど

も、市内でもたくさん農薬かけよるというて批判が出ようるとこがある。たくさんの農薬。ちょっと評判に

なっとるとこがある。こういうなやつはどういうふうな形の中で立入検査をしょんかな。検査の方法につい

てはどがいされよんか、この辺のとこについてもちょっと聞きたいなと思よんじゃけども。それから、今ま

だ給食組合というて岡山のほうからそういうふうないろいろ調味料じゃなんじゃというような、そういうよ

うなこういうふうなヒジキじゃ、それからアサリじゃというようなものはあっちから入ってきよんかな。こ

こらいのほんならマルナカじゃ何じゃというとこで、もうわしらが買いに行ても、中国産じゃというて、わ

しも中国三遍ほど行たけども、つくりょうるのを見たら、とんでもない、もう飯を食べる気がせんわけじゃ

な。そういうなものをやっぱし自分が見て食べる気がせんようなものを今学校の子どもに食べっちゅうよう

なことわしもちょっとよう言わんし、それから物すごい農薬を使いようるということを聞いとんですが、こ

の間でも週刊誌に出ておりました。パラコートというんかな、製造中止になったようなものをまだたくさん

使いようる。これは発がん性物質なんで、それからまた残留農薬があるんかないんかというその検証を１年

に何回ぐらいやったんか。やった成果があるんだったらちょっと見せてもろうたらええけど、恐らくまた出

せというて言うたらまた時間が休憩になるけん、こがんことはやめとくけども。今度事務所へ行たらすっと

見せるようにしとってもらわなんだら。恐らくしとらんのんじゃろう。しとらんのじゃろ。それはわかる

ん、しとらんということは。それから、今言ようる今子どもの健康等考えて、パンや麺を減らして、教育長
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も大分ちょっと普通以上によく肥えられとるように思うんじゃけど。健康には、教育長、やっぱし痩せにゃ

いけんて。わしいつも先生に言われるん。病院行たら一番に言われるのが、何キロならというて、体重、問

われるのが体重じゃ。じゃけん、教育長もちいとあんたが健康管理してやせなんだら、子どもに食べな食べ

なというても子どもはぱくぱく何やかんや食べてしまうから。その辺のとこについても、子ども、ほんまに

健康な子どもつくる意味でわし、冷やかしで言よんじゃないんで、意味でそういうふうに考えていただいた

ら、思うんですが。それで、それから給食費は今言ようる250円、小学校は、今中学校は300円ぐらいです

か、そのくらいなもんですか、もうちょっと高いん。それから、やっぱしこれを努力しょうったら、小学校

で肥満児が3.3％減少したというん。パンと麺を減らして米の給食をふやしたら、肥満児が非常に減ったと

いうようなアンケートが出ておりました。いいことはどしどし挑戦していって、本当にこれからの世代に合

う子どもに一番に健康を考えていただきたいと、かように思います。今言ようるその立入検査、これだけは

ようしてもらう。地産地消やというけん、市内のもんでもたくさん予防するわけじゃから。残留農薬はあり

ゃへんかということについても研究していただきたいと思います。時間がないから。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 

 私の健康までお気遣いいただきましてありがとうございます。しかしながら、私は実は学校へ行って給食

の検食を始めてから中学生と同じカロリーのものを食べるようになって体重がかなり増加しましたので、そ

のあたりも御理解ください。 

 まずは、中国産の食材でございます。これは話題になりましたときに全て市内の４センターに指示をして

確認をいたしました。全くゼロとは申しませんが、非常に少ない状況、そしてまたこの中国産の食材につき

ましては、全て県の学校給食会を通じて入ったものと。学校給食会のほうでは先ほど申されました残留農薬

とか、あるいは放射性の放射能の残留検査、こういったものもクリアしたものを入れているということで、

そうしたものを入れております。 

 それから、地産地消を進める上でこの残留農薬、これは私も気になりまして、給食センターのほうにも確

認をいたしましたら、やはり信頼関係の上で入れているということで、特に残留農薬についての検査が今は

できていないということで、これは非常に心配だなと思っておりますが、今は美作市の地場産の野菜をつく

っていただく農家の方が市内の子どもたちのためにということでつくってくださるということで、御信頼を

今は申し上げると。これは先ほど議員おっしゃったとおり残留農薬については、今後どのようにしていく

か、研究の余地があろうかというふうに考えております。 

 なお、給食の代金につきましては、現在１食が中学校が280円、小学校が260円ということで徴収をしてお

ります。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岩江議員。 

 ３回目です。 

１３番（岩江 正行君） 

 教育長な、子どもは親の背中見て育つというんじゃから、教育長、学校じゃ子どもと同じやつ食べようて

も、家へ帰って〔聴取不能〕また太るけんな。そういうこって、とりあえず、市内じゃけんというて市内の
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ほうから言われとるから言よんで。たくさんの農薬かけようるから注意してくださいよと。これは学校だけ

じゃなしに、病院、それからあっこの裏のセンターのほうな、あそこら辺全部入れとるらしいです。ですか

ら、注意してくださいよと言ようるわけですから。これから市民の健康一番ですから、そのような形の中で

立入検査を十分しながら食材を考えていただきたい、かように思う。 

 もう時間がないから、向こうの２、３、４とは今度３月のほうにさせていただきます。よろしゅうお願い

します。 

 終わります。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番３番、議席番号13番岩江正行議員の一般質問を終了いたします。 

 ここで10分間休憩いたします。 

                                       午後３時18分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後３時28分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 続きまして、通告順番４番、議席番号８番山本重行議員の発言を許可いたします。 

 山本議員。 

８番（山本 重行君）〔質問席〕 

 12月定例議会の質問の許可をいただきましたので、質問に入りたいと思います。 

 今回私は児童・生徒の学力の向上の実現というふうなこと１点に絞っての質問をさせていただきたいとい

うふうに思っております。 

 さて、安倍首相は11月21日に衆議院を解散をいたしました。アベノミクス解散か、あるいはアベノミクス

隠し解散なのかは国民の判断をするところでございます。先日旧作東町の職員ＯＢ会でバレンタインパーク

の吉田線沿いの草刈りをしましたけれども、その場では食料品が高くなるばかりだ、ガソリンが高い、アベ

ノミクスなんか何もないと、そういった声が聞こえておりました。それが地方の市民の実感ではないでしょ

うか。 

 さて、北朝鮮は人権侵害を非難する国連総会での決議採択に反発し、日米韓へ超強硬対応するとし、日本

には今のような状態が続けば、近くて遠い国程度ではなく、我々の目の前から永遠になくなる存在だと、威

嚇の発言をいたしました。また、中国との関係では11月10日、安倍首相と習近平国家主席が北京で会談を

し、関係改善に向けて戦略的互恵関係を発展させる必要性を確認いたしました。沖縄県尖閣諸島周辺での不

測の事態を回避するため枠組みづくりの推進を確認をいたしました。しかしながら、歴史認識の問題では深

入りを避けたものであり、双方には基本的立場で隔たりが大きく、今後の関係改善は綱渡りの様相を呈して

おります。そうした中での解散はアベノミクス、あるいは消費税の引き上げが争点としながらも、安全保障

であったり、集団的自衛権、原発再稼働なども大きな争点になるものだと思います。 

 さて、教育界では、中教審は先月、現在正式な教科でない小・中学校の道徳の時間を格上げし、18年度に

は検定教科書と評価を導入するよう下村文科相に答申をいたしました。下村文科相は必要な制度改正や教員

の指導力向上などに取り組んでいくと述べております。また、昨年から施行のいじめ対策推進法の規定によ

る生命、身体に大きな被害を受ける重大な事態の発生件数は全国では159校で、181件あったとのことであり

ます。また、全国小学校の把握したいじめは11万8,805件にも上った、過去最高となったというふうなこと
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でございます。岡山県では小・中高生の暴力行為は1,000人当たり6.6件、ワースト６位ということでござい

ます。美作市においては暴力行為は1,000人当たりで5.8人、中学校では6.7人であるということでございま

して、それに対して県教委は荒れの要因を家庭環境や子どもの特性が複雑に絡んでいるというふうな分析を

いたしております。こうした状況や環境の中で美作市の児童・生徒の学力の向上をどのように進められてい

くのでしょうか。全国の学力調査は政権の交代によって抽出法であったり、全部やったりというふうな形で

変更しながらも近年実施されてきました。その中で教育県と言われた岡山県は全国的に見て学力が低い。そ

の中でも美作市の児童・生徒の学力は低いというふうに聞いておりますけれども、直近の調査結果では全国

平均と比べて、また県下の市町村と比べてどうなのか、そしてその結果を受けて、市内の児童・生徒の学力

向上をどのようにして実現をされようとされるのか、教育長としての構想であったり方針、施策についてお

尋ねをいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 

 山本重行議員の学力向上ということの教育施策についての御質問に御答弁させていただきます。 

 まずは、全国学力・学習状況調査の結果でございますが、８月25日に発表されました。結果は皆様御存じ

のとおり岡山県は非常に厳しい結果となっております。美作市の結果も小学校は非常に厳しく、全国あるい

は県の正答率をも２ポイントから６ポイント下回る結果となっております。しかしながら、中学校では国語

の基礎、国語Ａと申しますが、基礎では全国を上回り、活用、それから数学の活用におきましても県平均を

上回ることができております。ここ数年の経緯を見ましても、小学校全体的に上がった下がったということ

は言えませんが、ここ数年では少しずつ上向いているのではないかというふうに考えております。教科で見

ますと、やはり算数、数学が苦手であるということ、またこれは全国的な傾向でございますが、活用力、思

考力、判断力を問われる問題が非常に低い結果となっております。 

 さて、そこで学力の向上を図るということですが、本市におきましては３つの柱、１つは、まずは学校で

の魅力ある授業の推進、そして落ちついた学習環境、そして最後は、家庭学習の充実、この３つの施策を進

めております。 

 まず、魅力ある授業ということでございますが、この授業を進める基礎に当たるものということで、本市

では全国学力・学習状況調査及び県の調査に合わせまして、ほかの学年、小学校２年生から全ての学年で独

自の学力調査を実施し、子どもたちの学力の状況やつまずきについての実態を把握し、授業改善に結びつけ

ております。また、県や市の研究指定によりましてＩＣＴ機器の活用、小・中連携、外国語教育の推進とい

うのを図っております。また、校内の研修、美作支部の教育研修会等を中心に授業研究を行い、できる喜

び、わかる楽しさを実感できるように、例えばチームティーチング、２人の教員で授業を行う、あるいは習

熟度別、比較的基礎的なものを中心にやるか、あるいは通常の進度で進むかというような、分けてする、あ

るいはＩＣＴ機器の活用などを進めております。また、まず時間を確保しようということで、学ぶ時間の確

保、また体験活動を地域と連携して進めるということで、授業時数の増加あるいは土曜授業の実施に取り組

んでおります。 

 続きまして、落ちついた学習環境ということでございますが、各中学校におきまして先ほど頑張る学校応

援事業のときにお答えをしましたように小・中連携を柱といたしまして、返事をする、挨拶をするといった

生活習慣を９年間を見通してきちんと指導をしていく、そして徹底を図っていくと。あるいは、道徳教育、
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先ほど道徳の改革ということも言われましたが、道徳教育を通じまして、あるいは人権教育を通じまして規

範意識を高め、秩序と規律のある学習環境というものになるように進めております。 

 最後に、家庭学習の充実です。美作市の子どもたちは全国学力・学習状況調査の生活調査等を見ますと、

やはりゲームやテレビ、ＤＶＤ、こうしたものにかける時間が多く、学習時間は短いという傾向がございま

す。ソーシャルメディアネットワークとのつき合い方、こうしたものにつきましては、各学校で保護者を含

めた研修の実施、そして２月には市全体での研修を実施を予定しております。あるいは各学区ごと、中学校

区でノーメディアデー、あるいは家庭学習ウイークという、こうした取り組みも実施し、家庭学習の充実を

家庭との連携を図りながら進めております。以上のような形で授業を改革していくと、そして生徒指導、落

ちついた学習環境を図る、そして家庭との連携を進める、こうした中で確かな学力の向上を進めたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 山本議員。 

８番（山本 重行君） 

 答弁をいただきました。 

 ことしの全国学力調査の結果は、小学校では岡山県が全国平均よりも低いし、さらに美作市はその県より

も低いというふうなことでございましたし、中学校も岡山県は全国平均よりは低い、美作市においては中学

校は国語の基礎だけは全国よりは上回っているというふうなことでございましたし、美作市は県の平均より

も国語の活用部分ですかね、それから数学の活用部分については県の平均よりは高いと、上回っているとい

うふうなことでございました。が、県の学力そのものが余り高くないというふうな状況だと思います。その

ような結果を受けて、８月に教育長になられた大川教育長になられたわけでございますけれども、私は美作

市の児童・生徒の学力の向上へ向けての、実現に向けての構想といいますか、方針というか、そういったも

のについてもあわせてお聞きをしたというふうに思いますけれども、先ほどの答弁は市として施策について

の答弁だったというふうに思います。改めて一つには教育長の児童・生徒の学力向上に向けての構想といい

ますか、思いといいますか、その辺についてお聞きをしたいというふうなことがまず１点でございます。 

 それから、２点目でございます。学力向上の原点、子どもたちに教育をしてくための原点というのはどう

お考えになっているのか、学力をなぜ身につけさせにゃいけんというふうに思われておるのか、子どもたち

が生きていくためには必要な学力とはどうお考えになってるのかという点についてお聞きしたいと思いま

す。 

 それから、３点目でございます。先ほどの厳しい結果を受けて、学力向上に向けての数値的な目標を明確

に定めて早急に取り組むべきだと私は思いますけれども、その点はどうお考えになっているのか、数値的な

目標についてお聞きしたいと思います。 

 それから、次の４点目でございます。先ほどの答弁のあった施策のうちでございますけれども、魅力ある

授業であったり、落ちついた学習態度、そして家庭学習の充実、そういったことはいずれも大切なこととは

思いますけれども、対症療法的な指導、あるいは授業改善も言われたと思いますけれども、また土曜授業で

すかね、それから放課後授業とか、いろんな形で時間数の増加も考えられたり、進められとるわけですけれ

ども、そういったことで本当に学力向上ができるのかというふうに私は思うわけです。１つには、教材につ

いてもっと検討していくべき必要があるんじゃないかというふうなことを思っておりますが、以上４点につ

いて再度御質問いたします。 
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議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 以上４点につきまして御質問いただきましたが、まずは学力向上に対しての自分自身の思いということで

ございます。私は皆さん御存じのように中学校の教員出身でございまして、岡山市内で校長を退職し、こち

らへやってまいりました。学力向上につきましては、やはり私は何より校長の強いリーダーシップというも

のが何より、そしてそのリーダーシップを持って教員の組織としての対応と、こうしたことが非常に大切か

と思っております。私自身も学力向上ということを求められ、そしてそれまでには実施しておりませんでし

た放課後の特別な基礎学力の時間というものを創設をいたしました。何事につけ新しいことをするというこ

とはいろいろな抵抗がございます。地域の方、家庭の御協力、御理解もいただかなければなりません。しか

しながら、こうした説明をしていく上では校長のリーダーシップのもと、教員が一丸となって理解を求め、

進めていく、そしてまたこの教員が、教員集団が子どもたちの一歩前へ行くということが、何よりもそうし

た学力向上にせよ、学習環境を向上させるにせよ、大きな効果があるものというふうに思っております。現

在の立場といたしましては、私の先ほど申し上げたような経験も含め、そうした強い思いを持って学校経営

に当たっていただくように毎月の校長会、あるいは学校を訪問した際、機会を捉え、お願いして説明をして

おります。 

 ２番目の子どもに教育を勧める原点ということでございますが、子どもたちが社会に出て生きていく上で

はやはりいろいろな生きる力ということが必要になっております。長年教育に携わってきまして、たくさん

英語の単語を覚えていると、あるいは難しい数学が解けるということよりも、子どもたちがほかの人の気持

ちがわかり、思いやる心を持ち、そしてやはりいろいろな社会事象が理解ができると。やはりその理解がで

きる力はこれはやはり不可欠でございます。そうしたものを子どもに教育を勧める原点ということで考えて

おります。ですから、私はずっと教員時代も常に子どもたちには思いやる心をということで教育を進めてま

いったというふうに考えております。 

 それから、３番目、学力向上に対して数値目標ということでございますが、これは教育に数値というのが

非常に厳しいということは御理解いただけるかと思いますが、今現在本市といたしましてはやはり全国平均

というものを目標に進めていきたいと、届かないかもしれませんが、とりあえずそこを目標に頑張っていき

たいというふうに考えております。 

 そして、この学力向上ができるのかということでございます、４番目。できるかどうかはわかりません。

しかしながら、今中学校でそれぞれの校長先生がしっかり頑張っていただいている成果が、前にも市長が申

し上げましたが、青少年健全育成の場で美作警察署の生活安全課の課長さんが、美作市は、岡山県は実は暴

力、青少年の補導件数とか逮捕の件数、暴力行為においては、これは自慢にならないんですが、常にトップ

５の中におります。もう全国的にも非常に多いと。その中で美作署管内はもうほとんどないに等しいんです

ということで、非常に落ちついた状況にあると、こうしたこと、これはやっぱり皆さんの学校での指導の成

果だと思っております。これが全て学力に結びつくとは思っておりませんけれども、やはりそこは先生方に

お願いし、しっかりと頑張って目標を定めて、いろいろな施策をとりながら頑張ってまいりたいというふう

に思っております。 

 山本重行議員は教育長の大先輩であるというふうに伺っております。今後とも御指導いただいて、ともに

手をとり合って美作の子ども達のために教育行政進めてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。〔降壇〕 
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議長（山本 雅彦君） 

 山本議員。 

８番（山本 重行君） 

 まず、１点目の構想というか思いといいますか、教育長の中学校での校長経験というふうなことをお聞き

し、かついろんな思いといいますか、そういったものを持ってこられたんだなというふうなことで今後期待

したいというふうに思います。 

 それから、２点目の教育の目標といいますか、学力向上をなぜするかというふうな点で少し私が思ってい

るのと、当然必要な部分がたくさんあるわけですけれども、思いやりであったり、他人に対しての思いやり

とかいろんなことを、他人の気持ちをわかるようなというふうな形でのそういったことを社会の中で生きて

いくためには必要だというふうなことは、当然そういうことだと思いますけれども、やはり義務教育という

のはあくまでも義務教育でございますから、最終的にはやっぱり学力をつけて、多分普通の保護者の方思っ

ておられると思うんですけれども、無難に就職できるといいますか、自分で食べていける、そういったやっ

ぱり学力をつけていく、これもやっぱり大切なことなんじゃないかなというふうに思います。 

 それから、最後の４点目の授業について、私のほうは授業の時間数をふやして、それが効力があるんかど

うか、学力向上につながっていくんかというふうな御質問をしたと思いますけれども、あわせて教材につい

て検討すべきでないかというふうなことを御質問いたしましたけど、この点についての答弁がなかったとい

うふうに思います。もう少しついでに言わせていただきたいんですけれども、それは後、答弁してくださ

い。 

 それから、学力低下の要因といいますか、原因というのはやっぱり先ほどありましたように生活習慣の乱

れであったり、不登校、そういったことじゃないかなというふうに思います。先ほどの土曜の授業の話に戻

るんですけれども、勉強時間が少なくなったから学力が低下したというふうなことで、全国でも徐々に土曜

授業がふえてきてるというふうな状況は私もわかっておりますけれども、本当に果たして土曜授業がふやす

ことによって学力が上がるんかというふうなことでございます。中国あるいは韓国、欧米においても学校週

休２日制でございますし、むしろ土曜日の授業というのは非常に変則的な形になるわけですね。ですから、

今ですとハッピーマンデーというんですかね、三連休、ゴールデンウイークがあり、あるいはまたシルバー

ウイーク、９月の連休があったりというふうなことで、土曜の授業が昨年の法律改正によってやりやすくな

ったというようなことがございますけども、生活習慣、あるいは学習のリズムというふうなことを考える

と、むしろそのほうが安定しないんじゃないかなというふうなことで、土曜授業というのもひとつ時間数を

ふやしただけじゃなしに、よく検討してみる必要があるんじゃないかなというふうに思います。今の大人の

社会のほうは土曜休みは定着してしまってますから、そういったことを十分検討すべきじゃないかなという

ふうに思います。 

 それから、学力不足の根本的な要因というのは集中力の不足が一番じゃないかというふうなことでござい

ます。脳の働き、これが重大な要素といいますか、ということで、今は国語も算数もできなく、というか、

ちょっと表現悪いんですけど、今は国語も算数も理科も社会もできない、こうした子どもがふえてるわけで

すね。そうした子どもたちの学力を向上するにはどうするかというふうなことでございます。実際にそうい

ったことに取り組んで成果を上げられてるところがございます。昔言われた読み書き、そろばん、今は読み

書き、計算と言うんでしょうけども、そういったことを詰め込みになるんかもしれませんけれども、やるこ

とによって実際に全国での学力の向上ができたというふうなことを聞いております。計算とか漢字とかの指

導、ある程度決まり切ったことを定着させることによって脳の働きを高めていく、そういったことが効果的
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です。例えば分数の計算を30秒という時間を限って、30秒という時間目標に同じ問題を何度となく繰り返し

てやらせる、そしてわかりにくい部分を理解させて、もう一度同じ問題をやらせるというふうなこと、そし

てそうすることによってわかりにくいところの部分を何度も繰り返しをしていく、そのうちに自動的にわか

るようになってくると、そしてやればできるんだなという自信や達成感、先ほども先生のほう言われました

達成感も味わえて、ますますできるようになるというふうな、そういったことをやっておられるところがあ

ります。例題を１回解いただけでは２問目に解けるかどうかわかりません。すらすら次々行ったんではやっ

ぱりわからないということで、５回と６回と同じ問題をやらせて自信をつけさせていく、そして子どもたち

は自分はできるんだといったときに集中をしていくんだというふうなことがございます。私自身は先生のよ

うな形で現場での経験がないわけですけれども、ですから本当にこれが実際に効果があるんかどうかという

のは私は物の本で学んだだけですけれども、そういったことをやっとられるところがございます。例として

は福岡県の飯塚市とか、山口県の山陽小野田市か、そういったところの教育改革、そこでは実際に効果が上

がっておりますが、この辺についての検討をしてみられる思いはございませんか、再度御質問いたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 

 まず、学力観と申しますか、学力ということでございますが、先ほど思いやる心と、あるいは基礎的なこ

とというふうに申し上げましたが、当然これは実は中学校におきましてはキャリア教育というか、自分の進

路ということとやはり結びつきます。幾ら思いやる心があってもこれは自分の進路が開けないということで

はこのよさを発揮できないわけでございます。したがいまして、中学校ではやはり自分の進路を目指して、

その進路の実現のためにはどのような力が必要か、そしてまた自分の進路を突破していくだけの学力と、そ

うしたものは当然必要になってくるかと思いますし、だからこそ先ほど申し上げたように小学校は非常に厳

しいんですが、中学校は善戦しております。この善戦しているということは、一つはやはりこの出口に向か

って中学校の先生方が一生懸命努力をされているといった成果かと思います。 

 それから、教材についてということでございますが、教材につきましては、さまざまな教材があるかと思

います。しかしながら、その教材をたくさん使う、あるいはどの教材を使うかというよりも、私自身はいろ

いろ経験をしてみたり、あるいは今現在の校長先生方のお話を聞いてみると、この教材を例えば宿題とか、

課題とかという形で実施を行い、やりっ放しでは、幾らいわゆるいい教材、高い教材を使ってもできない

と。やはりそれを今度は返ってきたものを点検をし、そしてここができていないよと、先ほどの繰り返しと

いうことがありましたが、できてないからもう一回やってみようとか、あるいはここはだめだよと、そうい

う教員とのやりとり、そうした中でやはり学力がついていくものというふうに思っております。 

 そして、土曜授業につきましてですが、土曜授業につきましては、これはただ単に授業時数を土曜日の３

時間分を２日か３日やって９時間ふやすと、これで学力が上がると私も思っておりません。しかしながら、

今美作市で行っております、あるいは県全体で行っております土曜授業というのは、必ずこれは地域の方と

一緒に、あるいは地域に学校を開く。例えば先日私は土居小学校の土居宿マラソンを見てまいりましたけれ

ども、これは土曜授業の一環として、ことし初めて土曜授業として実施したということでございましたが、

土居の旧街道沿いを各学年、低学年、中学年、高学年というふうに分かれて、距離を分けて、あるいは幼稚

園の子どもたちもそれぞれに分かれて走っておりましたけれども、そうした、ただ走るということではなく

て、そこに地域の方が応援をしてくださったり、あるいは見守ってくださったりという中で地域と一緒にこ
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の行事をやっていくと、そうした開かれた学校を進めていく、そしてさまざまな体験をする。ほかにも例え

ばお茶を教えていただく、お花を教えていただく、地域の行事のことについて教えていただく、粟井の春日

歌舞伎も同様でございますが、そうしたさまざまな活動に取り組むということが、これは土曜授業の意義で

はないかと。そういう体験活動が学力の向上と密接な関係があるというのは、これは全国学力・学習状況調

査の中で体験活動をした割合が高い子はやはり学力が高いという結果が出ておりますので、こうしたことに

結びつくかと思っております。 

 最後に、集中力ということでございますが、これは私は、もうちょっと今はやりを過ぎましたが、陰山先

生という方が百ます計算というのを非常に推奨されました。その時代に私は中学校で、これはなかなか生徒

指導上大変な学校だったんですが、その学校で放課後の基礎学習の時間に百ます計算を取り入れました。あ

るいは国語の小学校の漢字なんかを私が打ち直して、小学校１年生の漢字ドリルを持ってくると、俺らをば

かにしとんかということになりますので、そういう漢字ドリルを別途つくりましてやらせてみると、俺これ

ならやるけん、放課後先生残るけん教えてえやというふうになります。そうした中で少しでもできることを

やっていくという中で、やはり力がついていく、あるいは学ぶ喜びを身につけていく、あるいは教員との人

間関係ができていくと、そうしたことがあるかと思います。市内の学校におきましても先ほど言われたよう

に例題だけでは当然わからない問題を廊下へたくさんの練習問題、同じような問題たくさん入れて、一つで

きたらその次の段階、わからなかったらまたもとへ戻るというようなドリルをたくさん印刷をして置かれて

いる学校等もございます。そうした取り組みはやはり大切だと思いますので、今後も進めてまいりたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 山本議員。 

 総括です。 

８番（山本 重行君） 

 土曜授業の関係ですけど、先ほど言われたように地域との連携というふうなことであったり、あるいは体

験学習を積ませるというふうな形での〔聴取不能〕というのは非常に結構かなというふうに思います。た

だ、各自においては学習時間が少ないから、それを補充するというふうな形での土曜授業の復活というのは

どうかなというふうなことを思ったので、言わせていただきました。先ほど言われた陰山先生ですかね、あ

の人の本は読んだことがあるんですけども、ちょうど私が言ったようなことだったかなと思っております。

教育の目的というふうなこと、先ほども申し上げました。やっぱり子どもたちが学校を卒業して、自分で生

活をできる力を身につけるというふうな、これがやっぱり最低限の目標ではないかなというふうに、保護者

もこれを望んでるだろうというふうなことを思ってます。困難を克服して自立していく力、普通に学校を卒

業して、普通に就職できる、そういった学力をつけていくべきではないかというふうな、そのための学力調

査であったりというふうなことで、そこはやっぱり結びつかにゃいかんのじゃないかなというふうなことで

ございます。 

 それとあわせて、やっぱり実施社会の中では結果というものがやっぱり重視されるので、学校生活では努

力、これを評価せにゃいけんし、といったその辺のギャップ、社会に出たらあくまでもやっぱり結果が重視

されるんだなというふうなことをやっぱり教えていく必要もあるんじゃないかなというふうなことも思いま

す。義務教育だからその辺はどうかなと思う面もありますけど、やっぱりそこは先生方押さえていただいて

おくということが必要なんじゃないかなというふうに。特に営業職とかにつくと、幾ら努力してみても、棒

グラフでやっぱり上がらないと、全然評価されないわけですから、その辺のことをやっぱり考えておく必要
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があるんじゃないかなというふうなことを思います。いろんなことを申し上げましたけれども、新しい教育

長のもとでちょっとできるだけ子どもたちの学力が上がって、社会の中で活躍できるような、そういった人

材が生まれてくることを期待をして、私の今回の質問を終わりたいというふうに思います。ありがとうござ

いました。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番４番、議席番号８番山本重行議員の一般質問を終了いたします。 

 続きまして、通告順番５番、議席番号４番安本博則議員の発言を許可いたします。 

 安本議員。 

４番（安本 博則君）〔質問席〕 

 議長の許可を得ましたので、12月定例の一般質問をしたいと思います。 

 今回私は３点の項目、まず１点目は人口減少対策、学校給食の無料化について、続いて農業問題、耕作放

棄地についてと、国、県の取り組みで交付金について、３点目が東粟倉工房、決算結了、監査について、そ

れと現在の利用についてでございます。 

 まず、１点目の人口減対策ですが、ことしの６月定例議会でも質問しました給食費の無料化であります。

市長が通院のため議会での議論ができなかったため今回また質問いたしました。兵庫県相生市では人口が約

３万2,000、美作市と若干似た市であります。人口減に歯どめをかけるために子育て支援策として給食の無

料化を取り入れております。まだ結果が出てませんが、何もしないより人口減の歯どめの一つとして取り入

れてみてはどうかというようなことから提案したいと思いますので、１回目の質問といたしますので、答弁

のほうをよろしくお願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。 

 安本議員の学校給食の無料化という御質問についてお答えをいたします。 

 学校給食は先ほども食育というお話もさせていただきましたが、児童・生徒の心身の健全な発達、食に対

する正しい理解、そして適切な判断力というものを養う上で学校教育におきまして極めて重要というふうに

認識いたしております。学校給食費につきましては、学校給食法第11条の定めにありますとおり学校給食の

実施に必要な施設及び設備に関する経費、そして人件費、これは学校設置者である市が負担し、それ以外の

光熱水費と食材費は保護者が負担をすべきであるというふうに規定をされております。本市におきまして

は、食材費のみを保護者の皆様に負担をしていただいております。学校給食を安全に安定して実施していく

ためこれまでどおり食材費のみは御負担いただければというふうに考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安本議員。 

４番（安本 博則君） 

 ２回目。 

 今教育長のほうから答弁ございましたけど、確かに学校給食法という法律がある、萩原市長が言うコンプ

ライアンスの問題で、これを破ってまでというわけにはいかないと思います。でも、他でやってるここらで

近くでは相生市、東京、もろもろ給食費の無料化について、半分とか全額とかという対策を打たれとるとこ
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があります。ここに資料があります。前もあったんですけど、ここに山口県、それから東京江戸川区、茨城

県、埼玉県、群馬県、和歌山県というようにだんだん進んでいるというようなネットでの情報があります。

これは確かに給食費を無料というのは、今言われる法令違反になりますので、ほかの対策として、例えば子

ども・子育て支援で後から助成をしてあげるというような方法があると思うんですよ。そして、萩原市長が

今回の行政報告の中で人口減に歯どめをかける対策の一つに取り入れたらどうかというような思いでこの間

の萩原市長の行政報告を聞いたんですけど、その中でも萩原市長が言われとるのが、お金の関係も当然かか

ってきます。でも、今国のほうとか県のほうでも子育て支援で少子化に歯どめを何とかしたいというような

思いから、先ほど日笠議員でしたか、質問の中でもありましたように国のほう、県のほうもそういう地域に

交付金を持っていこうと、それで萩原市長の答弁の中で、やろうというものはもらって有効に使いたいとい

うような答弁もあったと思います。その中で人口減をやっぱり考えるのは、若い人に住んでもらって、そし

て子どもが美作市に行けば過ごしやすいんだと、生活しやすいんだと、その中に一つには給食費の無料化、

そしてまた後で質問されるんですけど、学童保育、放課後児童クラブ等の充実もされとんだというようなこ

とから学校給食の無料化をして、ぜひこの美作市に若い人、それから子ども生まれる方等もおられると思い

ますので、ぜひこれを実現していきたいと思いますので、市長のほうのお考えをお聞きしたいと思う。無料

化といってもやり方があると思うんですよ。今言ったように他でやっとる助成金を後から学校給食会を通じ

て後から保護者にお返しというんか、戻してあげるというのでも結局は無料化に近いわけです。仮に無料化

ができないとしても幾らかのことができるような方法がないかと思いますので、市長のほうの答弁をできれ

ばお願いしたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 悪い話じゃないかもしれないとは思います、保護者の負担の軽減という観点から。ただ、我々も限られた

財源というか、財源に限度がないわけじゃないわけですから、今の市として一番人口流出との絡みで、ある

いは人口増大の絡みでしなきゃならないこと、あるいはやれば効果があることというところから順番にやる

んだろうと思っております。検討させていただきますが、私がずっと聞いた限りにおいては障がいを持って

る子どもたちに対する支援教育が最も数が多くて、我々が一番できていない、そこは相当金をかける覚悟で

す。そうしなきゃいけない。そこへ向けて支援を集中する。あるいは学童保育についても、類似の議案で御

案内のように決していばれた水準じゃないことは間違いないんですね。これは量的、質的に改善しなければ

ならない。お金も多分かかるだろうと思います。それは覚悟しないといかんと思います。そしてあと、これ

はお金かからないんかもしれないんですけども、保育の質の改善というのが、これはできれば競争力のある

いろんな面であそこはいいなというところは幾つかあるんです、県内に。あの保育はすごいなと、親の方々

に対する、これは保育と言いませんけども、親教育というんですか、そういうことにも非常にすぐれている

といったようなものがあって、やっぱり保育、幼稚園でもいいんですけどね、就学前教育というところの改

善というのは、先ほど議論がありましたけれども、小学校レベルにおけるさまざまな不足、学力不足です

か、さっきのね、もありますけども、小学校レベルにおける改善点の前哨戦として非常に重要なポイントに

なると思っておりまして、そこのところの改善をする、によってもって市の教育レベルの全体を底上げをし

たいと。これが恐らく私どものところへ住んでもらえる一番重要なポイントになってくると思うんで、前

回、せんだって行政報告ではそんなふうに申し上げました。ただ、給食の問題を排除するつもりはありませ

んので、私は関心を持って、少し相生の市長さんも友達ですから、どういう状況ですかと、効果はどうです
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かというふうなことはちょっと聞いてはみようと思うんですが、まだ問題出たばっかりでして、関心は持っ

てますが、それはやらにゃいけんというような判断ができるというふうに自分ではなってないというのが１

点目です。 

 ２点目は、学校教育における教育の幅というのがあって、これは子どもに対する食教育であったり、ある

いは欠食児童に対するまさに栄養補給であったり、子どもとの関係での議論もあるんですが、親教育という

面があります。市内の方々の中で別に困窮しているわけではないんですよ。非常に一定程度以上の報酬、給

与をいただいている方があがいなものは払わんというようなことがあるかもしれません。岡山ではよくあり

ました。弁護士の子弟だったですね。弁護士の子弟の方々が学校給食費を払わんと。そういうことに対して

はやっぱり我々の集団として、あるいは社会の集団としてそのことに対しておかしいということを申し上げ

なければ、社会がおさまらないというような意味の社会教育という側面があって、そういう観点から学校給

食というのは幅広く見ていただきたいと思うんですが、教育を推進する上で無料化が本当に意味があるのか

どうかという考え方をこちらからは出してもらう。私どもとしては人口との関係でそれが意味があるかどう

かという議論を重ね合わせて、縦横斜めから検討をした上で、是とするならば、それはすればいいと。その

ときには歯を食いしばって議員の定数でも減らしてその浮きしろを出していくと、ああいうなことになるか

もしれないというふうに思います。非常に私は提案としては時宜を得た提案であって、検討のアイテムとし

てのせさせていただくということで答弁を終わります。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安本議員。 

 ３回目です。 

４番（安本 博則君） 

 市長の答弁もっともというような部分もあるし、ちょっと待てよというような部分があると思います。こ

こに年齢別で人口を出してもらっとんですけど、ゼロ歳がこれは26年３月31、前年度の終わりなんですけ

ど、前年度というても26年３月31日、年度ではそうですけど、平成で言えば26年３月31日でもらった資料な

んですけど、これがゼロ歳児が163、１歳児が190、２歳児が194、３歳児が168、４歳児からが200台乗って

ると、それまでは300台があり、悪くても合併当初は200台、ゼロ歳児で、だんだんだんだん減少してます。

当然それは若い人が流出していったり、それから今言う子どもの数の夫婦当たりの出生率の問題とかあると

思います。そういうのを歯どめをかけるためにも私は給食費の無料化を提案したいと思います。それで、こ

れをなぜ言うかというと、この間学校給食委員会等があったんですけど、またここで消費税の関係もろもろ

で値上げという話もあります。でも、だんだんだんだん今市長も言われた給食費を払わない、払えないとい

う人もやっぱし委員会で報告を受けています、やっぱし滞納ということで。そういうことも考えますと、で

きれば、今市長は前向きに検討することも言ってくれましたけど、できれば人口減少の対策の一つとしてぜ

ひこれを考えてもらい、先ほど言いました法律では学校給食無料化はできない、でもほかの方法でできる部

分があれば、例えば市長の当初の行政報告では、職員の数は現状を維持しながらやや少しずつですか、減ら

すというようなことがありました。これ私６月でしたかね、前に質問したときに総務省からの表で美作市は

10年計画で150、合併当初職員を減らすと、それ以上に人口が減少してると、だから150減らしてもそれは実

際希望どおりの職員の数になってないというようなグラフがありました。ちなみに私が以前調べた中で、美

作市は職員１人当たりの人口を抱えとるのが54人です。津山市は１人当たり110人の人を人口で市民の方を

抱えています。ざっと倍です。だから、もっと美作市も市の職員を、それは当然職業の問題で公募もしなく

ちゃだめだと思いますけど、人口と職員の数のことを出せば、やはりもう少し詰めるとこがあるんじゃない
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かと。先ほど議員の定数というような話も出てました。当然それも一つの経費削減しながらそちらに考える

とかという方法もあると思います。その前に、じゃ、もっとやるべきことは、職員の数ももっと考えるべき

じゃないん。これは正規職員だけで臨時、それから嘱託は含めていませんので、その辺をよく考えながら、

できれば完全無料化、できなくてもせめて半分ぐらいを何とかできる方法を考えてもらいたいと思います。

何か答弁がありましたらお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 答弁ありませんか。 

〔４番安本博則君「なかったらいいですよ」と呼ぶ〕 

 答弁がないようでございますので、総括または次の質問に。 

〔４番安本博則君「総括はいいです」と呼ぶ〕 

 それじゃ、次の質問に入ってください。 

 安本議員。 

４番（安本 博則君） 

 次、２項目め、２項目めは農業問題なんですけど、まず１点目が耕作放棄地、２点目が交付金の問題とい

うことで、この農業問題は岩江議員、本城議員が特によく質問をされていて、私が言うこともないんですけ

ど、私が最近特に感じてることは、結局荒廃地が結構ふえてきてると、そしてその荒廃地をまた次に復帰さ

せようとする場合には木が生えていたりもろもろ等で、それに莫大な費用がかかってくるというようなこと

があります。それで、市として岩江議員なんか前回でしたかね、ブドウのあれを持ってきたりとかドジョウ

の話したりとか、いろいろされてます。市として本当にその耕作放棄地のことを真剣に考えとられるんか。

ことしなんか米価というんか米の価格が安いんで、無理に勧めるのもどうかなという気もしますけど、だと

いって耕作放棄地をなくすると、そのままほっとくというわけにもいかないと思います。なぜならば、やっ

ぱし営農の方にせよ、つくりやすいところからつくりやすいところから受けるんですよね。水便利のいい道

便利のええ、だんだん山裾にあるような昔の山田みたいなところはだんだんと荒れていく、野山になってい

く。結局イノシシ、鹿のすみかになって、だんだんそれが民家に近寄ってくる。まして美作市は熊の出没も

多いんですけど、そういう状態がどんどんどんどんきて、最終的には人に被害、イノシシなんかでも人に被

害与えますからね。場所によって偶然出会ったりすれば、あの牙で内股をばつっとやられたら、動脈、静脈

切られてもうその場で死んでしまいますからね。そういうことをなくするためにも耕作放棄地の問題は真剣

に市としても取り組んで、例えば収入につながるようなことを考えてもらっているのかないのか。 

 それと次に、交付金のほうのことなんですが、市でも国とか県でもいろんな施策出しとんですが、その交

付金について今どのような取り組みをされているのかという質問をしとると思いますので、先ほどの２点に

ついての答弁をお願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、農業問題ということでございまして、耕作放棄地の関係から御説明を申し上げます。 

 農地法第２条の２では農地の権利を有する者は農地を適正かつ効率的に利用する責務を有すると農業者へ

の農地保全義務を定めております。しかし、農家の高齢化、担い手不足などが影響いたしまして、耕作され

ずに放置された農地が全国各地で発生をしておりまして、日本農業の根幹を揺るがす問題となってる、この

ように思っております。このことから平成20年度より耕作放棄地全体調査が開始されまして、平成23年度か
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らは農地法第30条に規定をされております農業委員会の利用状況調査とあわせた調査が行われるようになり

まして、平成26年４月１日の農地法の改正ではこの調査結果をもとに農地所有者もしくは使用収益権を有す

る者に対しまして農業委員会による利用意向調査の実施が規定されております。そして、その意向調査では

未耕作地を再びみずから耕作するのか、他の者に所有権移転、また使用収益権の設定をするのか、あるいは

農地中間管理事業、農地所有者代理事業を利用するなど、農地所有者等の意向を確認しまして、調査結果に

応じて農業委員会は農地法第34条に定められた農地の農業上の利用増進が図られるように必要なあっせんや

農地利用の調整を行うこととされております。平成25年度の農業委員会の調査では市内に651ヘクタールの

荒廃農地が存在しておりまして、このうち農地として再利用が可能と見込まれる遊休地は120ヘクタール、

再生利用が困難と見込まれる荒廃農地は531ヘクタールという調査結果となっております。これらの耕作放

棄地を再利用するためには農業委員会や市はもとより、ＪＡや普及指導センター等の関係機関がそれぞれに

求められている役割を十分に果たし、連携、協力することが必要であると考えております。 

 次に、国・県の取り組みの交付金でございますけども、中山間地域等直接支払事業、及び本年度より農

地・水・環境保全向上対策から事業名が変わりました多面的機能支払交付金の取り組み状況についてお答え

をいたします。 

 まず、中山間地域等直接支払事業でございますけども、市内全域では78協定、826ヘクタールで取り組ま

れております。内訳は勝田地域が19協定、125ヘクタール、大原地域が16協定、132ヘクタール、東粟倉地域

が６協定、121ヘクタール、美作地域が18協定、223ヘクタール、作東地域が14協定、195ヘクタール、英田

地域が４協定、23ヘクタール、個人が１協定で７ヘクタールと、このようになっております。また、多面的

機能支払交付金につきましては、市内11協定、184ヘクタールで取り組まれておりまして、地域ごとの内訳

は、大原地域が３協定、61ヘクタール、美作地域が２協定、30ヘクタール、作東地域が６協定、93ヘクター

ルとなっております。 

 なお、中山間地域等直接支払制度につきましては、平成26年度で第３期対策が終了し、来年度より４期対

策が始まりますので、新規の取り組みも含めまして事業の推進を図りたいというように思っております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安本議員。 

４番（安本 博則君） 

 ２回目です。 

 耕作放棄地については、今農地法とか農業委員会とかもろもろ説明がありました。その辺でわからんでは

ないんですけど、市としては今個人、各部署のＪＡの普及センターとか関係機関等、また当市も役割を分担

してと言うんですけど、当市の役割というのはほんまにどういうものなのか具体的に言える考えがあるんで

あれば、具体的な考えを、例えばその会議へ行って、何もないまま打ち合わせしても何もならないんで、当

市としてはこういうような考えがあるんであれば、その辺をちょっとお答えしてください。 

 次に、交付金ですが、市内では78協定、826ヘクタールで、各地域ごとに説明がありましたけど、78のう

ち11協定という意味ですかね、多面的に加入したのは。その辺まず答弁もお願いします。新たにこういう制

度を、ここに資料があるんですけど、こういう制度を以前に取り組まれていて、もうやめたとこもあると思

います。実はうちらも取り組みしていたんですけど、やめた経緯があります。そういうとこにもまた新しく

こういう制度があるんですけど、やってみてはどうですかとかというような働きかけはやっていたのか、や

ってないのか。もしやっていないのであれば、ここで今後の新規の取り組みも含め事業の推進を図ることと
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しておりますというような答弁がありますけど、そういうのをやっていないのにこのような答弁だと、本当

に事業の推進を図るということにはならないと思うんですよ。ただ、今現に加入しているとこに対しての説

明だけではやっぱり取り組みがふえていかないと思いますので、以前取り組まれておられたとこでやめたと

ことか、新しくされるようなとこを各総合支所を通じて幅広く広報してもらい、こういうのが今年度からで

きましたというようなことをされていたのか、ないのか。ただ、今言う78の協定をされとる方だけに説明を

されて、他のとこにはしてないのか、されたのか、その辺の答弁もお願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、２回目の御質問にお答えさせていただきます。 

 市の考え方といいますか、当然これは耕作放棄地をなくす、農業振興を図るというのが基本中の基本でご

ざいます。なおかつ、農業をされてる方がしっかり汗をかくといいますか、かいた分だけが還元されるとい

うのが基本でございますので、そのあたりを十分に考慮しながら、また彩菜みまさか等、そういう販売の組

織もあるわけでございますんで、そのあたりとの連携を図りながら、今何が売れてるか、どういうものを消

費者が求めているか、そういうことも十分考慮した中でこの耕作放棄地の削減というものに向けて取り組ん

でいきたい。 

 それからもう一点は、鳥獣被害、こういうものもたくさん出ておりまして、当然安本議員も御承知だと思

いますけども、これに対する市のほうも大変補助金も、国からもらった補助金、それから市単独の補助金

等々もつけておりますので、そのあたりを財源には限度がありますけども、そのあたりも活用していただく

ようにその辺の情報は発信をさせていただいてる。これが１点。 

 それから、取りやめられてるところを再度声をかけるのかということでございますけども、現在第４次を

これからということを答弁させていただきました。この中におきまして再度呼びかけるというふうなことに

なっておりまして、当然これは広報紙等でそういうあたりも十分情報を流していきたい、このように思って

おります。 

 以上でございます。〔降壇〕 

〔４番安本博則君「それと、78のうちの11が変わったのかという答弁、それで

間違いないんかな」と呼ぶ〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安本議員。 

４番（安本 博則君） 

 先ほど部長のほうから答弁もらいました。確かにやられようという気持ちは十分うかがえます。でも、や

っぱし広報等、幅広く農業されてる方、農業してみたいという方がおるかもわかりませんので、幅広く周知

できるような広報をお願いしたいと思います。 

 今言うた結局新規の取り組み、第４期というようになっていますが、新たにできた場合にも事業の推進を

図るということを答弁をもらっていますので、今後もそれに向いてしっかりとやってもらいたいと思いま

す。 

 以上です。 

議長（山本 雅彦君） 

 安本議員、ここで10分間休憩します。 



－101－ 

                                       午後４時35分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後４時45分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ７番萬代師一議員が通院のため退席をされております。 

 お諮りをいたします。 

 本日の会議時間は議事の都合により延長したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって、本日の会議時間を延長することは可決されました。 

 それでは、安本議員の質問に移ります。 

 安本議員。 

４番（安本 博則君）〔質問席〕 

 次、３項目め、３項目めは東粟倉工房で、要旨として１番目が決算結了監査について、２番目が現在の利

用についてでございます。 

 まず、１点目の決算結了監査では、先ほど岩江議員の質問の中に市長がある程度答弁されているので、も

う私もなるべく重複しないようにしたいと思いますけど、再度確認したいこともありますので、質問をさせ

てもらいます。前々からこの件に関しては質問をしてきておりますが、去年の８月30日で工房をやめたと、

そして８月31日より新しい会社を立ち上げた方が現在に至って工房を使用して事業をされているということ

だと思います。私は決算書、例えば24年の決算で問題が発生をして、お金を入れることになったと思うんで

す。それと、締めるまでの25年度の８月30日までの分についての決算書をなぜまだ出ないのかということに

疑問を持っとるわけです。それほどすごい会社なのか。それともできないのかという疑問があります。そこ

で、これ去年の８月21日に臨時議会にこの工房のお金4,500万円についての提案の説明がここにありますけ

ど、一部抜粋して読ませてもらいます。東粟倉地域の活性化にも貢献している公共性の強い施設の一つでも

あり、地元雇用にも寄与して、さらには材料の主要部分をおさめる、モチ米も年間1,000俵程度、地域約

50件の農家から仕入れており、操業を停止することは東粟倉地域力の低下を招くとともに、農業振興にも多

大な悪影響を及ぼすことが予測されることから、最善の施策は何かと検討に検討を重ねた結果、増資による

清算が最適と判断いたしました。この方法で処理すれば、既に意思表示をしている地元有志の方へスムーズ

な経営移譲ができる、さらに引き続き現在の大口の取引先との関係も損なうことなく、経営に与える影響を

最小限に抑えることができると考えております。現在取引を行っております主要な会社に今回の件で説明に

伺ったところ、ぜひ続けてほしいとの要請をいただきました。仮に倒産、もしくは一時的であれ、製造を中

止することは東粟倉工房と各取引会社が築いてきた信頼と信用は失墜することになり、今後の取引継続は難

しくなります。すなわち東粟倉工房の主力商品であり、唯一大きな収益を生み出しているモチ加工商品を失

うことにつながり、今後の会社の運営は困難となることが想定されます。このような状況を踏まえ、東粟倉

工房株式会社につきましては７月26日の産業建設常任委員会並びに８月５日の全員協議会で説明をさせてい

ただきましたが、取引先にも迷惑をかけず、かつ会社引き継ぎも速やかに進むことを最大限配慮し、増資に

よる清算処理を行い、市から切り離して再出発の道を選択するものであります。さまざまな視点から見据

え、総合的に判断した結果、地元の皆様の東粟倉を思う気持ちと地域の活性化につながる中心的役割、また
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就業の場、モチ米の生産農家の皆さんのことなどを考えたとき、継続していくことが最善であるとの判断に

至りました。平成27年度から交付税一本算定が始まり、最高額28億円の削減となることを踏まえ、美作市の

歩むべき将来を考えたとき行財政改革に取り組むことが最優先であり、まだ一丁目一番地と考えておりま

す。何としても市民の税金をこれ以上投入するわけにいきません。そして、先ほども少し触れましたが、東

粟倉工房の運営に関しましては不明瞭な点が何点が発生していることは把握しております。既に美作警察署

に被害届を提出しております。この件に関しては警察の捜査に委ねたいと考えております。そして、新たな

情報、疑惑が発生したときは速やかに警察に報告したいと思ってます。決してうやむやにする気持ちはござ

いません。ただし、この不明瞭なことの追及、調査は徹底的に粛々と進めながら、一方では再建に向けて取

り組んでまいりたいと考えておりますので、何とぞ御理解と御協力を賜りますようよろしくお願いしたいと

いう提案理由の説明の一端です。これで質疑等、それから討論等がありました。その中で賛成討論、反対討

論等、いろいろありました。それで、例えば賛成討論の中でも、地域の主要産業であり、農業の振興と、農

家経営の安定を図る目的、地域の雇用の拡大など、多くの期待が寄せられると思い、帳面上で経営上で納得

いかない点がたくさんあると思います。原因究明、責任の所在を明確にしていただくことで賛成するとか、

東粟倉地域の活性化に資する公共性の強い施設であり、不明瞭な経理の流れ、また責任の追及は別途行うと

いうような説明で、賛成討論されております。また、反対の討論では、市長の先ほど言ったような思いはよ

くわかると、だけどこれは矛盾があると、何か矛盾がある、それと4,500万円という根拠のない数字がまだ

納得できない、それと市民の御理解が得られない、それから時期尚早とかというような反対討論がありまし

た。でも、採択の段階で多数決で採択され、4,500万円が東粟倉に投資、増資されました。その後何回も質

問しとんですけど、その決算書は当時の副市長は３月議会には出せると思いますと言いながら今日に至って

おるわけです。それで、本当にその決算書が24年度決算書と25年３月31日、４月１日でもいいんですけど、

から８月の締めるまでのじょうにどれぐらいかかってどれだけ金が余ったのか、それすらわからないんです

かね。もしその辺がわかれば、決算書の大まかな数字は、として、余ったお金があるのかないのか、

4,500万円入れてもろもろ費用に使って、それが実際にどれだけ余っていたのかというのが、棚卸ししたん

もありましょうし、売掛金も当然あったと思います。そういうのを全て清算して、本当に幾ら金が余ったの

か、また足らないのか、足らなかったら当然補正で出てくると思うんですけど、今のところそういうの出て

きてないので、金は十分あったと私は認識しとんですけど、その辺で幾らぐらい実際余ったのかの答弁がで

きるんであれば、ぜひこの場で答弁をしていただきたいというふうに思います。 

 それで、市長の思いは伝わってくるんですが、これでは何分にもいまだに市民は東粟倉どうなっとんなと

いうような声を聞きますんで、誠意ある答弁をよろしくお願いしたいと思います。１回目です。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 工房の件でありますが、今当時の議事録ですか、あれは、お読みになって、御自身もおっしゃっておられ

ましたけども、必ずしも十分な説明になってないところがあります。殊に時間経過を追ってみますと、不正

経理があったやな話があって、それが解消されたっていう話がないじゃないかという、そういたしますと、

その不正経理があったやにということで、議会でも言われたことについて決算が認定できるかということに

当然なりますわね。その決算の有効性ということが疑念を生じていたものを、じゃあ、出せるかというとな

かなか出せないというのが恐らくその当時の状況であったんじゃなかろうかと私はそんたくをするわけであ

りますし、さらに今回もし損害賠償請求というものを今起こせという議論がありますけども、それを本格的
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に執行して、それは裁判なりあるいは裁判前の和解であったりすることがあろうと思いますけど、いろんな

形で例えば資産が回復されたら、それは決算に反映しなきゃいけないわけですね、多分。市がダイレクトに

やるケースについては市に返還するんですが、株主代表訴訟にすると、形が変わってきて、決算内容に当然

変更が出てくるといったことがありますので、恐らくそういう不安定な決算について承認をしてもらった、

報告ですけどね、報告ですけども、当局としてこれでいいという形で出せる状況にはなかったというふうに

理解を私はしているわけでありまして、一連の作業、つまり最終的には裁判までいったのかもしれないこの

回復作業が終わった後、決算がまさに確定をして、それを議会に報告するというのが妥当なやり方じゃなか

ろうかなと、こんなふうに思う次第でありますので、よろしく御了解を賜りたいと思います。 

 また、決算以外の件でありますけれども、信頼性の確保ということであれば、取引先との関係で、新会社

をつくるべきじゃなくて、旧会社において適正な人事の異動、処罰、その他を旧会社をした上でそこに資本

注入をして、それが継続をしたほうが恐らくよっぽどその物事の理解はできたし、そうであれば今こんな問

題になっていなかった部分もあるというふうに思っておりまして、この辺今お聞きを私がしたのは、ほんの

一瞬でありますから、詳細には言えませんけども、通常であれば、資本注入するんだったら、それをベース

に注入原因が起こったやり方に対する処罰をして、継続をするという資本注入であるべきだろうと思うんで

す。私はそう思いましたし、そのときにさらにこれでもって税金投入はしないということを決心したんであ

れば、岩江さんがおっしゃったような約束はなかったということにもなります。さまざまに聞きますと、一

筋ではないと、あるいは言ったことと起こったことが違うということを感想として申し上げざるを得ない当

時の状況であったというふうに考えた次第であります。 

 以上です。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安本議員。 

４番（安本 博則君） 

 ２回目。 

 市長の答弁わかるんですけど、これことしの９月定例で市長が私の質問に対して言われた答弁なんですけ

ど、パンクをした会社にお金を入れるべきではなかったと、もし入れるんであれば、新しい会社に入れるべ

きだったというようなことを、突っ込んで入れたのは間違いだったというような答弁をもらっています。新

しい会社に入れるべきだというような、僕は市長の思いはわかりませんよ、なぜそう言われたのか。僕とし

たら、例えば直すべきとこは直して、そのお金で、そして今言う農業振興費で入れたわけだから、直すべき

ところは直し、そして地元の方がやられるという方がおるんであればやってもらったらいいんじゃないかと

いうような思いで多分言われたと思うんですけど、そうじゃなかったらまた違う答弁もらいたい、後で。私

はそのように思ったんです。だから、潰れる会社に入れるべきでないと、ただし入れるんであれば、今後さ

れてもらう会社に入れるべきだというような判断を私はそのようにしました。なぜこれを言うかというと、

新しい会社をスタートさせてる人たちは、それは岩江議員の質問の中にもありましたけど、大変苦労されて

おります。前にも言われたように屋根が修理で百何十万円かかったというようなことも言われております。

でも、結局はそれはその人らが今使用貸借等、何か前のときに結んどるという話があるんですけど、使用貸

借を結んどるにせよ、修繕というのはどの部分までを修繕というのか、これ何百万円もかかるものが修繕な

のか、ちょこっとするのが修繕なのか、普通に考えたら何百万円もするのはお互い協議をしながら、それは

市じゃなくて、旧会社となるんですけど、協議をしながら進めていくと、そして正常な形で餅工房が進んで

いき、今されてる方の不安をなくする、まして取引先にも迷惑かけないというような方向になると思いま
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す。それで、私が言いたいのは結局今市長の答弁の中にこれからどうなるかわからないけど、被害届もろも

ろ出されて、もしそれの結果によってまた数字が変わってくるというような答弁だったと思いますけど、と

いうことは減るということはないわけですよね。今仮に残っとるとすれば、ふえても。それは裁判費用で何

ぼか市が訴えて、市の経費でするんか、旧東粟倉を筆頭株主とするんか、それではちょっとおかしいんで、

当然市としてされると思うんですけど、その費用等を差し引いたとしても、減るということはないと思うん

です、ふえても。もし金額を請求するんであれば、裁判を起こすんであれば。ということは、一旦東粟倉工

房に入ったお金は市のお金じゃないわけですよね。増資、出資しとるわけですから。ということはその中で

農業振興という名目で出されておるんであれば、やっぱりそういうことも考えて、ましてやその不安のな

い、地域のための活性化につながる、まして農業振興という名目で出されとんだから、当然そういうことも

考えておられるのかおられないのか、市としては当然市の建物にまだなってないですから、市の所有になっ

ていないですから、できないかもわかりません。でも、東粟倉に一旦入れたお金がある以上はそのお金で直

すべきとこは、直せるとこは壊れやすいとこから順番に直して、やっぱし継続されている方、まして取引先

に迷惑かけないようにしてあげるんが人間の道じゃないかと私は思うんですけど、その辺のことをできれば

答弁をお願いしたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 お答えしますが、９月のときにあった議論は潰れる会社ということを前提とした議論だったんで、潰れた

会社にお金入れるのは無意味だということを申し上げたのはその一般論でそのとおりです。ところが、今安

本議員が御自身でおっしゃったようにあのときに入れた金が残ってるからという話されたでしょう。であっ

たら、それは潰れた会社ではなくなってくるんですよ。潰すべきじゃなかったという話になってくるんです

よ。だから、もし過大注入をしたんであれば、それはそのまま内部の整理をし、正すべきを正した上で新会

社じゃなくて旧会社がやってもやれたことになっちゃうんですよ。だから、今度は潰そうとした行為のほう

がおかしくなってきますよと。要するに、潰れた会社に資本注入するのはおかしい。で、過大注入をしたら

潰すのがおかしかったんですよ。両方とも同じコインの裏と表の真実であるから常にそういうふうに申し上

げているわけであります。 

 次に、新会社ができているもんですから、余計話がややこしくなっていって、先ほども御答弁したように

その使用貸借が例えば賃料によって妥当かどうか、あのとき無料で貸せるかどうかがはっきりしないわけで

すよ。市有財産になって、市の財産条例が適用できた場合には、これは無理すれば農業振興とか地域振興の

観点から無償で貸与することも可能かもしれない。これは議会の判断もありますけどね。けれども、今の状

況は余りにも宙ぶらりんになってるもんですから、ひょっとしてその行為が、もし例えば新工房が利益が上

げれるという水準で物事をやってたら、利益の損失になってくるわけですね。旧会社の判断が旧会社の株主

に対する利益の滅失を無視したことになる可能性があるんです。したがって、今できないんです。そうする

と、その貸した金額、取り得るべき賃借料というものを含めて請求をしろなんてことになり得るもんですか

ら、ちょっとその辺の議論は慎重にせざるを得ない。ましてや、今せっかく残ってるものを使うことによっ

て損害賠償請求の金額を上げていくというのは私はいかがなものかというふうに思う次第でありますので、

御理解を賜りたいと思います。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安本議員。 
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４番（安本 博則君） 

 ３回目。 

 今萩原市長の姿勢はわかります。じゃ、岩江議員も言われたと思いますけど、行政は継続しとんだと、延

長なんだというようなことを言われてると思いますけど、これは平成25年12月議会で質問に対しての答弁

で、機械の修理、修繕、耐用年数が過ぎてるという話も聞いていると、業者に見せるとまだ十分いけるとい

う話もまた逆にあると、その中で全ての清算が済んだときにはお金が残るようであれば、そのあたりも十分

考えてやってもいいんじゃないかというような答弁を江見部長はしています。これはページ数で96ページで

す、12月議会の。それと、当時の副市長は、これは95ページで言われてますけど、工房としてお貸しするわ

けですから、修理すべきところは修理をさせていただきましょう。貸借についての部分についても協議をさ

せていただきましょう。それから、貸借の中でどの部分を修理しよう、優先順位を決めてほしいと、一定の

整理がつき次第協議をしようというようなことを答弁されております。先ほど言ったように今の萩原市長が

言われるんと若干違うところがありますけど、というのが、済んでないので、あるんですけど、このときに

今の萩原市長のような考えがあれば、多分こういうような答弁はされてないと思うんですよ。考えがないか

らこういうような、先ほど萩原市長の言葉を使えば軽々な答弁をして、その場しのぎをしたというように思

うんです。これを聞いた現にされている工房の方々は、ああ、そこまで考えてくれとんだな、だったらやっ

てくれるんだな、もし何かあったときには、それで岩江議員が先ほど言ったように夏のモチは食えない、こ

れからがあっこのモチ工場の本当の稼ぎをする時期なんですよ。そこで機械がめげたときに大変今言う入れ

た意味がなくなってくる。私はそのときは先ほど言うた反対討論の中で時期尚早じゃないか、犯罪性があ

る、それから市民に理解を得ないということで反対した。だけど、入れるべきでない、もっと調べてから入

れてほしいというような意味での反対ですからね。何でもかんでも入れるべきじゃないというのが意味なん

ですよ。そうでないと、言われたから入れます入れますでは何にもならん。やっぱしもう少し時期をおくら

せて、よく調べてから入れてもよかったんじゃないかという意味での反対ですからね。でも、最終的には多

数決で予算が補正が4,500万円通って、現在に至っとんですけど、それで今言った12月議会の答弁でそのよ

うな答弁を江見部長も、それから岩﨑前副市長もこのようなことを言われておるのんで、やっぱり今されて

いる方は安心をしてされたと思うんですよ。だけど、実際は今苦慮してると、大変修理等、もろもろしなが

ら、だましだまし使っているような状態、特にポンプなんかはもうめげてしまえばもうモチもできない、機

械もめげてしまえばできないということは頭にありながら、だましだまし使う部分等があるように聞いてお

ります。だから、萩原市長になってからの考えはその時分はなかったんで、やむを得んのかと思いますけ

ど、市長、できる限り早く結果を出して、もし工房にお金があるんで、先ほど市長がもしそのお金がある

ん、継続すりゃよかったんだと言われますけども、結果はもう既に出とんですよね。もう前の会社はやめと

る、新しい会社になってる。そこへもってきてそれであったとすればよかったという話は結果論であって、

現実もしお金がある、旧東粟倉工房にお金が残るんであれば、そういうことも考えてもらえないかというよ

うに私は思いますので、その辺の答弁よろしくお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 それでは、江見部長にかわりましてお話ししますが、まず、経過によってどの時点での答弁するかで若干

違ってくるんですが、今会社が清算途上であるときにその清算人に預けた金員についてどうこうと言うって

ことは、これは無理です。それはきょう岩江さんの御質問の中にあった429条じゃなくて忘れましたが、会
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社法の清算のところで、むちゃすると清算人に罪がいっちゃいますんで、今そっとしておくしかないという

状況であろうというふうに思いますが、これが片がついてしまった後の起因、多分江見さんそのことを言っ

たんだと思いますけども、起因について、これは帰属をしっかりするわけですね。その帰属というのは最終

清算のときに分配をするんですけど、分配の比率というのは借金がなければ基本的に株主の方々に返る。株

主の方々が複数いるときにはその持ち株の比率において分配されるというのが通常でありますので、大体恐

らくもし残れば市に返還されるということになるであろうと、こういう構えの議論ができると思います。そ

の問題はその問題として置いといて、次に工房の議論で、今やってる方が苦労してるというのはそれはわか

りますよ。わかりますけれども、これはどういうものかという理解をしなければならないんですけれども、

いかりスーパーをもうけさせるために市が金を払うのかという問題じゃないでしょうね、これ。わざわざ補

助金を出しやすくして、安いものつくって高う売ってくれというようなことになってるとしたら、これはち

と変な問題になると思うんです。恐らく経済取引として納得できる相互の水準であるから信用問題と言って

るわけですから、経済取引であるものに対して、私会社の経済取引であるものに対して市がどこまで関与す

べきかについては議会においても十分議論を賜っておかなければ、また〔聴取不能〕の議論が出てくること

になるんで、これはむしろ私のほうからそもそもお願いしたんだけども、本当にそれで大丈夫かと、本当に

安本さんが言ったようなことで大丈夫なのかということについて、ぜひゆっくりお考えをいただきたいとい

うふうに今の場面ではお答えをいたします。もう一回総括しますと、実は今でもみんながいいと言って、今

存在するさまざまな条例とか法律に違反しない限り、金員は出せるんですよ。しかし、今我々が面前に持っ

ているその問題というのは基本的には民間の私取引の世界であって、そこにどこまでの補助が出せるのかと

いう問題にすぎないとなったときに、今おっしゃるようなことができるかどうかについては若干の疑問があ

ります。そこを申し上げてるわけであります。したがって、残った金をということの問題では最後はないの

かもしれないと思ったりもしておりまして、清算、清算でやって、そして今おっしゃった議論は本当に皆さ

んが出せとおっしゃるんだったら、議会の提案でもそれは予算として出していただければいいと思います

が、私は普通の考えで言うと、そこまでのことはなかなかできない。私企業の生産設備のようなものは企業

に対する生産助成というものが出せる場面というのは相当限定がきつんじゃなかろうかというふうに思って

おりますので、御参考までに申し添えておきます。 

 以上です。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安本議員。 

 総括です。 

４番（安本 博則君） 

 市長、わかります。私が言いたいのは、結局もしお金が余った場合株主の比率によって分けると、その前

に分ける前にそういうことも頭に入れてもらって、例えば僕らサラリーマンで転勤何回もしとんですけど、

借家を借りるときには壊れた状態では借りないんですよ。市の住宅でもそう、建設部長、そうだと思うんだ

けど、やっぱり直すとこは直して新しいのを貸すというのが通常だと思うんですよ。ただ、これは今旧東粟

倉で新しい会社で使用貸借結んどる中で細々としたことがあるんですけど、その辺は今言う株主でもし余っ

た金があって分けるんであれば、その前にそういう検討もしていただきながら、なおかつ余った金を配当の

率によって分配するというような話も考えてもらいたい。というのは先ほど言ったようにやっぱり借りるほ

うはやっぱり新しい格好で借りたい。貸すほうも壊れた状態、いつめげるかわからん状態で貸すというの

は、恐らく市の住宅でも直して貸すと思うんですよ、新しくして。そのためにいろんな契約を出したりする
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わけで。それから、普通のあれだったら、アパートなんか入るときに敷金なんかを入れて、それで直すと思

うんですけど、その辺もよく考えて、もし清算をする場合にはよく考えてしてもらいたいと思います。これ

で私の質問終わりますけど、市長に一言、私ずっと市長のこのやりとり、他の議員と、それから市政の議会

以外で市長の姿勢を見てますと、もったいないです、この市では。やっぱし出るべきところに出て、美作市

のためにもっと一生懸命やってもらったら、僕は美作市民喜ぶんじゃないかなと思うんですけど、これは私

の希望にすぎませんので、よろしくお願いします。これで終わります。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番５番、議席番号４番安本博則議員の一般質問を終了いたします。 

 お諮りをいたします。 

 本日の会議はこれで延会したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。 

 本日はこれで延会することに決定をいたしました。 

 本日はこれで延会をします。 

 再開は明日９日午前10時からです。 

                                       午後５時15分 延会 
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                                       午前10時00分 開議 

議長（山本 雅彦君） 

 皆さんおはようございます。 

 携帯電話の電源を切っていただきますようお願いをいたします。 

 傍聴者の方は傍聴規則を遵守していただきますようお願いをいたします。傍聴席において写真撮影、録音

等は禁止をされております。傍聴者の方が傍聴規則が守れない場合は議場より退席をしていただきます。 

 昨日に引き続き会議を開きます。 

 欠席者の報告をいたします。議席番号14番小渕繁之議員が通院のため欠席であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 

    日程第１  一般質問 

 

議長（山本 雅彦君） 

 日程第１、「一般質問」を行います。 

 昨日に引き続き、通告順に発言を許可いたします。 

 通告順番６番、議席番号３番安藤功議員の発言を許可いたします。 

 安藤議員。 

３番（安藤  功君）〔質問席〕 

 皆さんにおはようございます。 

 ただいま議長の発言の許可をいただきましたので、平成26年12月定例議会の一般質問をさせていただきま

す。 

 本当に時間のたつのは早いもので、もう師走でございます。最近、特に私思うのでありますけれども、年

を重ねるごとに時間の流れがとても早く感じられております。地球の自転、公転が1.5倍ぐらい速くなった

のではないかなというふうな感じさえしているきょうこのごろでございますが、市長におかれましては御就

任後約８カ月がたたれました。今後とも美作市発展のために何とぞ御尽力賜りますようよろしくお願いを申

し上げます。 

 それでは、通告に従いまして本日の質問をさせていただきたいというふうに思います。 

 このたびの定例会におきましては、私は４項目の質問をさせていただくようにしておりますので、まず１

項目めから質問をさせていただきます。 

 まず、１項目めでございます。美作市内の若者の動向調査、就職等の現状ほかでございますが、１として

美作市の人口流出原因を探ることと、市内の主な企業、誘致進出企業を中心として雇用の現状と募集状況等

についてお尋ねをさせていただきます。 

 まず、人口流出の原因を探る件についてでございますけれども、11月４日の新聞報道によりますと、来年

度から厚生労働省が地方からの人口流出の原因を探るため、16歳から29歳の男女２万人とその配偶者を対象

に来年度から10年間の追跡調査を始め、進学、就職、結婚、出産などといった人生の節目にどのような理由

でどこに引っ越したかといった詳細なデータを集めて分析し、少子化対策や雇用創出など地域ごとの政策に

役立ててもらうとのことでございます。報告書は毎年公表されるそうですので、美作市にとっても参考にな

る部分は大いに公表結果を参考にしていただき、市の政策に生かしていただきたく思います。 

 そこで、美作市も国の調査を参考に独自の調査をされてみてはいかがでしょうか。お聞きしたところによ
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りますと、市役所の窓口において転入転出手続をされる際に任意でその理由等をお尋ねになられているとの

ことでございますが、そうした場面にとどまらず、例えば中学校や高校生を対象にアンケート調査を行った

り、成人式を初め各種集まりがあるときなどを中心に調査を行ったらいかがでしょうか。そして、その調査

が調査のためのそれではなく、最終目的ではないわけであって、その結果を踏まえて美作市の今後の政策に

どう生かすかということが非常に重要であると思いますが、いかがでございましょうか。 

 人口流出の原因にはさまざまな理由があると思われますけれども、調査結果を見なければ断定はできませ

んが、恐らく以下のような問題が提起されるのではないかと推察をされます。 

 大きく分けるならば、学びの場、雇用の場、子育て環境、そして住宅問題等が挙げられると思います。今

回の質問では雇用の場の現状についてお尋ねをさせていただきます。 

 先日、担当部署にお尋ねをさせていただきましたところ、美作市に美作市誘致進出企業協会があり、37社

の加盟があるとのことでした。そして、その企業協会におきまして、現在のところ全従業員数が約1,800名

で、そのうち約1,000人が美作市内にお住まいの方々であるとのことでございました。これ以外にも加盟を

されていない企業さんや地元企業さんはたくさんあると思われますので、数字はもっと大きくなると思いま

すけれども、企業が雇用するに当たっては、日本やまた世界経済の状況がどのようにあるか、また企業さん

の経営状態や状況が大きく左右すると思われます。それを私たちだけで解決することはなかなか難しいと思

いますけれども、雇用の場としての受け皿である働く場が確保されなければ、人口の増加どころか人口減少

や流出に歯どめがかかりません。 

 そこでお尋ねをいたしますけれども、現在美作市内に進出されている企業さんや地元企業さんに美作市内

にお住まいの方々一人でも多く雇用していただくように、市として大いに働きかけをしていただきたく思い

ますが、いかがでございましょうか。 

 また、作東産業団地を初め、市内にはまだ工場誘致用地に余裕があると思います。今後もますます企業誘

致に力を注いでいただき、雇用の場の充実に取り組んでいただきたく思いますが、いかがでしょうか。こう

した取り組みは地域経済の発展にも大きく寄与すると思いますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

 私の質問は６番目ということで、昨日の議員方の質問と若干重複する部分がございますけれども、御容赦

願いまして、御答弁のほうをよろしくお願いをいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 安藤議員の御質問でありますが、まさに今、美作市を含めて人口問題に取り組んでいる自治体として最も

注意をしなきゃいけない、真正面からの質問だというふうに理解をしております。 

 幾つか御質問の中に論点があったんで、その中で私から答えるべきものをお答えしておきたいと思います

が、独自の調査、これは絶対に必要であります。新聞を見て政策を練るようなことでは市役所はいけないわ

けで、市役所が行ったものを新聞が書くのはいいんだけども。あるいは県から聞いて何かやるんだというの

はあり得ないわけです。一番身近に市民と接する者はその責務として市民の実態、思い、あるいは悩みとい

うものを他の主体よりも最も詳しく把握をするというのがある種当然のことだというふうに思います。そう

でなければまともな行政がなかなかできないと私は思っております。 

 そこで、就任早々、市民部においてどういう人口についての把握をしているのかということを尋ねてみた

わけでありますが、理由はさておき、その意識が十分には到達をしていなかったことも分かりましたので、

手始めに移動理由について個別の聞き取りを転入転出の際に行っていただくようにお願いをしておりまし
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て、まだ十分かどうかは別として、次第にその関係の蓄積も出てきているわけであります。 

 ただ、その調査は大体その転入されるときに家族を代表して来られる方に聞かざるを得ないわけでありま

すから、高校生の問題であるとか、大学生の問題というのは余りとれてないんですね。つまり現住所は変わ

るけども、いわゆる住民登録は残しながらすっといなくなるというのが学生移動の状態があるもんですか

ら、そこのところが把握できないというのは大変大きな問題の一つだというふうに認識をしておりまして、

学校、生徒に対してどういう思いがあるかということについては、本当にいい御指摘だと感服しておりまし

て、ちょうど来年の１月ですけど、12日に成人式がある、そのときに何をするかというてまた議論をした

ら、余りぴんとこなかったんで、そがいなものはできんでという話をしたんですが、新成人の方々にヒアリ

ングができれば、実数結構多いもんですから、参加率も高いんであれですが、アンケートなりヒアリングを

するということを一つのテーマに教育委員会はしたらいかがかと思いますが、うんと言っていただけます

か。 

 はいと、こういうことですので、これはもう本当にいいアイデアと私も思っております。 

 それから、働く場についていろんな議論があるんですが、議員の御質問の中にもちょっと出てましたけれ

ども、民間の製造業を中心とした企業については、なかなか我々自身でコントロールすることはできない面

があります。彼らも世界のマーケットの中で競争力を維持するために、賃金の問題も含めて必死の攻防をし

ている中での話であることや、それから御案内のように景気動向に製造業の場合に非常に端的に左右をされ

るわけでありまして、思い起こせば例えば群馬県のある町にブラジルの方がどっと行って、もう町が盛んに

なっとったんですが、リーマン・ショックを契機として、もうどないしょうもなくなったと、県内では総社

市にそういう状況が見られたわけでありますけれども、それはだからといって企業誘致をしないということ

ではなくて、するんだけれども、その企業誘致のよさとそれから企業誘致が抱える人口動態への自分たち、

市ではコントロールできない要因が発生することも常に覚悟をしておかなければなりません。 

 したがいまして、企業誘致を進めながらも、別の要因で雇用は決定する、あるいは人口が決定するような

業種を選ぶことも大変大切で、その観点から先ほど議員もおっしゃいましたように、学ぶ場が必要である、

そして働く場が必要であるということをおっしゃいましたが、それをダブル、一発で一石二鳥でかなえるの

が教育機関の誘致ということになって、３番目に申し上げますと、製造業、今は教育機関と言いましたが、

もう一個は福祉の世界であります。福祉的なそのサービスというものの重要性というのは論をまたないわけ

でありまして、非常に重要な分野になってきます。かつ、ここは結構安定した、賃金のレベルがちょっと低

いんでつらいんですが、安定した雇用の場というふうになっていく、こう思います。 

 例えばやまゆり苑のところで展開する高齢者のサービスを付随した専用住宅プラス小規模多機能で24室と

いう話がありましたけれども、どれぐらいの雇用が出るかというと、10人は軽く超えます。場合によっては

20人ぐらいの雇用に最盛期はなっていくわけでありまして、非常に大きな私は雇用の場の一つだというふう

にも考えておりまして、申し上げていることは、企業誘致をしつつも安定雇用ができる場をどう確保してい

くかということを別途考えていかなければならない、その際に教育機関と福祉の関係というのは重要である

と、こういうふうにまず申し上げておきます。 

 それからもう一つは、今美作市内における最大の雇用主は、我が社というか、ここの場でございますの

で、それもやはりよく考えてやらなかん。どこかの議会で申し上げましたけども、高卒の方に受験資格を拡

大しようということでやっておりまして、〔聴取不能〕はもう決まったそうでありますが、２名の高卒者が

採用されて、かつこれがどういうことになっているかといったら、美作市ゆかりの方々が市外の高校に出た

んだけれども、この呼びかけを見て帰ってくるという形で、面接担当官の方々に聞いたら、２人ですかね、
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両候補者とも非常に面接態度においていいものがあったというふうに聞いております。こういった方々が来

られたときに、今後例えば通信制の大学に行くとか、あるいは定時制の大学に行きながら大学を卒業すると

いうことを主としてサポートするなども考えていけば、結構意義のある雇用対策にもなりますし、人口対策

にもなってくるというふうに思っております。 

 あと、勝央町との関係でいろいろ議論があるんですが、市の職員の異動状況を見ると勝央町に結構行って

いるんです。これは勝田が嫌だとは言わないんですよ。言わないんだけれども、住宅政策の問題が若干ある

のかもしれません。黒土という団地ができつつあって、そこのプライシングというか値段設定なんかが割合

そういう方々にとっていいゾーンになっているもんですから、そこで随分ひかれているという議論がありま

す。私どもとしては、それを市でどうするかというの考えてもいいんですが、さしむき英田の小原に住宅を

つくるということを決めたわけでありますけれども、その住宅の考え方をこれは議会でもお伝えをしており

ますけれども、いわゆる公営住宅法の区分じゃなくて、どんな人でも入れる、所得にたしか関係なく入れる

形でやろうということで考えておりまして、まさに黒土における問題に対応して、我々としても、まだ数は

少ないんです、10戸でしたっけ、数は少ないんですが、それでも今私どもの建設部においては人口の問題を

理解をした上で運用を変えていこうという試みをさせていただいているわけであります。 

 このほか、いろんな議論がございますけれども、とりあえず私が今申し上げたことは、実態調査は必要で

あるし、実態を把握することによって政策ができる。そして、その実態把握の中で方向性あたりの実態把握

が不十分、あるいは成人あたりの実態把握ができないという認識のもとに議員の御指摘を非常に重要なもの

として政策に生かしていきたいということでございます。どうぞよろしくお願いします。 

 なお、成人式は11日、12日じゃないのね、はい。１月11日になったそうでございます。本当ですか、は

い。よろしくお願いします〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、経済部からの答弁ということでさせていただきます。 

 市長のほうが概要は申されましたので、そのあたりを含めまして発言をさせていただきます。 

 きのうも則本議員の御質問の中でお答えさせていただきましたので、重複するところがあるかもしれませ

んけれども、そのあたりを踏まえまして答弁をさせていただきます。 

 先ほど議員も言われましたとおり、美作市に誘致進出をされている企業は37社で従業員数は1,800名とい

うことでございまして、そのうちの６割が美作市に在住の方ということでございます。未加入企業につきま

しては状況を十分に把握はしておりませんけども、多少の差異はあっても、市内全体でも同様と想定をして

おりまして、各企業におきまして地元雇用に対して御努力をいただいているというふうに思っております。 

 それから、企業側の立場からも地元貢献や従業員の安定確保、それから地元雇用に対する優遇制度等もあ

りまして、今後とも格段の御配慮をいただけるものというふうに考えております。 

 次に、美作市内の雇用状況でございますけども、ここ数年、徐々にではございますけども、回復傾向の兆

候があらわれておりまして、概数的なものといたしましては、ハローワーク美作出張所管内の雇用保険被保

険者数が平成22年５月期は9,560人でありましたけども、ことしの５月期は9,691人と、若干でございますけ

ども、増加傾向にあるということになっております。 

 また、誘致企業とベトナムを初めとする外国人研修制度による労働力確保を目的に同時進行の形でこれも

取り組むことが企業の経営安定と事業拡大につながり、ひいては美作地域の活性化並びに市の発展に大きく
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貢献すると、このように考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 安藤議員の御質問、人口流出の原因というところで市長が答弁をいたしましたところでございますが、若

干データ的なものも踏まえまして、答弁をさせていただきます。 

 美作市の人口減少のうち、転出者数が転入者数を上回るという、いわゆる社会減という状況につきまして

は、例えばですけども、林野高校のこの春の卒業生の進路でございますが、県内への進学または就職という

のが約29％でございまして、残りの約71％につきましては、県外のほうへ進学をしておられるといったよう

な状況でございます。高等学校や大学への進学の時点で社会減が発生しているといったような傾向があるか

と思います。加えまして就職ですとか結婚ですとか、そういった人生のいわゆるそのステージといいます

か、そういった場面で人口が流出といったような傾向が見られるところでございますが、先ほど市長からも

ありましたとおり、こうした動向をさらに的確に把握するために、高校卒業時等の機会を捉えまして継続的

な情報収集を図ってまいりたいと考えております。 

 なお、本年10月に市内の職場に通勤をしております市外在住者、約100人を対象に意識調査を実施したと

ころでございまして、現在その結果を取りまとめ中でございますが、市外に居住をしている主な理由としま

しては、婚姻関係といいますか、いわゆる結婚を契機にというものを初めとしまして、賃貸住宅のいい物件

が少ない、またはないとか、それから病院が近くにないとか、高校進学の選択肢が限られるといったような

こと、また子どもの医療費の無料化の年齢差ですとか、商業店舗の不足といったようなこと、公共交通機関

の不足なども挙げられております。中には大変厳しいような御意見もございますが、こうした声を貴重な声

と捉えまして、今後の住宅政策等に生かしていけたらと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安藤議員。 

３番（安藤  功君） 

 御答弁ありがとうございました。 

 市長のお話にもあったんですけれども、私もそうであったんですが、どうしても高校を卒業して進学する

方々は、県内や県外に出ていくことはある程度仕方のない社会現象だと思います。しかしながら、ぜひとも

卒業されたその学校、各種学校を卒業された暁にはぜひとも美作市へ帰っていただけるような支援をつくっ

ていかなければならないというふうに思っております。 

 先ほどの御答弁にもございましたが、賃貸住宅や住宅地が少ないことや病院、特に小児科が近くになかっ

たり不足していること、商業店舗の不足等は私もよく耳にしております。なかなか行政だけで解決し得ない

問題もたくさんございますけれども、住みやすい、そして暮らしやすい美作市になるよう一層の努力をお願

いをいたしたいというふうに思います。 

 これは最近の実話なんでございますが、現在はある市外にお住まいのある御家庭がお隣の町へ一軒家を最

近新築され定住をされました。その方に、知り合いだったものですから少々お尋ねをさせていただきまし

て、その家を建てられるときに美作市の選択肢はなかったですかというふうにお尋ねをさせていただきまし

たところ、返ってきた言葉を要約いたしますと、美作市の義務教育終了までの医療費の無料化を知らなかっ
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たとか、移住定住の補助金制度を知らなかったと同時に、これ御批判といいましょうか、その方の御意見な

んですけれども、美作市は市民税が高いんでしょうとか、家を建てるにも土地代が高いんでしょうといった

ような内容のことを申されておりました。私が感じたのは、美作市という感じでは、美作市というと何とな

く少々マイナスイメージで捉えられておられるのかなと、これが現状なのかなと、その方だけなんで一概に

は言えませんけども、そういったこともあると、一例としてあるということなんです。 

 企業誘致や観光誘致のみならず、ホームページ等でどしどし美作市のよい点をアピールしていかなければ

ならないし、市長がよく言われておりますように、美作市の営業マンとして我々もＰＲに努めなければなら

ないということを反省した次第でございます。 

 それから、企業さんが地元雇用された場合の優遇制度等があるとのことでございますが、差し支えなけれ

ばその内容をお聞かせいただきたいというふうに思います。 

 また、作東産業団地など美作市が携わっている企業誘致可能場所のおおよその区画数なり、残っている、

面積的にはどれぐらいまだあいている状況なのでしょうか。そして、現在、企業誘致に向けどのような取り

組みをされておられますか、具体的な話が進んでいる企業さんはございますでしょうか、２回目の質問とさ

せていただきます。よろしくお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、２回目の質問に答えさせていただきます。 

 まず、地元雇用の優遇制度の関係でございますけども、美作市では企業立地雇用促進奨励金交付要綱に、

工場等の操業開始に伴う新規雇用者のうち、岡山県内に住所を有している方及び美作市内に新たに住所を定

めた方の数に対する雇用促進奨励金制度を設けております。それから、１人当たりの補助金額は、公的団地

では10万円、民有地は５万円となっております。 

 また、ハローワークには過疎地域において事業所の設置整備を行い、あわせましてその地域に居住する求

職者を雇用する場合、設備整備費用を対象労働者の増加数に応じまして助成する制度、地域雇用開発奨励金

というものがございます。 

 次に、美作市が携わっている企業誘致可能場所でございますけども、美作市土地開発公社保有の土地とい

たしまして、作東産業団地ほかに３団地ございます。区画数は作東が予約地を除いて、残りは４区画でござ

いまして、他の小規模団地は山城、宮原、桃山の３団地でございます。面積は全体地合計で分譲地面積が約

10万8,100平米、それからこのうち工場用地となる平地の面積が７万3,300平米となっております。 

 次に、現在の企業誘致に向けての取り組みといたしましては、優良企業への立地アンケート調査や市のホ

ームページ、それから岡山県及び関係団体等の連携で情報発信に努めておりまして、今年度は新たな取り組

みといたしまして、９月の末に大阪で開催されました大規模企業展へ出展をいたしまして、多数の企業関係

者にもお会いし、それから企業誘致のみならず、美作市の観光や物産もあわせてＰＲをさせていただきまし

た。今後も完売を目指しまして、誘致効果につながるさまざまな取り組みを見出して根気よく取り組んでま

いりたいと、このように思っております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安藤議員。 

３番（安藤  功君） 



－116－ 

 御答弁ありがとうございました。 

 これで総括にさせていただきますけれども、美作市の人口流出のさまざまな原因を調査等で探り、その結

果を踏まえて美作市の政策に生かしていただきたいというふうに強く思います。また、誘致企業さんや地元

企業さんに美作市内にお住まいの方々一人でも多く雇用していただくよう働きかけをしていただくと同時

に、商工会さんやハローワークさん等と連携し、働く場の確保とともに住みよい、そして暮らしやすい美作

市を築いていただきますようよろしくお願いを申し上げまして、この項の質問を終わります。 

議長（山本 雅彦君） 

 それでは、２項目めに入ってください。 

３番（安藤  功君） 

 続きまして、それでは２項目めの質問に入らせていただきます。 

 美作市の児童・生徒の問題行動と教育についてということで、児童・生徒の問題行動についてと郷土愛を

育む教育のあり方についてお尋ねをさせていただきます。 

 本年10月16日に文部科学省が発表した2013年度の問題行動調査で、小・中学校生による暴力行為の発生率

が高い岡山県は1,000人当たり6.6件で、前年度より0.2件減ったものの、都道府県順位が前年度と同じワー

スト６位であったとの報道がありました。全国平均が4.3件ですから、2.3件も上回っております。そうした

中、美作市においての暴力行為を初めとし、いじめ問題、不登校、出席停止等の問題行動の数値やまた教育

相談の現況はどのようになっているのかをお尋ねをさせていただきます。 

 次代を担う美作市の宝である子どもたちを守るためにも現在の状況を把握し、教育行政に生かしていただ

きたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 また、子どもの教育には、家庭、学校、地域の連携、そしてそれぞれのつながりが必要不可欠と思います

が、教育委員会としては今までの取り組み、また今後どのような取り組みを考えておられますでしょうか。 

 しかし、全て教育委員会任せではいけません。子どもを守り育てるのは大人の重要な役目であると思いま

す。私たち大人も襟を正し、子どものよきお手本になるべく、不断の努力をしていかなければなりません

し、ある意味においては子どもたちの先生であると認識を持つことも大事であろうというふうに思います。 

 また、学校教育の場において学力向上に力を注ぐことは、これは当然のことでありますれども、昨今道徳

教育にも以前にも増して着目をされ始めていますけれども、同時に美作市独自の郷土愛を育む特色のある授

業、そして情操教育といった意味合いも含めた授業を展開することがこれからは必要と考えますが、いかが

でしょうか。 

 子どもたちに郷土愛を育む過程において当然美作市を好きになってもらわなければなりません。美作の文

化や歴史、郷土が生んだ偉人や美しい自然を知ることや学ぶこと、基本的なことではありますが、親、兄

弟、親戚、近隣、同級生や恩師などといった方々に感謝する心を育てることや、それぞれの地域で催される

地域の伝統的な各種行事等に参加することが肝要かと思います。 

 そういう観点から見ると、昨年度制作されましたふるさとカルタはすばらしい事業であるというふうに思

います。ことしも昨日から発売されているんですかね、はい。そのふるさとカルタでありますが、家庭や学

校、地域でますます御活用されることを期待をいたしているところでございます。 

 子どもたちにとってかけがえのないふるさと美作を愛することが日本の国を愛することや、ひいては人類

愛につながると思います。そして、美作市を僕たち、私たちが守っていき、また次の世代に引き継ごうとい

う気持ちが芽生え、それが自身の行動にもつながり、美作市をリードしていく人材へと成長して活躍してく

れる日が必ず来ると思います。郷土愛を育むことが人口減少問題に歯どめをかける一つの要因になり得た
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り、子どもたちの問題行動も必然的に減少していくのではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

 ちなみにではありますが、これは都道府県単位の調査でありますので、直接美作市イコールではないわけ

でございますが、郷土に対する愛着度、これ１位が沖縄県、２位が北海道、３位が京都の順で続きます。岡

山県は31位でございます。また、郷土の自慢度はやはり１位、２位、３位は同じなんです。同じ順位なんで

すけれども、何と岡山県は37位に後退いたします。そこには少々さみしい現実があるわけなんですけれど

も、大人も一生懸命頑張っていかなきゃいけないんだというふうに思っております。 

 それから、皆様方も十分御承知のとおり、たびたび出ている話でございますが、日本創成会議の試算にあ

りますが、2040年には全自治体の約５割に当たる896の自治体の消滅が危惧をされているところでございま

す。美作市も遅きに失することなく、取り組みを強化していかなければならないと思いますが、いかがでし

ょうか、１回目の質問とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 まず、先ほどの市長が教育委員会の所管分をお答えになりましたので、改めて教育委員会のほうからお答

えさせていただきます。 

 成人式につきましてのアンケート調査というものは、私も個人的ではございますが、成人式というのはた

だ晴れ着を着て集まるということではなく、そこで何か学んで帰るとか、何か感銘を受けて帰るということ

も必要かと思いますので、ぜひこの調査はさせていただきたいと思っております。 

 それでは、改めまして美作市の児童・生徒の問題行動教育について、そしてまた郷土愛を育む教育のあり

方について御答弁をさせていただきます。 

 まず、美作市における問題行動の数値や教育相談の現況ということでございますが、御指摘のとおり岡山

県としての問題行動の数値というのは依然として高いことがございます。昨日も御答弁いたしましたとお

り、青少年での補導というのは本当にこれは自慢できない数値ですが、全国トップファイブというのを譲っ

ておりません。 

 しかしながら、美作市におきましては、中学生の暴力行為は、1,000人当たりの数で答えますが、県では

18.5件、国では11.3件、これは県は非常に高いと、6.7件も高いということですが、それに対して美作市で

は6.7件ということで非常に低い数値になっております。これは今までに比べてかなり改善をしているとい

うことがございます。 

 またしかしながら、中学校の不登校におきましては、残念ながら県や国よりやや多いと。あるいは小学校

の暴力行為が減っていたんですが、現在は県2.1件に対して昨年度の数値は5.8件というふうに少し多くなっ

ております。こうしたことが課題というふうに捉えております。 

 なお、出席停止というのは、全国では幾つかございますが、美作市においてはとっておりません。 

 不登校への対応ということが問題になるわけですが、小・中連携を密に行いまして、いわゆる中１ギャッ

プ、これはもう中学校１年生で明らかに今までの倍以上に大きく膨れ上がります。それへの対応あるいは欠

席３日までの早期対応ということを行っております。 

 それから、先ほど申し上げた小学校での暴力行為でございますが、平成24年度より11件の増ということで

非常に多くなっておりますが、これは残念ながら落ちつかない学級において子どもの間でのけんかというこ

とが多発しているというふうになっております。 

 そうしたことから、落ちついた学習環境づくりというのが何より大切ということで今現在各学校で取り組
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んでおります。 

 これらの問題行動への対応というのは、議員御指摘のとおり、学校だけでということではなく、家庭、地

域などとのつながり、連携ということが何より大切かと思っております。教育委員会といたしましてもＰＴ

Ａ連合会、小学校区にあるさまざまな見守り隊の方々、学校応援団組織の方々等と連携をして子どもたちを

見守っていただき、学校ではスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等を活用して定期的に教

育相談を行う、必要な場合は緊急に行うなどして、子どもたちの健全育成に努めております。こうしたこと

で先ほど申し上げた落ちついた環境ができ上がっているものと思います。 

 今後も今現在も不登校の子どもたちは適応指導教室というのに一部の子は通っておりますが、みまさか塾

へ通っておりますが、そうしたところ、あるいは青少年育成センターとの関係機関との連携、そして美作市

の学校問題第三者委員会、よりよい学校づくりの委員会です、こうした協議も活用しながら、落ちついた学

習環境になるように努めてまいります。 

 続きまして、郷土愛を育む教育のあり方ということでございます。 

 本市には本当に豊かな自然と各地区に伝わる伝統行事がございます。私は10月に粟井で公演されました粟

井春日歌舞伎を拝見してまいりました。低学年の子どもがおはやし、そして高学年、６年生を中心に役者と

して立派に演目を演じておりました。さらには、子どものころに歌舞伎を演じた青年が今度は大人として出

演しておりました。そこには地元の文化を守り愛する姿というものが見ることができたと思っております。 

 また、平成26年度の全国学力・学習状況調査におきまして、今住んでいる地域の行事に参加していますか

という問いがございますが、それに対して小学校では83.5％、中学校では63.5％の子どもが参加しています

というふうに肯定的に答えています。これは実は全国の平均と比べまして、小学校では15.5％、中学校では

19.9％高くなっております。非常に参加率が高いということです。 

 学校におきましては、社会科での郷土学習、美作市の歴史や文化を調べよう等のテーマで調べ学習を行う

総合的な学習の時間、道徳では伝統と文化を尊重し、それを育んできた我が国と郷土を愛することというの

が目標の一つとございますので、それを実施しております。 

 今後もここへきょう、今持ってまいりましたが、これふるさとカルタ、昨日もテレビのほうで営業課の方

がＰＲをされておりましたけれども、こうしたふるさとカルタ、これも活用しながら美作市の自然と人を愛

し、そして確かな学力、豊かな心というものを育んで、夢や希望を持って将来に向けて前進できる大人へと

成長できるように教育施策を推進してまいりたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。

〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安藤議員。 

３番（安藤  功君） 

 御答弁ありがとうございました。 

 それでは、２回目の質問をさせていただきます。 

 御答弁によりますと、中学校では不登校が多く、小学校では暴力行為が多いことが課題とのことでござい

ますが、それらの問題には必ず原因があると思います。児童・生徒にかかわる全ての人々が協力し合い、子

どもたちの心を開かせ、対処していくことが大変重要になると思います。 

 とりわけ子どもたちの教育上、どうしても子どもたちと教師の関係性というものは大きなキーワードにな

ってまいります。子どもたちは休日以外は学校等で昼間の大半を過ごしているわけですが、そこで接してい

る大人は教師でございます。教師も人間であります。人間が人間を教育するわけですから、その教師にはす
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ぐれた知識はもとより、人間性を期待いたします。美作市立の教師は県の職員ではありますけれども、そう

した意味合いも含め、教育委員会として教師の方々に研修会であったり、また勉強会であったりといったも

のをされておられるのでしょうか。 

 それからまた、私もいろいろと耳にしたことがあるんですけれども、自分の目で見たわけではございませ

んので、詳しくはわかりませんけれども、市内のとある学校で若干問題のあるクラスがあるというふうなこ

とをお聞きしておりますが、そういった状況が本当にあるのかないのか。また、あった場合は教育委員会と

して把握をされておられるのでしょうかということの質問でございます。 

 それが事実であれば、何か対処をされたのか、されておられるのかということと、そのまま放置するとい

うことではいけないと思いますので、そのあたりも含めて御答弁をお願いをいたします。 

 また、御答弁をいただきましたように、子どもたちの郷土愛を育むため、美作市として特色ある、そして

中身のある教育施策を御期待を申し上げて、２回目の質問とさせていただきます。よろしくお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 それでは、安藤議員の２回目の御質問に答えさせていただきます。 

 まずは、教員の研修、そして勉強ということ、そして市内の荒れたクラスということでございますが、ま

ず教育委員会として教員の研修、勉強会等をしているのかということでございますが、美作市教育委員会と

して開催している研修は、教務主任、研究主任、生徒指導担当者、そうしたそれぞれの担当を集めて行う業

務内容別のもの、あるいは市内の初任者、初めて教員になった方々ですね、この方々を集めて研修会を行う

ものなどがございますが、そのほかに当然教員が自主的に中学校区ごとに集まって行う研修、あるいは教科

ごとに行う研修などがございます。 

 また、岡山県総合教育センターでは、多くの講座が開催されておりますが、そうした各種講座、あるいは

他都市でも行われる研究会等には希望者が参加をしております。 

 いずれにしても、子どもたちを教える立場として常に自分自身が研さんを積み、学び続けるということ

は、私は教員の責務であるというふうに考えております。 

 次に、市内の学校の荒れたクラスの状況ということでございますが、これは残念ながらそうした状況がご

ざいます。私自身も既に数回、授業参観等に出かけて状況を把握させていただいております。そうした中

で、私自身も含め、校長に対して対応策をアドバイスをする、あるいは市教委の指導主事が頻繁に授業参観

を行う、育成センターの者が手助け、育成センターに対して手助けを依頼するなどをしております。また、

県にお願いをしてスクールソーシャルワーカーの派遣などもお願いをしております。 

 いずれにしても、こうした問題を解決をするのは学校ということでございますので、学校においても校長

を先頭に保護者や地域の皆様にそうした状況をしっかりと御説明し御理解をいただき、協力を仰ぎながら、

現在解決に向けて努力をしております。教育委員会としても解決に向け、学校への支援をしてまいりたいと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安藤議員。 

３番（安藤  功君） 

 ありがとうございました。 
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 これで総括をさせていただきますけれども、現在の子どもたちが将来、この美作市にとどまってくれなけ

れば、未来の美作市は存在し得ません。学力向上は申すまでもありませんが、子どもたちにふるさと美作を

愛する心を育むべく、郷土愛が生まれる特色ある授業等、教育環境を整え、また学校の抱える諸問題を早急

に解決をしていただき、明るい美作市の未来が開かれるよう、皆が一致団結して取り組んでまいりましょ

う。 

 また、ふるさとカルタでございますが、昨日より今年度も販売をされておられるということでございま

す。ぜひとも御購入をいただき、来る来年のお正月にはこのふるさとカルタで御家族、知人そろってカルタ

遊びで楽しいお正月をお過ごしをいただきたいということを御祈念申し上げて、この項の質問を終わらせて

いただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 続いて３項目めに入ってください。 

３番（安藤  功君） 

 それでは、３項目めに入らせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 ちょっと待ってください。 

 それじゃあ、竹田企画振興部長からカルタの現状について答弁があります。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 美作市ふるさとカルタ、昨日から議員おっしゃっていただきましたように、販売を開始いたしておりま

す。早速多くの市民の方々、直接営業課のほうにも訪れていただいたりということで購入をしていただいて

おります。どしどしまたお買い求めいただけたらと思います。どうぞよろしくお願いいたします。ありがと

うございました。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 それでは、質問。 

 安藤議員。 

３番（安藤  功君） 

 ありがとうございました。 

 では、３項目めの質問に入らせていただきます。 

 この項の質問も昨日と若干重複いたしますが、御容赦をいただきたいというふうに思います。 

 高齢者生活協同組合の現在の状況で、高齢者の移動支援ほかについてお尋ねをさせていただきます。 

 本年６月定例議会におきまして、特に美作市内でも山間部、また辺地と呼ばれるところにお住まいの高齢

者の方々の今後の交通手段等についてお尋ねをさせていただきましたところ、消費者生活協同組合の枠組み

を生かし、組合員の相互で交通手段を確保する、夏をめどに実証実験を始めるとの御答弁をいただきました

が、その後、状況はどのようになっておられますでしょうか。 

 当然地域や市民の皆様の御協力をいただけなければ成り立たないと思いますけれども、高齢者、特に独居

生活をされておられる方や車の運転をすることができない交通弱者と言われる方々は、日々の生活でも大変

な御苦労をされておられます。そういった交通弱者の方々のためにも一日も早く有効な手だてを講じていた

だきたく思います。 

 また、地域のよっては日々の食事や生活必需品の購入に欠かせない移動販売車の撤退や廃業が見られま

す。その理由はさまざまであろうと思いますが、行政として移動販売、またはそれに準ずる仕事がなりわい
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として成り立つような援助等はできないものでしょうか、１回目の質問とさせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 安藤議員、答弁は休憩の後に行います。 

 ただいまより10分間休憩いたします。 

                                       午前10時52分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午前11時02分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほどの安藤議員の１項目めの答弁に対して訂正がございますので、真野部長のほうから行います。 

 建設部長。 

建設部長（真野 弘紀君） 

 先ほどの小原住宅の説明の中で、世帯数を10戸と申しましたが、12戸でございまして、小世帯向けが６

戸、一般世帯向けが６戸の12戸でございます。上限の方を撤廃しておりますので、皆様の方にしっかり御利

用していただければと思っています。失礼しました。 

議長（山本 雅彦君） 

 それでは、安藤議員の３項目めの質問に対し１回目の答弁から行います。 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 それでは、安藤議員の高齢者の移動支援について答弁をさせていただきます。 

 高齢者生活協同組合設立準備室が中心となって、各地域の老人クラブ、支部への説明会を現在行っていま

す。前向きに取り組みを進めたいとの考えをお持ちの地域もふえていますが、移動支援の実証実験について

は夏が終わるごろまでに始める予定で進めていましたが、現在はまだ実施ができていません。この事業は地

域の方々の深い御理解と御協力がなければ取り組むことができなく、前向きに取り組みを進めていただいて

いる地域におきましても、地域の一部の人ではなく、全体で理解を深めてから取り組みを進めたいとの意向

があるためで、このような状況になっております。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 安藤議員の御質問、高齢者の移動支援等に関するもののうち、移動販売などに対する援助についての御質

問でございます。 

 近年、コンビニや大手スーパーなどがインターネットで申し込みの受け付けを行いますネット宅配サービ

スなども見受けられるところでございますが、高齢者の方の中にはインターネットを使うことが不得手でネ

ット宅配サービスの利用は難しいとおっしゃるような方も多くいらっしゃいまして、特に公共交通機関の利

用が困難な地域の方々などにとりましては、移動販売は生鮮食料品ですとか、生活必需品の購入になくては

ならない手段となっておると認識しております。 

 このため美作市といたしましても、移動販売を手がける事業者の方の一時的な投資経費の軽減になればと

いうことで、昨年度から２年間の限定ではございますが、自動車移動販売事業支援補助金を設けまして、移

動販売事業を継続または新規参入をされます事業者の方を対象に車両の購入補助を行っておるところでござ
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います。昨年度は勝田地域の事業者の方に補助を行いまして、移動販売に加え、商品購入をされる方の安否

確認なども行っていただいておるところでございます。また、今年度につきましても１台の車両購入補助を

予算化しておるところでございます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安藤議員。 

３番（安藤  功君）〔質問席〕 

 御答弁ありがとうございました。 

 ２回目の質問をさせていただきます。 

 私も買い物難民と言われる方々の問題をどのように解決すればよいのか、また少しでも解消できるかと常

日ごろより思案いたしておりますけれども、なかなかこれだという妙案が浮かばないのが現状でございま

す。これからもいろいろと勉強してまいりたいと考えております。 

 また、御答弁にあります移動販売を手がける事業者に対しての車両購入補助を昨年度より２年間の限定で

実施をされておられるとのことでございますが、したがいまして来年度からこの補助がなくなるということ

になりますけれども、そうしますと何かそれにかわるものを現在御検討いただいているのでしょうかという

ことと、また高齢者生活協同組合設立準備室が中心となって、各地区の老人クラブ、支部への説明を行って

おられるとの御答弁でございましたが、その設立準備室について概略でよろしいので教えていただきたいと

いうふうに思います。 

 また、この協同組合設立に向けた進捗状況は具体的にどのあたりまで進んでおられるのでしょうか、２回

目の質問とさせていただきます。よろしくお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 移動販売を手がける事業者への補助が２年間限定だけれども、来年度以降、それにかわるものを検討して

いるのかというふうな御質問だったかと思いますが、先ほど答弁をさせていただきましたとおり、今年度１

台分の車両購入補助を予算化しておるところでございますが、現在までこの活用についての御相談等がない

ところでございます。まずは、今年度のこの制度を事業者の方に御活用いただけますようにＰＲ等に努めて

まいりたいと考えております。 

 来年度以降につきましては、高齢者の方々を初め市民の皆様の日常生活の確保という観点から検討してま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 それでは、安藤議員の高齢者生活協同組合の準備室の概要と高齢者生活協同組合設立に向けた進捗状況と

いうことについて答弁させていただきます。 

 高齢者生活協同組合設立準備室の概略でございますが、消費生活協同組合法により、高齢者生活協同組合

を設立するための事務を行い、利用事業として取り組む高齢者相互による高齢者移動支援事業の実証実験を

行う目的で平成26年８月４日に設立準備室を立ち上げて、各地区の老人クラブ役員さん等で21名が委員に就
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任していただき、各地域の老人クラブの支部などへ説明会を行っております。 

 協同組合設立に向けた進捗状況でございますが、これは発起人が20名以上、これは生協法のほうであるん

ですけど、必要となりまして、８月４日に準備室の立ち上げが行われ、現在定款の案の作成を練っていると

ころでございます。 

 今後は事業計画として基本計画、それから資金計画の作成準備、最終的にはこの生協を立ち上げるために

は300人以上の賛成者が要るということで、20人の発起者と300人以上の賛成者が要るということになってお

ります。 

 以上、概略と準備の状況です。よろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安藤議員。 

３番（安藤  功君） 

 総括させていただきます。 

 いろいろと御答弁ありがとうございました。これで総括にさせていただきますけれども、今日までこの日

本を、そして美作市を支えてこられた高齢者の方々に感謝と敬意の心を持って、一日も早く安全で安心して

暮らしやすい美作市を目指して今後ともさらなる向上を目指して行政運営をよろしくお願いを申し上げまし

て、この項を終わらせていただきたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 それじゃあ、続いて４項目めに入ってください。 

３番（安藤  功君） 

 それでは最後の項でございます。４項目め、袴ケ仙についてで、袴ケ仙の歴史をひもとき、今後の整備に

ついてをお尋ねをいたします。 

 美作市東谷上にそびえる袴ケ仙は標高約930メートルあり、別名梶並富士とも呼ばれ、古くから霊峰、雨

乞いの地として地元の人々にあがめられています。よく知られている伝説ですが、かの有名な三歩太郎にま

つわる話であり、三歩太郎が腰かけたと言われる岩や弁当箱から出てきた石を投げ捨てたら美之坂に落ちた

岩や茶臼石と言われる奇妙な岩、力自慢の男たちがかかっても動かないが、扇子のかなめをすき間に差し入

れると簡単に動くと言われるかなめ石や、また山頂付近にあり、世界最古の文字と言われるメソポタミア文

明を築いたシュメール人によるくさび形文字のシュメール文字、ペトログラフが刻まれているのではないか

と言われる烏帽子岩を初めとし、文字文様らしきものが多数見られる岩石群が確認をされているところでご

ざいます。古代の夢とロマンと歴史に満ちあふれた美作市の大きな財産であると考えます。 

 そこで、御提案でございますが、今後国定公園の一部である袴ケ仙への各地点、真殿、塩木、木地山、東

谷上からのコースの登山道整備とあわせ、登山口案内看板、コース途中への標柱、駐車場等を整備し、山の

歴史とあわせて、専門家の正式な鑑定が必要であるかとは思いますけれども、烏帽子岩のペトログラフの古

代文字の意味を理解しやすく説明する案内板等を製作し、観光案内パンフレットなどにより登山者へのＰ

Ｒ、また現地――烏帽子岩付近です――に説明板の設置を行い、県内外の人へＰＲしていくといった美作市

の観光資源にしてはいかがでしょうか。 

 合併から10年、６カ町村の各地域の特徴を生かし、夢と希望の持てる美作市を目指していかなければなら

ないと考えます。旧勝田町にある袴ケ仙を有効活用するため、自然を生かし、地域の活性化につながる山と

して県内外へ発信し、近年健康志向と山に親しむ人々にアピールするＰＲの展開を強く望みます。 

 また、手段として行政と地元地区や梶並活性化委員会及び美作市観光協会とタイアップし、個性ある観光
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地の整備のための企画立案、また袴ケ仙整備計画検討委員会を立ち上げるといったことが行えないものでし

ょうか、１回目の質問とさせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、袴ケ仙の歴史をひもとき、今後の整備ということで答弁をさせていただきます。 

 袴ケ仙はもとより、地域に息づく歴史や自然あるいは文化は、先人たちが築き守り継承してきたあかしと

して、地域に暮らす人々が誇るべき貴重な財産であり資源であるというふうに考えております。 

 このことを踏まえまして、議員御提案の登山道を初めとした整備、袴ケ仙の情報発信あるいは検討委員会

の立ち上げにつきましては、まず勝田観光振興会や登ろう会等、地元の関係者の熱い思いを伺いつつ理解を

深めていきたいと思っております。その上で現地及び周辺地域を調査、検証し、さまざまな視点から観光資

源を中心に意見交換をさせていただき、その上で将来にわたり美作市の貴重な財産となるよう地域の皆さん

が主役の活動を協働で始めたいというふうに思っております。 

 また、本年度既に後山への登山会を２回実施しております。宍粟市、西粟倉村と美作市の関係者で構成さ

れる岡山・兵庫県境登山実行委員会に袴ケ仙での登山会の開催や、国や県の担当部署との関係機関とも連携

をしながら、袴ケ仙が持つ雄大な自然と資源を最大限活用した環境整備を働きかけていきたいと思っており

ます。 

 また近年、テレビの影響もございまして、男女年齢に関係なく日本百名山を初め、大都市近郊はもとよ

り、地方の山にも登山客が訪れ、登山人口が増加する傾向にあると、新聞のほうで報道をされておりまし

た。 

 このような状況の中で今後も古代の夢とロマンと歴史に満ちあふれた袴ケ仙の歴史をひもときつつ、まず

袴ケ仙の持つすばらしさであるとか、歴史を熟知されている皆様の積極的な協力を得まして、地域の人材や

財産、資源を生かすことを第一に考えまして、観光ナビでありますとか観光案内板、観光パンフレット等さ

まざまな媒体を活用いたしまして徐々にではございますけども、袴ケ仙の魅力発信を進めていきたいという

ふうに思っております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安藤議員。 

３番（安藤  功君） 

 それでは、２回目の質問でございます。 

 部長によります非常に前向きな御答弁、本当にありがとうございました。 

 袴ケ仙の歴史や文化、自然といった美作市の重要な観光資源になり得る、また市民の健康づくりに大きく

寄与してくれる存在でもあると思いますので、何とぞよろしくお願いを申し上げます。 

 １点だけ質問でございます。 

 先ほどの御答弁でお聞きいたしました、市としてさまざまな取り組みをしていただけるということでござ

いますが、徐々にではございますけれども、来年度から取り組んでいただけると解釈させていただいてよろ

しいでしょうか、２回目の質問といたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 
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経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、２回目の質問に答えさせていただきます。 

 １回目とは少し関連をするわけでございますけども、今後取り組むということを前提といたしまして、こ

の袴ケ仙を地域の活性化につなげるということを目指して取り組むためには、その一つの共通認識といいま

すか、心の支えというものがあればとの思いで少し申し上げますと、日本百名山の作者であります作家の深

田久弥は山について、日本人ほど山をたっとび、山に親しんだ国民は世界に類がない。そして、日本人の心

の底にはいつも山があった。誰でもふるさとの山がある、人は山から恵みをいただき、見上げ、憧れ、やが

て越えていく。はるかな山の時間に比べれば、人の一生はまるで一瞬の夢にすぎない。山はただ黙ってそれ

を見ている。このように書いておりまして、先ほど申し上げましたけれども、地域の皆さんの袴ケ仙に対す

る強い熱い気持ちはもとより、日本の原型とも言える里山文化が残された地域への愛情と誇り、さらには目

指す形をしっかりと持つことが最も大切でありまして、人を動かす要素であると認識をしております。その

あたりを十分に考慮いたしまして、これからの整備等にも反映させるべきと、このように思っておりまし

て、既に市といたしましてはホームページや久賀ダム広場にあります案内看板等で袴ケ仙を掲載いたしまし

て情報発信強化に取り組んでおります。 

 来年度からも効果的な取り組みが行えるよう、地域の皆さんとともに袴ケ仙を中心に自然と共生した農村

風景や里山での暮らしに触れることも観光資源として生かせるように協議を進めてまいりたいと思っており

ますので、ぜひとも安藤議員におかれましても勝田地域の活気にあふれた地域を実現するために今後ともア

ドバイス等をよろしくお願いをしたいと思います。 

 なお、10月には市長の指示を受けまして、岡山森林管理署を訪問いたしました。袴ケ仙内の国有林等の林

道開設につきましてもお願いをいたしております。それから、協議もお願いしておりますので、そのあたり

もあわせて御報告をさせていただきます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 安藤議員。 

３番（安藤  功君） 

 それでは、総括をさせていただきます。 

 江見部長、本当に丁寧な御答弁ありがとうございました。大変心強く感じました。 

 袴ケ仙は勝田地区のみならず、美作市全体の大切な財産であり、観光資源や市民の健康増進、また地域活

性化といったものに大きく寄与してくれるものと私は確信をいたしております。この山の登山道整備や周辺

整備も含め、有効活用できるようにぜひとも今後とも前向きに取り組んでいただきますよう強く要望いたし

まして、この質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番６番、議席番号３番安藤功議員の一般質問を終了いたします。 

 続きまして、通告順番７番、議席番号２番重平直樹議員の発言を許可します。 

 重平議員。 

２番（重平 直樹君）〔質問席〕 

 議長の発言許可をいただきましたので、12月定例議会の一般質問をさせていただきます。 

 萩原市長が就任され、はや８カ月が過ぎ、この12月定例会の時期は27年度に向けて政策協議を進められて

いる大変重要なときであると私は思ってます。私自身、勉強不足の部分や思い込みのある部分もあるかと思
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いますが、常日ごろから心配していることを御質問いたしますので、萩原市長の方針や来年度の計画等を考

えられておられましたら、できる範囲でよろしいから具体的に教えていただきたいと思います。 

 私は今回２項目の質問をさせていただいております。 

 １項目めは人口の減少に歯どめをかける方向は、２項目めは美作市の避難所の運営管理はどのようになっ

ているのかをお尋ねいたします。 

 １項目めは、人口の減少の歯どめの対策については最重点課題として各種政策を行ってきており、今まで

も多くの議員が市の方針等や自身の考え方を述べてまいりました。市長におかれても６月議会で重要性との

認識を示され、早期に具体策が示されるものと思ってます。 

 私は不思議に感じているのですが、何かというと人口の減少が確実に進行し、日本全体が成り立たなくな

ることが合計特殊出生率を見ると誰でも予測ができたのに、今まで国や県、マスコミにおいても公表や問題

提起をしてませんでした。しかし、人口減少の市町村では、定住対策を政策の中心に置き、行政運営されて

きました。このようなことを踏まえ、このたび改めて人口問題を私ながら考えると、人は一人では生きてい

けないと昔から言われているが、そのとおりであり、少し前であるが、ガソリンスタンドが地域からなくな

るとの新聞報道があり、理由はタンクの保守の関係と油の使用の減少であるとのことであり、つまり車や人

口減少が理由であり、このことは全ての分野に共通し、各種事業に影響が出て事業が成り立たなくなること

です。これは民間の分野だけでなく、上下水道と現に投資している行政事業にも影響すると思います。 

 有識者らでつくる日本創成会議の分科会の試算で30年間で消滅可能性が高まる自治体が全国の半数近い

896の市町村とのことであり、注目したのは出産期にある20代、30代の女性の人口動態で、2040年に５割以

上減る自治体を消滅可能都市とした。もはや出生率が上がっても人口減少がとまらない。そして公共サービ

スの維持などが難しくなり、現実味が一層高まると予想されると発表されると、国や県が慌ただしく対応策

などの議論をされておりますが、私たちは少し前に限界集落ということを聞き、現実に集落の状況を肌で感

じ、現代の状況を以前から危惧されておりました。このことは私のみならず、ここにおられる全ての方も同

様だと想像いたします。 

 先日、全国知事会のホームページを見ますといろいろと書いてありますが、特に注目したのが、少子化対

策、東京集中是正をどう連動させていくのかの課題であります。東京オリンピックを控えており、今後ます

ます東京に人が集まるように思います。その東京では収入も多いとは思いますが、生活も大変であり、出生

率も低く、日本全体の人口減少にも大きく影響しております。これは現実の数値としてあらわれておりま

す。知事会では、１、出生率向上、２、地方での若者定住促進、３、子育てにシフトした税制改正の３本柱

でまとめられております。 

 岡山県においても、知事が解決には東京一極集中を改めるべき、地方分権型社会へ転換を考えたいと見解

を述べ、医療や福祉、教育、住環境の充実をピックアップし、関係部局でそれらの課題を洗い出し、研究を

始め、中山間地域の過疎問題、人口流出問題など、多方面の課題を集約して対応策を講じる方向でありま

す。しかし、県内の人口の動向を過去にさかのぼって見ると、県南の岡山、倉敷の減少は余りなく、その他

の市町村の減少は物すごく大きい。これは県内で言えば一極集中である現実も含めた対応もお願いしたいも

のであります。 

 さて、我が美作市も消滅の危惧される自治体の一つですが、お隣の勝央町はこれには入ってなく、人口減

少も非常に少ない。そこで、大変失礼であるとは思いますが、そのよいところはまねをしてはと思い、私な

りの条件で美作市の比較検討をしてまいりました。それは土地建物の金額、種類、道路網、病院、建物等で

ありますが、個人での調査であり、主観が入るといけないので多くは語れませんが、住宅事情は美作市より
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よいとは周知の事実であろうと思います。この住宅を生業としている人に話を聞けば、何かのヒントが生ま

れると思いましたが、そこまではしておりません。私は日本の発展とそして美作市の存続のために国や県に

おいては中山間での魅力ある環境をつくるために、中山間地域では税を減額するとか、都市部との所得や生

活環境の格差のないような環境を積極的に進めていただきたいと思いますし、市においても積極的な対策を

お願いいたしたいと思います。 

 そこで、質問に入りますが、人口減少に歯どめをかける政策において数値の目標は別にして、中心的な政

策はどんなことを考えられていますか、そしていつまでに幾らの人口減少をとめる考えですか。現在の人口

は約３万人であり、高齢化率等を考えると、もう時間的猶予はありません。 

 以上、１回目の質問です。答弁よろしくお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 お答えをいたしますが、これはもう議会では何度も申し上げておりますので、繰り返しになりますけれど

も、人の異動の非常に重要なポイントが育、つまり教育、職業の職、住環境ということであって、その２点

を同時に見たす重要なポイントとして教育機関ということで、この間も日本体育大学との連携協定、そして

その先に誘致ということで御議論をいたしましたが、重平さん、来てなかったかもしれないけども、あれは

ぜひ来るべきだと思います。そういうところを来た上で、しっかり御質問をされたほうが非常に〔聴取不

能〕が出てくると私は思いますが。 

 それが中心課題、そのほか幾つかの教育機関あるいは福祉の機関の誘致と設定と、あるいは小学校、中学

校の教育の充実の前提になる学校園の園ですね、つまり保育園、幼稚園での保育レベルの向上と。加えて、

例えばその給食費の話が出ましたけども、恐らく給食費の前に保育料だと思います、そっちのほうが検討課

題としては、小学校へ入る前にまず幼稚園へ入るんで、そこのところから出発をしたほうがいいんじゃない

かと思ってみたりはするんですが。そういった状況もここであって、るる申し上げているように、教育の充

実というところが恐らく我が美作市としての一番的確にゴールに至る過程だろうというふうに思います。 

 人口の目標については市の計画があって、ちょっとそれはもう無理かもしれませんけども、３万人を維持

したいということじゃないかというふうに思っておりますが、その数自身を議員もおっしゃったように今こ

こで議論することは余り実益がないのではないかというふうに思っております。それよりも安藤議員がお尋

ねになったように、その目的にのっとって、個々の実例やさまざまな思いを持っている、移動する市民の

方々のニーズあるいは問題というものを把握し切った上での話、し切れていることはいいんですよ、教育に

ついて大体見えているんですけども、ほかのところで、住宅はどこまでいくのかというのはなかなか見えな

い、その辺は今後きちっと定量化をしていかなければならないと、こう思っています。 

 一方、お尋ねの中にあった国、県の動向でありますけれども、議員もおっしゃったように一極集中は嫌だ

けども、多極集中、つまりそれぞれの県の中で中心地に集まれという方向を目指しているおそれがあって、

これは御注意を受けるまでもなく、我々も当然考えております。せんだって、微妙に名前は違うかもしれま

せんけども、地方中核拠点都市というものとの連携協約というものをつくっていこうという話があって、倉

敷市が最初にその候補地として認められて、備中エリア全体をカバーしたような形になって、岡山市がそれ

をまた追っかけていって、津山まで入っているというようなことで、津山の市民の方々から連絡があって、

美作の国で頑張ろうという運動を去年やって、1300年を一緒に頑張ったら1301年目には津山は備前に移る

と、これはいかがなものかって、僕に言われても困るんですけどね、ぜひ津山で言ってほしいわけですが。
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それは今議員がおっしゃった中央集中という考え方なんです。そのときに、消滅可能性のある自治体に対す

る思いは薄くなる可能性があると、そこは非常に大きな危惧を私たちは持っています。 

 石破大臣にお会いしようと思ったら解散になっちゃったんですが、石破さんと私のコミュニケーションで

言うと、そうじゃないと、すなわち地方創生を担う大臣としてはいわゆる全国各地で北海道は札幌に、岡山

県は岡山市、倉敷市というような思いでは彼は絶対ないということでありまして、それにそぐった交付金制

度をつくろうとしていたときに解散になったもんですから、はっきりまだ出てませんけども、今の政権の中

にあった地方創生の思いは、先ほどおっしゃった知事会の思いとは違います。知事会はやっぱり県レベルで

すので、それぞれの県の人口といったときに、岡山であってもそりゃあ構やあへんのだと、こういうことに

多分なるわけであります。 

 したがって、我々はほとんどみずから美作市としての政策というものをまずは打ち立てていく必要があ

る、そこで日体大みたいな話になっていく。誰も思いつかなったところへきちっと手を打っていくというこ

とだと。議員もしっかり応援をしていただけるかどうか、これからよく拝見させていただきますんで、よろ

しくお願いをしたいと思います。 

 それから１点、新しい情報をお示しをしておきますと、出生率の議論があります。この間も申し上げまし

たように、このところ、つまり平成24年度の統計まで見ますと、美作市は大体1.6レベルで推移をしておっ

たわけでありますが、概数ですが、速報の概数がありますが、25年は1.7を大分超えたというような状況が

きのう明らかになっておりまして、まだ2.1には相当ありますけれども、いい方向にも若干向かっているか

と思います。 

 それから、これも新しい数値ですが、11月末時点で集計した今年度11月における人口動態、当市でありま

すけれども、細かい数は忘れましたが、簡単に言うと久しぶりに社会増に転じているということでありま

す。イメージがすごくよくなったかもしれない、これ。イメージがすごい改善をしてきたかもしれないとい

うことでありますし、さらにその中で未詳の話ですが、このところ圧倒的に負けておりましたお隣、勝央町

との関係で、勝った負けたという表現は変ですけど、社会減が続いたんですね、我々は対勝央町で。ところ

が、11月は社会増に本当に久しぶりになっておりまして、そういったところの要因分析も先ほどの安藤さん

の質問じゃないんですけど、もう少し具体的にしてみたい。 

 ぜひ議員も住宅についてのお勉強をしていただいたらと思います。小原住宅の話もしました。今後、さま

ざまに今美作市内にある、例えば雇用促進というのがありますね。あれを国としてはもう、英田はもうとっ

くに表明してますけども、国としてはいわゆるお手上げをしたいと、万歳ですね、これ。これは万歳です、

これはお手上げですけども。要するにそういうときに一体我々の市における住環境あるいは定住促進がどう

いう影響を受けるのかということも勉強をしなければならない、こう考えているわけであります。それを

我々としてどうするか選択があります。ほっておく、市として運営に参画をしていく、あるいは全く別にも

う少し現代的な、あるいは受けのいい低廉な住宅団地の開発に突っ込んでいく、さまざまな選択肢があるん

ですけれども、今のお話はこれまでの議会で述べていた誘致の議論を若干超えて、定住対策の中で住宅対策

ということもひょっとしたら議論の中でしていかなきゃあいけないことかもしれないという状況に今なって

いるんだということまでのお話をさせていただきます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 重平議員。 

２番（重平 直樹君） 
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 答弁ありがとうございました。総括に入らさせてもらいます。 

 人口問題に関しては、今回の議会でも多数の議員がこの問題を取り上げております。日本にとっても美作

市にとっても非常に重要課題でございますので、早急に対策を強化されますようお願いいたしまして、この

質問を終わります。 

議長（山本 雅彦君） 

 それじゃあ、２項目めに入ってください。 

２番（重平 直樹君） 

 ２項目めの美作市の避難所の運営管理は。災害は忘れたころにやってくると言われていた時期がありまし

たが、最近は地球温暖化の影響かわかりませんが、大きな災害が記憶の新しい、時間がさほど過ぎないうち

に発生します。阪神・淡路大震災、東日本大震災での地震、津波による災害、最近では長野県で震度６の地

震、同日だったと思いますが、中国でも地震が発生いたしました。豪雨災害については、ことし８月の広島

市、昨年10月の伊豆大島土砂災害、そして21年に私たちの市を襲った集中豪雨、このように頻繁に災害が発

生しております。常日ごろから災害に対応できる状態で減災につなげなければなりません。災害発生は不思

議と夜が多く、被災者が避難や対応に苦慮し、また行政も的確な指示が出にくく、被害が甚大になり、広島

市の例でももう少し早期に対応ができなかったのかと残念に思うのであります。 

 私は消防団も現役でありますので、災害については多方面から考える機会が多くあります。このたびの一

般質問では、避難所についてお尋ねしたいと思います。 

 市内には多くの避難所が指定してありますが、この避難所は地域が管理している集会所の施設と行政が管

理している学校等の施設の２通りがあり、地元の避難所はごく初期の避難所で、一定期を越えると行政が管

理している避難所での対応をするように聞き及んでますが、このことについて間違いはありませんか。間違

いがなければ、被災者の人数によっても異なると思いますが、市内に何カ所かを考えているのでしょうか。

人数の根拠的な指数はどのようになっておりますでしょうか。 

 湯郷温泉の観光客はどのように考えておられますか。 

 次に、本庁や各総合支所等は職員の配置がある程度迅速にできると思いますが、予測困難な地震等の災害

発生時、そして夜間のときなどの施設の解錠等、人員の配置を含め、マニュアルを作成して、関係者が承知

しておられますでしょうか。 

 また、費用的な問題があり完璧にはできないが、避難所の運営のための備蓄品や夜間の照明、防寒などさ

まざまなことが考えられるが、どの程度を考えておられますか。 

 個人県民税の均等割が臨時的措置として、今年度から平成35年度までの期間、引き上げられてますが、防

災、減災事業はどのようなことを考えておられるのか、税収も含めて説明お願いいたします。 

 最後に、東日本大震災後、国が防災計画の見直しを行い、その後、県が行って、市町村も見直しをすると

説明があり、昨年来、作業が進められてきたと思いますが、内容の大きな変更点を説明お願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 危機管理監。 

危機管理監（山本 和毅君）〔登壇〕 

 重平議員の美作市の避難所の運営管理について答弁させていただきます。 

 避難所につきましては、災害対策基本法の改正によりまして、指定緊急避難場所と指定避難所の２種類に

区分する指定が義務づけられております。それを受けまして現在見直しを行っておるとこでございます。指

定緊急避難場所とは、災害が発生し、または発生するおそれがある場合に、速やかにその危険からみずから
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の命を守るために一時的に避難する施設でありまして、さらに水害、土砂災害、地震など、災害種類別に新

たに指定するようになっております。運営につきましては、地域主体で運営していただく予定でございま

す。 

 次に、指定避難所についてですが、災害時避難した方が災害の危険性がなくなるまでの間、滞在したり、

家が被災し、戻れなくなった方が一定期間滞在する施設であります。運営につきましては、行政で行う予定

でございます。 

 次に、避難所の箇所についてでございますが、現在避難所の見直し案を自治会等へ提案している箇所で報

告をさせていただきます。指定緊急避難場所が261カ所、指定避難所が42カ所でございます。 

 次に、避難所の収容人数についてですが、収容する部屋の面積、１人当たり２平米で算出をさせていただ

いております。 

 観光客等の対応についてでございますが、観光客以外にも帰宅困難者など、地域以外の方々が避難してく

る可能性がありますので、一時的にも避難者として受け入れることとなると考えております。 

 次に、災害時の職員対応など防災体制のマニュアルについては、職員は周知しているところでございます

が、避難所への人員配置などについては、現在避難所運営マニュアルを作成中でございます。早期に策定い

たしまして、職員、関係者へ周知するように考えておるとこでございます。 

 次に、備蓄についてですが、現在、クラッカーまたはマジックライス、飲料水などを備蓄しております

が、大規模な災害が発生した際は、行政からの支援もすぐに行き届かないことが想定されますので、各家庭

におきまして食料、飲料水など３日分以上、できれば７日以上の備蓄を備えていただくよう、自治会、自主

防災会などへ準備をお願いしているとこでございます。 

 そして、災害時に備えて民間事業者等と生活物資の協定を結んでおりますので、災害時の食料品等の確保

に取り組んでいく考えでおります。資機材につきましても不備があるものにつきましては、災害時の協定先

の支援をいただき、必要なものを準備する考えでおります。 

 次に、防災、減災事業の財源確保するための住民税の引き上げについてですが、これは東日本大震災から

の復興に関し、地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源確保に係る地方税の臨時特例に関す

る法律の規定によるもので、自治体で行われる緊急的な防災、減災施策のための財源を確保するため、個人

住民税、市民税、県民税の均等割の標準税率を引き上げとなりました。地方自治体が実施する防災のための

施策に要する費用の財源を確保するための臨時の措置として26年度から35年度までの10年間、実施される予

定でございます。 

 個人住民税、市民税、県民税の均等割の標準税率を500円引き上げに伴う税収でございますが、美作市で

は650万円を見込んでおります。本市においては、今年度につきましては道路防災、のり面崩壊対策、橋梁

長寿命化点検、橋梁補修、舗装対策などを対象としております。今後につきましては、防災拠点施設の整備

や避難所に指定している公共施設の耐震化なども対象かと考えられます。 

 最後に、防災計画の見直しの内容についてですが、東日本大震災の教訓を踏まえまして、災害時の被害を

最少化する減災の考え方を防災の基本方針といたしまして、自助、共助、公助が一体となった取り組みに力

点を置いて見直しのほうを行っております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 重平議員。 

２番（重平 直樹君） 
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 答弁ありがとうございました。総括に入ります。 

 美作市民が安全・安心で日々の生活を送ることができますようよろしくお願いしまして、12月議会の私の

一般質問を終わります。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番７番、議席番号２番重平直樹議員の一般質問を終了いたします。 

 ただいまより１時まで休憩いたします。 

                                       午前11時54分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後１時00分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 引き続き一般質問を行います。 

 通告順番８番、議席番号11番西元進一議員の発言を許可します。 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君）〔質問席〕 

 平成26年度12月議会の一般質問をさせていただきます。 

 私は６項目ほど出しとんですが、まず高規格道路の延長問題ということで、179号線までの終点になって

いる、いわゆる岡山道です。岡山道の延長ということで提案なり建設的な意見あるいは美作市の取り組みな

どを注意しながら、あるいはいい答弁を引き出したいというふうに考えて発言させていただきたいと思いま

す。 

 私は、この179号線までの高規格道路、いわゆる岡山道が来て開通しているということは非常に喜ばしい

ことだし、いいことだというふうには思ってます。しかし、今私たちが広く大きく目を開いて見る必要があ

るというふうに思っております。それはなぜかというと、奈義に国道53号線があるわけです。これまでつな

ぐというのが懸案のことだろうというふうに思います。なぜならば、これは国土交通省の管轄だそうですか

ら、国土交通省の管轄というのは、日本の国がつくり出している国土交通省なんです。その点では平等な計

らいをすると。各国民に対するひとしくそういう恩恵を受けるための施策を遂行していくのが国土交通省の

役割だというふうに思います。 

 案外費用対効果ということを言われますが、これは道路公団なんかがやる場合は費用対効果というものが

非常に大きなウエートを占めてきたりするんで、若干は紆余曲折があると思いますが、日本の国民が生み出

している国土交通省が計画し、推進していく道路企画というものが、国民にひとしく平等にやっぱり与えら

れるという、そういう側面は負っとると思うんです。奈義町民はそれを求める権利もあるし、つくり出して

もらうという権利もある。それで、国土交通省はそれを与えていくという任務も十分持っとるわけですか

ら、そういう点では落差というか、そういう関係を持たさないような扱いで、それがきょうにあしたにとい

うわけにはいかんでしょうけど、実際問題としては延長するという方針だけでもつくり出していくというこ

とが必要じゃないかというふうに私は思います。そういう点ではいわゆる鳥取県の県境を持つ奈義町の町民

各位は、そういう点ではやっぱり鳥取県に対しても目が向くような大きな視野で図っていくということが大

事だろうというふうに思います。岡山県のいわゆる県北ではありますが、表日本というか、そういう点での

裏日本に対する援助というか、そういう大きな対応をしていくということが大事だろうというふうに思いま

す。 
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 そういう点では、やっぱり私たちは小さな美作市だけを見るという点では、私は議員としては十分せにゃ

あいけんと思いますけど、そういう大きな視野でもってもやっぱりそういう点での議会活動というか、そう

いう点での視野というものが私は議員に課せられた課題だというふうに思います。そういう点では、今後の

方針、美作市が持つ責務というか、そういうものに対する大きな比重を持ったこの道路延長問題だというふ

うに私は思っとんです。 

 一つ、今議長を中心に、あるいは市長を中心にした近県の市長や議長会が持たれているようです。しか

し、これも大事です。これも大きなウエートを占めにゃあならん問題ですが、このいわゆる３地域、勝央、

美作、奈義の３地域でのこの高規格道路の延長問題というのは大きなウエートを占めとると同時に私はこれ

が美作市で議題になり、あるいは美作市が取り組んでいき、そういう中で奈義町や勝央町が加わってくださ

ったり、いろんな意味で力を出し合いながら、相互に援助しながらやっぱりやっていくということになれ

ば、私は美作市の救世主になり得るという条件を持っとるというふうに思っております。 

 なぜかというと、それは大きく言えば合併問題があるわけですけど、本当に少子化の問題で美作市は人口

が減り続けていると、自助作業で本当に市長を中心にして、あるいは議会がそれを援助しながら、やっぱり

少子化に対する挑戦もずっとやってきとるし、今後もやっていかにゃあいけんし、自助作業としてもやって

いかにゃあいけんと思います。 

 しかし、それは本当の意味では知れとんですよ。私は合併問題ということをうまく成功させなんだら、美

作市は埋没していくというか、そういうものになっていくというふうに思います。そういう点では、私たち

は広く大きく目を開いて、こういう活動をしていくと。その活動が成功するかどうかはわかりませんけど、

やっぱり近町の面倒も見ていくと。遠くの親戚より近くの他人のほうがやっぱり役に立つわけですから、そ

ういう点では私たちは近くの他人というものに力を入れてやっぱりやっていくということが大事だろうとい

うふうに思います。その点で言うならば、今私たちがおくれている部分としては、人口問題を含めて美作市

が持つ一番アキレス腱というか、そういうものがあると思うんです。最近の動向を見たら、真庭市が４万

5,000ですか、それから備前市がそれに近い、それよりちょっと多い。美作市だけが３万を切るかどうかと

いう瀬戸際で、それもあえいでいると。これに集中して、やっぱり力を入れて、それを解決策を持たなけれ

ば十分なことにならんだろうというふうに思います。 

 私たちは本当の意味で合併に期待をし、合併で救世主になり得るという条件をつくっていくという点での

大きな課題というものに挑戦してきております。しかし、宿命というか運命というか、そういう意味での小

さな寄り合いで３万3,000ほどの人口で合併して、いわゆる合併特例を利用した最低限の合併で終わってい

ると。そういう点での合併で終わることをしながらも、しかし将来私たちは建設的にあるいは前向きに検討

して、しかも近隣にそういう条件を持つ町があるわけですから、勝央町、奈義町が。それが近くだからとい

って、津山のほうに行かれるようなことでは私はもう本当に美作市の将来は暗いというふうに考えておりま

す。そういう点では、本当の意味での合併で、美作市民が安心してしかも条件の中では一定の条件を加えら

れ、真庭市じゃないですけど、小泉進次郎さんがどこへ行くより真庭市へ行って勉強したいというほどの市

にやっぱりつくり上げていくと。美作市もそれに近い、あるいは萩原市長を生んだ美作市ですから、そうい

うものに肩を並べて、しかも追いついて追い越していくというぐらいのやっぱり力が必要だろうと。そうい

うものとして私たちは見ていかなきゃならんと。美作市の今置かれている現状というのは、本当に財政問題

もありますが、人口的にも厳しい厳しいということを感じなければならないというふうに私は思います。そ

ういう点では、本当に萩原市長を中心にした私たちが団結して、やっぱりそういう大きな課題に対して議員

も市長も一つになってやっていくというぐらいの姿勢が必要だろうというふうに思います。 
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 最近になって私は感じたんですが、財政指標なんていう、いわゆる萩原市長の肝いりでつくられたそうで

すけど、これでもやっぱり見れば私たちは本当におくれとると。おくれとる中にやっと手がつき、新しい建

設の息吹が吹きかけてきたというところになって、人口問題で埋没したんでは困るというふうに思うんで、

その点では大きな前向きな前進を図っていくと。しかも、私たちはこれを提案するだけでなしに、やっぱり

その町村と力を合わせてお互いに知恵を出し、力を出し合って、それを解決するために前進するということ

が必要だろうというふうに思います。そういうことを考えながら美作市の健全な発展というものがかち取ら

れるということを思います。そういう点での市長の答弁なり、いろんなことを思いがあることをおっしゃっ

てください。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 西元議員の御質問でありますけれども、答弁書上は何かその道路の関係で答えているんですが、美岡道と

いうものについての部分について、まずお話をしますと、あれはもともと岡山県東部自動車道、東部といっ

たはずで、東部縦貫道でしたね。今でも何か古い看板が勝田から美作へ入る右側のところにありますね、あ

れ。あの意味するところは看板の位置からしても単純に言って、縦貫道より北側のことを意味をしてたは

ず、当初計画は思いはそうなっているんですが、結局その話が単県事業になった、そのこと自身が非常に私

は大きなかじ取りであって、よくないかじ取りであったと思っとるわけですが。 

 単県にしますと、県内の道路網という構想になります。これは間違いなくそうです。岡山県内をどう結ぶ

かと、美作の地と岡山市を中心とした県南のところをどう結ぶかという発想になります。ところが、大原を

走っているのは姫鳥道といって、これは簡単に言うと県を越え、３県にまたがる交通網体系として考えてい

て、したがってあれは直轄であったはずであります。ここが大きな差になっているんでありまして、お尋ね

の中にもありましたように、これを鳥取との関係で考えるという契機が得られれば、これは道が開けるかも

しれません。どういう持論かは別として、鳥取から岡山に直行できるラインがあるほうが今後の両県のため

にはいいだろうというのは当然なんです。米子から岡山には行けます。県庁所在地は鳥取市です。だから、

鳥取県東部である鳥取市から岡山市の直行ルートというのはどう考えるんだという問題設定は、これは中国

地方全体の道路網という観点から中国地方整備局というレベルで議論をし得る話なんですが、今まで不幸に

してそういう問題設定がされてなかったということであります。 

 先ほど議員がおっしゃった思いの中にそういう大きな目線で物事を見るべきだという指摘がありました。

その点について私はまことに感服をしながら、そのとおりであるし、それが今まで当市として言えてなかっ

たことに対しては深くこれは反省というよりも残念だなと思いながら、今後の発言についてはそういうもの

として生かしていかなきゃいけない。この25日には３県境の会議がありますが、その中で鳥取の代表は今智

頭ですけれども、智頭の方にどう思われるかということも聞き、また近隣の奈義の方とか勝央の方にも当然

いつもお会いしておりますので、どう思われますかということは聞いていく必要がありますが、最終的に国

の話であり、両県の話である、その辺の県同士の議論に結びつけることができるかどうかというと、ちょっ

とまだ自信がないんですけれども、やってみる価値のある話ではなかろうかというふうに思っております。 

 その際、先ほど言いましたように、できたら県境をまたぐんで国直轄ということにしなければ、岡山県の

思っていらっしゃる公共事業のスタミナでは多分来世紀を視野に入れた話になっちゃうんで、それは避けた

ほうがよろしいと思っております。 

 そのほか、合併論についての言及がございましたが、同感いたしておりますのは、もし今後合併論が再燃
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をした場合において、勝央町や奈義町の皆さんが津山についたということが発生したときには、私どもの将

来性はがくっと減ってくる。みんなにその宣告をされたようなところになっちゃうと思うんです。まさにそ

れは合併論があるのであれば、避けなければなりません。 

 一方で合併論があるかないかという問題でありますが、これは図らずもということなんですけれども、６

月の地方創生会議ですか、増田元知事のやった例の消滅自治体論ですが、あれを受けて若干全国各地の二、

三カ所ですが、既に合併論を始めているところがあるというふうに聞こえてくるわけでありまして、国が強

制的というか、その勧誘をしている話なのかどうかはまだ判然としませんけれども、いつそういう動きが岡

山県北部にも起きるかもしれない、そう心得ておく必要があると思うんです。といえば、そう申し上げれ

ば、これから近隣の少なくとも３町村との関係は重視をしていくということになろうかというふうに思って

おりまして、御質問の趣旨をしっかりと今後の我々の発言にも生かしていきたいし、あるいは議員の方々に

もお願いをいたしたいわけでありますけれども、議長を初めとして既に気づいておられる方も多いわけです

が、近隣の議会との関係調整、よい関係の構築、増大ということに〔聴取不能〕をいただき、市当局もそれ

と歩調を合わせながら同じような執行部としての関係構築ということに努めてまいりたいというふうに思っ

ております。どうぞよろしくお願いを申し上げておきます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君） 

 せっかく市長が東部横断道のことを少し触れてくれたんで、ちょっと勝田の、僕勝田町議会におったわけ

ですから、そういう点での歴史的な経過というものを少しだけ説明させてもらいたいと思います。 

 というのは、これはサカモト議長という人がおられて、今の市村仁さんでなしに、古いほうの市村県会議

員が副議長のときに、我々が〔聴取不能〕をしてやっていくらしいと、勝田を通すということで大体話がつ

いたわけで、それから後に長野士郎さんがやめる前に奈義町に来て大集会をやったときに、そのサカモトと

いう議長がどうしてもやってほしいということでして、しかもそれがかなり盛り上がって、これは歴史的じ

ゃなしに事実として言いたいのですが、頓地というところに何とかという道路があるんです、奈義町から来

とる。そこへアクセスすれば、勝田も近いし、頓地ですから奈義町に近いしということで非常にいいという

条件を見出して結論を得たことがあるんです。それでできるんかな思うたら、ほっとかれて今の状態です。 

 そういうことからいうと、私たちは前々から取り組んできたという経過を持っとるわけです。そういうこ

とからいうと、本当に近隣町村が力を合わせながらやっぱりやっていくということがどれだけの力を発揮す

るかということもよくわかっておりますし、そういう点での大きな経験もあるということを一つだけ伝えて

おきます。 

 今、私たちが置かれているという現状を含めて、奈義町の方たちと私たちは本当に仲ようせにゃあいけん

し、当然同じ行政管内におるわけです。これは農協もあるし、共済もあるんですから。そういう点では行政

管内にあるということを自覚しながらも前向きに検討して、しかも合併だけはあさってのほうへ向いとんだ

ということでは私はならんというふうに思う。実際問題としてこの問題が大きくやっぱりクローズアップさ

れていくのには、私たちの取り組みというのが大事だろうというふうに思います。合併問題だけではないん

ですが、行政単位でやっぱり単一なことでできん場合やこうは広域的なことを考えると。広域的なことを考

える上ではそういう仲よしになったり、公的な部分を共通の財産として持ち合わせていくという条件をつく

り出していくということが大事だろうというふうに思います。 
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 その点では奈義の方たちも比較的、西原から北のほうなんですが、そういう点では比較的私と話す上では

あるんです。西のほうの人はちょこちょこ悪口を言ようるそうですけど、そういうことからいうと条件的に

は、それはまだ合併してないんですから100％条件はあるわけですから、そういう点では本当に私たちが誠

意を尽くし、知恵を出し、そしてお互いに協力関係を構築して、ない力でもあることにしてやっぱり進んで

いくと。それが将来の美作市を救い得る原動力になっていくということをやっぱり私たちは小さな目から見

ていくという必要があるだろうというふうに思います。 

 そういうことからいうと、今私たちが置かれている現状を打破するためにもですが、奈義町の方たちもま

だ五、六千の人口で自衛隊がどうのこうのという話で右往左往しとるわけですから、そういう点では私たち

のほうが恵まれとるといえば、合併しとるわけですから恵まれとるし、大きな価値を財産を得とるわけです

から、そういう点では模範的な行動をしていくと。模範的な行政もしていくと。今までのような美作市のよ

うな大恥をかいてでも、何でもええ、けんかしょうりゃあええというような姿でなしに、やはりお互いに二

元代表としての自覚とそういう意味での協働歩調、車の両輪として進んでいくと。そういう点できちっとし

た行政という歯車が大きくやっぱり前進していくということが大事だろうと私は思います。 

 そういうことからいうと、今置かれている矛盾というのは、はっきり言うとそれほどの大きな矛盾じゃな

いです。確かに課題はあります。いろんな課題があります。しかし、これは10年間という経過の中で起こっ

てくる、起こってきた問題ですから、その点では解決するには時間も若干は必要だろうと。しかし、10年間

というあかだけでなしに、前向きに私たちが前進してきたということも証明しながら、あかもやっぱり解決

していくと。そういう点での力も私たちは持っとるし、美作市民というのは、魂も良識も萩原市長を生み出

すという大きな成果があるわけですから、そういう点ではきちっとしたやっぱり方策に基づいて暫時やって

いくと。それが私たちの大きな財産になり、大きな力になり、大きな美作市を構築して、全国あるいは岡山

県に代表されるような市をつくり出していくという、そういう力をやっぱり今は持ち合わせるんだというこ

とを今の初歩的段階ではそういうものをつくり出していく基礎ができつつあるんだということを自覚しなが

らも、そういうものとして位置づけていったら私はどうだろうかというふうに思います。 

 そういうことを考えながら、御飯食べたり、話をしながら考えとるわけですけど、そういうことを思よう

ると、やっぱり私は美作市の将来は暗いもんではないと、明るい、やっぱり建設的な将来があるんだという

ことを感じております。 

 そういうことを思いながら、この萩原市長に期待するとこが多いわけですから、萩原市長が大きな知恵を

出して私たちに指導し教育をして前進させていくような力を与えてくれるということも大事だろうというふ

うに思いますから、そういうことを含めて答弁があればやってください。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 西元さんが言わんとすることは幾つかあります。一番重要なことは市民の皆様ともども、春は刷新という

言葉を使いましたけれども、この町の将来に対していいものにする努力をしても多分いい、前その逆の方向

に努力をしていたというのはやめたんだけど、今度は前向きな努力をすることがいいことだよというよう

な、市民の方々と共有すべきある種の気分というか雰囲気というか、それだと思うんです。それは実は重要

なことであると思います。答弁はしにくいんですが、やっぱり町が持っているムードがほのかに明るくなっ

ていくのは間違いなくて、この間もあれどこだったかな、勝央町の役場の北側の農協の手前のある店に行っ

て、ある会合の後ですけども、行ったんですが、そこで店の御主人様とお話をさせていただきました。御同
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行いただいた方もおられるんで、証言してもらってもいいんですが、最近、こう言うんですね、その店の御

主人が。美作市のほうから悪い話を聞かんようになったなあというて、ええこっちゃというようなことを言

われて苦笑したわけでありますけれども。勝央町にも何がしか我々の町が持っている気分、雰囲気において

底を脱したとか、改善に向かっているとか、将来いろいろあるなというようなものがそこはかとなくやっぱ

り伝わっているのは間違いないなと、こう感じた次第でありますし、その持っている雰囲気というのが実は

企業の誘致であるとか、あるいは大学との関係構築にも完全に実は生きているんですね。議会の皆さんが自

信を持って前向きなチャレンジをしている姿っていうのは、外から見て非常に頼りになるということだと思

います。ぜひ議会の改革、刷新についてこれからも御協力を西元さんにもお願いをいたしておきたいと思い

ますし、テレビをごらんの市民の方々も同様の思いを恐らく多くの市民の方々が持っていらっしゃると確信

をいたしておりますので、よろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君） 

 ３回目で終わります。 

 どろすこどろすこ言うたんで、延長問題について何件か要請しておきます。 

 これは延長問題というのは、恐らく国の大事業になると思うんで、そういう点では一朝一夕にはいかんと

思いますが、しかし３町でやっぱり協力する体制を構築していくということで市長会、町長会を構築して、

議長会もそういう意味での議長会も構築できるような努力をしてほしいということを要請したりしておきま

す。 

 できたら、議長会でそういうものができるんなら、議員団の懇親会でもつくってもらえればそういうもの

が生きてくるだろうというふうに思いますし、職員の交流まではいかんでよろしいから、やっぱりそういう

ものをつくっていくという前向きな姿が、美作市が今市になって少し大きゅうなっとるわけですから指導力

を発揮していくということが大事だろうというふうに思います。 

 そういうことからいうと、今そういうものをトライしていくという力が美作市はちょっとおくれとるよう

な気がするし、足踏みをしとんじゃないかというふうに私は思っております。それは足踏みでなしに、やっ

ぱり一歩前へ出るということを切に要望しておきたいというふうに思います。 

 そういうことからいうと、市長の答弁であればえんですけど、なかりゃあのうてええですから、これで終

わりますけど、そういうものとして位置づけてほしいということを要請しておきます。 

 以上です。 

議長（山本 雅彦君） 

 要望ですか、それとも市長答弁ありますか。 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 答弁申し上げるとすれば、西元さん、延伸問題ちゅう考えじゃ通らんですよ。ですから、もう名前も変え

て、鳥取岡山道路という考え方で物事が通るかどうかを議論するということだと思うんです。奈義までじゃ

なくて鳥取岡山道路というんが成立をする可能性があるかもしれない。しかし、奈義岡山道路じゃ多分県は

けんもほろろちゅうか、だと思うんです。鳥取岡山道路で国直轄という議論で勝負をかけてみて、どういう

答えが出るかしか勝負のしどころがないと今の状況では思うし、そういう議員がおっしゃったようにもっと

幅を広げて考えを言っていく。で、そのときに我々としては弱小ではあるものの、位置として中間点にある
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ということであるので、近隣市町村は言うに及ばず、県南の岡山市やさらにその向こうの鳥取市のとの間も

持てるぐらいな気持ちでやっていく、つき合いをしていくということだというふうに考えますので、御理解

を賜りますようにお願いをいたします。〔降壇〕 

〔11番西元進一君「議長、ちょっと総括させて」と呼ぶ〕 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員、総括です。 

１１番（西元 進一君） 

 私は少し大風呂敷だろうというふうに思ったのが、もっとやっぱり大きな視野で経験の豊富な萩原市長で

すから、そういう点では鳥取を加えていくということが大事だろうというふうに思われましたから、それは

それで私は支持します。そういう方向ででも努力するということについて私も協力しますし、皆さんも協力

していくと、美作市を挙げて協力していくということを構築していくことを切に望みまして、この項を終わ

らせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 それじゃあ、次の項目に入ってください。 

１１番（西元 進一君） 

 それじゃあ、次の項目です。 

 これは１番、２番が一緒になったんで、これで終わらせてもらって、庁舎問題についていかせてもらっ

て。 

議長（山本 雅彦君） 

 それじゃあ、３項目めの質問を。 

１１番（西元 進一君） 

 ３項目の質問で庁舎問題。 

 私は新庁舎について大きく前進されているというふうには聞いております。新庁舎の選定委員会という

か、委員会があるようですが、これが古い安東市長のときからのものらしいですから、これが萩原市長にな

って新しく出発するという観点があるかどうかということをお聞きしたいというふうに思います。 

 それからもう一つは、庁舎問題としての位置づけとしては本当に大きなプロジェクトであるし、同時に美

作市民が誇り得るものをつくり出していく点では大きな任務と課題があるというふうに思うんで、そういう

ものも含めて実際問題としてどういう形のものをつくっていくかということを検討はどうかようわかりませ

んけど、それは執行部の方針ですから、ようわかりませんけど、私はそういうものを望みたいというふうに

思います。 

 １つには、やっぱり税金の無駄という問題も含めてあるわけですから、税金の無駄という点では今ある最

大の条件を生かしていくということが大事だろうというふうに思うんで、その点でのやっぱり議論も含めて

やってほしいということを思います。 

 それからまた、庁舎問題というのは、一つの地域で庁舎が建つということだけでなしに、やっぱりそこで

の市の顔ですから、そういう点でのプロジェクトとしての位置づけ、意義というものを大事にしてほしいと

いうことを思います。 

 しかも、財政問題での究極の財政問題というのが手腕が出て、萩原市長の肝いりで手腕が出とるわけです

から、その点ではそこの中には庁舎問題も新焼却場の屋根つきの最終処分場とか、それから火葬場とかいろ

んな問題が問題として出とるようです。それで、もういわゆる合併特例でやっていけば、そのもんでも70％
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は返ってくる。しかもあとは残りを、その30％の残りを過疎債で借ると。過疎債で借っても、元利を含めて

70％以上のものが見てもらえる。１億円借ったものが今現況でやれば7,000万円ぐらいは、仮に１億円借り

るとして7,000万円ぐらいは国費で見てもらえると。あとの3,000万円を過疎債で見ると。過疎債で3,000万

円見たら、70％以上が返ってくるわけだから、2,100万円は返って、900万円あれば１億円のものが建つとい

うことになるんで、そういう有利な条件の中ではきちっとしたものを早くつくっていくと。しかも、テンポ

よくしていくと。 

 課題としては、十二分にやっぱり課題があるんだから、そういうものとしてはちゃんとやっていくという

ことをやってもらわんと、美作市民がせっかく犠牲を負いながら合併にこぎつけ、合併で生み出した財産を

みすみすほかすということになるわけですから、そういう点では合併特例という、そういう有利な条件を生

かしていくということをしてほしいと。これは行政の責任であるというふうに私は思います。そういうこと

からいうと、大きな責任と課題と抱えた今の置かれている行政というものが本当の意味で美作市民に大々的

な貢献ができるかどうかということについては、皆さんの双肩にかかっとるということを思うんで、その点

での答弁がきちっとあればやってほしいし、また取り組みというか、今後の課題としてでもよろしいですか

ら、答弁をよろしくお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 総務部長。 

総務部長（尾崎 功三君）〔登壇〕 

 西元議員の庁舎の新築の関係でございます。 

 御質問の中でのまず庁舎選定委員会ということで、美作市の庁舎整備検討市民委員会でございますが、昨

年になります、前道上市長のときに委員会を設置させていただいております。その後、平成25年度中に２回

の開催をさせていただいております。新萩原市長になりましてからは、まだ開催をしておりませんが、本年

中といいますか、12月中に一応今のところ、22日を予定させていただいております。今年度最初の委員会を

開催する予定でございます。その委員会につきましては、従来からの委員の皆様により第１回目の委員会を

開催させていただくこととしております。 

 その中で庁舎整備の必要性、それから庁舎整備により想定されます効果でありますとか、将来にわたる発

展の重要性、こういったものを御協議、御検討いただく予定でございます。 

 また、先ほど事業費、財政面のお話もございました。当然、美作市としてもできるだけ有利な方向で考え

たいというふうにも思います。新しく庁舎を建てる場合におきましては、起債としましては合併特例債が対

象にはなるということでございます。こちらにつきましては、起債の事業費に対する充当率というのがござ

いまして、対象事業費の95％が充当される、借れるということです。で、借りた場合、そのうち７割が交付

税、今後において交付税算入というものでございます。 

 議員ちょっと先ほどの御質問でありましたが、過疎債というものは併用といいますか、できないというこ

とでございますので、庁舎の場合は過疎債が該当しないということで、使える起債は合併特例債のみという

ことで御理解をいただきたいと思います。 

 それで、一応そうした委員会、庁舎の整備検討委員会では新しく建てるのか、耐震でいくのか、またある

施設を利用して増築等をしていくのか、大きくこういう３点だろうと思います。そういった中から、新しい

方向性、今後の方向性を見出していただくということをお願いしておるものでございます。 

 新築移転ということになりますれば、先ほど申されましたいろいろと地域性なり、市の特色を生かした方

向での検討も必要であろうというふうに思っております。 
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 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君） 

 私の浅知恵でちょっと失礼しましたんですが、そういうことで、部長が言われたような方向で結構です。

私はこの案件については本当に急ぐ必要があるというふうに思っとんです。いうのは、もはや10年が経過し

たわけで、実際問題としてはあと２年で合併というのは終わるわけですから、あとは暫時いわゆる激変緩和

というて５年間でだんだん下がっていくという条件の中でやっていくということになるわけですが、実際今

は５年間延長されとんで、そういうことがないわけですから、本当に合併に対して私たちが期待したという

ことについて、何ひとつ、〔聴取不能〕は流されたけど、貢献してもらったことはないというふうに美作市

民は思っとると思うんです。そういう点では、本当に私たちが今から整備されたこの執行部の中で、美作市

民にこれから十分に応えられるという条件が満ちあふれているというふうに私は思っております。そういう

点で、ちゃんとした方策のもとにやっていけば、美作市民に貢献できる大きな美作市がつくられていくとい

うことになるんで、その点ではちゃんとした方針に基づいてちゃんとした結論を見出していき、しかも速い

テンポでやっていくということが大事なんで、そういうことを思いながら私はこの案件に対しては十二分に

関心もあるし、当然かばちも言わせてもらうし、させてもらおうとは思っとんですが、そういう点ではちゃ

んとした方策に基づくやっぱり美作市が持ち得る条件の中で何が一番いいんかということを検討しながら十

二分にやっぱり知恵を発揮してちゃんとやってほしいということを切に思いますし、それの答弁があれば言

ってください。 

議長（山本 雅彦君） 

 答弁ありますか。 

 総務部長。 

総務部長（尾崎 功三君）〔登壇〕 

 西元議員の２回目の御質問でございますが、当然庁舎の新築というふうになった場合には、本当に市民の

皆様にとって大きな関心もありましょうし、今後の美作市の行く末を担うといいますか、大きな事業の一つ

だろうと思っております。当然そういったことを認識した上で、どういった方向性を見出すのか、十分市民

の皆様の声を聞きながら進めていきたいというふうに考えてございます。どうぞよろしくお願いをいたしま

す。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君） 

 これ総括させてもらいます。 

 そういう方向で結構です。本当に言葉で私に答弁してそれで終わるんではなしに、やっぱりその答弁に責

任を持つということに部長はしてください。そうでないと、やっぱり前向きに行かんわけですから、そうい

うことからいうと大きな責任と課題を抱えたということを十分認識して自覚してやってほしいということを

切に要望しておきます。 

 以上です。 

 それで、次に行かせてもらいます。 

議長（山本 雅彦君） 
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 はい。 

１１番（西元 進一君） 

 ４番目、市の駐車場の問題です。これもうもう工房の問題です。これは半年ほどだったと思うんですが、

もうもう工房を破産かなんかされとんで買うということで買われて駐車場にするということで、単純な駐車

場でああいうぼろ屋敷が美作市の表玄関にあるということを自覚してほしいというふうに私は思います。本

当にあそこを通ってみたら、あのぼろ屋敷が美作市の美作インターがあるとこですよ。あそこからおりて、

違うところの人も美作市も私たちも通るわけですが、あんなみすぼらしいものがあそこにあるわけですか

ら、しかも美作市の土地と屋敷なんですから、それをもうはや何年かなるわけですから、ちゃんとしたもの

に変えていくと。せっかく買うとんだから、美作市を市が知恵を出してやっぱりつくり出していくと。しか

もそういう新しいものをつくり出して、あそこにメーンな、これ見たかという、いわゆるシンボル的な美作

市のやっぱり発展に寄与するようなものをつくり出していく必要があるんじゃないかと。あそこが１番目

に、大原にもインターがありますけど、美作市の中ではあそこが一番効率的に使われているところだし、ほ

かの人たちも使うとこですから、ああいうものをさらけ出したままでやっぱり使う必要は私はないと思うん

です。 

 そういうことからいうと、あのところを置いているということは、買った執行部の責任ですよ、はっきり

言うたら。これはもうほんまに私は言いにくいですけど、言わせてもらいますけど、あれをあのままあんな

ところへ駐車場じゃというて二、三台置いて、汚げなものを置いてするというような、大恥をかくようなも

のをそのまま残しておくという、それ何の手だてもないような話がありますか。しかも大金かけて。 

 だから、そういう点では本当に皆さん方が自覚的、能動的に働いとるかどうかということも疑わしいよう

なことなんです。だから、私たちに答えられることについては十分答えてもらえりゃあ結構ですけど、ああ

いうものがやっぱり無造作に置かれているということを、本当に無造作でなしにちゃんと新しいものをつく

り出していく、あれを効率的に利用するという姿勢があなたたちになかったら美作市の発展はないですよ。

だから、そういう点ではちゃんとやっぱり考えていくと。しかも考えたものが一定の成果をおさめ、美作市

の誇り得る財産に変わっていくというぐらいのものをつくり出していくということが必要だろうと思うんで

す。そういうことを皆さん方が自覚的に考えて、責任ある対応を考えられてやっていってほしいということ

を述べて、答弁をしてください。 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 西元議員からの御質問、市の駐車場の利用問題というものでございますが、豊国原の旧もうもう工房の跡

地についてでございます。 

 現在は駐車場として利用されておりますが、これは周辺の道路拡張工事に伴う一時的なものとなってござ

います。あの跡地につきまして、実はこの秋に国において地方創生の拠点となる先駆的な道の駅をモデル箇

所として選定をすることとなりまして、その企画提案を募集しておりましたので、この跡地を外国人旅行者

等にも対応できるようなゲートウェイ型といいまして、地域の外からも活力を呼び込めるような道の駅とし

て活用できないかというふうなことを考えまして、10月に企画提案を行っておったところでございます。国

からモデル箇所として選定されれば、各省連携による総合的な支援が得られるところでしたけれども、つい

先日、県内のほかの自治体を初め全国から多くの応募がありまして、美作市の提案の採択は難しいというふ

うな状況だというふうな連絡があったところでございます。今後もこの土地の有効活用につきまして考えて
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まいりたいと思います。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 続けて答弁はありますか。 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 答弁を訂正させていただきますが、私の報告がちょっと誤解をされておったようでありまして、今の話は

全国で30カ所ぐらい、その魅力のある提案を募集をして、それを国が積極的に支援しようかということであ

ったんですが、岡山県内で私どものほかにもう一、二件、多分１件だと思うんですが、出ているという状況

が明らかになり、そしてもう一つは総選挙が実施されたので、しばらく検討するのが難しいという話で、選

挙が終わって落ちついてからまた検討をしようかというんで、そろそろお答えをもらえるんじゃないでしょ

うかと聞いたところ、今お答えするのは難しいという話だったと思いますから。 

 もともとそれはそう簡単に通るものじゃないんです。そう簡単に通るものじゃないんだけれども、全国で

30カ所ですからね。道の駅って山ほどあって、うちの道の駅っていたらどちらかというと、その中で今まで

のところ、頑張っている野菜はありますけれども、整備の基準としては非常に劣位なところがあるもんです

から、そう簡単じゃないんですけれども、アイデアとして我々のところのゲートウェイ型っていうやつはそ

う悪くはないという認識を岡山の国道事務所は持ってました。これどうなるかはわかりませんけれども、全

国ベースでの議論がまだできてないと、こういうことであります。これは別にもう政治的なプレッシャーを

加えても全然無理なんですけれども、ぜひとも期待をしておいていただきたいというふうに思います。 

 もう一点は、やはりこのところの議会であった第三セクターの問題もそうですけども、どこの町でも若干

おくれがちなんですが、三セクと土地の先行取得には非常にやっぱり注意をしなければ後が大変だというこ

とは議会の皆様にも申し上げる人もございますので、当局としても自戒をしておかなければならない点であ

ります。よく考えないかん土地です。土地についてはこのところ値上がりをしたというのはなかなかないわ

けでございますので、その先行取得論については厳に戒めなければならないと私は思っております。どうぞ

御理解と御協力を頂戴できますようにあわせてお願いをして答弁といたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君） 

 そういう効率的な活用に対してトライしとるということについては私知らなかったんですけど、やっぱり

それはちゃんと美作市民が購入した財産ですから、効率的に使用するということについては本当に真剣に考

えてほしいというふうに思います。 

 私はあそこで何人かの人に、あれは何するんな、何で買うたんなばっかし言われるんで、私も本当に困っ

たことが何回もあります。今のようなそういう話があれば、そういうものとして申請しております、あるい

はトライしておりますということが市民に対して前向きな返答ができるわけですが、さあなあ、何で買うた

んかな、自分たちのために買うたんかなというような話をせざるを得なんだというのは現状です。そういう

ことからいうと、ああいう財産は第三セクターでなしにああいう財産を購入していく場合にはやっぱりちゃ

んとした将来見通しがあるものを計画しながら、しかもそれを取得していくということをせんと、どうして

もああいう惨めなものをつくり出して生み出していくということになるんで、特に執行部の方はそういうい

ろんなアプローチがあると思いますけど、気をつけてほしいということを言うときます。 
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 そういう点ではきちっとしたものをやっぱりつくり出していく上での努力というのは怠らないように、し

かも私の力ではどうにもならんけど、萩原市長は全国的にも力があるんで、そういう点ではいろんな意味で

の大きなニュースソースというかそういうものがあるんだろうと思いますから、そういうものを本当に生か

しながら、美作市民のためにやっぱりつくり出していくという大きな視野に立って活動してほしいというこ

とを切に要望しておきます。 

 以上です。 

議長（山本 雅彦君） 

 ここで西元議員、10分間休憩します。 

 ただいまより10分間休憩します。 

                                       午後１時55分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後２時07分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 西元議員、５項目めの質問から始めてください。 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君）〔質問席〕 

 ５項目めに入らせていただきます。 

 美作市の市有林についてのことです。 

 まず、私余り詳しくないんで、これ読んでおきます。 

 市の市有林は幾らありますかということで、面積を教えてくださいということと、現在の状況をお知らせ

くださいということです。この状況というのは、ヒノキの植林が何年生が何ぼうぐらいあって、杉が何年生

が何ぼうぐらいあって、間伐しております。ちゃんとしております。柱になりますとかというようなものを

教えてください。それから、現在植林をしている面積と今後の方針ということで教えてもらったら結構で

す。 

 それで、そういう点では皆さん、私も含めてですが、山については非常に魅力はなくなっております。金

もうけもできんし、銭だけが要るということで困っている状況が目に映ります。しかし、美作市はいわゆる

有能な山があり緑があって、しかもそういう点では対外的に、あるいはほかの町村がうらやましいような、

そういう山という点での存在であろうというふうに思います。それが具体的にどういう状況でどういうふう

に計画的に手を加えられているかと、しかもそれが今市場では安いものかもしれませんけど、市の財産とし

てはどういうものとして位置づけられているかというようなものを教えてください。そうせんと、やはり安

いからほっときゃあええということで、何にもならん木を育てるということで、木はあっても使える柱がな

いというような状況が今の日本の森林の状況じゃそうです。何ぼう植林をして、大きく50年、60年生になっ

とろうとも、これは枝が生えて節があって、どがいにもならんそうです。そういうものが美作市の中にどう

いうふうにあるかということを含めてちゃんと教えてください。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 御質問が想定をしておったより若干高度になっておりましたので、少し私がお答えしますが。 
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 面積については1,758ヘクタール、これが美作市有林です。それで、そのうち植林が行われているものと

しては1,120ヘクタールということでございます。なお、その1,120ヘクタールのうちに847ヘクタールが群

集林ということで、誰かほかの方と一緒に植林をして群集するということになっております。 

 これをどう保育というか手当てをしているかということですが、はっきり申し上げてよくできていないと

申し上げていいんですが、まず平成23年度の間伐が10ヘクタール、24年度も10ヘクタール、25年度は当初予

算で６ヘクタールの実施が見込まれておりまして、年平均10弱で、1,120ヘクタールを毎年毎年例えば９ヘ

クタールでやっていきますと、途方もない年月に一回しかできない。御案内のとおり、間伐については１回

だけではおさまらないんです。割と小さ目のときに１回やって、もう一回やって、３回ぐらいしてようやく

まともな森林としてそれこそ柱になるんですが、今申し上げた数字を考えますと、およそ無理があるってい

う状況だと思います。ただ、市内の民有林の中で一部非常によく手当てがされているところもありますの

で、我々としては今後例えば先ほどの庁舎建築で市内産の材を使って木造のものを建てようとなったときに

は、節があろうがなかろうがということで市内産を使えばいいとは思っています。いいように活用したい。 

 一方で、我々の森林というのは例えば真庭とか、この辺で言うと西粟倉と比べて圧倒的に雑木林という

か、自然林が残っておりまして、バイオマスつまりまきとか燃料的に活用する場合には、杉やヒノキよりも

雑木のほうが圧倒的にいいんですね、これ。そこは恐らく我々は今後森林施策をやっていくときに、一方で

その既植林の地域について見きわめをしながら間伐その他の手当てをして育成をしていくことも必要です

が、一方で雑木林を商品化していく、燃料化していくということによって地球温暖化対策に効果的に活用し

ていき、場合によっては排出権取引まで臨んでいくというようなことも考えておかなければいけない。人間

万事塞翁が馬ということがあって、自然林を持っていることを逆手にとって森林施策というものを展開して

いく責務が我々にはあるだろうというふうに思っているわけであります。 

 それから、そうはいっても森林施策については我々も十分に役所内の蓄積がないものですから、今江見部

長のところから林業課ないし森林課っていうものを設置できないかという話もあったりしまして、さしむき

人材を獲得しようということで森林についたり林業について知見のある方をせんだって募集はしてみたんで

すが、任期つきで、応募がなかったということでなかなか市内の状況というのはその辺も厳しいんで、これ

はいろんな関係機関、県や国とも相談をしながら、まずは人材をお借りすることも含めて検討をしていくこ

とが重要だと思っているんです。 

 それからまた、その部内に森林施策のコアになるチームを編成するというのは今の話ですが、加えて近畿

中国森林管理局、つまりこの辺の森林管理についての大元締めをしている役所がございますけれども、非常

に美作市が最近積極的に森林施策について発言をしているということをよく御認識になっておられまして、

午前中のとこにもございましたように、あれ10月でしたっけね、私ども森林管理について袴ケ仙を中心とし

た地域を一緒にできないかと、モデル的な林道整備とか森林整備ができないかということでお尋ねに行きま

したら、十分に検討に値すると。あそこの国有林はちっこいんですが、その周りの市有林、民有林を合わせ

て、大まかに言うと合計で10平方キロに達したら検討に値するということで、大体そのぐらいの面積があり

ますので、どんなことが具体にできるかと、林業専用道をまずつけて、林業専用道といいましても駐車場も

ありますし、そこから登山をしても構わないんです、もちろん。登山者は排除する理由の専用道ではありま

せんから、多目的に活用できるんですが、名前としては林業専用道をどう設置できるかというようなことを

まず発端としながら、今議論をしていただいているわけであります。専門の方々のお知恵もかりながら、

我々の持っている森林資源というものを生かす。 

 もう一度申し上げますと、植林はその厳選をしながら使えるものはちゃんと保育をしていく。使えないも
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のをどうするかと、これは難しいんですね。植えて40年間一回も間伐をせずにやった林っていうのは何にな

るかということを僕もまだ考えたことないんですけども、軽度のバイオマスにしかならないかもしれない。

この辺はちょっと先進事例も、放置された人工林の活用についての先進事例がなかなかないものですから、

もう少し全国的に当たってみたり、研究成果も見ながら考えますが、人工林については比較的整備されてい

るところを重点に整備を追加をしていくこと、そしてその他についてはバイオマスを中心としたその利用の

仕方について考えていくこと、これを基本として林業施策を進めていくつもりであります。よろしくお願い

します。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君） 

 江見部長に尋ねます。 

 美作市森林整備計画書というのが平成20年４月１日に提出されて、平成30年３月30日に計画期間というの

で出ております。これは私たちに示されたものなんです。これの実績について若干でも記憶があれば報告し

てください。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 正直に申し上げます。 

 その分については十分まだ勉強しておりませんので、これから見たいと思います。よろしくお願いしま

す。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君） 

 部長、いつもしゃあしゃあとしゃべられるのに、今度はちょっと困ったんだろうと思うんだけど、これは

私たちに提出されて、私たちが勉強したもんですよ。あんたが知らんというのは本当言うたら常識的にはな

いですよ、言うとくけど。こういうものがあるから、美作市が前進できんのですよ。私はこれは本当言うて

困らすために言うたんじゃないけど、言うとかにゃあいけんと思うて資料を引っ張り出してしたんですけ

ど、本当に皆さん真剣に考えてくださいよ。美作市民の財産を皆さんが預かっとんですから、そういう点で

は私は勉強しとりませんという、しゃあしゃあというた言い方はできんですよ。だから、そういうことから

いうと、本当に反省して、この森林計画が本当に〔聴取不能〕になっとんだったら、なっとんでよろしい。

しかし、今後とも改めてやっぱり計画していくと、そういうものとして位置づけていくということを答弁と

してきょう約束してください。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 その件につきましては、これから本当に真剣に見させていただいて、その方向性を市長等とよく協議させ

ていただいて、森林行政が推進するように考えてまいりたいと思います。よろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員、総括になります。 
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１１番（西元 進一君） 

 結構です。ひどう追求するつもりもなかったんだけど、ちょっと頭へ来たんで反応したんじゃけど。 

 そういう意味では、ちゃんとやっぱり責任を持ってください。私たちもあなたたちの方針とか指導には従

います。一生懸命私らは本当に学歴もないし、一生懸命勉強してやっとここまで来とるわけですから、そう

いう人を導くためにもあなたたちは勉強し、責任を持つということを真剣に考えて仕事に取り組んでほしい

ということを総括しておきます。 

 以上です。 

議長（山本 雅彦君） 

 じゃあ、続けて最後の項目に入ってください。 

１１番（西元 進一君） 

 ６項目めに入らせてもらいます。 

 智頭勝田線というところから、この前も９月の時点で一般質問させてもろうたんですが、トム・ソーヤー

からの２車線ということなんです。これは私は何で問題にしたかというと、ある会場で、大きな会場です、

一般の市民が２車線にしてもらわにゃあ困るということを要望として大きな集会でされました。私は一般質

問しとってよかったなあと思うたんですが、そういう点ではやはり関心事なんです。勝田地域の本当に浮沈

をかけとる道路なんです。奈義のほうにやっぱり足が向くというのは狭いからなんです。私は前回も言いま

したが、岡山県の指導で奈義のループ橋をつくるよりも勝田のほうを通ったほうが低いし、雪も降らんし、

経費もかからん、これを推奨するほうがええというて、県が指導したんですよ。私たちも一緒になって言っ

たわけです。しかし、県会議員のアシダさんというのがおられて、どうしてもとられたんですけど、そうい

う場所なんです。だから、美作市が本当にそういうことを真剣に考えて、あそこを２車線にして通してくれ

たら、勝田地域も若干はもう少し人通りが激しくなって繁栄していくというふうに私は位置づけとんです。

その点ではちゃんとやってほしいということを切にお願いしたいというふうに思います。 

 ついでですから言うときます。 

 岡山県としては、僕は古い人間ですから、県の県道を要望するときには特１にせえとか特２にせえとかと

いうてけんかしょうたわけです。特１にすると、重点区域としてやっぱり進んでいくと。勝田ではダムの上

が特１になって、梶並までトム・ソーヤーまで行ったわけですから、そういう点では大きな成果があるわけ

で、そういうものとして今現状としてあるかどうかは知りませんが、これは部長から答弁があると思います

が、そういうものとして位置づけてほしいということを含めて、今後の取り組みについて若干でも答弁があ

ればよろしくお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 建設部長。 

建設部長（真野 弘紀君）〔登壇〕 

 西元議員の御質問です。県道智頭勝田線の県境付近の改良の関係でございます。 

 まず、特１、特２という表現をされましたが、10年ほど前まではございました。特１というのは、いわゆ

る改良です。それから、特２というのは、トッカクギリといいまして、狭いところをちょっと広くしていく

というような事業でありまして、今はその事業はございません。その中で社会資本整備という事業の中で県

のほうも事業を進めておるというところでございます。 

 改良計画ですけれど、一応９月にも御回答申し上げたわけですけれど、県によりますと、現在智頭勝田線

については余野から真加部の区間の歩道整備を現在実施しておるところでございます。議員御質問の右手養
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魚場から県境までの約4.4キロメーターの区間については、事業効果とか緊急度の観点から交通量などを見

きわめながら検討していくというふうな答えはいただいております。 

 先日、東京で開催されました中国地方道路促進総決起大会というのがございまして、その中の意見交換会

の中で美作市長が岡山県の市町村代表というのが地域高規格道路の美作岡山道間の会長ということでもあり

まして、意見交換会の中で要望しとるわけなんですけれど、その中で当然地域高規格道路の美岡道の関係も

要望しておりますし、それから高規格道路の姫路鳥取線、県境の志戸坂峠でございますけれど、先日事故が

あって通行どめがあったと、国道の373と相互乗り入れになっているということで、４時間も通行どめにな

ったということで困ると、どうにか克服できるようにトンネルでも掘ってもらえないかというようなことを

申し上げておるわけですが、その中で各県の代表市町村長の中からの質問の中で、県境をまたぐ道路につい

て、県内の、例えば岡山県では県庁のほうへ向いての道路は整備がだんだんなされていくんだけど、県境の

ほうへ向いて道路のてこ入れがどうも弱いんじゃないかというような質問がたくさん出ておりました。それ

でどうにかなるということではないんですけれど、まさにこの今言われる智頭勝田線、県境をまたぐ道路で

ございます。周辺地域との広域の連携を考えますと必要な道路であるというふうに我々も理解しておりまし

て、岡山県では今、おかやまスタンダードといいまして、交通量の少ない中山間地域では５メーター道路が

１次改良といいます、２車線になったら２次改良になるんですけれど、今の道路はほぼ１次改良ができたよ

うな格好になっておりますので、おかやまスタンダードはその１次改良を生かしつつ、200メーターか300メ

ーターに１カ所ずつでも２車線区間をつくっていくというふうな方向で整備を実施されておりますので、そ

のような方法も含めて県のほうへ要望をしてまいりたいというふうに思っております。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君） 

 それで結構です。いわゆる帯状のような格好でつくっていって、ずっとつくっていきょうりゃあつながっ

ていくわけですから、そういうものとしてやっぱり長い目でも短い目でも地域の発展のためには道路が必要

なんだと、道路を改良して地域の活性化を図っていくという側面からも重点的に力を入れてほしいというこ

とがあるんで、そういうことを含めて美作市の発展のためにも道路行政というのは大きな使命を負うとる

し、課題があるんだということを認識し、自覚してほしいというふうに切に思います。 

 そういう点での答弁があれば、もう一回言うてほしいというふうに思いますけど、あれば言うてくださ

い。もう一回話がしたいんで。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 議員の質問、きょうは美岡道の北部延長の問題とこの右手峠の問題と２本の道路があるんですが、逆にこ

っちから質問を含めてお答えをしますと、議員の頭の中ではその２本は同じなんですか、全く別なんですか

ということもあるかと思うんです。きょうの話っていうのが、政策形成論の段階なもんですから、どれがど

うだと確たる答えを申し上げることについては避けたいと思っておりますけれども、議員のお話をずっと聞

いていると、あるいはあの辺の地形をずっと思い出していると、ここはトンネルの掘り方の問題になるんで

すけれども、例えば鳥取岡山道という仮称の道をつくるときに、山越えをそのまますることは絶対ないです

ね、これ。かつ先ほどの373と姫鳥道の併用問題みたいなことが議論されてましたけど、これは事故のとき

に停滞したら困るから、事故が起こったら平道に戻れっていう話を前提にしとるんですね。そうすると、そ
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の議員がおっしゃりたいことの先にあるのは、右手峠の問題については1.5もやりながら、どういうルート

になるかわからないんですけど、議員が想定されているのは。右手のあたりから智頭の奥のほうのどっちの

谷に振るかは別なんですよ、岡山県側から見て左のほうに振れば53号アクセスになるんです。右のほうに振

れば373アクセスになるんですけども、53アクセスのほうがいいんだけれども、そういう頭を持つと今の問

題が収れんをしてくる可能性があるのかなと思ってみたりしている、頭の中をしゃべりに変えると、そんな

ようなことなんですが、ここは議員、これから一緒にいろんな勉強をしながら、どんなことが一番妥当な形

で発信できるかについて考えていこうではないかと思うんです。 

 ちなみに、黒尾峠より右手峠のほうが標高は低い。 

〔11番西元進一君「そうです」と呼ぶ〕 

 はい。 

 以上、お答えを終わります。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 西元議員。 

１１番（西元 進一君） 

 総括させてもらいます。 

 それで結構です。私もない知恵ですけど、絞りながら市長と相談しながら本当にいい方向で、あるいは皆

さんと相談しながらいい方向で結論を出していきたいというふうに思うんで、今後も私の活動を注視しても

らっても結構ですし、皆さん方の責任ある行動をよろしくお願いして終わりたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番８番、議席番号11番西元進一議員の一般質問を終了いたします。 

 続きまして、通告順番９番、議席番号17番鈴木悦子議員の発言を許可いたします。 

 鈴木議員。 

１７番（鈴木 悦子君）〔質問席〕 

 17番鈴木悦子でございます。議長より発言の許可を得ましたので、一般質問をさせていただきます。 

 12月に入り、日ごとに寒くなってまいりました。ことしの秋は冷え込みが朝夕大変厳しく、山々の紅葉も

美しく、まさに錦秋という言葉が当てはまる秋でした。11月の終わりに私はことしの秋を少しでも堪能しよ

うという思いから、すぐ近くの東粟倉の駒の尾山荘の麓から大規模林道を通り、西粟倉の原生林まで行って

まいりました。原生林では、車を置いて少し歩きますと、本当に少しブナ林があって、広いところがありま

す。そこには本当に錦のじゅうたんを広げたようにびっしり落ち葉が降り積もっておりました。それだけじ

ゃなかったんです。私の体ぐらいの大きさの石が七、八個、その錦のじゅうたんの上に転がり落ちて、それ

がマリモの色、もう本当に緑です。その緑にコケむしていました。それを本当に余りにも美しかったので、

熊が出ることも忘れてしまって見入っていました。東京から来られた友達と一緒に、すごいきれいじゃなあ

と言いながら見たわけですが、ふと我に返ったときに、熊の恐ろしさを感じて慌てて帰ったという、そうい

った秋でした。これは近くでもこんなに美しいところがあるんだということを皆様に御紹介して、私の秋の

一こまをお話しさせていただきました。 

 今回、私が通告しております一般質問は３項目であります。１項目めは市内の公共施設のトイレの実態に

ついて、２項目めが介護保険計画の策定方針について、３項目めが市内のスポーツ施設や公園、観光施設の

管理についてであります。 
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 まず、１項目めの市内の公共施設のトイレの実態についてお尋ねいたします。 

 まず、体には排せつという最も大事な行為があります。公共トイレは年々増加していますが、今やレジャ

ーを楽しむ時代、公園や高速道路、町の中、駅等に設置されている割合は、少し前の統計ですが、人口割合

で約4,000人に１カ所という設置状況です。しかし、ここ10年で公共トイレの設置数が相当ふえています。

今やトイレに対する改善風が吹き続けていると思います。 

 特に現在では、快適トイレづくりを町のイメージアップの作戦として進める自治体もあるようです。例え

ば愛知県の刈谷市では、デラックストイレといって、すごく広いトイレ空間があるんですが、その中に応接

セットが置いてあって、そしてお花が飾ってあってそこでトイレが終わってから、用を足してから、その応

接セットに座ってお話をするといったような、そういったすばらしいトイレがつくってありました。これ私

は行ってまいりました。 

 家庭においてもトイレは家の顔と言われ、またトイレはその国の文化とも言われます。近年、少子・高齢

化と言われて久しくなりますが、市民の方からの声として美作市の市役所の公民館や体育施設など公共施設

のトイレが利用しづらいという声をよく聞きます。特に御高齢の方からは足腰が弱くなって、洋風便器でな

いと困るという御意見が多くあります。質問に先立って市役所や教育委員会にトイレの実態について調査を

依頼しましたが、その結果は次のような結果でありました。 

 総務部が管理されている公共施設は、市役所、総合支所、市民センターや集会施設、合わせて38の施設

で、大便器の総数は206カ所となっていますが、そのうち腰かけ便器の数は76カ所で、率にして36％となっ

ております。 

 保健福祉関係では、保健センター、老人福祉センター、放課後児童クラブ、医療施設など17施設で大便器

数は53カ所であり、腰かけ便器は35カ所、率にして66％となっており、福祉関係施設が多いことから比較的

整備率が高いようであります。 

 次に、教育委員会の調査では、11の小学校と５の中学校のトイレ総数は107カ所あります。このうち腰か

け便器は26カ所であり、率にして24.2％、14カ所の幼稚園、保育園ではトイレ総数44カ所のうち、腰かけ便

器は26カ所、率にして59％で、公民館や図書館、体育施設など60カ所のトイレ総数は385カ所、そのうち腰

かけ便器は133カ所で、率にして34.5％という結果であります。 

 全てを足しますと、145の施設でトイレ総数は795から、このうち腰かけ便器は296カ所で、率にして

37.2％という調査結果となりました。 

 このほか、観光施設、病院や診療所、特別会計で管理する施設など多くあると思いますが、この状況をど

のように受けとめてよいのか迷いますが、少なくとも体に障がいのある方や高齢者の皆さんにとって利用し

やすい状況ではないというふうに感じます。 

 このように多くの施設を利用しやすいトイレにするには、相当の経費と年数を費やすこととなりますが、

市は今後どのような対応を考えておられるのか、お尋ねいたします。御答弁は総務部、保健福祉、それから

教育委員会、それぞれ御答弁をよろしくお願いしたいと思います。 

 １回目の質問とさせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 総務部長。 

総務部長（尾崎 功三君）〔登壇〕 

 鈴木議員の市内の公共施設のトイレの実態ということでございます。 

 私のほうから総務部関連の施設について答弁させていただきます。 
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 先ほど議員おっしゃいましたように、総務部の管理する公共施設、庁舎、各総合支所等の施設でございま

すが、洋式便器といいますか、その割合は36％ということで、４割を切ってございます。高齢者等、体の不

自由な方々にとりましては、現時点では使用しづらいところがあるというふうには理解をしております。 

 これらの施設につきましては、建築年度が非常に古く、洋式便器の普及前に建設したものがほとんどでご

ざいます。現在の高齢化社会などには配慮したものとなっておりません。中でも本庁舎は昭和54年度の建築

でございまして、和式便器しかないという建築でございました。そのため平成22年度に４カ所を洋式便器に

改修をさせていただいております。しかし、まだまだ不十分なところもございまして、ほかの施設等も含め

まして今後は緊急性の高いところから順次改修に向けて検討してまいりたいと思っております。 

 また、新しく建設することになります公共施設等につきましては、今後は洋式便器を標準とするととも

に、こういった車椅子の方々ももちろん高齢者、お子様連れの方々、こういった方が利用できるような最近

はございますが、多機能トイレというものもございます。こういったものも整備する上では検討してまいり

たいというふうに考えております。どうぞよろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 それでは、保健福祉部所管のトイレの関係について答弁をさせていただきます。 

 保健福祉部所管の腰かけ便器の整備率は66％で、他部局よりは高い整備率になっていますが、施設によっ

ては全く腰かけ便器がない施設や障がい者用トイレが整備されていない施設もあります。保健福祉部は高齢

者や障がい者の方など、援護を必要とする方が利用しやすい施設整備を強く推進していかなければならない

部署でもあります。トイレの整備のみならず、出入り口の段差の解消、階段への手すりの取りつけ、廊下な

どへは車椅子や視覚障がい者が安心して通行できるよう障害物を除去するなどバリアフリー化を順次進めて

まいりたいと思います。よろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 公共トイレの実態につきまして、教育委員会所管分についてお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、残念ながら保育園、幼稚園、学校はもとより公民館、各種スポーツ施設など、多く

の市民の方が利用される施設ではございますが、洋式トイレへの改修は進んでおりません。しかしながら、

保育園、幼稚園、学校では体の不自由な子どもたちが入学すると、そうしたことに際してはトイレ改修をし

て対応をしております。 

 時代の変化とともにトイレの洋式化、またバリアフリー化は必要であることは十分認識しておりますが、

多額の費用も伴うというところから、必要性の高いところから順次改修を検討してまいりたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、経済部所管の観光施設の洋式便器整備率は50％ということになっております。観光施設には旅

行や宿泊といったさまざまな目的を持った市内外の世代を超えた不特定多数の方が訪れます。議員御指摘の
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とおり、一般の方のみならず、体に障がいのある方や高齢者の皆様にとりましても利用しやすい、そして清

潔なトイレが設置されていることが観光施設、そして市全体のイメージをさらに向上させるというふうに考

えております。宿泊施設を初めとした観光施設につきましては、必要な箇所から整備を進めておりますけど

も、指定管理者等の施設管理者とも協議を行いながら、利用頻度や利用者の声を参考にして、洋式化を含め

たトイレの改善を順次進めてまいりたいと、このように思っております。どうぞよろしくお願いいたしま

す。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 鈴木議員。 

１７番（鈴木 悦子君） 

 ２回目の質問をさせていただきます。 

 それぞれ担当部署より現状と整備方針について御答弁をいただきました。一番最近聞いたんですが、例え

ば大原の公民館などでしたら、老人大学があったり、それから高齢者の方が健康体操に通われたりとか、い

ろんなことに利用されております。でも、行きたいけど、一番にトイレのことを考えると行けなくなるとい

うようなお話を聞かせていただいております。そういったこともありますので、これは保健福祉の介護保険

のほうでも本当に最終的にはもう結びついてくると思いますので、ぜひとも今答弁がありましたようにしっ

かり進めていただきたいと思います。 

 私に至っても、この春にそこの女子トイレに音姫をつけてくださいということをお願いして、音姫をつけ

ていただきました。そういうふうなこともありますので、ぜひいろんな面で安全・安心なトイレをつくって

いただきたいなというふうに思います。 

 しかし、全体的に整備がおくれているという認識はされておりますので、近い将来には利用しやすい公共

施設のトイレが実現をすることを願っております。 

 また、総務部関係からの御答弁では、新たに建築する場合は洋式便器を標準をするお考えや多機能トイレ

設置につきましても検討されるとのことであります。誰もが利用するトイレ、清潔にされている場所を利用

すれば利用者の気持ちもよいもので、汚ければ利用者も心の不満が募ることとなります。老若男女、トイレ

の弱者の事情をしっかりと検証していただき、おもてなしのトイレの実現に努めていただきたいと思いま

す。 

 公共のトイレは、３Ｋの代名詞として使われてきました。より快適、安全が求められる今日にあっては、

５Ｋ、臭い、汚い、怖い、壊れている、暗い、こういうふうに言われております。公共トイレについては批

判されてきたことと、本当に昔は厄介者のような扱いをされてきた半面、トイレは本当に鬼門というよう

な、そういうふうなことにも拝んでもらったりというような大切にされてきたこともあるんですけども、厄

介者扱いをされてきたということも現実ではないかというふうに思います。 

 人間の排せつは、自己で自分でコントロールできません。また、もうトイレに行きたいと思ったら我慢も

できません。昔から、出物腫れ物ところ嫌わずと言われております。先般もサッカーの応援に行きました。

そのときに、この18人の議員皆さん、お元気です。でも、その元気な議員が、えっちゃん、トイレはどこへ

あるんじゃと、まずトイレを確認しとかなんだら、ゆっくり応援できんがなというような言葉がありまし

た。もうこんな元気な議員ですらそういうふうなトイレの心配をするわけですから、本当にしっかりと前向

きにやっていただきたいなというふうに思います。 

 排せつ現象は時と場所、身分も人格も選びません。トイレ行為の安心と安全を保障する条例は残念ながら

ありません。多分全国で条例があるかないか、全国までは調べておりませんが、身近なところでは条例はあ
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りません。私はこのようなことから、トイレの整備やトイレの安全管理等に関する条例の制定の提案をした

いと思います。 

 この内容につきましては、ここに用意をしておりますので、議員の皆さんにも御理解と御協力を賜りたい

と思いますので、少し読み上げさせていただきます。 

 まず、この条例の制定の目的といたしまして、この条例は、美作市の設置する公共の用に供するトイレを

快適な空間に刷新するために取り組むべき事項を定めることを目的とするという目的です。 

 それから、トイレの刷新ということで第２条、本条例においてトイレの刷新とは、以下の各号に定めるト

イレの改善のことを言うものです。 

 まず、１番としてバリアフリー化、２番としまして安全・安心な空間の確保、３番としまして清潔な空間

の確保、４番、子育てとの調和、５番、気温変化の緩和ということでございます。 

 市の責務といたしまして、美作市は市の管理するトイレについて、トイレの改善、改修に当たってトイレ

の刷新を図るものとする。そして、先ほども本庁舎の新築の話が出ておりましたけれども、この本庁舎の新

築計画への反映としまして、市並びに市議会は現在行われている本庁舎の新築計画の策定作業において、ト

イレ刷新の考え方が反映されるように努めるものとするというふうに目的、それからトイレの刷新、市の責

務、本庁舎の新築計画への反映ということで、ここで今読み上げさせていただきました。 

 後日、議員発議をしていきたいと思っておりますので、何とぞ議員の皆様、御理解と御協力をよろしくお

願いしたいと思います。 

 以上でございますが、この件について執行部のほうで何かありましたらお願いをいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 総務部長。 

総務部長（尾崎 功三君）〔登壇〕 

 鈴木議員の２回目の御質問でございます。 

 先ほど各担当部署の方から施設ごとの整備状況なり、今後の取り組みについて御答弁させていただきまし

た。やはり議員おっしゃられるようにトイレは清潔で安全・安心といいますか、利用しやすいものであるべ

きというふうな認識は当然持っております。できるものからということで、全体として整備をゆっくりであ

ろうかと思いますが、着実に進めたいというふうに思っております。その辺を十分御理解いただきたいとい

うことで、先ほどの議員発議ということで御予定でございます。そうしたものができましたら、それに沿っ

た取り組みを進めていきたいというふうに考えております。どうぞよろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 鈴木議員。 

１７番（鈴木 悦子君） 

 総括です。 

 美作市の文化はトイレからというふうにトイレを位置づけていきたいというふうに思っておりますし、そ

れからこの条例につきましても、ぜひ発議をしてまいりたいと思いますので、執行部のほうもよろしくお願

いします。 

 １項目めの質問は以上で終わらせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 鈴木議員、２項目めは休憩の後からお願いします。 

 ただいまより10分間休憩します。 
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                                       午後２時55分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後３時05分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 鈴木議員、２項目めの質問から始めてください。 

 鈴木議員。 

１７番（鈴木 悦子君）〔質問席〕 

 それでは、２項目めに入らせていただきます。 

 美作市介護保険事業計画についてお尋ねいたします。 

 現在の介護保険計画は、第５期の計画で、2012年から2014年までの３年計画となっていますが、2015年か

らの第６期計画策定について、本年２月に厚生労働省老健局より介護保険制度の改正点についてという文章

が出されておりますが、その内容によりますと、地域支援事業における総合事業について平成29年４月まで

に全保険者完全実施という内容であり、それぞれの自治体が地域包括ケア実現のための方向性を継承しつ

つ、在宅医療、介護連携等の取り組みを本格化していくこととなっているようであります。 

 特に大きな改正点としては、介護予防給付である要支援１と２の対象者に対する介護予防給付と新たな介

護予防、日常生活支援事業が大きく変わるのではないかと思いますが、美作市ではどのような介護保険計画

の見直しを予定されているのか、まずその点についてお尋ねしたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 それでは、鈴木議員の介護保険計画の見直しについて答弁をいたします。 

 今回の介護保険制度の改正の主な内容につきましては、地域包括ケアシステムの構築及び費用負担の公平

化の二本柱となっております。 

 まず、地域包括ケアシステムの構築ですが、高齢者が住みなれた地域で生活が継続できるようにするた

め、介護、医療、生活支援、介護予防を充実します。サービスの充実として地域支援事業の充実のため、在

宅医療、介護の連携の推進、認知症施策の推進、地域ケア会議の推進、生活支援サービスの充実強化をいた

します。 

 重点化、効率化として、全国一律の予防給付、先ほど申されました訪問介護、通所介護を市町村が取り組

む地域支援事業に移行し、多様化したサービスを提供します。 

 また、特別養護老人ホームの新規入所者を原則要介護３以上というような限定になります。既に入られて

おる方については、この影響は受けません。 

 そして、もう一つの柱として費用負担の公平化でございますが、低所得者の保険料軽減を拡充し、また保

険料上昇をできる限り抑えるため、所得や資産のある人の利用負担を見直しします。低所得者の保険料の軽

減割合を拡大し、給付費の５割の公費に加えて、別枠で公費を投入し、低所得者の保険料の軽減割合を拡大

します。一定以上の所得がある利用者の自己負担を引き上げ、１割負担から２割負担とする案になっており

ます。低所得の施設利用者の食費と居住費を補填する補足給付の要件に資産などを追加いたします。預貯金

等により対象外となる場合があります。 

 要支援１、２の方が利用するサービスの予防給付、訪問介護、通所介護を市町村が取り組む支援事業に移
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行し、多様化したサービスを提供することについては、美作市の９月現在の認定者数ですが、2,614人のう

ち要支援１及び要支援２の認定者数は666人です。そのうち通所介護229人、訪問介護100人のサービスを利

用している認定者は合わせて329人で、約50％がサービスを利用しております。 

 新しい介護予防・日常生活支援総合事業は、通所型サービスでＡ、Ｂ、Ｃ、訪問型サービスでまたＡ、

Ｂ、Ｃに区分されます。 

 まず、通所型サービスのＡは、緩和した基準によるサービスとしてミニデイサービス、運動レクリエーシ

ョン等などが入ってきます。通所型サービスのＢは、住民主体によるサービス、体操、運動等の活動など、

自主的な通いの場となってきます。通所型サービスのＣは、短期集中予防サービスで、生活機能を改善する

ための運動器の機能向上や栄養改善等のプログラムです。 

 また、訪問型につきましては、訪問型サービスＡ、これも通所と同じように緩和した基準によるサービス

の生活援助等です。訪問型サービスＢは、住民主体による支援による自主活動として行う生活援助等です。

訪問型サービスＣは、短期集中予防サービスとして保健師等による居宅での相談、指導等です。 

 以上のような流れになっております。よろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 鈴木議員。 

１７番（鈴木 悦子君） 

 ２回目の質問をさせていただきます。 

 御答弁ありがとうございました。 

 改正される主な内容は、地域包括ケアシステムの構築と費用負担の公平化との説明であり、中でも市町村

が主体的に取り組むこととなる予防給付が地域支援事業として多様化したサービスを提供することとなると

の説明でありました。この地域支援事業が充実していくことにより、要介護となる方を少しでも少なくし、

また要介護となる期間を短縮することができれば、介護保険の安定した運営にも結びつくこととなります。 

 しかしながら、地域支援事業の内容を充実するためには専門的な知識や技術を持ったマンパワーの確保が

必要不可欠となるのではないでしょうか。計画期間の中でこのような人的体制整備について、どのような内

容が必要となってくるのか、御検討されている項目があれば、再度説明をお願いいたします。 

 ２回目の質問といたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 それでは、２回目の質問に答えさせていただきます。 

 専門的な知識や技術を持ったマンパワーの確保が必要不可欠という御指摘ですが、まさにそのとおりでご

ざいまして、その体制整備を目指すために、高齢者の生活支援、介護予防サービスの体制整備を推進してい

く目的として、地域において生活支援、介護予防サービスの提供体制の構築に向けたコーディネーター――

このコーディネーターは地域支え合い推進委員というような呼び方をする場合がありますが――を平成27年

度に雇用し、地域ケア会議などにより、地域の高齢者の支援ニーズと地域資源の状況を把握して、地域支援

事業の取り組みを支援充実させていきます。 

 いずれにしましても、少しでも介護の度合いが低い期間が長くなって、皆さんが健康の寿命が少しでも長

くなるように取り組んでまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 
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 鈴木議員。 

１７番（鈴木 悦子君） 

 ３回目、総括です。 

 平成27年度には、生活支援や介護予防サービス提供の構築に向けたコーディネーターの雇用を考えておら

れるということであります。サービスの内容は多岐にわたり御検討をされていることと思いますが、市民の

ニーズをしっかりと把握していただいて、高齢者の方々が安心して暮らせるものにしていただきたいという

ふうに思います。 

 また、新聞とかでも出ておりますが、この法改正に当たり、自治体の財政力、それからこういった改正に

ついての構築の段階で自治体により格差が出るのではないかというようなことも新聞によく出ております。

そういうことだけが市民の心の中にはすっと入り込んでくるのではないかというふうに、美作市はどうなん

だろう、近くの近隣の市町村に比べてどうなんだろうというような、そういうふうなことをすぐ思われると

思うんです。ですから、そういうことがないようにしっかりとした計画を立てていただきたいと思いますの

で、そのことをお願いいたしまして、この２項目めの質問を終わらせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 それじゃあ、続けて３項目めに入ってください。 

１７番（鈴木 悦子君） 

 それでは、３項目めに入らせていただきます。 

 市内のスポーツ施設や公園の管理についてお尋ねいたします。 

 ９月議会の文教厚生委員会で、赤田運動公園の管理について議論がありましたが、その後、教育委員会か

ら教育次長を初め大原分室、そして大原総合支所の職員の応援も受け、総勢10名ほどで周辺の草刈りや雑木

の伐採などを２日かけて清掃されたようであります。私もその現場を少し見えないようなところからのぞか

せてもらいましたが、職員は汗だくになって一生懸命作業をされておりました。このような現場を見て感じ

たことですが、市内のスポーツ施設や公園などの管理はどのようになっているのかという疑問が湧きまし

た。市内では類似施設として作東バレンタインパーク、勝田運動公園、美作ラグビー・サッカー場、湯郷の

河川公園、英田グラウンド、武蔵武道館、大原グラウンド、赤田運動公園、こぶしの里運動場などがたくさ

んありますが、それぞれの施設ごとに年間どの程度の予算で管理をされているのか、管理の実態に差異があ

るのではないかという疑問を持ちましたので、まずこのことについて施設ごとの管理予算と管理の内容につ

いてお尋ねをいたします。 

 １回目の質問でございます。よろしくお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 市内のスポーツ施設及び公園の管理についての御質問にお答えさせていただきます。 

 スポーツ施設や運動公園は合併前から各町村で整備されており、管理につきましてはスポーツ振興課や各

分室で行っております。また、体協やスポ少など、利用者のボランティアで草刈りや清掃奉仕活動をしてい

ただいているところもございます。しかし、雑草がよく伸びる夏場には、それだけではとても管理できる状

況ではございません。 

 また、管理費をという御質問でございますが、管理につきましてはさまざまな分野がございまして、施設

ごとに予算をということは非常にお示しが難しいということではございますが、東粟倉、大原、赤田、勝
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田、作東、Ｂ＆Ｇ、ラグビー・サッカー場、さまざまな施設がございますが、周辺の草刈り、樹木の剪定な

どは外部に委託をしております。しかしながら、管理が十分できているとは言えない状況がございます。 

 先日も赤田のグラウンドものぞいてみましたが、分室の職員が一生懸命草刈りをしている状況がございま

す。運動公園の草刈り等につきましては、今後も気持ちよく利用できる環境整備のため、必要に応じて予算

計上も検討させていただきたいと思います。御理解よろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 鈴木議員。 

１７番（鈴木 悦子君） 

 ２回目の質問をさせていただきます。 

 教育長さんの答弁では、気持ちよく利用できる環境整備のため、必要に応じて予算計上について検討する

とのことでありますが、私の質問の意味は、多くの施設がたくさんありますが、管理の実態について差異が

あるということで質問をさせていただいております。１回目の質問では、それぞれ施設ごとに年間どの程度

の予算措置がされているのか、そして管理の内容についてお尋ねをいたしましたが、その内容について個々

についての御説明がなかったように思いますが、それはそれとしまして、当然施設の規模や利用形態等によ

って管理費の差はあるというふうに私は理解をいたします。 

 そこで、赤田運動公園や大原グラウンドの現状は、年１回の草刈り予算しかついていないため、やむなく

職員が今回のように対応をしております。武蔵武道館では、年２回の草刈りと周辺の低い庭園木の剪定作業

程度の予算となっております。私は質問すると、大原のことや東のことばっかし言うと思われるかもわかり

ませんけども、それはそれとしてそれぞれの地域から議員が出ておられますので、私はそのことがその自分

の地域が一番よくわかりますので、目に入りますし、そういうことで質問をさせていただいております。 

 28年にはインターハイの少林寺拳法種目の会場として利用されることが決定しております。全国から集ま

る大会関係者を迎えるにふさわしい周辺環境を整備する必要があると感じております。武道館建設当時は、

芝生広場として整備されていたところが、国体後の管理予算がないため、今は芝生どころか、雑草が生い茂

る状況です。また、周辺の樹木は剣士の森というのが武道館の西側にあります。それから、武道の森として

位置づけられているのが、武道館の南側に位置づけられてあります。樹木が植えられております。剪定作業

に対する予算不足から、樹形、木の形が乱れ、中には枯れたままの状態になっているものもあります。市内

外から多くのスポーツ関係者を迎える施設にふさわしい管理が必要であると思いますし、先般協定を結んだ

日本体育大学との交流においても少なからず利用がふえることも予想されますので、このことも含めて再度

御答弁をお願いしたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 スポーツ施設の管理につきまして、２回目の御質問にお答えさせていただきます。 

 御指摘のとおり、確かにスポーツ施設、運動公園の管理というのが十分ではございません。今後、市民の

皆様の健康増進、そして豊かなスポーツライフを過ごしていただき、気持ちよく御利用いただくためには環

境整備も必要かと考えております。 

 特に、美作ラグビー・サッカー場、武蔵武道館などは全国規模の大会が開かれ、県内外から多くの方々が

訪れます。夏、夏季には市内の多くの施設が学生の合宿で利用されています。湯郷Ｂｅｌｌｅの活躍で全国

から多くのお客様が訪れています。平成28年には少林寺拳法のインターハイが武蔵武道館で開催され、また
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日本体育大学との体育・スポーツ振興に関する協定などにより、今後ますますスポーツ施設への来場者がふ

えるものと思われます。日ごろから環境美化に努めていく必要があると思っております。常日ごろからそう

いった状況、職員によって十分日常の状況を把握し、そして管理をすると。そしてまた、利用されている皆

様方にもボランティアとして御協力をいただくと、そうした環境整備はもとより、必要な管理を行うための

予算獲得、予算措置にも努めてまいりますので、どうぞ御理解と御協力をお願い申し上げます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 鈴木議員。 

１７番（鈴木 悦子君） 

 ３回目ということですが、総括をさせていただきます。 

 １回目の質問で具体的に施設ごとの管理実態という説明はありませんでしたが、必要な管理を行うための

予算措置に努めるという御答弁でございます。私の質問の趣旨は十分御理解をいただいた上での御答弁だと

いうふうに理解をいたします。施設の大きさや利用の実態のみならず、市民が気持ちよく施設利用ができる

ように十分な御検討をいただき、また不公平はないと思いますけれども、それぞれの大きさとか形態とか利

用者とか、そういうふうなことがあってのことだと思いますが、そういうことのないようにお願いをして、

私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番９番、議席番号17番鈴木悦子議員の一般質問を終了いたします。 

 続きまして、通告順番10番、議席番号12番本城宏道議員の発言を許可いたします。 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君）〔質問席〕 

 一般質問、きのうから始まっておりますが、２日目の最後の質問となるだろうと思います。しばらくの

間、おつき合いをお願いいたします。 

 私は今回は、市政の動きについてということと、毎回のことですが農業問題、それから教育問題と、今回

消防の関係について少し触れさせていただきたいというように思っております。 

 まず、市政の動きについてですが、先般市長はニューヨークやベトナムを訪問されましたが、その目的や

効果あるいは成果について十分私は理解をしたというところまで至っておりません。ニューヨークでは美作

市の実情を話され、投資を呼びかけたということですが、どれほどの効果が期待できるのか。また、ベトナ

ムでは何を話され、どの程度の効果が期待をされておるのか、その辺についてお伺いをしたいと思います。 

 次に、過疎化が進む中で、美作市においても３万4,000の人口から、今は３万を切るというようなことに

なっておるわけですが、市長は何か手を打とうということで一生懸命努力をされておる、その姿は十分理解

をできます。しかし、都市公園事業や日本体育大学の誘致に向けてのこの交流事業ですが、こういうものが

十分市民に理解をしていただけるまでの手だてがないまま進められておられるような気がいたします。行き

過ぎがないかと案じておるわけですが、市民の代表である我々議会にとっても、これはもう満足のいく説明

を受けたなあというようにはまだなっていないと思うんです。とりわけ都市公園の事業にいたしましても、

全体計画の策定やあるいは公園の指定に向けて事業推進をするということですが、指定はされたのでしょう

か、この指定に向けての準備をしておるという段階なのでしょうか、その辺について十分説明していただき

たいと思うんです。 

 それから、看護、介護の学校を経営する意図を持って関西の優良企業が庁舎に来たということですが、ど

の程度の調査をされ、この見通しはどのようになっておるのか、お聞きをしたいというように思います。 
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 ３番目に、合併特例債の発行期限が５年間延長されたとのことですが、新都市計画の変更が地域審議会で

諮られ、そして９月議会でしたか、これらの一部改正がなされたところですが、これらについて十分理解が

されておるというようには思われないわけですが、この辺についてもいま少し詳しい説明が要るのではない

かと、このように思います。 

 また４番目に、株式会社粟倉工房についてお尋ねをいたしますが、今まで岩江議員あるいは安本議員のほ

うからこの工房についての質問がございました。その辺につきましては省かせていただきますが、株式会社

東粟倉工房は、民間へ移譲されたわけですけれども、この民間へ移譲したときの正式な譲渡契約、このよう

なものがなされておるのかどうか、詳しい報告をまだ受けておりませんので、その辺についてお聞かせ願い

たい。 

 また、ふるさと創生については、市町村のやる気がある取り組みについてしっかり応援をするというよう

なことが言われておりますが、これらのふるさと創生についての考え方、これらについてまず答弁をお願い

したいというように思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 御苦労さまです。まず、ニューヨークでございますけども、ニューヨークへ行った目的は、国から見る

と、日本の投資環境というものが実は大都市だけじゃなくていろんなところにもあるんだということを示す

ことによって、日本全体への投資波及を狙うということであり、私どもとしてはその代表例に選ばれたこと

によって国際的に若干ではありますけども、美作市のＰＲをする。加えて重要なことは、その国内の政治に

おいて、あるいは行政において美作市の存在を強く認識をしていただくと、国内向けのＰＲというのは非常

に大きかったと思っております。 

 国際的に言いますと、向こうでＰＲした中に、英田サーキットの件があって、これは効果が既にあったよ

うに考えてございますし、また国内的に見ますと、地方創生の関係で石破担当大臣が市長会の代表者を呼ん

で懇談をしたときに、美作市の名前を挙げて評価するというふうに発言されたというふうに伝え聞いており

ますけども、そういう効果が既に上がっているということで、今後のさまざまな営業活動が少しずつではご

ざいますけども、しやすくなっているということであります。 

 ベトナムについては、何か誤解がありますが、まだ行っておりませんので、その答弁は差し上げることが

できません。行ったのは部下でございます。 

 それから、都市公園等について十分な説明がないということでありますが、十分かどうかの御評価という

のはお任せをさせていただきたい、議員が十分でないと思われれば、それはそのとおりですが、なかなか本

城議員を十分だと言わしめる説明というのは難しいというのも現実であることは、類似の議会を見てもはっ

きりわかるところでございます。ただ、その議会もそうですが、私どもとしては都市公園についても、ある

いは日体大についても地元の関係の方々がいらっしゃるものですから、その方々の気持ちというものは大変

大切にしなければならないと、そう思っております。 

 具体的に申し上げますと、そもそも両方の課題とも、さきの市長選挙の中で出てきた課題であり、明確の

度合いは若干違いますけれども、いわゆる市長選の公約の中でもう表現をされています、口頭で補足した公

約の中に入っているということでございまして、市民の皆さんとの関係では、市民の合意形成をある程度も

ういただいているという強い基盤の上に立った政策を展開をしているんだということでございまして、ぜひ

議員にもその点はまず御理解、民主主義のプロセスのもとで政策ができているんだと、民衆の中でできてい
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るんだと、そしてその象徴が市長選挙であったんだということについて、できれば御理解を頂戴をしたいと

いうふうに思いますが、さはさりとて今後さまざまな紆余曲折がある話でございますので、これからもでき

るだけ丁寧に御説明はできるように努力をしてまいりたいというふうに思っております。 

 それから、看護、介護につきましては、私どもの必要性についての認識が非常に強いわけであります。先

ほどの鈴木議員の質問にもありましたように、介護計画を改定する、紙の上での改定はいいわけであります

けれども、それを実行するとなると、しっかりとした担い手の方々が必要であると、そういうふうになりま

す。あるいは湯郷のところに新しく特養ができて、その関係で大原病院の方が引き抜かれたというようなこ

とがあって、みんな困っているわけです。そうすると、何が起こるかといったら、それぞれの介護や看護が

機能不全に陥って、十分な対応ができない。ニーズとしては明確にあるわけでございますけれども、今の時

点において、どの程度かというと、ニーズは明確、しかしそれをやり切れる主体がいるかどうかについては

私どもとしても明確にこれは大丈夫というまでの説得力あるプレゼンテーションをまだいただいていないわ

けであります。 

 ここは慎重にしなきゃいけない。三セクにおいても慎重にしなきゃいけないのと同時に、介護や看護の学

校について、例えば日体大のようにずっと120年以上やっているというのは別です。しっかりとした経営基

盤がありゃ別ですけれども、そうじゃないときには、これはかなり丁寧に議論を積み重ねていく必要がある

というふうに思っておりまして、私どもとしましては、その関西からの有名企業だけではなくて、ほかのと

ころとの関係も十分に考えながら、なるべくしっかりしたものをなるべく早期に誘致をお願いをしたいとい

う気持ちで動いておりまして、実はこのところ、お尋ねのあった会社のほかに２社ほど実は介護、看護人材

養成について関心があるという企業も上がっています。 

 ただ、これもまたしっかりと詰めていかなければいけないというふうに考えておりますが、いずれも調査

の場所としては、現地に行ってらっしゃいます。調査としては現地、現地というたらどこかといいますと、

１つは前議会ですか、お尋ねがたしか鈴木議員からありましたけども、旧大原高校校舎であったり、それか

ら宿泊研修の双方を兼ねて、国民宿舎のこぶしがありましたね、あのあたりを見ていらっしゃる方が多い

と。それぞれ非常に興味、関心は持っておられますけれども、教員の募集をどうしようかとか、運営費をど

うしようかと、あるいはそれとともに実地の訓練というか、研修が要りますね。特に看護においては研修科

目が幅広いもんですから、診療科目がないものをどうしようかとかということを具体的に議論をしておられ

るというようなことを聞いておりますが、ただ、これらの面については今後、地方創生の話がありました

が、地方創生の話に飛びますと、こういった誘致の議論の中で、伝統的なハードの整備であるとか、企業誘

致以外の部分については、地方創生の交付金の対象になる可能性が今残っております。ちょうど国会の解散

によって、交付金をどうするかということの細目が決まってないんですけれども、年越しになりましたが、

今までの議論を見るとやはり教育も含めて地方分散ということが言われておったり、あるいはハードではな

くて、むしろ人材の育成のためのソフト経費であったりするという可能性を聞いてきているわけであります

が、これがどうなるかによって、ひょっとしたら非常に大きな後押しをいただける可能性もあるのではない

かというふうに思っております。 

 あとお尋ねがあった中での合併特例債、それから都市公園の具体論、それからベトナム、あと東粟倉工房

については、担当からお答えをさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 
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 本城議員の御質問、市政の動きについてのうち、ベトナムの訪問についての目的なり成果なりということ

でございますが、先ほど市長も申し上げましたように、ベトナムについては私ども職員のほうが出張してま

いっております。 

 ベトナムの訪問のきっかけでございますが、市内の企業に勤務いたしますベトナム人労働者の方を雇用し

ている関係者の方のお話を伺う機会がございまして、そのときにベトナム人の方の特徴は、勤勉で忍耐強い

ことであり、今後はベトナム人の雇用をふやしていくといったような御意見を聞かせていただいたことがき

っかけでございます。また、市内の外国人登録の状況を見ましても、ベトナム人の人口が増加傾向にあり、

11月末の状況を見ますと、外国人登録者数は、中国人の方が67人で、ベトナム人の方が62人ということでご

ざいますが、２番目に多いということで、最も多くなる月もあるといったような状況になってございます。 

 このような状況から、今後ますますふえると思われますベトナム人労働者の方の日常生活などをサポート

する体制を構築することが重要であると判断をいたしまして、日本語を話せるベトナム人の方を雇用するこ

とが最優先になるだろうと考えておるところでございます。 

 また、ベトナム人の方と友好な関係を構築していくためには、ベトナムのことを知る必要がありますこと

から、ベトナム大使館ですとか、総領事館に相談をかけておりましたところ、大阪にありますベトナムの総

領事のほうからタイグエン省ですとか、ソンラ省ですとか、ラオカイ省といったところが美作市と友好関係

を構築したいということで、市長を初めとする行政職員の方にベトナムに来て話を聞かせてほしいといった

ようなお話がございました。 

 また、去る７月20日でございますが、御縁がございまして、ダナン大学の国際関係学部の部長さんが美作

市を表敬訪問されまして、ダナン大学から美作市との間に友好な関係を構築したいといったようなお申し出

がございました。 

 これらを受けまして、友好な関係を構築するために市として一度ベトナムを訪問して、美作市のＰＲをし

たり、意見交換を行うことが必要だろうと判断をしたというのが訪問の目的でございます。 

 ベトナム訪問につきましては、その招待のありましたタイグエン省ですとかソンラ省、それから日本人が

在住しておりますダラット市、それからダナン大学に10月５日日曜日から11日土曜日までの５泊７日の日程

で営業課の職員２名が出張いたしました。 

 現地でのやりとりでございますが、美作市は人口約３万人の小さな町でございますが、ワールドカップで

活躍した宮間、福元両選手が所属する女子サッカーチーム岡山湯郷Ｂｅｌｌｅがあることや、ベトナム人研

修生が多く住んでいることなどを説明をいたしました。また、美作市内の企業がベトナム人の方を技能実習

生として受け入れたいと言われているといったことなどを伝えているところでございます。 

 御招待いただいた各自治体からは、美作市と姉妹都市縁組、また友好都市縁組を求めているという考えも

伝わってまいりましたが、市として美作市の企業が自分たちの町に進出するなどの投資ですとか、農業など

の技術指導者の派遣といったようなものを求めるといった要望が多くて、持ち帰って検討することが必要と

判断をいたしまして、その場では具体的な協議等は行っていないところでございます。 

 また、ダナン大学での面談では、総長みずから御出席いただきまして、美作市と友好な関係を構築したい

というお申し出がございまして、その一環として萩原市長にダナン大学で学生を対象にした講演をしていた

だきたいといったような依頼もございました。 

 このように10月ですが、ベトナム訪問につきましては、招待をいただいた各自治体の感触を職員が実際に

肌で感じてくることができたということ、またダナン大学につきましては、相互に連携を図るための協議を

行っていくということについて合意ができたことが成果であったろうと考えております。 
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 それから、新市建設計画の変更について地域審議会で十分審議されているかという御質問でございます。 

 ９月定例市議会において議決をいただきました新市建設計画の変更につきましては、去る６月30日に旧６

町村合同の地域審議会を開催をいたしまして、合同で説明を行った後に６つの地域審議会ごとに変更を行う

箇所について内容を御審議いただきまして、それぞれの地域審議会から答申をいただいたところでございま

す。この答申に沿った変更作業を行いました後に、９月の定例市議会へ議案として提出をさせていただいた

ものでございます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 建設部長。 

建設部長（真野 弘紀君）〔登壇〕 

 都市公園事業について十分な説明ができていないのではないかという御質問でございます。 

議長（山本 雅彦君） 

 もう少し大きい声でしゃべってください。 

建設部長（真野 弘紀君） 

 はい。 

 市長就任以来、山林資源の有効活用を進めて地域や産業の活性化をし、観光振興などに役立てていくとの

方針のもと、都市公園事業は有効な事業として進めてきております。山林への視点を変え、資源の有効活用

から捉えますと、もともと林業は昔であれば有力な地域産業であったにもかかわらず、文化的生活、環境等

の急激な発展により、現在ではお荷物的な扱いをされている状況でございます。地域の誇りとならなければ

ならないものにほこりがかぶったままの状態であります。発想の転換によりほこりを取り除き、もう一度地

域の誇りとして光を当て、表舞台に出していきたいと思っての施策でございます。 

 旧来型の山を大きく切り開いて公園をするのではなく、美しい里山を生かした公園整備を考えておりま

す。市民の皆様や高齢者の方の山歩きなどによる健康増進、里山を生かした観光客の誘客、間伐等による資

源の有効活用や雇用の場として山を生かすものでございます。 

 また、都市計画区域内の公園は、都市公園としてその面積が交付税算定の算定基礎数値にカウントされる

ため、維持管理費等の財源が確保され、経済的にも好循環が図れるものとなるというふうに思っておりま

す。 

 事業の実施状況でございますけれど、今年度６月の議会で基本計画作成と林道整備を予算化し、取り組ん

でおります。７月には関係７地区で説明会を開催し、約200名の方に参加いただき、計画面積の約５割の地

権者の方です、出席をいただきました。さまざまな御意見もいただきましたが、計画の趣旨については賛同

をいただいております。９月議会では、里山の手入れを継続して行うための財源措置である都市公園に位置

づける制度設計として、美しい里山をつくり育てる条例を制定させていただきました。基本計画を作成しつ

つ、説明会を開催し、地権者との貸借契約、これ１月ごろより説明できる段階でさせていただきたいと思っ

ておるんですが、貸借契約の後に面的整備を進め、開園となる公園の指定は来年度以降、順次拡大をする予

定でございます。基本計画につきましては、今年度中にまとめる予定でありますが、大筋としてはことしじ

ゅうにできるのではないかというふうに思っております。できる限り地区関係者の方の御意見を反映をさせ

たいと考えております。 

 また、進入道路となる林道整備でございますが、これ順次進めていく予定で、測量設計が終わりまして、

地権者協議も終え、12月に一部の発注を予定をしております。進入道路整備を全体計画と並行して進めてい
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ることから、少し急ピッチな進捗ではないかというようなことも御意見をいただいてはおりますが、公園の

利用のためには必ず必要な路線でありますので、今年度限りの国の交付金を財源として先行して整備を進め

ておりますので、どうか御理解のほどよろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、東粟倉工房の契約はどのようになっているのかということでございますが、きのうもいろんな

質問がありまして、ちょっと概要ということで説明させていただきますと、新会社が商品の製造等を行うた

めに第三セクターの所有物件である工場や機械設備等を利用しておりますけども、これは譲渡したものでは

なくて、賃貸契約に基づいて旧東粟倉工房から民間会社へ貸し付けたものであります。したがいまして、譲

渡契約は行っておりません。 

 それから、監査要求が結果が出ましたので、これからは市長等と協議しながら粛々とこれに取り組みたい

と思っております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君） 

 それでは、２回目の質問になるわけですが、まず市長の基本的な考え方の中で、民主的で大多数の市民の

皆さんから選出されたということの答弁がございました。今までの市長の過去が合併以来８年ですよね、ぐ

らいまで、８年から10年近くまでやられてきた首長さんが余りにもお粗末にあったということで、新しいこ

の地方復興のために萩原市長に大いに期待をされたということで、市民の大多数の投票があって当選された

というように私も理解をしておるわけです。そういう大多数の市民の支援を得て当選したんだから、私は私

の思うようにやるがなと、公約にもそれ書いとったがなということで進められておるかもしれませんが、今

まで申し上げましたように、もう少しその施策を実施される中で説明が十分なされてないなということが私

には感じられるわけです。そういう点で最初にこの問題を取り上げさせていただきました。 

 それから、ニューヨークの関係について、先方でスピーチをされたのは、この資料に基づいて説明された

と思うんです。出発、送迎のときに玄関で配られた資料なんですが、中身を見ると、私は英語は読めません

のでわかりませんが、この美作市の実情というものを話され、これが日本全体の過疎が進んでおる中で、美

作市にはこういうところがあると、あるいはまた日本全体の過疎を招いておるところについては、美作市が

代表するような過疎のところだというような説明の中で、この新たな定着というものも見えると。それに投

資をしてもらいたいというような話のように見えたわけです。そういうことでやられるわけですが、例えば

美作市というのが全国的に知られておるかというと、美作市というたらどこかいなというようなことで、例

えば鳥取県にしても全国的には鳥取県というたらどの辺にあるんかいなというてわからん人もあると。そう

なってくると島根県の隣の東側の山陰だというような説明をせにゃあいけんというようなことが、たしか鳥

取県知事をやられておった人があるテレビの番組の中で説明をされておりましたが、そういうようにこの美

作市は全国的にもまだまだ知られていないわけです。武蔵の出誕地だと言えば、何とかそうかというような

ことでわかるようなことですが、もっとアメリカで宣伝するよりも日本の国内向けの美作市を知ってもら

う、そういう活動を優先すべきではないかなというように、この中で感じたわけです。そういう点につい

て、これは私の感想ですが、もしこのことについて触れることがあれば、また答弁をしていただきたいと思
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います。 

 また、ベトナムの関係については、市長さんが行かれたんかなと思うたら、職員が２名行ったということ

ですが、どんな立場の人が行かれたのか教えていただきたい。 

 それから、美作市に現在勤めておる、就労しておる人員が何人ぐらいおられて、あるいは外国からそのほ

かに来ておられるのが国別にどの程度おられるというようなことがわかれば、その辺についてお聞かせ願い

たいと思うんです。 

 作東町には工業団地があって、そこにベトナムの人が就労されております。ほいで、宿泊するところが集

団で宿泊されておるわけですが、日常的な生活態度、よそ目ながら見させていただくのに、非常に真面目で

やられておるなと、おとなしい人ばかりだなというような感じで受け取っております。非常に友好を保つこ

とができるような、そういう状況にあるなと。近所の人も時には野菜が余ったけん食べんさらんかとかとい

うような、そういうようなこともやられておるようですが、非常にいいことだなというように思っておりま

す。そういうこととあわせまして、今は企業に勤める人が中心になっておるわけですが、いわゆる過疎でこ

の農業問題が非常に重要になってきておりますが、農業のほうにも力を入れてもらうような、そういう育成

をするというようなことも考えられるんではないかと思うんですが、その辺についてお考えがあればお聞か

せ願いたい。 

 それからまた市長に、ベトナムのダナン大学とかというところでぜひ市長に来て話をしてもらいたいとい

うような話があったようでございますが、その辺について市長は行かれる考えがあるのかどうか、その辺に

ついてもお聞かせ願いたいと思います。 

 それから、都市公園の問題については、考えられておることは十分わかりますし、するんですが、ことし

１億1,000万円の予算がついとるわけです。これをこなすのに３本の道路をとりあえず整備するということ

なんですが、平福から上がるのが１本、それから楢原側から上がるのが２本というように今まで聞いておる

わけですが、楢原側から上がる道路については、現在も上まで車が上がれるようなところなのかどうか。そ

れから、そういうすばらしいところがあるんなら、一度案内をしていただきたいと思うんです。現場を見

て、それで判断するということも必要なんで、ぜひこの現場を見せていただきたいというように思います。 

 それから、東粟倉工房の関係につきましては、先ほどの答弁でいただきました賃貸契約ではないと、今貸

借契約ですか、そういうことで進めておるという答弁だったんですが、その貸借契約の内容というものがど

ういうような内容になっておるのか、いまだに聞かされておりません。例えば岩江議員の質問の中にござい

ましたけれども、機械設備の関係です。こういう機械設備の関係がどういうような賃貸契約になっておるの

かということもあわせて、この賃貸契約の中に入っとるのかどうか、その辺の説明をしていただきたいと思

います。 

 以上、とりあえず。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 お答えいたします。 

 若干、聞き取りにくかったのか、誤解に基づく御発言があったので、御訂正申し上げながらお答えいたし

ますけれども。 

 １つは、選挙に勝ったからということではなくて、私どもは公約の作成段階から市民の方々に参画をいた

だいてやっているということと、それから公約についての、言ってしまえば終わりというんじゃなく、それ
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を実行することを後援会として厳しく監視されているぐらいの感じでございまして、昔の公約というふうに

単なる手続上のものとしてお考えになっていただいては困りますんで、そこを改めてお願いしますし、もし

よろしければ後援会にお入りいただいても結構でございますので、よろしくお願いをいたします。民主主義

の本当に学校である、地方自治は、それを実践をしたいという後援会でございます。よろしくお願いしま

す。 

 それから、国内向けＰＲが足りないんじゃないかと。これも先ほど私申し上げましたが、国全体としての

ニューヨークセミナーの目的は、日本へのさまざまな形での小規模投資を含めての呼び込みの糸口なるべき

と。私が申し上げたのは、それに加えて市としては日本国内において美作市の名前をしっかり知ってもらう

ことが必要で、それが十分に応えられたということでございますので、ぜひよろしく改めて誤解をお解きに

なっていただきますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 それから、ベトナムに関しましては、企画のほうの課長相当職の方ほか１名ということで行かさせていた

だいております。 

 なお、外国人の人数につきましては160から200ぐらいの範囲で上がり下がりをしておるわけであります

が、その中でこの五、六年、顕著に確実にふえたのがベトナム人でありまして、顕著に確実に減ってきたの

が中国人、それが入れかわりつつあるということであります。これに加えてさまざまな諸国から来ていらっ

しゃいまして、ヨーロッパからアメリカ大陸、そして豪州を含めていろいろなところから当市には来ていら

っしゃいます。 

 ちなみにベトナムについて言いますと、今六十数人でございまして、人口３万からいえば0.2％、総人口

のというところを占めているわけですが、日本全体におけるベトナム人が６万人いらして、１億2,000万分

の６万人ですから、0.05％、そういう意味では当市におけるそのベトナム人の方の存在比率は日本の標準の

数倍高いと、一桁違うんだという状況になっておりますし、恐らく岡山県内でも私どもにおけるベトナム人

の方の所在の比率は相当高い。まだ厳密に調査し切ってないんではっきりしませんけれども、トップ水準に

既になっていたと。今まではそれが政策的な意図のもとにやられてなかったもんですから、どうも市として

の対応が十分ではなかった。一方で、漏れ聞くにつけてベトナムの総領事館なんかの声を聞くと、市がしっ

かり前に出てくれればベトナムのほうも安心すると、中間業者の方には悪いんですけど、やっぱりその公共

がしっかり出てくれれば、さまざまな行事の展開ができるということであります。 

 ちなみに、今私どものほうにお話が来ている中で、先ほどお尋ねがありましたけども、工業分野だけでは

なくてと、もちろん法律の規制がありますので、そこのところがくぐり抜けることがうまくいけばですけれ

ども、農業分野であるとか、林業分野についても興味関心を持っていらっしゃる事業者の方がいらっしゃる

し、それが林業整備であるとか、耕作放棄地の問題への対応にも有効ではないかという議論があることは当

然承知をしておりまして、そういうことが可能になるかどうかを含めてこれからの政策的検討にしていきた

いというふうに思っております。 

 ダナン大学につきましては、正式の招聘状が来ておりまして、１月中に来てほしいんだということで、２

月になるとベトナムの旧正月かなんかで大騒ぎになっちゃいますので、その前に来てじっくり話をしてほし

いということであります。ぜひいい関係を築きたいと思っておりますので、私どもとしては行く方向で今最

終的な日程の詰めをしていることは申し上げさせていただいたとおりであります。 

 それから、もう都市公園については詳しくは建設のほうからお答えするとして、議員おっしゃった現場を

見たいというのは、もうまさによくわかる気持ちでありまして、現場が見れるように手配ができると思いま

すので、ぜひよろしくお願いしたいし、市民の方もそういうときには一緒にぜひ行っていただいて、なるほ
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どと、こういう山だったんだと、結構いい、僕は行ってみましたけど、行ってというか勝手に行ったんです

よ。それはなかなかやっぱり味のあるところが多いですね、楢原側から進入してみましたけども。これは楽

しい環境が提供できるだろう、あるいは教育的にいい環境が提供できるだろうと。あるいは朽木からずっと

見てると、昔の林野の女学校の皆さんが戦時教練であの山に登ってたとかという話を思い出したり、いろん

な写真を見ると、かつての後山がまさに里山であったと、それが荒れていると、それを戻すんだという声に

多くの方々が賛同している姿が思い浮かんだりするわけでありまして、ぜひ朝来まで行くかどうかは別にし

まして、朝来のあの竹田城まで行くかどうかは別にしまして、うちにも城跡があるわけでございます。せめ

て利神城に増した観光地にできればとも思ったり、さまざまなことを思う、その原点はおっしゃるとおり現

地を見ることでありますので、ぜひ議員にもそういうチャンスがございましたら、勇躍参加をお願いをして

おきたいと、こう思っております。 

 それから、東粟倉工房につきましては、私今質問を伺いながらちょっとびっくりしたんですが、その契約

の御議論もなしに議決をされたわけでありますか。私はまず今の質問に対しては、知らせろとおっしゃるよ

りも、現に契約があるわけですから、それを解除しなさいということで十分だと思いますので、休憩中にで

も議員各位にその旧工房と現工房との契約書があります、たしかね。あれを、手元にもありますんで、全然

隠すものでありませんから、開示をして御議論されたらどうかと思います。 

 ただ、きのうもお答えしましたように、その契約が本当の意味で会社法とかさまざまな法律関係の中で安

定的なものであるかどうか、妥当なものであるかどうかについては、私が保証する立場にはないことを、こ

れは重ねて申し上げさせていただきます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 就労人数について、竹田部長答弁ください。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 本城議員の再質問でございますが、ベトナムから何人ぐらいの方が就労しておられるかということでござ

いますが、正確な数字はちょっと申しわけないんですが、把握をしておりません。外国人の方の国籍別の登

録人数というのは11月末で全体が189人で、そのうちのベトナムの方は62人ということでございまして、恐

らく多くの方が技能実習等を美作市内あるいは美咲町内とかの事業所等でされているんではないかと思いま

す。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 建設部長。 

建設部長（真野 弘紀君）〔登壇〕 

 林道の件でございます。本年度１億1,000万円の予算をいただいております。そのうち工事費で使うもの

については約6,000万円を予定しておりまして、あとは全体基本計画の整備の委託料、それと林道の工事の

設計委託料で使っております。 

 林道ですけれど、今、平福側と言われましたが、南側の斜面からいいますと北原から一本、これは林道、

今ございます。北じゃない、南側ですね。それから、北側から楢原側からですけど、楢原下から四の谷林道

と本谷林道というのが現在ございますので、その林道を利用して山頂付近まで道をつけていきたいというふ

うに考えております。 

 以上です。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 
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 本城議員。 

１２番（本城 宏道君） 

 時間がありませんので、深く入れんのですが、今まで答弁をいただいた中でちょっと気がついたとこだけ

再質問させていただきますが、東粟倉工房の関係についての契約というのは、まだ見せてもらってないとい

う発言をしたわけですが、見てねんですわ。それで、その貸借契約を見て承認したかということになります

と、これはしておりませんので、議会全体もそれは見ていないというように思います。そういうことで非常

に問題点が残ることだなあというように思っております。 

 それから、市長答弁の中でございました看護、介護の関係の問題について、例えば大原高校とか、あるい

はそのほか言われましたが、来年の４月から江見小学校へ統合する粟井小学校の跡とか、いろいろ空き施設

があるわけです。そういうところで、こういう将来可能性のある看護、介護の関係というのは非常に重要な

施設になる、あるいは重要な従業員さんあるいは職員を養成する大きな機会になると思うんで、そういう点

では特に力を入れていただきたいなというように思います。 

 それから、今のベトナムの関係については、全体で美作市へ入っとるのが89人で、ベトナムが69人という

ことですから、非常に割合としては高いわけですが、今考えられておるような友好関係を深めていただきた

いなというように思います。 

 こういうことで、次の問題に触れさせていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 本城議員、次の項目は休憩の後にお願いします。 

 ただいまより10分間休憩します。 

                                       午後４時16分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後４時26分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ここでお諮りをしておきます。 

 本日の会議時間は議事の都合により延長したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって本日の会議時間を延長することは可決されました。 

 それでは、本城議員の２項目めの質問に入ります。 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君）〔質問席〕 

 それでは次に、農業問題について質問をさせていただきます。 

 農業問題は、特にことしは米価が昨年の半額というような状況になっております。せんだって中四国農政

局が発表した米の生産費というのが、この12月７日に山陽新聞で発表されとるわけですが、全国平均では１

万3,600円というのが大体の全国平均らしいですが、岡山県は１万7,000円という数字になっております。と

いうことは、ことしの取引は概算払いですけれども、9,200円というのが行われておるわけですが、もうこ

の生産費を大きく割り込んでしまっておるというような状態になっておるわけです。 

 加えて、この経営所得安定対策交付金というのが半減をされたわけです。そうしますと、安倍首相の言う
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10年間で農家所得を倍増するという公約から照らしても、倍増どころじゃない、もう農家所得は半減以下に

なってしまっておるというような状況が今進もうしておるわけです。 

 そういう中で、農業後継者を育てようとしても、これは今後もう農業じゃ絶対やっていけんというような

状態があらわれてくるんではないかと心配するわけです。ぜひこういうような現状を踏まえて、この農家所

得をいかに保障していくかということが強く求められると思うわけです。 

 こういうことで、この農業政策について、美作市として独自に何らかの考えを取り入れるというようなこ

とはできないものだろうか、このように思います。それが第１点。 

 第２点は、荒廃地の問題です。 

 せんだって農業委員会で、農地パトロールというのをやりましたけれども、イノシシや鹿に荒らされてつ

くれないというようなところが非常にふえてきております。かえって、そういう害獣がすみかとしておると

いうようなところがふえてきておるわけですが、これらの対策についても何らかの手を打つ必要があるんで

はないかというように思うわけです。 

 せんだって、これはたしか農業新聞だったと思うんですが、鳥取県の琴浦町というところではぽろたんと

いう栗を奨励をするために苗木をたしか３分の２補助だったと思うんですが、そういうことで配布をして、

大がかりな取り組みをしようとしておるところがございました。岡山県でも、岡山１号、２号というような

栗が三、四年前から普及し始めております。３年たっておりますから、桃栗３年、柿８年じゃないですが、

もう初めての出荷がなされておるではないかと思うんですが、これらの成果を見ながら、荒廃地を防ぐため

に手当てが必要ではないかというように思います。 

 それから加えて、これも農業新聞だったと思うんですが、荒れた一つの谷を全部囲って、和牛の繁殖牛の

放牧をすると。それで、これは岡山県でもリース事業があると思うんですが、こういうリース事業を取り入

れて和牛繁殖のほうへ行けば、これらの荒廃地の解消にもつながるんではないかなということで、こういう

荒廃地の取り組みというものを何らかの方法でやる必要があるんではないかというふうな気がいたします。

牛の放牧は余り手がかかりませんので、ぜひ考えていただきたいというように思います。 

 それから３番目に、人・農地プランの関係です。 

 農地中間管理機構の件ですが、結局仕事そのものは管理機構がやるんではなしに、全部作業については市

町村へ押しつけられてしまって、農地利用集積計画とかあるいは農地利用配分計画の原案、こういうものを

市が、市町村が主体となって原案を作成するというようなことになっております。これらがなっておるわけ

ですから、現在美作市においてはこれらの集積計画とか、あるいは配分計画の原案というものがどの程度な

されておるのか、この辺について質問をしております。 

 また、現在農地法３条で取引をされておるのが毎回出ておるわけですが、これらが例えば農業後継者の人

たちあるいは農業の法人化をしておる人たち、そういう人へ売り渡す場合に、この３条が中間管理機構の取

り扱いに適用されるのかどうか、こういうことについてお伺いをいたしております。答弁をお願いしたいと

思いますが。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、農業問題につきまして御答弁をさせていただきます。 

 米価の下落に関しての御質問でございますけども、議員が御指摘のとおり、ことしの米価は異常としか思

えない低価格で、各農家、特に大型の稲作農家では死活問題となっているという状況であると思っておりま
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す。美作市といたしましては、学校給食などに市内産の米を活用するなどして、米の消費拡大を促進すると

ともに、少しでも高く販売できるマーケットの調査、開拓などに協力して、市といたしましてもできる限り

可能な限りの支援をしていきたいというふうに考えております。 

 次に、耕作放棄地の解消に向けた具体的な対策についての御質問でございますけども、まず現在の市内に

おける耕作放棄地の状況を申し上げますと、議員も農業委員会のメンバーですので、よく御存じだと思いま

すけども、農業委員会の調べでは平成24年度に664ヘクタール存在をしておりました耕作放棄地が、平成

25年度には651ヘクタールと幾分か減少はしております。また、今年度につきましても耕作放棄地再生利用

緊急対策交付金を活用いたしまして、新規就農者等により約３ヘクタールの耕作放棄地が再生をされまし

て、桃やブドウあるいは野菜等の作物が作付されるという見込みとなっております。 

 今後も農業委員会の協力を得まして、意欲のある農業者へ遊休地となっております農地のあっせんを行う

とともに、３年から４年前からＪＡ勝英が推進し、市内各地で植えつけられております、ことしから出荷が

始まりました作州栗のような作物以外のしきびやミツマタ、あるいは梅、アカシアなどの果樹や樹木も対象

に含めまして、ＪＡ勝英と普及指導センター等の連携も図りながら、再生される農地に適し、かつ農家の所

得向上につながる農作物の研究、普及に努めたいというふうに思っております。 

 次に、農地中間管理事業の取り組みの状況でございますけども、これも議員の御指摘のとおり、農家への

広報、農地への出し手、受け手の申し込みの受け付け、農地の現地確認、農地利用集積計画、農地利用配分

計画など、多くの事務を市町村が担っております。この中間管理事業の進捗状況についてでございますけど

も、現在受け手農家として登録をされております29名の方に対しまして、貸し出しを希望されている農地は

122筆、12.1ヘクタールの情報を提示させていただいております。借り受け希望農地の有無につきまして

は、意向調査を実施しているところでありまして、年明けには借り受け者の選定を完了し、農地利用集積計

画及び農地利用配分計画案の作成を行う予定でございます。 

 なお、御質問の農地中間管理事業によります機構集積協力金についてでございますけども、この協力金の

対象になるのは、農地の貸し借りを行う場合に限っておりますので、農地法第３条によります売買等の所有

権移転については協力金の対象外となりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君） 

 ２回目の質問ですが、米価安でこの農業対策について具体的な考え方というのはなかなか難しいと思うん

ですが、市としてできる限りの支援をしていきたいというように答弁されましたんですが、できる限り可能

な支援というのは、具体的にはどういうようなものが考えられるのか、その辺をちょっと聞いておきたいと

思います。 

 それから、荒廃地の問題は減少されてきておるというような答弁でしたが、本年度この農地パトロールを

してみた限りにおいては、かえって増加をしておるというのが現実です。今までこの荒廃地として登録をさ

れておったものが、少な過ぎたといいますか、そういう状態で全体の664ヘクタールというのが24年度で、

これが少なく見積もり過ぎておったんではないかと、このように考えるわけです。そういう中で、ぜひ減っ

ておるという認識を持ってもらいたいというように思います。 

 それから、作州黒です。これはしっかり普及をしてもらいたいというように思うわけですが、アカシアと

いうのが今言われました。このアカシアというのは換金作物としてどのような効果があるものなのかお伺い
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をしたいと思いますし、それからＪＡ勝英や普及指導センターとの連携を図りながらというのは、それは非

常にええことなんですが、６月議会で市長答弁の中で私は農業問題で質問したときに、この技術者連絡協議

会のことをちょっと挙げたんです。そういうことで勝英農業協同組合とか、あるいは普及センターとか、あ

るいはここの市役所の農政課、これらとの協議が非常に有効だということで話を出したんですが、市長はこ

れらが全く役に立っていないと、こういうように６月議会では答弁されたわけです。それで、私はこの市長

の考え方が、これは余り正しくないなというようにそのときには感じておったわけですが、改めてここでこ

の勝英農協やあるいはこの指導センターと連携を図りながらということが出てきましたので、その辺の考え

方を市長が改めていただけるかどうか、その辺をお聞きをしたいと思います。 

 それから、この作州黒について、できる限りの援助をするということですが、具体的に苗代の助成とか、

あるいはそういう、先ほど提案した和牛の放牧の件ですが、こういうものについて触れられなかったわけで

すが、その辺について答弁を願いたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 お答えいたします。 

 まず、独自の農業政策ということでありますけれども、これはいろいろ実はあるわけでありまして、まだ

緒についたばかりですので、余り〔聴取不能〕をうならせることはできませんが、研究課題として既に上が

っているものを申し上げさせていただきますと、議員もおっしゃいましたけども、米作の不安定性というの

が増してきておりますので、これはやはりある程度の転換というものを、議員が言うところの荒廃地、私ど

もが言うところの耕作放棄地だけじゃなくて、現有の田畑についても展開をしていくことが可能かと思いま

すし、その可能なところについては実施をしていく。その際に獣害、つまり鹿が主ですけども、鹿ないしイ

ノシシの害から強いものも考えなきゃいけない、トウキという薬草が今我々の中で頭の中にありますし、場

合によってはワラビというのも鹿に強いという話もあったりするもんですから、そういったところも考えて

いく必要があるかと思います。 

 作州黒につきましては、せんだって県の森林のほうのセンターがありますね、あの勝央に。あそこへ行っ

て見てまいりました。大変うまいんだということで、興味関心を私どもは持っておりますが、ただ私どもが

作付をするものではないもんですから、御希望があるかどうかということの中で、その支援をするかどうか

がだんだんに決まってくると、こういうことになろうかというふうに思っております。 

 それから、荒廃地の把握につきまして、先日の答弁でも申し上げましたが、第一義的にはこれ農業委員会

の責務であります。農業委員会が調べて、この農地の件については、農業委員会が転用の可能性があるのか

ないのかという意向を調べる中で市として協力するという、立場が逆になっているということをぜひとも改

めて御認識を賜っておきたいし、それがその農業委員会の実は本務なんです、今のところ。転用の問題を議

論するということも重要ですけれども、その農業をどう守っていくかと、田畑をどう活用していくかという

ことを考えるべき主体が農業委員会であって、そのことに対して我々も危惧を持っておりますが、一方で政

府も若干の危惧を持っているもんですから、農業委員会のあり方についての議論が今さまざまに出てきてい

ると、こういう状況であろうかというふうに認識をいたしております。 

 それから、それの関係で、中間管理機構の議論も若干あるんですが、議員の中の御質問にありましたよう

に、やらされているというところがあるんですが、先ほどいろんな計画をつくるに際しても、その基盤とな

る県の中間管理機構から市町村に対する委託契約というものをしっかり締結をした上でというのを答弁の中
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で言わなかったものですから、要するに何の根拠もなくはできないわけです。事実上やれと言われてもでき

ないんで、それはしっかりとした契約を結び、その権限をもらって、そしてやらなければいけない。何の権

限もないけどやれとか、何の事務費もないけどやれということには、やっぱり日本の社会なっちゃいけない

というふうに私は思っておりまして、これはこの場をかりまして明確に市民の方々の前で申し上げさせてい

ただきます。 

 それから、ちょっと戻りますが、独自の政策にも絡み、荒廃地にも絡むんですが、私ども今、市内の農業

の事情を見るにつけ、例えば岡山県内の金融機関が非常に美作に興味関心を持っている、なぜかというと、

経営的にも意欲もあり、そして技術的にも非常にしっかりとした若手の営農家たちが結構たくさん出ていら

して非常に頑張っている。そして、成果も上がっているし、所得も上がっていると、こういう状況が一方で

あるわけであります。 

 私どもとしては金融機関なんかとも協力をしながら、経営革新のための勉強会の開催とか、そういったこ

とは現に行われていることをサポートしておりますし、またせんだっても行ったわけですが、スーパーのマ

ルイさんという方がおられます。美作市内にも店舗がありますけども、地元の野菜の活用に非常に熱心でい

らっしゃるわけでありまして、そしてどういう企画、例えば無農薬が当然いいわけでありますけども、それ

はこういうものであって、あるいは好みとしてはこんなもんだということで、マルイのユーザーの方、消費

者の方々が求めるところの野菜のあり方について広く関係者にお知らせをして、そしてその栽培を促進し、

契約栽培に持っていくと、こういう流れになっているんですけども、おかげさまでそういう農家と消費者を

結ぶマルイさんの会合に私ども市役所の代表者が出ることができました。つまり市役所が新しい販路であ

る、今まで売ってなかったですよ、売ってなかった人にとって新しい販路であるマルイさんへのつなぎの役

割をできる立場をじわじわ確保しているというようなことも、これは独自の施策の一つであるわけでありま

して、彩菜館というものを持っている市というのは珍しいんですけど、これも独自の施策としてやってきた

わけでありますが、割合そういう意味では現状厳しい米価の情勢はあるものの、市内の米以外の農家の方々

の動きはかなり活性化をしている状況もあって、これを我々としてはしっかり伸ばしていくことが独自の政

策の柱になってくるというふうに思います。 

 そしてできれば、前も言いましたけども、私どもが農家の方々がつくっていらっしゃる野菜が安全・安心

に加えて、栄養的にもすぐれているということも示したいし、その場合、無農薬の検査をしとるかという質

問、きのうありましたけども、それは当然我々としても大規模に販売する段になれば、そのチャネルのどこ

か、マルイならマルイで行うといったことも含めて対応する、安心・安全に加えて栄養価の高いものである

ということを示す作業を、前から言っておりますけども、そろそろ現実の問題としてやっていく等々、実は

部長もお答えになりませんでしたが、そのことはよくわかっておるわけで、具体的な施策はさまざまに努力

をしているという現状です。 

 そして、そうお答えした上で申し上げますと、私は市長会でもこの議論はしているんですが、普及センタ

ーないし農協の現状のあり方については、もっともっと農家寄りになってほしい。もっともっと消費者寄り

になってほしい。それを強く結びつけるものになってほしいということを常々申し上げさせていただいてお

りまして、そして県の市長会から岡山県当局に対する正式な要望書にもその旨がきちっと記載をされている

わけであります。市内の本当に立派な事業を農業分野で営んでいる方々に聞きますと、正直なところを言う

と、その初級入門編については非常に役に立つんだけども、実際マーケットと勝負をすると、生きていく、

稼いでいくという段になったときに、ちょっと例えば普及センターは頼りなんだという声は満ちているとい

うのが私の実感でありまして、しかし初動作物については、入門編については協力というのは、これは当然
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大変な効果があるというようなことでありますが、そういうさび分けをしながら、恐らくおつき合いをさせ

ていただくことに当面はなる。しかし、我々としては普及センターなどがもっともっと日本の今の農業や消

費者の置かれている現状に的確に反応できるような俊敏性やちょっと深みのある知識を身につけていただく

ことは推奨し、そして後押しをしていくというのが私の立場であるわけで、議員も多分御賛同をいただける

ものと、今は確信をしております。よろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 先ほど市長のほうが概要といいますか、詳しいことを言われましたので、私のほうは作州栗の件、それか

らアカシアの利用の件、それから放牧牛の件、この３点につきまして御答弁をさせていただきます。 

 まず、作州栗の支援の件でございますけども、作州栗はＪＡ勝英と県の勝英地域森林課が主体となりまし

て、平成22年度から推進を図りまして、苗木代の半額を県とＪＡが負担をし、それから今年度末までに勝英

管内で4,500本、うち美作市内には1,665本が植えつけられているというふうに伺っております。市といたし

ましても、作付されている地域が美作市だけでなく、勝英地域全域という広範囲であることから、これまで

直接的な支援は行っておりませんでしたけども、今年度から出荷が始まったことを契機に、ＪＡ勝英が事務

局となり、勝英地域の市町村、県民局の各関係課、普及指導センターによる作州栗推進会議が設置されたこ

とを受けまして、今後はこの推進会議の構成団体として生産促進や販売強化など、勝英地域での特産化に向

けた活動に協力をしていきたいというふうに思っております。 

 次に、アカシアの利用の件でございますけども、これはフサアカシアはミモザと呼ばれまして、切り花や

乾燥されているポプリ――これは香りとかハーブという意味でございますけども――として利用されている

と。樹皮にはポリフェノールが多く含まれておりまして、血糖値の上昇を抑える効果や、それからアトピー

性の皮膚炎の抑制、緩和効果が認められまして、既にサプリメントとしても販売をされているということだ

そうでございます。 

 それから、放牧牛でございますけど、美作市でも耕作放牧の繁殖牛の放牧を考えておられたようでござい

ますけども、そういう農家の方もありましたけども、放牧するまでに牛の調教といいますか、そういうこと

をする必要があったことから、現在は検討段階にあるという状況でございます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君） 

 ２回目の答弁をいただきましたが、農業問題はもう大変な状況になっておると思います。満額の回答をい

ただくということにはならんと思いますが、いずれにしましても、この農業というのは大企業やあるいは大

型農家だけでは、この農村は守れないわけです。家族経営こそ大事にしなければ水路の管理あるいは農道の

管理、こういうものを含めてできなくなる。今でもこのことしの状況を見て、農業後継者の方が撤退せざる

を得んなというような人も出てきております。こういう貴重な人材を失うわけにはいきませんので、この農

業問題というものについては、真剣な取り組みをしていただきますようにお願いをいたしまして、これも時

間がございませんので、次の項目に入らせていただきたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 それでは、３項目めに入ってください。 
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１２番（本城 宏道君） 

 次が教育問題について質問をいたしております。 

 これはうわさの段階ですが、県の教育委員会が児童数の減少の中で林野高校などが定員に満たない応募し

かないというようなことで、つまり林野高校を勝間田高校へ統合しようとしておるというようなうわさが流

れております。このことについてどのように考えておられるのか、そしてまた、市長がことしされかけまし

た新しい体育大学の中等教育を誘致するというようなことが入っておるわけですが、これらを関連づけてど

ういうような方針でおられるか、その辺についてお聞きをしたいと思います。 

 それから、これはことしの山陽新聞で発表されておったわけですが、岡山県教委が小・中学生のスマホの

制限について、午後９時以降は保護者が預かり、ゲームも午後９時までとして、持たせないようにというよ

うなことを発表いたしております。これは非常にいいことだろうと思うんです。実際に９時過ぎて遅くまで

やっておるというのは学力の低下にもつながるというようなこともございますし、現場を見ておっても11時

ごろまで使いよるというようなところもあるように見受けるわけですが、これらを含めまして、教育委員会

としてはどのように取り組もうとされておるのか、その辺をお聞きしたい。 

 それから、各小・中学校へエアコン、ことしは英田の小・中学校へつけるということでやられておるわけ

ですが、27年度以降においてどういうような対応をしようとされておるのか、この辺についてお聞きをした

いと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 教育問題につきましての本城議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、林野高校を勝間田高校へ統合といううわさの件でございますが、これにつきましてはこれは管轄外

ということになります。県教委の管轄でございますので責任あるお答えをすることはできませんが、岡山県

高等学校教育研究協議会が平成23年11月28日に出されました、平成30年度を目途とする県立高等学校教育体

制の整備について、これは県教委がここに諮問をして答申を得るという形で出されたものでございますが、

その最終提言におきましては、県立高等学校のさらなる再編整備は極力回避すべきであるというふうに述べ

られております。しかし、御指摘のとおり、林野高校は募集定員を割り込む状況が続いておりますが、本市

では唯一の高等学校でございます。魅力ある学校づくりにつきましては支援してまいりたいというふうに考

えております。 

 中等教育学校の誘致につきましては、企画局、地域振興のほうの御担当かと思いますので。 

 それでは続けまして、小・中学生に対しての夜９時以降のスマホの制限につきましてでございますが、先

ほども議員御指摘のように、岡山県教育委員会は11月１日に家庭において子どもと保護者がスマートフォン

の使い方や時間について話し合い、保護者が午後９時以降はスマホを預かる、ゲームも夜９時までとするな

ど、家庭内のルールをつくること、学校において学級や生徒会などでスマートフォンの使い方について考え

話し合い、子どもたちが自分で制限の必要性について理解することを柱とする統一ルールを発表されまし

た。 

 これを受けまして、市内各学校においては、まずはＰＴＡ主催による保護者の研修、あるいは美作警察署

と連携をした携帯、スマホの害をテーマとした防犯教室、中学校区で統一したスマートフォンやゲームなど

の使い方についての呼びかけチラシの作成、携帯電話やパソコンの利用に関する意識等のアンケート調査な

どを行っております。 
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 市教委といたしましても、当然このスマホ、ゲームの時間が全国平均よりも長いと。１日３時間も４時間

も使っているという子どもたちが非常に多いわけですが、そうしたこと。逆に、そうした時間が長くなれば

当然家庭学習の時間は短くなるということで、もうこれは学力の結果には目に見えてあらわれるわけでござ

いますが、そうしたことを改めて保護者の方にお伝えし、スマートフォンの使い方を家庭でしっかり話し合

っていただけるように啓発チラシを作成し、配布をする予定にしております。 

 また、来年２月でございますが、直接中学生に向けてこうしたことをお伝えをする中学生向けの講演会、

また保護者向け講演会、同じ講師の方ですが、昼と夜ということで分けておりますが、そうした講演会も実

施する予定にいたしております。今後もＰＴＡ、関係諸団体との連携を図りながら、メディア等の正しい使

い方については指導、啓発を行っていきたいと考えております。 

 エアコンの設置でございますが、26年度、実際につきましたのは９月過ぎてになりましたが、英田小・中

学校に本年度試行的かつ試験的に設置を行っております。今後はその成果を検証しながら、教育委員会とし

ては前向きに検討してまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君） 

 教育委員会の関係についてはわかりました。 

 とりあえず非常に難しいと思うんです。小学校の間は親の言うことをよう聞いてくれますが、中学校へ行

き出しますと、勉強部屋は個室をつくって入室禁じというようなことをやっておりますので、なかなか親が

タッチできないというようなこともあると思うんですが、趣旨を十分徹底をさせて、本当に長時間これをす

るというのは私が考えても余り好ましいことではないと思いますので、ぜひ早目早目の手を打っていただき

たいと、このように思います。 

 また、エアコンの関係については、これも６月の議会だったと思うんですが、人間は暑いのに耐える体力

をつくらにゃあいけんと、それがためには暑さに耐える子どもを育成するというのを市長のほうから言われ

たわけです。十分その市長の考え方というものを理解できんでもないわけですが、とりわけ教育環境の整備

をして、そしてこの真夏の暑いときでも子どもが安心して勉強できるという環境づくりをつくるというの

も、これは行政の責任だろうというように思いますので、ぜひよろしくお願いしまして、教育委員会関係の

質問を終わりたいと思うんですが、市長何かありますか。 

 それでは、次の項目、消防団の関係について移りたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 じゃあ、４項目めに入ってください。 

１２番（本城 宏道君） 

 消防の関係についてお伺いいたします。 

 これ広島市の消防局の話が出ておったわけですが、土砂災害の状況を見て、この勤務中に緊急出動という

ようなことがございます。そういうことに鑑みて、各企業や団体に対して、従業員が消防団に加入されてお

る人が非常に多いわけですが、そういう人たちが消防団活動が十分できるように企業やＪＡに対して協力事

業所として認定をするというような制度をやったようですが、本市においても少なくともこれらの企業やＪ

Ａなどに対して改めて要請をするという、こういう必要があるんではないかというように思います。その辺

についてお伺いをしたいと思います。 
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 それから２番目に、団員の報酬と退職金についてお伺いします。 

 代員の報酬は個人に支払われているのか、団に支払われているのか、あるいは退職金は個人口座へ振り込

まれておると思いますが、その辺について一つお聞かせ願いたい。 

 それから、団員報酬については交付税算入されておると思うんですが、せんだってこの交付税の算出単価

についてお伺いをしたことがございます。その交付税単価の基準と私たち市の条例単価とはかなり差がある

わけです。特に幹部の場合は、この交付税単価よりかなり高くなっておりますし、団員の場合はこれが非常

に安くなっておるわけです。その辺についてのお考え方を一つお聞かせ願いたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 総務部長。 

総務部長（尾崎 功三君）〔登壇〕 

 本城議員の消防団についてということでございます。 

 まず、１点目の消防団活動がしやすいようにということでの企業等に対する協力の取り組みということで

ございますが、議員お尋ねの内容につきましては、消防団協力事業所表示制度というものであろうと思いま

す。この制度につきましては以前からございまして、企業等に勤務されておる方が勤務中の消防団活動への

便宜を図っていただくとか、従業員の入団促進など、こういったことをされております事業所に対しての協

力、貢献が広く認められる制度でございます。岡山県下では、本年４月１日現在でございますが、10市２町

の自治体が実施をされております。 

 このことを受けまして、近年では東日本大震災等の大規模な災害等も受け、総務省では昨年の12月に地域

防災力の充実強化は住民自主防災組織、消防団、水防団、地方公共団体、国等の多様な主体が適切に役割を

分担しながら相互に連携協力をして取り組むことが重要であるということを基本的認識のもとに、消防団を

中核とした地域防災力の充実強化に関する法律というものができております。これにより国や市町村の役

割、また各事業所等の協力、こういったものを新たに掲げられてございます。こういったものを踏まえまし

て、本市におきましても団員の約７割が被雇用者であることから、今回の法律に基づきまして各企業の育成

はもとより、また国の動向なり注視しながら施策の方向性について検討してまいりたいと思ってございま

す。 

 続いて、２点目の団員報酬についてでございます。 

 団員報酬につきましては、報酬と退職金のことでございますが、報酬については各方面隊のほうへお支払

いをさせていただいております。また、退職金につきましては、当然といいますか、退職者本人の口座のほ

うへ振り込みをさせていただいてございます。 

 団員報酬につきましては、従来から各地域性といいますか、がございまして、個人の口座ではなく、現状

でも各方面隊のほうへお支払いをさせていただいておるのが現状でございます。 

 続いて、３点目の交付税単価と市の条例単価との差ということでございます。 

 団員報酬の見直しについてでございますが、交付税においては標準的団体としまして、10万人の規模の都

市を基準として算定をされております。その中で10万人に対して算定上でございますが、団員数は563人、

支給算定額といたしましては2,100万円となってございます。美作市におきましては、消防団員数は10月１

日現在でございますが、2,005人でございます。報酬の支給額につきましては2,800万円となっており、単価

については個々の交付税単価との差はございますが、支給総額については逆に約700万円増ということにな

っている状況でございます。 

 このような現状を踏まえまして、今後単価の見直しを行うかどうか、本市の財政状況等も考慮しながら慎
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重に検討したいと思っております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君） 

 ２回目の質問ですが、昨年の12月に総務省でのいわゆる地域防災の充実強化を図るということで通達かな

んか出ておるようですが、国の動向に注視しながら検討したいというように答弁されました。災害というの

はいつ起きるかわかりません。検討検討でなしに速やかな対応をする必要があると思うんです。市内の各企

業に対して協力を要請をするというようなことは直ちにやるべきだと思いますので、改めてその辺の手続と

いうものをやっていただきたいというように思います。 

 それから、団員報酬についてですが、先ほど言いましたように、交付税単価と、基準単価と差があるわけ

です。それで、その幹部が非常に多くて、団員が少ないと、こういうことになっておるわけですが、これは

退職金の支払いのときに影響するんではないかと思うんですが、例えばその報酬の額によって、何年務めた

から幾らというような一時金で出ると思うんですが、これについての考え方は実際にはどうなっておるの

か、その辺をお聞きしたいと思います。 

 それから、美作市消防団員の任免、報酬、服役等に関する条例というのがございます。その12条にこの報

酬の関係が記載されておるわけですが、14条のところでは、「団長は、12条に規定する報酬を市長に請求

し、各受給者に支給する。」と、こういうようになっておるわけです。したがって、各方面隊への会計へ振

り込むというのは、この団長に振り込まないと方面隊へ振り込んだんではこれはおかしいなというような気

もしますし、同時にこれは報酬ですから、受け取った団が源泉徴収をするのかどうか、その辺の兼ね合いは

どうなるのか。通常の会社だったら、役員報酬やあるいは従業員に対して給料を払った場合、源泉徴収をす

るわけですが、これはこの退職金は個人に入ってくるんで個人で申告するということになると思うんです

が、通常のいわゆる年報酬、これ団員はたった１万円ですけど、この辺のコンプライアンスとしての取り扱

いというものがどういうようになるのか、その辺についてちょっとお聞きしたいと思いますが。 

議長（山本 雅彦君） 

 総務部長。 

総務部長（尾崎 功三君）〔登壇〕 

 ２回目の御質問でございます。 

 まず、私のほうから２点目の報酬と退職金との関係ということで、退職金の算定に報酬が影響するのでは

ないかという御質問でございます。消防団員の退職金の算定基準といいますのは在職年数及び階級でござい

ます。ですから、報酬が幾らだったから退職金が幾らということではございませんで、例えば10年間務めら

れた中で部長級で退職されたということになれば、部長級の10年間だったら幾らという規定でございます。

報酬が多かったから幾ら、少なかったから幾らということではございませんので、そこの点はよろしく御理

解いただきたいと思います。 

 それから、もう一点の個人への支払いではないかということでございます。報酬、実際報酬でございます

ので、算定は個々の団員の方を基準でお支払いをするというのが基本でございます。ただ、先ほど若干申し

ましたように、各旧町村からの慣例といいますか恒例といいますか、その辺の地域差もございまして、支払

いは団長が請求いただいて、各方面隊へ支払っているというのが現状でございます。各方面隊から当然その

下へ下へ、各分団、各部へという流れになっておろうと思います。その辺が実際、個々の団員の方の手に渡
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っているかというとこまでは正直把握はしてないのが現状でございます。 

 最後の御質問の源泉徴収のお話でございますが、消防団の報酬につきましては、源泉徴収の特例というの

がございまして、５万円以下の年報酬につきましては、源泉徴収をしなくてよいという特例が消防団の報酬

にはございます。その関係で美作市の場合、条例での団員報酬が源泉徴収対象となるのは、副団長以上にな

っております。当然その方々からは源泉徴収をしております。それ以下の分団長以下の団員の皆様のは源泉

徴収は特例によりしておりません。そういうことで御理解をいただきたいと思います。 

 最初の消防団の協力事業所制度については、市長のほうから答弁をさせていただきたいと思います。よろ

しくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 消防団に対する企業の協力というのは大切だということは同感であります。この制度ができたときに、美

作市でも検討をした形跡が残っているんです。何ゆえか実施をしなかったということであります。その何ゆ

えかっていうのは、そんたくするしかないんですが、どうも他市に比べて私どもの企業が従業員数において

も小規模あるいは零細であって何人までの団員を出し、そして緊急のときに、要は行ってこいと、こういう

寛大な措置をとっていただける企業があるとしたときに、その人数が１であったりするわけ、うちの場合

は。そういうものはよかったかどうかみたいなところで、迷いが生じてやらなかったんじゃないかとそんた

くされるんです。 

 せんだって御質問いただいたときに、部内で議論をいたしましたが、これはやるべきだろうと、１でええ

じゃねえかと、１人の方でも従業員の方を消防として活躍するときに寛大な構えをとっていただけるんであ

れば、これは全くいいことじゃないかということでお話を私のほうから申し上げ、今その制度を動かすため

の、条例じゃなくて要綱で結構だそうなんで、要綱というものを策定をする準備をするようになっておりま

すので、よろしく御理解を賜っておきたいと思います。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君） 

 大体理解をすることができました。 

 消防の関係については、非常に団員の皆さんに何かと御厄介になっておるわけですし、消防団があるから

この地域のコミュニティも守られていくというような、市内では一番大きなボランティア団体みたいなもん

ですわな。団員を大事にしていただきたいということをお願いをしておきたいと思います。 

 それから、今回は市政全般の動きについて、あるいは農業問題について、教育問題についてお話をさせて

いただきました。いずれも満足のいく答弁だったなあということではございませんが、ぜひそれぞれ質問し

ましたこと、それから市の考えられておることで、本城議員が言うんならちいたあこの辺は直してみようか

というようなとこがあれば、ぜひ取り組んでいただきたいということをお願いを申し上げまして、私の一般

質問を終わりたいと思います。大変御協力ありがとうございました。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番10番、議席番号12番本城宏道議員の一般質問を終了いたします。 

 お諮りをいたします。 
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 本日の会議はこれで延会したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。 

 本日はこれで延会することに決定いたしました。 

 本日はこれで延会します。 

 再開は明日10日午前10時からです。御苦労さまでした。 

                                       午後５時25分 延会 
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  主    任  井  上  大  佑        
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                                       午前10時00分 開議 

議長（山本 雅彦君） 

 皆さんおはようございます。 

 携帯電話の電源を切っていただきますようお願いをいたします。 

 傍聴者の方は傍聴規則を遵守していただきますようお願いをいたします。傍聴席において写真撮影、録音

等は禁止をされております。傍聴者の方が傍聴規則が守れない場合は議場より退席をしていただきます。 

 昨日に引き続き会議を開きます。 

 欠席者の報告をいたします。13番岩江正行議員が通院のため欠席であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日、議会運営委員会が開催されておりますので、委員長報告を受けます。 

 小渕議員。 

１４番（小渕 繁之君）〔登壇〕 

 皆さんおはようございます。 

 ただいまから議会運営委員会の委員長報告を行います。 

 先ほど９時30分から議員控室において、議長、委員、市長、副市長、政策審議官出席のもと、議会運営委

員会を開催いたしました。協議事項は諸般の報告でございます。内容は、12月８日に監査委員より提出のあ

った東粟原倉工房株式会社の監査結果及び株式会社雲海の監査結果の２件であります。 

 以上で議会運営委員会の委員長報告といたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 議会運営委員長の報告が終わりました。 

 

    日程第１  一般質問 

 

議長（山本 雅彦君） 

 日程第１、「一般質問」を行います。 

 昨日に引き続き通告順に発言を許可いたします。 

 通告順番11番、議席番号15番万殿紘行議員の発言を許可いたします。 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君）〔質問席〕 

 それでは、議長からの許可をいただきました。15番万殿紘行であります。皆さん方におはようございま

す。 

 今12月定例会一般質問で通告をいたしておりますそのことについてお尋ねをいたすところでありますけれ

ども、ことしもいよいよ12月ということで何かと気ぜわしい時世でありますけれども、国政のほうでは衆議

院が解散されて今選挙戦が繰り広げられておられます。国にしてもいろいろと課題が山積をいたしておりま

す。いろいろと新聞、テレビ等で皆さんも十分御存じのことと思いますけれども、私も今年最後の12月定例

会においていろいろと萩原市政に、また大川教育長の教育行政に対しての質問をいたしたいと、このように

考えております。 

 皆さんも御存じのように、新聞、テレビで本当に毎日のように災害、想定してなかった災害等が毎日とい

って言いほど世界的に、日本各地ででもありますけれども、報告されておる。こういう状況下で、これは異
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常気象と言われておるけど、もうこれは異常気象というのも通り越しとるんじゃないかなというように私も

懸念いたしておりますけれども、特に世界各地である紛争、宗教がこれは基本にあるんですか。やはりそれ

ぞれ自分の主義、主張を通そうと、わしの言うことを全部広げようと、言うことを聞けということだろうと

思うんだが、どうも明けても暮れてもけんかをしよる。情けねえなと、私は個人的にそういう一の年中けん

かばあすると、わびしい人生だろうなと、私はそういうように感じとんですけれども、萩原市長はこの世界

的な情勢、日本の情勢をどういうふうに感じておられるかなということを感じながら質問をさせていただき

ます。 

 そうした中で、先ほども言いましたように我が日本国でも災害があって、どんな災害においても想定外、

想定外です。そういうところに住まにゃいけん我々、財源にゆとりがある市町村とか、あんなけんかに明け

暮れる災害の多いとこじゃもう嫌じゃと、今はやぶさが宇宙のほうへいろいろと行っとる。そうした中で、

煩わしい地球よりちょっと宇宙の小惑星に行こうかというような自治体が出てくるんじゃねえかなと、私は

こういうふうにもう日々感じとるんです。本当に情けないなと。せめて我々の子ども、孫、ひ孫ぐらいまで

は穏やかにやってほしいなという願望を抱いておるわけでございますけれども、こういうような思いは私一

人じゃないだろうと、こういうように感じておるところであります。 

 そういった中で、先ほど申しました、今選挙戦でありますけれども、やはり日本経済も２年ぐらい前です

か、80円台でどうのこうのという、120円ですよ、今。２年でこれ。振り回されとる。これはちょっと私も

理解できんのんです、市長。円が安うなって喜ばにゃいけんというて、どうも私は理解できんので、市長は

東大で知徳体をみな備えられておられて、どういうように私は理解したらいいんかなということを常に、自

分ところのお金が安うなって喜ばにゃいけんのもどうも私は理解できん。 

 そうした中での、私も地域福祉ということで提案させていただいておりますけれども、きょうもある選挙

の候補者に会いまして、ある候補者が７時半ぐらいに私はお会いしたんですけれども、中山間へ住んでおる

我々を含めて、もう日々の生活で大変なんですよと。年金は下がるし物価は上がるしと。それと、円安で輸

入は高うなる。今まで輸入が上がったらすぐ単価があれしよると、80円台のようなときにはなかった。どう

もそこら辺がシステムがどうなっとんかなと。ＪＡが今しきりにやっとる中央会、市長はしっかりインプッ

トされとると思うけども、ここらあたりの状況がそのまま作用しよんかなという思いで私はおるんですけれ

ども、我々住民はその日暮らしで、本当にその日の生活をするんがきゅうきゅうじゃという状況下でありま

すんで、ひとつ市長、そこら辺を市長もしっかりインプットしていただいて行政のほうへタッチしていただ

きたい。 

 そういった中で、我が美作市も10年、住民福祉の向上を目指してやろうと合併協からそれを目標に数々の

施策を構築してきておりますけれども、なかなかどうも住民の皆さんもそれぞれの地区によって障がい者、

健常者、子どもから大人までいろいろと思いがあります。そうした中で全員がということにはなかなかなら

ん。けど、70％ぐらいの方がよしということになればええんですけど、なかなかそこまでには届いてない。

かゆいところに届いてないということで、いろいろと合併で策を講じてきておるんですけれども、まだまだ

かゆいところに届いてないというのが現状であります。 

 市長就任されて以来、各地域を巡回されてこの美作市の各地域が抱える諸課題を認識されてきておると。

よし、この地区に対してはこういうような施策が必要じゃあと、全体的にはこういうことが必要だというよ

うなことは考えられて日々行動されとると私はこのように理解しておるところでありますけれども、市長に

おかれましてはいろいろと参議院、岡山市長、学校卒業以来日本のトップ、東大を卒業された市長でありま

すからいろいろと人脈も広うございましょう。そうした人脈、経験を十分生かしてもろうて我が美作市の抱
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える諸課題を全力を注いでいただいて、それとすばらしいまちづくりを進めていただきたいと、こういうこ

とを私は常に念願をいたしておりますし、市長の頑張りを期待をいたしております。 

 そうした中で、本題に入りますけれども、我が市も、全国で美作市だけじゃありません、少子・高齢化、

やはり合併当初は３万4,000で合併したんです。ところが、今まで議員がみな質問で言われておりますけれ

ども、３万人を切ると。これは美作市に限ったことではありませんけれども、合併当初より人口を減すまあ

と、そのように施策を講じようということでやってきたが、それこそ先ほど申した想定外のスピードで少

子・高齢化が進んでおると。そのことに対して、やはり人口が少なくなれば地域もなかなか活力が衰えてく

るんです。そのための施策を今日までやってきております。 

 もう私もいろいろと人から聞き、その施策に対してです、何かいい施策は、いろいろとインターネットの

猿まねじゃないですけども、よそがやりよると同じようなことをやっとったんじゃだめだと。やはり小手先

だけではだめだということを私は感じとんで、市長におかれましてもその辺は十分認識されておると。それ

で、いろいろ施策を発表もされておることでありますけれども、やはり健康な人も障がいのある人も大人か

ら子どもまでが美作市は合併してよかったなと、このように何としてもやっていただきたい。そして、一昨

日から議員がいろいろと質問されております。そういった中で、私が思うのは子どもから大人までバランス

のとれた施策を、高齢者だけを優遇という、少子化だけを優遇ということにはならんのでバランスのとれた

市政を行っていただくことで美作市はすばらしいところだなということになるんじゃないかということで、

萩原市長の高齢化社会での地域福祉、このことに対して市長の思いをお聞きをいたします。 

 それから、通告しておる大原病院の件でありますけれども、これは市長も知っておられると思うんです

が、大原断層の真上にこれが建築されとんです。先ほども言いましたように、想定外の災害なんでこれは大

丈夫なんかなということを私は非常に危惧しております。そこらあたりを市長はどのように理解されて、も

しそのことに対しての対策、対応等を考えられておるんであればお聞きしたいと。まず、第１回目はこのこ

とについて、少子・高齢化の中での地域福祉、そして大原断層の真上に建っとる大原病院の対策、対応、そ

こらあたりを、まず市長にお聞きをいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 失礼いたします。万殿議員より少子・高齢化の中で地域福祉についてという大変大きなテーマの御質問を

いただきました。 

 まず、この地域福祉とはということで、議員のお示しのとおり健康な人、体に障がいを持っておられる方

など子どもから大人まで誰もがそれぞれの住みなれた地域で安心して暮らせるよう地域住民や社会福祉関係

者等がお互い助け合い、支え合う活動を推進するということと認識しております。 

 社会福祉法におきましても、第４条に地域福祉推進の規定が定められており、美作市におきましても同法

第107条に定める第１期地域福祉計画を本年４月に策定したところです。地域福祉の推進方針として、まず

全ての住民の一人一人が他人を思いやり、お互いを支え助け合うという地域福祉の重要性を理解することが

重要であり、その考えのもと住民、地域、各種団体、社会福祉協議会、行政等が連携し組織化することによ

って住民自身が地域の抱える問題を地域の組織的な対応により解決する地域力の強化を推進する必要があり

ます。また、同時に誰もが安心して適切な福祉サービスの提供が受けられるよう行政等による福祉サービス

提供体制の整備を図り、さらに権利擁護の充実、子育ての支援、保健・医療等の充実を図る中で、誰もが安

心して暮らせる地域づくりを推進してまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。〔降
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壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 危機管理監。 

危機管理監（山本 和毅君）〔登壇〕 

 失礼いたします。万殿議員の大原断層の対策についてということでございますが、大原断層は勝田地域の

塩谷地区から兵庫県三木市に至る山崎断層帯の一つでありまして、長さが30キロ、幅18キロで左横ずれがす

る断層帯で、地震の規模はマグニチュード８、揺れの程度をあらわします震度は６強が想定されておりま

す。こうした地震の発生が想定される地域に建設されています大原病院の耐震への対策についてでございま

すが、病院建設に当たりましては平成７年１月17日発生いたしました阪神・淡路大震災が引き起こしました

断層についても検討いたしまして、平成14年２月作成の大原町国民健康保険病院建設工事設計施工管理業務

委託仕様書におきまして耐震構造や災害時の避難のことがよく配慮されていることを求めるとともに、活断

層であることから十分な調査が必要として病院敷地のボーリング調査も行っております。このような経過を

経まして、平成17年度に当時の建築基準において阪神・淡路大震災クラスの地震では躯体にひび割れが発生

しても倒壊しない構造を有した建物として設計、整備されておりますことを御報告させていただきます。 

 また、大原病院といたしましても、地震への対策といたしまして防災対応マニュアルの策定や防災訓練を

実施するなど、災害時に備えているところでございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君） 

 第１期福祉計画は本年４月にやったということなんでありますけれども、その中で、先ほど私も申し上げ

ました住民一人一人が人を思いやってお互いが支え合う、協働、助け合う、このことを住民皆様方に理解を

していただいて、そして地域、また社会福祉協議会、行政当局が連携して組織的な対応をしていくと。それ

で、地域力の強化を推進するということのようでありますけれども、やはり行政は、まことすばらしいこれ

を目標にしてやるんだという決意であろうと、目標でありますから。そしてまた先ほどの答弁で、福祉サー

ビスの提供体制の整備をしっかりと整えて権利擁護の充実を図ったり、子育て支援、保健・医療の充実を図

って市民皆が安心して暮らせる地域づくりが達成できると、まこと私も同感であります。 

 けど、今部長、言われたことが各地域で、各部署できっちり理解されていただくように市長から担当部署

へ各地域へ、こういう目的でやるんだということをしっかりやっていただかんと、おい何やら万殿が言いよ

るがと。あれの質問が済んだら終わりじゃというようなことでは困るんで、そこらあたりを保健部長、それ

から今答弁いただいた危機管理監、やはり福祉サービスの基本理念を、特に座っておられる幹部の皆さんし

っかり理解していただくように。そうせんと、先ほど言うたように、こんだけ印刷して配ったんじゃと、も

うこれで徹底できとるということにはならんので。市長、その辺をしっかりお願いをして、今度は地域福祉

の中で個別に通告いたしておる順に質問をいたします。 

 一昨日は、公明党議員は市内全域の勝田から大原まで質問されておられましたけど、心苦しいかな昨日の

副議長じゃねえですけど、私は英田のことから質問をさせていただきますんで悪しからず。 

 市長、英田地域にトレーニングセンターというてあるん、国道べりに。そこの施設が少年団、それから実

業団、また地域の催しとかいろいろ市民の皆さんの使用が多岐にわたっておる施設があるんです。市長も十

分御存じだろうと思うんですけれども、この施設も築30年を過ぎとるんです。側へ行ってじっと見ていただ

いたらわかると思うんですけれども、もう老朽化がきとる、耐用年数が過ぎとるというようなことで、これ
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を何とかしていかにゃだめなんじゃないかなと私は感じとんで、市長に現地へ行って確認していただいて対

応を考えていただきたいと。そのときに、もし対応していただけるとなれば消費電力を少のうするという観

点でＬＥＤを採用してもらうというように私は考えとんですけれども、市長はどのような判断をされとん

か。まず、そのことをお聞きをいたします。 

 市長、選挙以来各地区を巡回されて十分御存じだろうと思うんですけど、やはり市民の多くが使われる施

設でありますから、私がくどくど言わなくても市長は十分わかっておられる、このように私も思っておると

ころでありますから、ひとつ市長の御判断はどのような対応を考えられるかお聞きします。 

 そして次に、通告をしております男女共同参画推進について。 

 この問題は、安部副市長が市民部長当時から常に発言してきとった問題であります。いや、あるんです。

通告をしてこういうあれをやりますということを申し上げておりますので。 

 私は、本年からこの推進協議会の委嘱状をいただきまして、本年の事業予定等を第１回目の会議で顔合わ

せとともにやってきとる状況でありますけれども、どういうように進んでいっとんか、そこらあたりを市の

公の関係にどのようになるか、市が補助金を出しておるんがどういうようになっとるか、そこらあたりをわ

かる範囲でよろしいから。 

 それから、市内には、保健福祉部長、障がいを持っておられる方、また高齢になってから障がいを受けら

れた方、種々おられると思うんです。そういう方に対して保健福祉部として、担当部としてどういうふうに

対応されてきておるんかなと。先ほど第１期地域福祉計画という中で、担当部長が申されておりました。や

はり、私は先ほど申し上げたような事例があると思うんですけれども、担当部長にそういう事例は上がって

きておるか上がってきてない、そこら辺も含めてでありますけれども、やはり市内には高齢でお互いが身体

に障がいを持って日々生活を営んでおられる方が多くおられるんです。もはや私らにしても前ほどたったか

たったか歩くわけにいかん。まして障がいのある人はいろいろと行動するのに電動車を頼って買い物に行っ

たり、こういう状況で日々を暮してる。それも大きな広れえ道を横断してみたり、細い坂道を上がったりお

りたり、そういう方もおられるんじゃないのか。担当部としてそういうあれがあったかなかったか。あった

らどういう対応をされとるとか。障がいを持っておられる方が雨の日にはどういうようにされとんだろう

か、雪が降る日にはどうされとんだろうかとか、部長、いろいろと当人の立場になって常に考えておられる

と私は理解するんです。 

 先ほども市民一人一人が安心して暮らせると、まだ先ほど発言されたばかりです。十分理解されとると思

うんで、もしそういうあれがあって、そういう事例はねえけえ私は知らんがなということであればええんで

すけれども、もしあったとするならばどういうふうに対応されておるか。市長にも十分聞いていただかにゃ

いけんので、そこら辺をよろしく。 

 それから、通告しております介護保険。 

 これは、昨日副議長の鈴木議員が質問をされておりましたので、大体のことは理解しました。けれども、

各施設が次々できよる。３年ごとに見直すのに、当然上がってくる、これはしょうがねえがなということで

いかれるんか、私が、萩原市政になる前ですか、施設介護と在宅と、在宅でされとる方に対して月5,000円

のおむつ代を出して対応しとるという答弁。そんなことじゃあだめでしょうと、月10万円ぐらいは補助を出

してもいいんじゃないのという質問をさせていただきました。今の担当部長は、当時その席ではなかったん

で十分理解されとるか下までおりとるかどうか、そこら辺は私にはわかりませんけれども、そういう発言を

した経緯があります。そこらあたりは、そこへ座っておられる二、三の方は耳へ入っとると思うんだが、そ

ういう施策がとれるんかどうか、そこら辺を含めて。昨日、鈴木議員に発言されたことはもう結構ですか
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ら、私もコピーをいただいておりますのでよろしいから、私は、施設介護と在宅介護で種々施設ができてお

る、在宅でやっていただいておる家族に対しては月5,000円のおむつ代も必要でありますけれども、5,000円

以上月10万円ぐらいは考えれる予定はないですかと、市長のほうへこういう施策をやってくださいと提言さ

れるお気持ちはないですかということを担当部長に聞きたい。わかっていただけましたか。 

 やはり、もう来年３以上の方でないと、特別な理由は別で、というように聞いております。そこらも含め

て担当部の説明をお聞きをいたします。市長のほうへ、ひとつこういうあれでとしっかり提言をしていただ

きたいけれども、担当部長としてどういうふうに感じておられるか。 

 それから、大原病院の大原断層の件であります。 

 平成11年当時の基準で、震度８というものは私は理解できんのですけども、十分であると。建設するまで

にボーリング調査等をして大丈夫だろうということでありますけれども、私は当初言いましたように、危機

管理監、災害があったところでみな発言されとるでしょう、想定外でありますと。私はその点を危惧しとん

です。想定外のことを今言えというて、そがんなこと言えるわけねえがなということになるんかもしれん

が、そこらあたりをどのように考えておられるんか。そして、消防長、私の今の発言で大体御理解いただい

たと思うんだが、私は想定外に対しての、想定外のことができるかというんではなしに、そこら辺をお聞き

したい。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 万殿議員の３日目の御質問に幾つかお答えをいたしますが、まず地域福祉の徹底という御要請がありまし

た。これはそのとおりでございますが、１回目の質問とダブってお話をしますと、行政報告でも申し上げま

したが、私どもの地域福祉、福祉の累計や対象という観点からいうとバランスがとれてなかったというふう

に言わざるを得ないわけであります。特に、障がいを持ってらっしゃる方々への対応はいいとは言えないと

いうふうに認めておいたほうがいいんじゃないかと思うんです。ようやく、発達障がいの子どもたちのため

の施設が巨勢にオープンをしましたけれども、こういった動きを本当に加速をしていかなければならない。

その点はおっしゃるとおりだと。合併以来いろいろやってきたけれどもとおっしゃいますけれども、いろい

ろやってこなかったんじゃないかということとやってきたことがずれとったんじゃないかということを私は

選挙のときに市民の方々から強くお訴えをされましたし、またいろいろ施策をする前にちいときれいにしと

いてくれえというような声も頂戴したわけでありまして、10年間福祉について一生懸命頑張ってる現場の努

力はあったにせよ、これは現場はよくやってると思います、しかし全体として福祉に財源をどう割けるかと

いうふうなことを考えたときに、今後議論が出てくると思いますけれども、幾つかの観光施設の運営形態を

見直すたびに余計拡大していくというようなことではだめなんで、しっかりとした運営能力のある方にお願

いをして赤字のコントロールを少しでもする。例えば、３割ぐらいの赤字のコントロールができればそれだ

けでも年間数千万円の余裕財源ができてくるわけで、それを財源として地域福祉に展開するといったことの

ほうが恐らくいい。つまり、雇用人数は変わらないわけですから、雇用人数が変わらない中で今度は市内の

福祉のレベルを上げて魅力を高めていく、そういうことが今後は必要ではなかろうかというふうに思ってる

んです。 

 私どもは、単に赤字を縮小するっていうことで合理化をするつもりは一切ありません。それは、新しい財

源をつくることによって、給食でもありました、場合によっては無料化ということもある、ただその前に私

どもとしてはまずは保育の充実をすることが必要だと。なぜかって言ったら、この間から出ているように、
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今中学校の教育改革が大分進んできて、いわゆる暴力事件について言えば全国平均や岡山県平均よりも低く

なっているんだけれども、小学校がまだなってない。なぜ小学校がなってないかっていったら、それは小学

校の問題もあるけれども、保育の場面における子どもさんたちや、それから保護者との関係のきちっとした

構築努力が十分にできてない可能性がある、私は一番心配なんです。そういったところが次の地域福祉の最

先端、あるいはそこにおける保育料の減免の問題といったところが今後の地域福祉の課題だし、今や教育と

いうのは福祉と絶対に切り離せません。教育と福祉の連続、連携といった概念のもとにこれを進めていくわ

けでありますが、御案内の点につきましては、いろんな場面、例えば予算の編成方針のときもそう書くだろ

うし、あるいは人事のときにもその思いを込めてやるだろうし、そしてそれが、この議会で何度も出てます

けども、人口増っていうところにつながっていくというふうに確信をしなければならないわけであります。 

 教育と福祉における事業の展開は、いわゆる魅力を高めるだけじゃなくて職場も生み出すっていうことが

明らかなわけで、何度も言いますけれども、一石二鳥系の施策をということであります。これを我々として

は評価をしたい。その類型の中に、いわゆる体力づくりみたいなもの出てくるわけで、英田のトレーニング

センターと呼ばれてる施設についてはもう既にしっかりと現場確認をしておりまして、殊に運動場、野球場

の照明施設が棟があって上のほうでくっとこう、あれは震度３ぐらいで落ちるかもしれない。震度５、６と

言うまでもなく、これは所長と一緒に見ておりまして、お尋ねがありましたように何らかの対応をしない

と、放っとくたびに年が経て、対応する費用がかさんでいく可能性もあるもんですから、お尋ねにあったＬ

ＥＤ化のほうがいいのか、あるいは現状をそのまま新しいでいいのか、これはちょっと計算上の問題であっ

たりするんです。その計算をした上で妥当な方向でやっていく、場合によっては環境省の支援を頂戴できれ

ば頂戴したいというようなことも考えております。 

 いずれにしても、もう行ってきておりますんで、私なりの必要性というものは認識をしてございますが、

英田だけではなくてほかのところにもそういうものがあれば、これは一括してやったほうが当然いいわけで

ありますんで、また教育委員会でも照明について今ちょうどＬＥＤ化っていう方針が多く出てますが、ほか

にあればぜひお申しつけをいただきたい。大体安くなります。うちもやってみましたけれども、40ワットと

言われている明るさを出すときに、ＬＥＤの１球が高いんだけども、１球600円ぐらいしましたけども、じ

っと見よったら40ワットと大きな字で書いてあって消費電力は６ワットなんです。これはやっぱり相当効果

があるのかなと思って、一応試してみておりますけども、そういった技術開発は、もう一個は地球温暖化対

策としても非常にいいっていうんで環境省も推進をしているわけであります。その辺も考えながら、最善の

財源選択をしつつニーズに応えていって地域における、運動するっていうことも地域福祉の一環なんです、

それに寄与できるようにしていきたいというふうに思っております。 

 それから、介護の絡みで在宅と施設という話がありまして、具体的に提案があるかどうかは別として、私

がやっぱり思うところは、今在宅と施設の中間形態っていうか、やまゆり苑のところにもつくりますけど

も、サービスつきの住宅があって、そこに今度は小規模多機能の介護施設がありますと、これは特養とほぼ

同じ対応ができます。今までの例を見てましても、平均の要介護度が３を超えてるわけですから、これはも

う全然問題ないんですが、ところが保険にかかってくる費用が圧倒的に安いんです。本人の負担もそうだけ

ども、いわゆる介護保険負担っていうものも減る。これはもう世の中の流れとして大分出てきている、特に

面積の広い小規模の自治体においては、例えば英田の人はやっぱり英田から離れんほうがええです、これ

は。でしょう、これはわかるでしょう。梶並の人が何か湯郷へ行ってお世話をいただくのは悪いことではね

んじゃけども、やっぱり寂しいと僕は思います。距離だって40キロ近くあるんですから、これ。 

 だから、私は思うのは、やはり高齢者福祉についても、在宅ないしは在宅類似の地域における地域でのお



－186－ 

世話というものができるようにしていったほうがいいです。かつ、それが財政的に見てより安価なんです。

ですから、私はこんなことを今さら言うと大変皆さんに失礼かもしれませんけれども、新しく特養ができ

た、そのこと自身についていい面もあるんだけれども、地域福祉的な考え方から発想されかつより財源的に

楽でかつ、さっき言ったように、顔の見える福祉を実現するという観点から本当に妥当な選択を、当時の執

行部あるいは議会がされたのか、私は十分に反省すべきところがあると思います、これは。もっと早く、先

進地がどうかは別としていろんなところが展開している小規模型の地域密着型のサービスを導入すべきであ

ったんじゃなかろうかなと。これは本当に、できたものは応援しますけども、できる前だったら私は反対し

てました。それで、何が起こるかっていうと介護保険の値段が上がっていくんです。人口が少ないところに

特養１個つくると、間違いなく五、六百円上がるんです、これ。明らかです、これ。だから、これをどうい

う理屈で議会の方々は承認されたのか、万殿議員にお尋ねするわけではないんですけども、今さらながらに

私は思わさせていただいているわけであります。 

 やはり、余裕があればいろんなことはできるんです。今、私どもは介護保険については、たしか基金が底

をついてるんです、もう。底をついちゃってるんです。基金が底をついた介護保険っていうのは、本当に後

がもう値上げしかない、こういう状況に知らず知らずのうちに追い込まれてしまったことについて我々は反

省もぜひしなきゃいけない。議会の方々にもその点は御認識を賜っておかなかければ、万殿さんがおっしゃ

ったような新機軸がなかなか打ち出すことができない。ようやくついてきてるというふうに私は考えざるを

得ないというふうに思っているわけであります。 

 介護保険については、我々の町がこれから初めてやまゆり苑のところを出発点にしながら、次は多分英田

になると思うんですけれども、計画があってできてないんで、独自の展開、なるほどなと安くていいねと。

うまい、早い、安いの牛丼じゃないんだけども、いいね、安いねっていうような、これはよかった安心だと

いうような展開をぜひしていきたい。やまゆり苑については工事の問題もあるけれども、一方でどういう仕

上がりで幾らのサービスになるのかということについても事細かに当局のほうから利用者の方と相談をし

て、働きがいがあって、それからサービス費用が安いというようなものができるように工夫をしていきた

い。それがうまくいけば英田に対する展開ができてくると、こういうふうに思っております。 

 やっぱり、知恵と工夫を一緒にしたい。そういう意味では、議員におかれてもいろんなところで展開され

ている地域福祉の中で、これはいいなと思われるものがあれば御提言を賜りますようにお願いを申し上げて

おきたいと思います。 

 以上、私からお話の中のほんの一部ですけれども、お答えをさせていただきます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 失礼いたします。万殿議員の地域福祉についての２回目の御質問のうち、男女共同参画の推進に関しての

御質問でございます。 

 万殿議員には男女共同参画審議会の委員に御就任いただいておりまして、まことにありがとうございま

す。公の職場ですとか各種委員会等への参加、また市内の団体等への登用についてのどのように把握してい

るかというふうな御質問であったかと思います。 

 今年度の市が設けております審議会等の総数32団体のうち23団体に女性の委員が含まれておりまして、委

員等の総数491人のうち、女性は89人、女性の委員の比率は18.1％でございます。これは前年度に比べます

と2.8ポイント低下をしておるわけでございますが、この原因としましては、新しく加わりました２つの審
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議会に女性の登用が少なかったということが原因として考えられるかと思います。そのほかの団体や組織と

いたしましては、愛育委員ですとか栄養委員につきましては女性の方の比率というのが99％以上を占めてお

ります。反対に低いところでは、行政事務連絡協議会の評議員さんが0.9％、それから自治振興協議会につ

きましては32人の方全員が男性といったような状況になってございます。こういった団体等の中には、市に

直接の任命権がないものですとか、いわゆる充て職となっているような場合等もあるわけでございますが、

幹部会議等を通じまして改選時の審議会等への女性の登用というのを積極的に進めるようにということで協

力を依頼しているところでございます。 

 なお、関連いたしまして、女性の管理職への登用など男女がともに働きやすい環境づくりを積極的に進め

ておられます企業さんなどを表彰する美作市男女共同参画推進事業者表彰要綱というものを今設定すること

としているところでございまして、今後とも男女がともに輝く地域社会づくりを目指して取り組んでまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 総務部長。 

総務部長（尾崎 功三君）〔登壇〕 

 失礼いたします。万殿議員の２回目の御質問の地域福祉についての中で男女共同参画の関係でございま

す。一応、私のほうから市の職員の関係で若干御答弁させていただきます。 

 女性職員の幹部の登用ということでございまして、市の職員の人事等につきましては適材適所、能力主義

等原則に基づいて職員の配置を行っております。女性職員のみならず全ての職員が自身の能力を十分発揮で

きるようにということに努めてきたところでございます。女性職員の管理職への登用率、課長補佐級以上と

いうことでお答えをさせていただきますが、本年の10月１日現在でございます。行政職１ということで、対

象が108人おりまして、そのうち女性職員が18名でございます。率にして16.7％ということになっておりま

す。こういったこともありまして、国においても女性の登用を長期戦略の中核というふうに位置づけられて

おります。こういったことを受け、今後におきましても市としまして女性職員の管理職への登用など積極的

に取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 それでは、万殿議員の２回目の質問に答えさせていただきます。 

 まず、地域福祉の中で障がい者からの最近相談を受けた事例があったかなかったかということでございま

すが、11月の後半に障がい者の方からの相談を受けた事例、この事例が議員の思われとる方と同一か別かは

わかりませんが、その事例で申し上げますと、相談がありましたんで御本人宅へどういうことがお困りです

かということで状況を確認させてもらいに行きました。 

 根本的な問題といたしましては、歩くのがなかなか困難な方でございまして、そこの道路の拡幅が必要だ

と。車等が入る場合にはそういうような状況がございまして、もちろんこれは隣接する土地の地権者の方の

御理解が必要ですし、先ほど１回目の地域福祉のところの答弁で申し上げさせていただいたんですが、住民

自身が地域の抱える問題を地域の組織的な力で解決できる方向がベストではありますが、中には相当困難な

問題も出てきます。行政といたしましては、当事者の立場になって寄り添い、行政としてできることは精い
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っぱいやらせていただきます。 

 これと同時に、この例で申しますと、行政として福祉制度を適用した支援を進めていきたいと考えており

まして、従来障がい者支援につきましては障害者総合支援法というのがありますが、その自立支援給付制度

や地域生活支援事業を活用し、障がい者の方が必要とするサービスの提供に努めていきたいと思っておりま

す。要援護者の方が高齢者の場合は、障がいの部分と介護保険制度と両方出てくるわけですけど、その両面

から支援のサービスを考えていく必要があるということで、特に美作市の身体障がい者手帳を持たれとる方

が70歳以上が非常に多うございまして、70歳以上の方が７割を超えているというような状況がありますん

で、今後こういう高齢者への方への支援の重要度といいますか、そういう必要性は一層高まってくるという

ことになっておりますので、適切なサービスの提供に努めていきたいと考えております。 

 それから、介護保険のことで、介護保険が今後どのようにということで、昨日の一般質問でも概要につい

ては報告させていただいておりますんでそのあたりは省かせていただきますが、今の計画が介護保険の第５

期計画で平成24年から26年度ということになっておりますが、これは１号保険者の方の月額が5,200円でご

ざいます。現在、第６期、27年４月から３年間の介護保険料等、介護保険計画の全てなんですけど、計画を

していく段階で、いろいろな資料、状況等、高齢者の数とか認定者数、それからサービス事業所の整備など

を見込みまして考えますと、なかなかずばりというのはあれなんですけど、25％程度の増額が単純に言えば

見込めるのかなと。 

 と申しますのも、先ほど市長のほうからも答弁の中でありましたが、介護保険の基金というものが通常で

したらありまして、基金を使いながら保険料の上げ下げをうまく調整して３年間の中では最初の１年間の部

分で少し余るような形になって２年目が平均で、その１年目の余った部分を３年目に使ってとんとんでいく

し、そこのあたりを基金で調整するというようなシステムになっているんですけど、美作市の場合は、今基

金がもうほとんど四十数億円の会計の中で、1,500万円ぐらいということですから、１％にも満たないとい

うような状況になっておりますんでほぼゼロに近いというような状況でございます。 

 それから、関連しまして入所の話が出ましたが、介護度が３以上という話で、来年の４月からは介護保険

の制度が変わって、通常であれば３以上の方が入るということになります。特殊な事情で、要介護が１、２

であってもやむを得ない事情、というのが、これは特養以外では生活できないような状況である場合は例外

的に認められております。その詳細についてはこれから具体的に決まってくるんだと思いますが、原則は、

おっしゃるとおり３以上です。それから、現在入所されとる方は１、２でもそれは引き続き安心して入所し

ていただけるようになっております。 

 それから、在宅での月10万円ぐらい補助をしたらどうなんかということでございますが、確かに在宅の方

で一生懸命頑張られとる方につきましては、私も議員と同じ気持ちはあるんですけど、例えば在宅で10万円

ということであれば美作市独自の制度になってきまして、10万円がそのまま10万円になってくるんですけ

ど、介護保険の制度の中で言えば、例えば施設入所した場合です。これは変わってくる可能性もあるんです

けど、今現在は全体の中の12.5％というのが市の持ち出しになります。それから、居宅についても12.5％、

地域支援事業とかで若干変わってくる部分もあるし、介護予防とかもあるんですけど、そういう一般的には

12.5％の市としてはそういう持ち出しというか経費でやれるんで、例えば介護保険の特養の入所でございま

すと30万円とかというようなお金が全体ではかかってくると思うんですけど、そういう中で12.5％、それか

ら先ほど市長のほうが申し上げました小規模多機能になりますと、それよりもまた一段と安くなるというこ

となんで、そういう介護保険の制度をうまく利用しながらお金のほうを効率的に使っていくというイメージ

を持っております。 
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 それから、在宅の方についての制度は、若干ですけどあるんですけど、議員が思われとるような10万円を

というのは気持ち的には非常に、在宅で頑張られとる方は大変ですし、そういう気持ちもいいとは思うんで

すけど、なかなか現実問題で限られた予算、財政の中でそこへそれを持っていくというのは、特別な政策と

いうか判断というのがない限りはなかなか今の現状ではちょっと難しいというふうに担当部としては思って

おります。 

 以上です。よろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 危機管理監。 

危機管理監（山本 和毅君）〔登壇〕 

 失礼いたします。万殿議員の２回目の質問にお答えさせていただきます。 

 想定外への地震への対応についてということですが、なかなか答弁がしづらいんでございますが、先ほど

１回目の質問で一応阪神大震災などを考慮した、活断層も考慮したということでの設計等をしたというふう

にお話をさせていただきましたが、新耐震基準によりまして大原病院がつくられておりますが、この昭和

53年宮城県の沖地震、マグニチュードがこの当時7.4でございましたが、その後耐震設計基準が大幅に改正

されとります。新耐震設計基準が昭和56年に、そして制定されております。 

 この昭和56年に制定されました新耐震基準は、それ以降の大規模な地震、震度７、これは阪神大震災があ

りましたが、また平成23年の東日本大震災、こうした震災におきましてもこの新耐震基準で設計された建物

というものは有効性が高いということで実証されていることを御紹介させていただきます。 

 想定外の地震への対応、なかなかハード面ではこのような結果も踏まえまして、大原病院の耐震性という

のは十分確保されているのではないかというふうに認識しておるところでございますが、災害が発生すれ

ば、地震というのは甚大な災害を及ぼす危険性がございますので、備えがあれば憂いなしと言いますので、

日ごろから飛散物の防止であったり自販機、機材などの固定、出火防止、備蓄品の確保など地震防災対策へ

の備えが重要であるというふうに考えます。 

 それから、防災訓練を実施しているというふうに１回目の答弁をさせていただきましたが、この防災訓練

につきましては病院建設以来、年２回行っておりまして、スタッフが患者役もこなすなど病院内のスタッフ

が一体となりまして避難、誘導訓練、情報伝達訓練などを行いまして、日ごろから災害に備えていることを

御報告させていただきます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 消防長。 

消防長（山崎正雄君）〔登壇〕 

 万殿議員からのお尋ねの質問に対する答弁などのように、答弁をどのように理解されたかについてです

が、先ほど危機管理監が大原断層の件、そして大原病院の建設等の経過説明、建築基準及び防災対応マニュ

アルについて説明がありました。 

 説明に付加させていただきますと、このようなことではないかと私は思います。 

 建物は耐震構造となっており、決められた訓練も年間を通して、〔聴取不能〕消防訓練及び自主訓練を実

施しているところであります。建物と医師、看護師の教育が終わっているところでありますが、いつ起こっ

てもおかしくないと言われている地震に対する備えが必要ではないかと私は思います。つまり、家具の転

倒、落下、移動防止について事前にやっておく。万が一起こった場合は、自助において３日から１週間分の
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食料及び飲料水等を確保しておくことではないでしょうか。 

 また、備えをすることによって減災に大きくかかわってくるものと思います。これらのことについては、

美作市民全体に通じることだと思います。そして、消防はこれらのことを踏まえ、いつ地震が起きても対応

することができるよう本年３月に断層と地震について津山東高等学校教諭横山さんを招き、研修を行ったと

ころであります。また、今後は大原病院を初め関係機関等と防災訓練を行い、安全・安心を確保するととも

に、消防団及び関係機関との連携を密にしていかなければと思います。また、これからあらゆる機会を捉

え、自分の命は自分で守る自助について啓発をしてまいりたいと思っております。 

 以上です。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君） 

 私の質問に対してそれぞれ答弁をいただきました。 

 後ろから後ろからいくわけにいかんのんで、保健福祉部長、今言う在宅介護から申しますと、今おむつ代

で5,000円なんです。ちょっと早口になりますけど、そんなもんでは第１次初発地域福祉であなたが発言さ

れたでしょう。そこら辺からしっかり考えてみてください。もう時間がないんで。 

 それから、介護料を来年また見直さにゃいけんのんです。市長は大体私の言わんことがわかった。あなた

もわかっとんだろうけども、答弁が苦しいんかどうかどうも歯切れが悪い。しっかり地域福祉で、どこの課

でも一緒ですけれども、たまたま今私は介護のことを申し上げたが、しっかりとしていただきたい。 

 それから、防災関係にしても、私は万が一と、想定外ということがあるから心配しておるんで、しっかり

それに対しての対応をよろしくお願いしときます。 

 それから、市長、今私が言うたことは市長は大体理解していただいておるなと。麓のトレーニングセンタ

ーの件にしてももはやしっかり現地を見ておられるという、もう私も安心しとんですけれども、ただやはり

先ほども言いましたように、市長の思いが各あれへきちっと行き渡るように、どうも今までやってこられて

ないような気がするという、やはり末端まで血が通ってなかったんじゃないかなと私も危惧しております。

そこらあたりをきっちりやっていただきたい。 

 それで、市長、この間11月１日の山陽新聞で出ておったんですけれども、地方中枢拠点都市制度へという

ことで山陽新聞に載っとったんじゃけど、美作市の名前がないんです。これは、地方福祉をいろいろとこう

いうことも一緒に取り組んでいただかんと、美作市だけの地方福祉じゃええことにならんと私はこういうよ

うに理解しとんです。ですから、市長のそこらあたりの思いを、13町村で首長懇談会とあるんですが、その

中に美作市がないんでそこらあたりの説明をお願いするんと、介護のほうも、私は先ほど言うた5,000円で

は老老介護されよる方もおられるんです。実際、支援者のところへ一遍でもええからずっと歩いてみてみな

さい。そんなもん銭がねえから5,000円でおむつ代でこらえてというて、あなたがなったときに、そうです

か。ひとつ、そこら辺も部長、よろしくお願いをしときます。 

 それから、そのことでこの項はもう時間もないので、次に進みますんで。 

 首長の答弁だけいただけますか。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 私の答弁の部分は、地域福祉との絡みで地方中枢拠点都市構想で美作市が入ってないけど大丈夫かと、こ
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ういうことだと思います。 

 これについてはいろんな見方がありますが、岡山市さんが今やっておられることはモデル事業として倉敷

市が先行していることに対してやっておられるというふうに思います。連携協約っていうのをつくっていく

と。お声がけをされたところは、いいですよというようなことで名前を出さされてるっていうふうに理解を

しておりますが、きのうの議会でもちょっと言いましたけども、何で津山市がそこへ入っとんならという議

論があって、その地方中枢拠点都市っていうのは20万なきゃいけんとかというのが総務省の仕切りなんです

けども、そういうことの中で議論があったのかなと思っておりまして、私どもとしては、これも行政報告で

言いましたけれども、地域福祉も含めていう、例えば今の大原病院だけで支えることはできないわけです。

診療科目も足りない、あるいはできる仕事が違うと。我々の圏の中では津山中央病院というものが高次医療

の担当になって、そこへ連接するという形になっておりますから、岡山へ行ってもいいんですけれども、基

本はやっぱり津山中央との関係をどうするかと。そうなりますと、当然ですけれども、美作市を越えた連携

が必要になってくるし、あるいは地域福祉の担い手である介護関係の高度な職であるとか、あるいは保育士

さんとかというてどこで養成してるかというと、そりゃ近くで言えば美作大学がやってくれてるわけですか

ら、これは連携せざるを得ない。 

 あるいは、地域福祉と離れますけれども、工業専門学校、津山高専、ああいったところはうちにないわけ

ですから、連携せざるを得ないということで常々思っているわけでありまして、そういったこともあり議会

の関心もあり、あるいは市民の方からも同じようなお問い合わせがあったもんですから、昨日議会終了後に

津山市長にお会いをして、どねえなっとんというて聞いたら、いやいや萩さん、そりゃなわしもあれは一応

名前だけは出しとるけどが、やはり美作と一緒に作州中心でやらにゃいけんと思うとんじゃと、こういうよ

うな話でありまして、私のほうから今申し上げたように、具体的に医療の問題や福祉の問題、あるいは教育

の問題についてはきちっとやっていきましょうということを申し上げたら、美作市と絶対にきちっとやらに

ゃいかんと思ってるし、向こうの議会でもそういう御質問があってそう答えたんだというようなことであり

ます。 

 それ以上言うと若干語弊が出てくるんですが、それも恐れずに言うと、津山の市長さんは、あれはあれで

格好でしょうなと言ってましたけど、私はそれは本音だというふうに思っておりまして、やはり美作の国、

1301年目に崩壊というようなことではないわけで、これからも〔聴取不能〕じゃなくて縦貫道でも姫新線で

も179号で53号でも429でもいいですんが、ここらはそういうことで交通的にも、それから言語的にも文化的

にも、ましてや歴史的にも一体のものとしての発展というものにならざるを得ないということに私はなると

思いまして、具体的にどうこれから津山との関係を高次化する、高度化するかについては企画のほうとも相

談をしながら、向こうにもこんな話があったことを連絡してもらって、姉妹都市と今さら言うかどうかは別

として、何らかの形で協定もつくってやっていかざるを得ないなと思いまして、その中に今議員が申してお

られた思いというものも込めていくつもりですので、御支援をちょうだいできますようにお願いをして答弁

にいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君） 

 ありがとうでした。 

 いろいろと申しましたけれども、介護のほうに混乱がないようにひとつよろしくお願いをします。 

 市長に私もいろいろとしゃべりました。大体もう理解していただいたと、このように理解をしておりま
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す。それから、男女共同参画、なぜこれを言うた。やはり地域福祉をやるためには女性の細かいあれがなか

ったらやれんのです。そのことで私はこういう発言をしておりますんで、そこら辺をしっかり理解していた

だいて、私のこの項の質問を終わります。 

議長（山本 雅彦君） 

 それでは、次の項に入る前に10分間休憩します。 

                                       午前11時16分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午前11時26分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 万殿議員、２項目めの質問から始めてください。 

１５番（万殿 紘行君）〔質問席〕 

 それでは、２項目め学校教育について大川教育長にお尋ねをいたします。 

 萩原市長の強い要請であなたが教育長に就任されたところでありますけれども、通告しておりますけれど

も、それぞれの学校の子どもたちの様子やそれぞれの学校の課題、こういうものは、あなたも土曜日曜返上

でいろいろと頑張っておられるということは私も十分理解しておるんですけれども、教育長が子どもたちの

健康面、学力面を含めてどういう思いでどういう感じを受けられたか、どのようにそのことに対して対応し

ていこうかというようなことを考えられたか、どういうことを立案されておるかということがあればちょっ

とお聞きをしたい。 

 それから、同僚議員がいろいろと、きょうも最終日でありますんで、ダブることは申し上げませんが、命

を大切にする教育のことは私もしきりに申し上げてきとんです。また、２項目めでお聞きしようと思います

けれども、１項目め、とりあえず今就任以来思われた教育長の思いをお聞きします。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。万殿議員お尋ねの今の子どもたちへの思いということでお答えさせていただきます。 

 今、御質問の中で触れられましたように、就任後約４カ月が経過をいたしました。この間、まずは校長の

学校経営につきまして方針を聞きたいということで、市内16校を８月中に訪問をさせていただきました。ま

た、９月には各幼稚園、保育園も含め運動会が開催されておりますので、そこを全て回らせていただいてお

ります。10月には全ての学校をまた再び訪問をいたしまして、校長、教頭との面談という形で行わせていた

だいております。そのほか、いろいろと気になる情報も入ってまいりますので、そうした場合にはもう学校

に直接出かけて学校現場の現状というのはできるだけ自分の目で確認をし、さまざまな情報を得たいという

ふうに考えております。また、教育施策の方針の策定、課題への対応ができるようにということで今取り組

んでおります。 

 このように学校の様子を見させていただきますと、当然これはどの学校も一生懸命先生方がお取り組みで

ございます。そして、子どもたちも本当に素直で、会ったときに挨拶をしてくれる、朝どこかで会ったとき

もおはようと声をかけますと、おはようございますというふうに返事が返ってくると。そして、学習や行事

に対して一生懸命取り組んでいる、本当にこれは中学生の発表も見せていただきましたが、見ていてこちら

がちょっと胸が詰まるような、本当に一生懸命さが伝わってくるようなものがたくさんございました。先生
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方も愛情を持って子どもたちと接し、そして工夫を凝らした教育を行っているというふうに思っておりま

す。 

 しかしながら、当然課題はあるということで、やはりわかりやすい授業、子どもたちが魅力を感じる授業

というためにはまだまだ授業改善が必要であるということ、そして先ほど市長も触れられましたが、特別支

援教育、発達障がいがよく言われておりますが、特別支援教育の視点での児童理解、なぜこの子がこのよう

な行動をするのかということ、これをわかってあげなければいけない。そして、それを進めていかなければ

いけない。そして最後に、やはり最後までやりぬかせると。最後までやりぬかせる指導を徹底するというよ

うなこと、このようなことが課題ではないかなというふうに感じております。そうした中で、さまざまな施

策を今後も考えてまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君） 

 教育長からあらかたの答弁をいただきました。 

 やはり基本理念は、教育学部を出られて現場で担当されて、そこら辺はもう何をあんた言われよんという

気持ちで聞かれたかもしれんけれども、しっかり対応のほうよろしくお願いをしたいと、そのように私は思

うておりますので、ひとつやはり教育長も回られていろいろ感じておられると思う。このことに、私も教育

関係はずっと申し上げてきとんで。 

 子どもたちと教員との信頼関係、このことを教育長は強く言われておりました。私も同感であろうと。や

はり私も我が子が、もう大きくなりましたけど、子どもの時分に家に帰ってきて先生を愚痴っておったと。

やはり、どこの親でも我が子が言うと、我が子かわいさにやるんです。じゃけど、そのときにちょっとでも

友達とか地域とかにうちの子がこう言うて帰ってきたんじゃけど、どんなもんじゃろうかなというぐらいの

声かけができるような体制があれば、おい聞いてみたらあんたが悪いんじゃねえかということが言えるんで

すけども、今ちょっとそれがなくなっておると。そういうことで、小学校、中学校でぎくしゃくしてきとん

じゃないかなと、私はこのように感じとんです。 

 それは、先生方も苦労されとるということは十分私も理解しとんですけれども、いろいろと議会もやかま

しう言う、父兄もやかましゅう言うような中で、先生方も各講習を受けながら努力はされて、かなり以前よ

りは先生方の質も上がっとんじゃないかなと、ちょっと偉そうなことを言いますけれども、そういう私は感

じております。全ての議員ということにはならんかもしれませんけれども、我が美作市を担う子どもたちの

教育だからしっかりやってもらわにゃいかん。やっぱり先生方に、思うんですけど、やっぱり雑用がもう前

と全然違うんですよと。ぎょうさんいろいろと雑用ができて、とてもじゃないですけどという先生方の愚痴

も私もたびたび聞いてきておりますけれども、ひとつそこら辺も踏まえてしっかりした、教育長、私の思い

に対してもう一遍。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。済みません、先ほど命を大切にということで御答弁が落ちておりまして、大変失礼いた

しました。 

 命を大切にということは、私はこれは何より大切なことというふうに思っております。校長時代にも長期
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の休みに入る前には必ず死なないでください、盗まないでください、怠けないでくださいと子どもたちにわ

かりやすいように、そういう表現を使っておりましたけれども、やはりどんな場合にも命というのはかけが

えのないということは強く訴えていかなければなりませんし、これはどんな教育でもでき上がることかと思

います。例えば、国語の教材を読んでいてもできます。私は理科を教えていますが、理科の中でいろいろな

動物の話をするときに、これはもう一度死んでしまえば終わりなんだよとか、あるいはメダカを使った実験

でもこのメダカはみんなが実験することによって死んでしまうけれども、やっぱりそこをきちんと、この命

をもらってみんなは勉強しているんだというような話を常にしてまいりましたが、そうしたさまざまな場で

命を大切にする教育というのは教育でも一番基本になることかと。そして、それが人権教育などにもつなが

っていくことというふうに思っております。 

 それから、御指摘の教員との信頼関係ということですが、これは本当に非常に難しいというふうに思いま

す。私も長年してまいりますと、保護者の方からお叱りを受けることも当然ございます。そのときに、やは

りどこが一番大事かということは、日ごろからどれだけ子どもたちに対してわかりやすい授業をしているか

と。日ごろからあの先生の授業はわかるなとか、あの先生に聞いたらよくわかるな、そういう信頼関係とい

うのがあれば、これは当然何か叱られてもお家へ帰って、もうきょう先生に叱られて腹が立った、頭にきた

ということは言わないということかと思いますが、そこまでしなくてもやはりそうした声を保護者の方が受

けたときに、地域のいろいろな民生委員さんとか児童委員さんとか、いろんな相談を受ける方が、特に美作

の場合はいろいろな方、そして各世代で同居をしていらっしゃるという方も多いので、そうした話ができる

ようにならなければいけないというふうに思います。 

 その一つの試みとして、教育委員会としては、親プロというんですが、保護者が自分が親としてどうすべ

きかというのを学んでいくという学習システムがございます。全てのところでしていただいているとは言え

ないんですけれども、そうしたものを入れて、そして例えば小学校へ入学をする前に、例えば地域の校長先

生、小学校の校長先生なんかにそういう話をしていただく、あるいは地域のそういう子育てのベテランの

方、そうした教育を受けた方にそんな話をしていただくということで自分自身が保護者として成長をしてい

くとそうした関係も築けるように今やっているところでございます。そのあたりを御理解いただきまして、

今後ともどうぞ教育のほうよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君） 

 教育長、子どもの教育は地域福祉にも関連してくるんです。知徳体の、知はもちろん教育長にしてもうち

の首長にしても、知のことを言いよるとあんた何を言いよるんと言われるからこれはやめとくから、子ども

たちには知徳体を一貫して、やはり心がわびしかったら周りにも暗うなるんです。そのことだけ私は申し上

げとく。教育長はぴんとくるだろうから。いろいろと言う時間がないんで。やはり、小学校、中学校が荒れ

るというのは、教育長も感じておられると思うけども、だんだん大きくなるに従って親が出席率が悪うなる

んです。このことは十分どこでも一緒だろうと思うんじゃが、小学校へ入ってからじゃなしに、幼稚園のと

きには父兄は見事に出席するんじゃが、学校行事に。そのときからきっちり道徳、足し算、引き算は親から

いうたらばかにするなというて叱られるから、そういうこと言うてねえ、そのときからやれば小学校、中学

校でのぐしゃぐしゃじゃなくなる。小学校、中学校でぎくしゃくする原因はわかるはずじゃから、それをな

くするために幼稚園時分からきっちり親御さんを教育して、このことが大事だろうと思うんです。その辺を
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教育長。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 確かに御指摘のとおり、幼稚園、保育園、特に保育園は保護者が送り迎えでございますので毎日保育園へ

やって参ります。そしてまた、幼稚園のときというのも通学はいろいろですけれども、いろんな機会に御参

加いただけるということです。参加率は高い。ところが、中学生ぐらいになると学級懇談をしても40人のク

ラスで５人ぐらいで懇談をするような状況というのもございます。ですので、私は幼稚園、保育園の園長先

生方にはよくお願いをするんですが、幼稚園、保育園というのは絶好の保護者へお願いをしたり、あるいは

いろんな指導をするチャンスですよということで、こういういろいろな保護者としてどのようにあるべき

か、先ほどの親プロではありませんけれども、園長先生というのは大体ベテランの方ですので、園長先生が

人生の先輩として、また子育ての先輩として幼児教育の専門としていろいろなアドバイスをやわらかくして

あげてくださいということをお願いをしております。 

 そうした幼稚園時代の、例えば幼稚園、保育園にも保護者会というのがあるかと思いますが、そうした中

でそういうおつき合いをしていくことで、また少しずつ保護者の方の意識も変わっていくというような話も

聞いております。そういう形で進めてまいりたいというふうに思います。御理解いただけたらと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君） 

 教育長、いろいろと言いましたけれども、やはり子どもたちが幼稚園の間から義務と権利、このこともき

っちりやっていただきたい。保護者を含めて、教育の方針を私がどうのこうの言うつもりはそこはもう教育

長のほうがプロですから、それと教育長、来年からは首長が教育行政へ首を突っ込んでくるんです。うちの

市長もトップの学校の教育学、学だけをしっかりやっとんですから、あなたのほうが現場でたたき上げです

から、やはり教育行政に対して市長が言うことがあっても、是々非々で対決していただく、このことだけを

よろしゅうお願いしてこの項目は終わります。 

議長（山本 雅彦君） 

 それでは、続けて３項目めに入ってください。 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君） 

 それでは、どうも長いことお待たせしました。 

 農家所得の向上、これ、総理大臣が10年後の農家の倍増と申されておる。担当部長、このことをどのよう

に捉えておられるんか。それから、大阪の箕面店の近隣に同様の直売所ができるということで我々はそうい

う情報を耳に入れて大変危惧しておる。その箕面店がどういう影響を受けておるんか。 

 それから、これは私もいつもではないけれども、たびたび申し上げてきとんじゃが、この直売所へ出す青

果物の17％の手数料を担当部として、おい万殿が言うたけもう終わりじゃというて済ましとんか、やはりあ

ねえ言いようたけ多少は聞いたふりをせにゃいけまあということでやられよんか、そりゃ出荷される農家の

ことを考えたら真剣にやらにゃいけんということで会議を持たれておるかどうか、そこら辺を含めて１回目

の質問とします。 
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議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、農家所得の向上ということでございまして、この件につきまして御答弁をさせていただきま

す。 

 安倍首相の農家所得の倍増計画についてのまず御質問でございますけども、安倍首相は講演会で６次産業

化、輸出拡大、農地集積を通じて農業、農村全体の所得を10年間で倍増させると、このように述べられてお

りますが、全ての農家を対象に考えますとかなり高い目標であるのではないかというふうに思っておりま

す。 

 特に、ことしのような米価の急落、米の直接支払交付金の減額を合わせますと所得倍増どころか半額にな

ってしまうと、こういうのが現状ではないかというふうに思っとりますし、この状態が続きますと高齢化が

進んだ経営規模の小さな農家では農業を継続するということ自体が困難になるんじゃないか、このように予

想をされております。 

 しかしながら、このような状況の中でも市内におかれましては大変頑張っておられる専業農家もおられま

すので、その一例というのを御紹介をさせていただきます。 

 この方は、平成22年に就農後、順調に経営面積を拡大されまして、それに比例して売り上げも年々倍増し

ているという状況でございます。今では作業受託11宅を含めますと、20ヘクタールを超える面積となりまし

て個人農家では市内でトップであるというふうに思われております。この方の特徴でございますけども、白

米や加工用米、それから備蓄米等の主食米以外の米と、それからソバであるとか白大豆等の転作作物をうま

く組み合わされまして価格等の状況に応じて流動的に作づけを計画されまして、また閑散期の収入確保のた

めにイチゴ苗等の生産を取り入れるなど経営的な感覚を持って農業に取り組まれている、そのことが成功に

結びついているとこういう一例でございます。 

 市内には、このほかにも柿や果樹等で成功をされてる例が幾つもありまして、今後もＪＡ勝英や普及指導

センターとの連携を図ることはもとより、銀行等による経営指導を受ける機会を設けるなどいたしまして有

能な農業者を育成し、農業所得の倍増を目指したいというふうに思っております。 

 それから、彩菜みまさかの現状と今後の取り組みということでございますけども、まず競合店となってお

ります、これは野菜と魚の直売所でございまして奈良県と三重県の農産物と海産物が店頭に並んでおりま

す、これが本年10月にオープンしたわけでございますけども、私どものほうの箕面彩都店の売り上げの影響

ということもありまして、議員と同様に大変心配しておりました。そこで、安部副市長に同行願いまして、

うちの担当課長とともにその視察に訪れたところでございます。 

 その状況を少し説明いたしますと、午前中ということでございました。11時前でございましたけれども、

そのころ行きましたところ、大変お客が少ないというふうな感じを受けました。その後、彩都店に行きます

と大変多くのお客さんでにぎわっていたと。大変活気もあったという状況でございまして、そのことが顕著

にあらわれているというのが数字的なもんでございます。少し具体的に申し上げますと、その新規の農園直

売所がオープンしてからの彩菜みまさかの売り上げを昨年の10月と比較をいたしますと、約5.6％ふえてい

ると。7,107万9,000円となっておりまして、心配をしておりましたけども、競合店の影響は現在では少ない

んじゃないかなと。当然、私どもの彩都店につきましては新鮮で安全・安心、安価良品がお客様に十分浸透

していると。消費者の信頼と信用を得ている、このことが売り上げに結びついているんじゃないかなという

ふうに分析をしておるわけでございます。ただし、新規農園販売所だけではなく、箕面市には既存の類似施
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設も含めまして大型のスーパーマーケットがオープンしているということもありまして、気を緩めますと販

売収益の減少を十分に招くおそれがあるということは想定をしておかなければならないと思っております。 

 また、市内と市外生産者の販売手数料の格差を設けてはという御質問も昨年からいただいております。こ

の件につきまして特産館みまさかのほうに申し入れまして協議を行っておりますけども、現在の状況を確認

しておきますと、生産者が負担をされてるのは販売手数料として野菜が17％、それから総菜が20％、加工品

が22％ということになっておりまして、これは生産者組合と特産館が協議を行い決定をした率でありまし

て、年間売り上げが約10億円のうちの手数料等を差し引いた約６億円が生産者の収入になっているというこ

とでございます。 

 そして、これらのことを踏まえまして市からの申し入れを真摯に受けとめて、本年度で打ち切りとなる輸

送費助成の収入減が経営にどの程度影響を及ぼすかということを様子を見ながら、市内生産者の手数料の見

直しについては検討したいというふうな回答をいただいております。 

 それから、参考までに少し申し上げますと、他の類似施設でございますけども、例えば真庭市が高槻市に

開設をしております店のほうでございますけども、昨年の売り上げが約9,000万円でございまして、ことし

は新聞を見ますと約１億2,000万円ぐらいになるんじゃないかというふうに新聞に載っておりました。その

手数料でございますけども、野菜が25％、加工品が30％の設定でありまして、市内外の生産者による差はな

いということでございます。それからもう一カ所、確認の意味でお尋ねしたわけでございますけど、岡山東

農協が運営をされております和気Ａコープの直売所のほうは、昨年が１億8,000万円の売り上げでありまし

て、手数料につきましては組合員が15％、非組合員が20％に設定をされているというふうな回答を得ており

ます。 

 次に、米の販売についてでございますけども、彩菜みまさか箕面店での来店客の前で精米として今ずり米

ということで販売をしている米は、勝田地域北部で栽培された米を中心にＪＡ勝英の低温倉庫で約3,800俵

が確保されているものを利用されているようでございまして、大変好評で年々販売量も増加をしているとい

う状況だそうでございます。 

 次に、関係市町村ごとの本年度４月から10月までの売上状況でございますけども、彩菜みまさかの本店と

箕面店を合わせますと、美作市が２億6,508万9,000円、勝央町が7,238万6,000円、津山市が3,159万

3,000円、奈義町が1,406万円、鏡野町が1,336万7,000円、美咲町が1,023万1,000円、そして西粟倉村が

978万6,000円、その他が1,733万8,000円とこのようになっておりまして、美作市が売上金額の61％を占めて

いるという状況となっております。今後は消費者が求めている農産物を市内生産者で確保できるように栽培

指導等の実施等も会社に要望していきたいとこのように思っております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君） 

 今、部長からあらかた説明を受けました。私も、たとえ何とかならんかと。ことし９月で1,500万円を切

ったと、そこらあたりを市長によう説明して市長もオーケー出したんだろうけれども、農家所得の向上を目

指すって、初発にあなたがはっきり言われとんです。へえで、年間9,000万円ほどの売り上げの真庭を出し

てきて25％じゃ言う。うちは10億円の売り上げをしょんじゃけえ。和気コープも１億2,000万円ほどじゃ、

１億2,000万円ほどの売り上げの和気が地元が15％、組合員外は20％。私が申し上げてきとんのは、生産者

からできない場合には勝央、津山、〔聴取不能〕ですけども、その市町村からでも手数料の減を、２％にせ
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え、３％にせえ、そりゃ何ぼにしなさいと言うんじゃないけれども、補助金等がいただけるぐらいの努力を

してみたんかと言いよるんです、私。毎回毎回、同じおえません、近くにスーパーができるけおえません、

市は1,500万円、しかも〔聴取不能〕もろうちゃ困るんだと。農家が困るんならなぜ言わないそこら辺も含

めて。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、２回目の答弁でございますけども、彩菜みまさかの手数料等の件で、これに限って申し上げま

すと、この手数料の協議につきましては、昨年のこの前万殿議員が指摘をされて、議会が終わった後、津山

市と勝央町に行くということで、日にちのほうは申し上げますと10月24日に津山と勝央町に出向きまして、

特産館みまさかへの関係市町村からの負担金の可能性、そして生産者の販売手数料の見直しについて協議を

行っておりますし、実情というものも直接行政の担当者のほうに強く要望したわけでございますけども、結

論はまだはっきりとはいただいておりませんが、その私どもは行った雰囲気、そういうものを後日この彩菜

の事務所のほうに行きまして、社長と市議会からのこういう要望もあるということも説明もいたしました

し、それから手数料の見直しの検討というものも依頼しておりまして、今後も当然幾度となく協議を行って

おりますし、これからも行っていきたい。 

 ただ、先ほど申し上げましたけども、輸送を市のほうへ補助金を出していたと。それが年1,500万円でご

ざいまして、５年間にわたり出していたわけでございますんで、それをカットするということになりますと

本体自体の経営というものがどのようになっていくかということが一番危惧されるわけでございまして、そ

の本体自体がもし赤字ということになって経営難に陥るようなことがった場合には、今960名ほどの組合員

の方が加盟をされとるわけでございますけども、来年は多分加盟をされてる方が1,000人を超すんじゃない

かと、そういうことになりますと、やはり彩菜みまさかというものは美作市の農業振興を行う上で大きな財

産であると。この財産を守ることがまず農業振興につながるということがありますので、そのあたりは十分

見きわめまして、そのあたりも十分当然市長等ともよく検討を重ねまして彩菜みまさかのあるべき姿、それ

からそれが農業従事者の利益のほうにも還元できるような、そういうふうなものに結びつく会社というもの

になければならないということを踏まえました協議もこれからしていかにゃいけませんし、言われますよう

に、手数料の関係、当然よそのほうは差をつけてるところもありますし、差をつけてないところもあるわけ

でございますんで、そのあたりも重々これからも検討させていただいて進めていきたいというふうに思っと

りますので、よろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君） 

 部長、やはり中山間で我々世の中の農家が生きていくためには、大規模化じゃできんのよ、はっきり言い

まして。あなたもそんなことはわかっとるんだろうと思うけども。多角経営でやらんと、私はお遊びで、市

の補助金をもらいブドウをやっておりますけど、なかなか商品にしょう思うたら難しんいです、これ。箕面

で出すんでも何月何日にこういう薬剤を使いましたと、こういうことを出さんといけんのです。そんなこと

もきっちり社長がやってくれとると思うけれども、そりゃサラリーマンは乗用車があったらええんです。百

姓はそういうことにならんのんです。資材費が高いんです。私は家の近くに３反弱のブドウのハウスを一気

にやったら、農協に見積もりしたら反当たり1,200万円、あれは３反ほどある。単純計算してもわかる。と
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てもじゃないけどやれません。初期投資にそんだけもかけれません。私は４年かけて少しずつうちの大蔵省

にお願いして財源を調達してしたんですけど、やはり初期投資が要るんです。 

 農協さんでお金をかりて年間に50万円払うか20万円払うか、よりますけど、それを払うていかにゃいけん

のんです。ですから、少しでも利益を還元してあげて所得を上げたげて、お年寄りの中には楽しみにしてお

られる方もおられる、健康のために。そこら辺もひっくるめて、予算を期限が来たから切りますよじゃない

んで、市長にそこらあたりを説明したらわからん市長じゃないです、でしょう。生産者の立場になって物を

考えてくださいと。役員の目線じゃなしに農家の目線で各種の施策をやっていただきたいということを私が

常に言いよんじゃ。もう、あなたわかっとって、そこら辺をあなたずっと合併以来携わってきてくれとん

で、理解してくれとると思うんです。やっぱり行動に移してもらわんと。だめですだめですじゃ、だめよだ

めじゃだめなんよ。しっかり対応していただきたい。答弁。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君）〔登壇〕 

 それでは、３回目の答弁でございますけども、彩菜みまさかができて平成21年に彩都店ができたわけでご

ざいます。この手数料の件につきましては、当初彩都店を農業生産者で加盟している方で盛り上げようとい

うことがありまして、話をした中において手数料を市内外問わずに一律で差をつけずにやっていこうと、支

えていこうということで決まったというふうに聞いております。 

 月々1,500万円を入れていたということでございますけれども、これは当初から５年間は市のほうで援助

をするけれども、５年をたつと打ち切りと。その後は、しっかりと自立という形をもってやってくれえとい

うような約束があったように伺っておりますし、その中におきまして現在は何とか1,500万円があるから、

昨年度の利益を見ますと若干利益は出とりますけれども、この1,500万円を、確かに言われますように、切

ることによってどういう影響が出るのかというのはこれから出るわけでございますけれども、やはり自立と

いう、市からの投入をなるべくいただかないようにして一本立ちしていこうと、こういうことも必要ではな

いかと思っておりますので、今回は９月をもって切っておりますけども、今後もし影響があって本体自体が

どうもならんような状況になっていくようであれば、当然それは市長のほうともよく検討を重ねまして、そ

の方向性というものは見出していかなければならないというふうに思っております。 

 それから、彩菜みまさかのほうも、この前の新聞で見られて知っとられとると思いますけども、何とか収

益を上げよう、それから当然それは生産者に還元しようということで、例えば寒締めホウレンソウでありま

すとか万善カブラでありますとか、それから日指ゴボウでありますとか、そういうものも積極的に販売をし

ていただいて、その収益につなげようという試みもされとるわけでございますんで、特に寒締めホウレンソ

ウにつきましては大変好評で栽培数もふえているというようなこともされとりますので、それぞれ私どもの

ほうも協力できることはこれからも協力をしなければならないと思っておりますけども、彩菜のほうも独立

という意識を持ってしっかり頑張っていただきたいと、そういうことについての支援というものは当然市長

ともども協議をしながら検討してくと、こういうことで今後も取り組みたいと思っておりますので、どうぞ

よろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 江見部長が一生懸命御答弁されたのを若干補足をさせていただきますと、輸送費をずっと補填しよるとい
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う話は約束があって切る。それはそれでいいと思ってるんですが、ただし議員がおっしゃったように私ども

の農家所得の向上のために新機軸を開くっていうときに応援しないわけじゃないんです。そこだと思ってる

んです。例えば、店が彩都だけでいいのかと、いやこれは神戸にも出そうとか、あるいは店を出さないとし

ても幾つか例えば私の知り合いでアグロっていうのを展開してますけど、あそこも野菜が欲しいわけですか

ら、そういうところに今度は卸として出してみようとかいろんなやり方があるわけで、その新しい展開をす

るからこれこれだという話とか、あるいはホウレンソウの話が出ましたけど、幾つかの新規基軸の野菜がで

きて、栗でもいいんですけど、栗は売れるけん、ちいと苗木を世話してくれえというような話だったら、こ

れは私らもやろうと思ってるんです。 

 ただ、今議論を聞いてて、みんなが岡山弁ですばろうしい話をし過ぎとる。ちいと前向きな話をせにゃい

けんと。野菜についてはこれから伸びる産業ですから、やっぱりぎりぎり頑張るとか何かという話じゃなし

にと、もうちいと前向きにあれとこれをやろうじゃねえかということをみんなで考えていかなければならな

い時期だと私は思っております。積極的な話があれば腹を決めて応援したい、そう思ってますが、今までど

おりちみちみちみちみもうけるけんずっと補助してくれえというのは取り運びはしませんので、よう言うと

きます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君） 

 私は、ずっと補助せえというんじゃない。企業努力をしなさいということなんです。十分その点はわかっ

とんだろうと思う。１俵当たり１万円を切っとるんです。けど、あの倉庫を出たら１俵３万円です。わかり

ますか。企業努力をしなさいと、それをやって消費税でも……。 

議長（山本 雅彦君） 

 万殿議員、時間が参りました。 

１５番（万殿 紘行君） 

 はい。ということで、しっかりその辺を対処していただくようにお願いをして私の質問を終わります。あ

りがとうでした。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番11番、議席番号15番万殿紘行議員の一般質問を終了いたします。 

 ただいまから１時まで休憩といたします。 

                                       午後０時10分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後１時10分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 引き続き一般質問を行います。 

 通告順番12番、議席番号10番岡﨑正裕議員の発言を許可いたします。 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君）〔質問席〕 

 失礼をいたします。万殿議員の後ということで、私としたらいつもおとなしいような小さいような声なの

で非常にどうもやりにくいなという部分もあるんですけれども、頑張ってやりたいと思います。午後となり
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ましたので、非常に眠い時期ではございますが、御拝聴をお願いいたしたいと思います。 

 今回、バスの運行ということについて質問をさせていただきますが、その前に現在12月、１年が非常に早

いものでございまして、きのうも安藤議員のほうから年がいくとだんだんだんだん時間が早くなってくると

いうような印象を受けとんだということなんですが、これは私自身それをちょっと分析をいたしましたら、

どうも私も前段早くなってくるなと思っております。 

 というのは、だんだん仕事ができなくなってきよるのが原因かなと。以前、若い時分はいろんな仕事がど

んどんどんどんできまして、忙しいんだけれども１週間にやる仕事が非常に多かったということでございま

すが、年がいってくるとなかなか仕事をしながらものを考える時間が仕事に対して非常に時間がかかるとい

うようなことがございまして、そういった面で仕事ができないうちに１週間がたつから早いのかなというふ

うな分析もしておるんですが、皆さんは時間が早くたってくるのをどういうふうに分析されとんか非常に興

味があるところでございますが、それはまた置いときまして、本日が12月10日でございます。 

 以前、私は12月８日に質問をしたことがございます。そこの中で、12月といったら何を思い出すかという

ことなんですが、12月８日というのは私はいつも思い出すんですが、これは真珠湾攻撃の日でございます。

それで、新聞等を見ましてもこれについての報道というのはほとんど今ございません。テレビで、例えば映

画をやるのかなと思ったらそれもないということでございます。12月で次に覚えとるといえば、天皇陛下の

誕生日であるとか、それから12月８日より皆さんが覚えておられるのは12月14日です。これは赤穂浪士の討

死の日なんですが、これにつきましては先般映画があったと思います。「47人の刺客」、そういう映画があ

ったんですが、12月14日は結構覚えとるということでございますが、12月８日は皆さん覚えておられんと。

忘れてしまっておるというような状況の中で、そこの中でちょっと関連しますが、以前に映画がございまし

た。 

 ずっと昔に「トラ・トラ・トラ！」というのがありまして、最近というてもちょっと前になりますが、

「パールハーバー」という映画がございまして、私は「トラ・トラ・トラ！」を見たときに、これは日米合

作ですが、アメリカの描く日本像と日本が描くアメリカ像が全く違うと。はっきり言えば、アメリカ人のほ

とんどは日本を理解していないというようなことがございまして、そうしたら私はいつも心配になりますの

が、日米安全保障条約でございます。果たして条約を履行して来てくれるのかなという心配もございます

が、これは今回の質問ではございませんので置いときますけれども、そういう心配がございますので、これ

はまた今回の選挙の中でいろんな方がそういう議論は、のぼってはないことですけれども、非常にこれは大

事なことではないかなというふうにも思っております。 

 それでは、バスの問題に行きますけれども、その前に移動手段として我々が今までどういうふうなことを

やってきながら、将来に向かってどうするのかということでバスの位置づけをしたいと思うんですが、私ど

もが生まれた時分、それからずっと幼少期におきましては、まず移動手段としては徒歩でございます。歩く

ということでございます。歩くということについては、人間がどこまで歩けるかということもかかわってく

るんですけれども、大体普通の人で500メートルは快適に歩ける距離らしいです。そこの中で天候がよかっ

たりとか、あるいは周りにいい風景があったりとか途中にベンチが置いてあるとか、それから商店街がきれ

いなところであるとか、というたらその距離が倍に延びたり、それから４倍に延びたりするらしいですが、

天気が悪かったらそれが半分になったりとするのが普通らしいようでございます。 

 そこで、歩くということについて、これをどうしたら皆さんが歩いていただけるのかなと言えば、そうい

うことにお金をかけるとか歩道の整備をするとかすれば、これはバスに乗らずに歩いていこうかなという結

論にもなるわけでございます。それから、小学校も歩いていきました。大体、小学校の設置基準というの
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が、恐らく徒歩でいける距離というところに設置をしてあったというふうに記憶をしております。それか

ら、中学校になりましたら、一番中学校の存在しておるところの小学校は徒歩で行っとったわけですが、

我々は自転車ということで初めて乗り物というものに接するわけですが、そういったわけでその距離という

のが大体４キロぐらいから七、八キロぐらいだったと思います。当然、十分自転車で通えば快適な距離とい

うことでやってまいりました。それから、高校になってでございますけれども、高校になって普通は大体自

転車という方が多かったと思います。これには距離が若干延びまして遠い方は10キロぐらいまで延びたのか

なと思います。 

 それからもう一つあったのが、バイクによる通学です。これは、恐らく許可が10キロ以上ぐらいだったと

思います。そこの中で、最近メリットが一つ見直されておるんですが、これは以前に防災訓練でございまし

た。これは、江見商業があった時分ですが、大規模な災害が起きたときに、例えば地震等が起きた場合に道

路が寸断されるということの中で、江見商業高校のバイク通学の方を利用して物資を運んだりとか、大きい

ものは運べませんけれども、そういうメリットもあるということでこれもこれから将来着目しておかなけれ

ばならないというふうにも思います。 

 それから、あとはバス通学と列車通学でございますが、私は林野高校でございますけれども、林野高校か

ら駅まで結構距離がありますけれども、ほとんどの方が列車通学でございました、なぜか。定期代が全然違

うということで列車通学ということで、皆さん林野駅から高校まで歩いて通学を多くされたというふうに記

憶をいたしております。それから、ずっと大きくなりますと列車も含めて、あるいは船舶、あるいは航空機

というような移動手段もあるわけでございますが、我々の地域におきましては船舶とか航空機という論議を

するようなことではございませんで、最高列車、あるいはバス、タクシー、公共交通というのは、私の定義

では要するに有償運送に頼るということが公共交通の解釈の一部だと思います。 

 そういった中で、まずは列車通学でございますけれども、確かに今列車で通学されておる方は結構ござい

ます。そこの中で最近で、この前ありましたけれども、ちょっと話がそれますが、湯郷Ｂｅｌｌｅの関係で

列車が３両続けて走ったと。これは画期的なことだなと思います。列車も使い方によっては非常に大量輸送

に適しておるということで、これもいろんな意味で市長のほうからもお話がございました、佐用駅にポイン

トがないと。これは、専門的には片渡り線と、英語で言ったらクロスポイントと言うんですか、そういった

関係でよく見ておられるなと。あれができれば、本当に相互に乗り入れが可能であると。それにつけても、

実際智頭急行は山陽本線とか伊部線に乗り入れをしとんですから、車両の改造もなくて済むだろうというふ

うには思いますし、積極的にやっていただければと思います。 

 前段がちょっと長くなりましたが、バスの関係について若干の質問をいたします。 

 まず、これは数年前ですけれども、補助金を出しとるということがございます。これは、前の神姫バスが

撤退をしたことによって、メーンの路線として大原から津山まであったんですが、これを勝間田で切って今

やっとるわけなんですが、私も時々利用させていただいておりますが、朝夕はほとんど満員でございます。

ところが、昼間につきましては、もう乗客の方が私はゼロのときはないかなと思うんですが、私が乗ったと

きに自分だけ１人だったと。それまでは結局大原からうちの停留所までほとんどゼロで来られたのかなとい

う気もします。そういった中で、昼にこれを運行するというのは非常に難しいと。これは社長さんにも聞き

ました。昼がなければうちも結構楽なんですけれどなあというような話をされたことがございます。 

 これまた、鉄道の話に戻りますけれども、兵庫県のこれは山陽本線でございますが、通称和田岬線という

のがございます。ここのダイヤを見ますと、朝と５時前後は運行しております。かなり頻度の高い運行をし

ておりますが、昼は１本もありません。朝と夕方だけです。それで、私はちょっと提案をしたいんですけれ
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ども、とにかく昼の運行の考え方を変えたほうがいいのではないかなというふうに思います。 

 これから後のバスの運行につきましても、利用する方を想定してみますと高校生で毎日使う方と、それか

らお年寄りの方が通院とか買い物に使うという、非常に利用形態というのは極端に分かれとるわけです、２

つに。それを同じようなそういった関係で運行するのはどうかなと、もうちょっと考え方を変えたほうがい

いのじゃないかなというふうに思います。 

 それでは、本題に入りますが、バスの運行について、特にダイヤについてどういう協議をしておられるの

か尋ねます。事業者においては、朝夕はそこそこの乗客はありますが、昼には全く空の状態で、大きいバス

ですが、運行しております。この厳しさに対応するような協議をされておりますかお聞きをいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 失礼いたします。岡﨑議員からの御質問、バス運行補助金について事業者とどのような協議をしているの

かということでございますが、議員もおっしゃっておられましたとおり平成21年９月末をもって、それまで

路線バスを運行しておりました兵庫県内の事業者が撤退をいたしましたことを受けまして、同年10月１日か

ら現在の事業者が新規参入をして運行を行っておるところでございます。 

 御質問の運行ダイヤにつきましては、高校生の通学や高齢者などの通院を考慮いたしまして、またＪＲ姫

新線や市営バスとも接続したダイヤ編成となるように改正を行っております。確かに、昼間の時間帯などに

は乗客が少ない状況も見られますが、日曜日や祝祭日には運休するなど運行開始後も利用客の意見なども聞

きながら、美作市公共交通会議に諮るなどの必要な手続をへた上でルート変更や時刻の変更、料金の改定な

どの見直しを随時行ってきております。 

 美作市といたしましては、補助金を交付する立場から経営の合理化や体制について必要な協議を行ってき

ておりまして、現在車両についても大型車から中型車への変更なども含め協議をしているところでございま

す。いずれにいたしましても、バスは地域の身近な公共交通機関でございまして、一旦なくなってしまいま

すと復活には大変な労力が必要なことなど市民の皆様には十分御認識いただきますとともに、今後も継続し

て運行していくために一人でも多くの方に御利用いただきますようにお願いを申し上げます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 今の答弁の中で、大型車から中型車の変更というのを協議しておるということがございましたけれども、

変更というのは易しいようで易しくないというふうに私は思うんです。 

 というのは、これはいろんな意味でほかのところにも出てくるんですが、車両の運用という形の中で両方

を抱えて運用をするというのは非常に難しいなというふうにも思うんですが、そのことについてどういうふ

うに協議をされとるのか、可能なのか可能でないのかということがございます。できれば、会社としたら同

じ車両をどうにかして運用するのがベターであるというふうに考えると思うんです。これが列車ならつない

だり１両で走らせたり、朝晩は２両や３両にするとかということができるんですが、バスの場合にはそうい

うわけにはいきませんので、その辺がどうなのかなというのが１つと、それともう一つは、考え方を変えれ

ば昼の運行は全く別の形態にすると。朝と晩だけ運行して、昼は全く考え方を変えた運行状況にする。例え

ば、ありますのが今の状況の中で、法律の中でほかの業者が入れるのか。ほかの業者にやっていただいて全
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然違うことでやれるのか、そういうふうなことは協議をされておるのか、そのことを２番目にお聞きしたい

と思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 失礼いたします。岡﨑議員からの２回目の御質問、大型車から中型車への変更で車両運行がうまくいくの

かといったような御質問、また昼間の運行がほかの手段でできないかといったようなことでございますが、

民間事業者が主体的に運行しておりますバスに対しまして補助金を交付する立場から市といたしましては協

議を行っているという状況でございます。 

 いわゆる赤字部分を対象とした補助金でございまして、美作市からの今年度の補助金額は約2,500万円程

度となる見込みでございます。御質問いただきました大型車から中型車への変更と申しますのも、少しでも

経営を合理化して補助金の減少につなげられないかとの観点で市のほうから提案をしているというものでご

ざいまして、現在のところ車両のやりくりといった具体的なところまでの協議には至っておりません。今後

も粘り強く協議を重ねていく必要があると考えております。 

 また、昼間の運行をほかの手段でできないかという御提案でございますけれども、現在事業者がバスの運

行を行っております路線につきまして、その事業者がほかの手段を併用するというのはなかなか難しいかと

思います。ほかの事業者が入ってというのは、申しわけございませんが、よく調べさせていただいて研究を

させていただく必要があるかなと考えております。いずれにいたしましても、市民の皆様に御利用いただい

てこそ継続した運行が可能となると考えておりますので、多くの方の御利用をお願いしたいと思います。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員、３回目です。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 まだわからない部分があるというので答えられないということもございますが、一番初めに申し上げたよ

うに、市民の方を運ぶということに関しては、ほかのところでも出てくるかもわかりませんが、通学をされ

る方と、それから年配の方の買い物や通院をされる際の足を確保するということは全く別に考えていったほ

うがよりサービスが向上するのではないかなというのを基本的に考えていただきたいなと思います。そうい

った関係できめ細やかなことをやるということが非常に美作市は魅了的な町であるということにもつながっ

てきますので、そういうことをお願いをして次の項目に移りたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 それでは、２項目めに入ってください。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 ２項目めでございますが、市営バスについてお聞きいたします。 

 この市営バスにつきましては、いろいろございますが、合併以来地域が一体化したわけでございますけれ

ども、バス路線とかダイヤの見直しがどうも余りされていないというふうに認識いたしております。以前の

前の部長さんあたりでも、やりますやりますと言いながら具体的にここを変えたよという話がなかなか伝わ

ってきてないというふうに思います。それらを考えながら、今後どういうふうに市営バスというのをやって

いかれるのかまずそれをお聞きいたしたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 
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 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 失礼いたします。市営バスについて今後どのようにしていくのかという御質問でございます。 

 平成22年３月に策定をいたしました美作市地域公共交通システム再編基本計画に基づきまして、今年度を

目途に市内全域の循環路線が統一料金となるように順次有償運送化を図ってまいったところでございます。

具体的には、平成24年度には英田地域につきましてコミュニティバス化を行い、翌25年度には勝田地域の福

祉バスを廃止いたしまして民間事業者によるデマンドタクシーの運行を開始いたしました。また、作東地域

につきましては、生徒さんと一般の利用客の方が混乗をしておりました運行をスクールバス化いたしまし

て、さらに大原、東粟倉両地域では福祉バスから市営バスへの実証運行を行い、地域の皆様に御理解いただ

いた上で今年度から市営バスの運行を開始しておるところでございます。 

 美作地域につきましては、現在は月曜日から土曜日までの毎日、あおぞら号が美咲町内の一部を含む地域

内を循環しながら運行をしております。このうち柵原病院と市内とを結ぶ路線につきましては、一時廃止を

含めて検討いたしましたが、美咲町内の通勤、通学の利用者があることから美咲町と協議を行いまして、現

在は町から運行を負担金をいただいて運行を継続しておるところでございます。 

 美作地域のほかの２系統につきましても、通院や買い物など一定の利用が見られるところでございまし

て、今後乗降調査等も行いながら曜日運行やルート変更の可能性などについても検討してまいりたいと思い

ます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 ②を忘れておりましたから、これは２回目の質問のときに申し上げますが、このあおぞら号というのが旧

美作町内にあったわけなんですけれども、これは前は柵原線と、それから英田町の横川線だったと思うんで

すが、その２路線でやっておったんですが、その間合い運用、あいた時間をフルに使うということで、この

あおぞら号を路線を旧美作町内のほとんどの地域をぐるぐるぐるぐる回る、循環バスみたいなやつです、そ

れにしてやったんですが、欠点としては目的地に着くまで非常に遠過ぎるというようなことがございまし

て、ある地域ではほとんど使用者がおらんというような状況にもなっておると思うんです。 

 ですから、あおぞら号は間合い運用でやったわけなんで、本来の需要があるからそこを回すという元根本

の考え方はそうじゃなかったわけです。そういった関係で現在、当時やったときとは大分変わってきとると

思います。使っておられる方については、例えば一番最初に乗れば終わりに着くのが１時間、２時間後に目

的地へ着くと、同じ市内の中であって。ということがございますので、これはもうちょっと考えたほうがい

いのではないかなと、見直しを図ったほうが、と思うんですが、それを２回目の質問としますし、それから

②がちょっと抜けておりましたので、②も２回目の質問からということでお願いいたします。 

 運転手の採用についてですが、現在あおぞら号については委託というようなことになっておりますし、あ

とは運転手組合とかそういういろいろなところがあるんですが、これは先般の一般質問にありました高齢者

向けの組合みたいな感じのことも考えられとると思うんですが、将来的に運転手というのをどういうふうな

ことにしてやっていただくのかということを御答弁をいただければありがたいと思います。では、２回目と

いたします。 

議長（山本 雅彦君） 
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 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 失礼いたします。岡﨑議員の市営バスに関する御質問の２回目でございます。 

 美作地域のあおぞら号の循環線につきましては、先ほども御答弁申し上げましたが、月曜日から土曜日ま

で２ルートをくまなく運行しておりまして、確かに議員おっしゃいますとおり、目的地に着くまでに長時間

乗車していただいているというのが現状でございます。先ほども御答弁させていただきましたが、今後でき

るだけ早い時期に乗降調査を行いまして曜日別運行ですとかルートの再検討などの検討をさせていただきた

いと考えております。 

 それから、現在の運転手の状況についてでございますが、市営バスにつきましては、現在勝田地域につき

ましては運行に関する全てを事業者に委託しておりまして、それ以外の地域では事業者に運転部分のみを委

託しております。いずれにいたしましても、運転手は委託を受けた各事業者が雇用しているという状況でご

ざいます。今議会に債務負担行為を提案させていただいているところでございますが、来年度からは各地域

のバスの運行につきましては、それぞれ受託した事業者に運転部分だけではなく車両の点検等も含めて運行

に関する全てを委託したいというふうに考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員、３回目です。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 このあおぞら号につきましては、以前にちょっと提案があったと思うんですが、毎日ではなしに曜日を決

めてもうちょっときめ細やかなダイヤで運転したいなということもあったんですが、それも含めて最初から

私が言っておりますように、あおぞら号につきましては年配の方向けの路線というふうに認識しておりまし

て、学校の通学とは全く関係のないということで、もう最初から申し上げておるように、通学に関する運送

方法と年配の方、お年寄りの方に対する運送方法は全く別の考えでやってほしいというふうのがありますの

で、そういうふうにやっていきたいと思いますが、あおぞら号だけの質問になりますけれども、これは毎日

行くんじゃなしに、例えば曜日を決めてもうちょっときめ細やかな乗降調査を行い、そこの中でのニーズを

把握しながらやるということができるんでしょうか。毎日運行をやめてそういうふうにするような案がある

のですか。 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 失礼いたします。岡﨑議員の市営バスに関する御質問、あおぞら号について具体的な案があるかというこ

とでございますが、先ほども申し上げましたとおり、今後具体的な乗降調査等を行って皆様の御意見をしっ

かりお伺いしながらよりよい案を検討していけたらと考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 部長の答弁を補足させていただきますが、先ほど答弁がありましたように、今後、あおぞら号も含めてと

いうことでありますけれども、バスの運行を運転のみならずといろんなことを委託するという話をしており
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ましたが、そこの委託方法の中に、本来であればベストの運行手法の開発ということがあるはずなんです。

それが運行したときのベースの委託経費とプラスアルファの実入りがあるかどうか、そういうきめ細かい委

託制設計ができてるかどうかは別として、そういうふうにすることによって、一番誰が見てるかっていうと

運転手が見てるわけ、毎日見よんじゃけん、これ。それを一々また行って調査するようなあほな話をするん

じゃなくて、運行者自身に肌で感じるものをベースにしてどういうところを通ったら一番ええんじゃという

ことを考えんちゃいということにするのが私は現代的な話じゃないかと思ってるんで、多分それは含まれて

ると思いますけれども、重ねてそこを追加して、多分そのことをおっしゃりたいんだと思うんで、申し上げ

させていただいておきます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員、総括です。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 市長が言われたように、運行調査というのはそれぞれに職員が行って聞くんじゃなしに、そりゃ運転手さ

んのほうからされれば一番はっきりわかるし経費もかからないということで、それはやっていただきたいと

思います。たまたま、あおぞら号の話が出ましたのであおぞら号の質問のみになりましたけれども、ほかの

路線についてもいろいろと考えていただいて、いい方向にいけるようにしていただきたいと思います。 

 それでは、３番目に行きます。 

議長（山本 雅彦君） 

 じゃあ、３項目めに入ってください。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 それで、上記のバス以外のバスについてという表題にはなっておるんですが、これは先ほどほかの議員の

方からこれは何ならというような話が出たんですけれども、これはあとありますのが豊沢交通と恐らく宇野

バスということになるんですが、豊沢交通につきましてはちょっと割愛をさせていただきます。 

 宇野バスについてお伺いをいたしますけれども、これにつきまして現在の状況を説明してほしいんですけ

れども、これが恐らくダイヤはほとんどそのままで、途中で打ち切った部分を補完をするという考え方で出

発をしとると思います。そういった意味で、これを打ち切るということで、これは乗りかえをせんといかん

と。利用されとる方が、例えば乗りかえをしないで下市あたりでほとんどおりられてしまうのかと、それだ

ったらこれは問題はないんですが、これを乗り継ぎをされておるような形態になっておるとちょっと考えに

ゃいかんなというふうに思うんですけれども、その辺のことを含めて説明をお願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 失礼いたします。岡﨑議員の御質問、上記のバス以外のバスについてということでございますが、企画振

興部で所管しておりますバスのうち市営バス以外のバスとしましては、お話にありました宇野バスの林野駅

前と岡山市内とを結びます路線が減便しましたことに対応して、美作市と赤磐市、美咲町の２市１町で運行

しております赤磐市広域路線バスがございます。 

 このバスは、関係自治体が応分の負担をしながら運行しているものでございまして、１便当たりの乗降客

数は10名以上というふうなことで多くの方に利用していただいております。先ほどお話がございました乗り

継ぎにつきましては、赤磐市の新道穂先というところが終点になっておりまして、そちらで宇野バスのほう

に乗り継ぎができるようになってございます。多くの方に利用していただいておりますことから、運行開始
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から２年目を迎えておりますけれども、当面は現在の運行を継続したいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 ２回目ですが、ちらっと先ほど申し上げましたけれども、乗りかえの場所のことについて、先ほども申し

上げましたけれども、これを岡山まで通しで行きたいなという方がおられるのかおられないのか、その辺の

利用はどうなっておるのか。例えば、そういう方がおられるとしたら、私はここへ調べたんですが、新道穂

先というところは恐らく高速の下のところだと思うんです。余り周りに何もないんじゃないかなと思うんで

す。それで、例えば私がいろんな交通機関を利用いたしまして、乗りかえというのは、その路線の中でもい

わゆる乗降客が多いところで乗りかえをするというのが大体普通の考え方なんですが、それを満たしておら

れるのか。 

 それと、例えば宇野バスの路線と重複しとる部分があると思うんですが、それを考えたときに、例えば１

便何らかの都合でおくれて乗りたいバスに乗り継ぐのができなかったといった場合に、ほんならそこで１時

間も２時間も待つじゃのということになるのか、これはちょっと問題だなと。サービス的にはよくないな

と。重複しておるんなら、例えばそこの山陽マルナカのところで乗り継ぎをするようなダイヤでもいいので

はないかなという気もするんですが、その辺の考え方がどうなっとるのか。細かいことではございますが、

一応サービスをするにはそれぐらいのことを考えてもいいのではないかなと思うんですが、新道穂先のこと

についてこれで協議したときに、ここへバスが置けるからというような感じでやられたのかなと思うんです

けれども、その辺のところの詳しいところを御説明いただければと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君）〔登壇〕 

 失礼いたします。赤磐市の新道穂先での乗りかえについて、どうしてそこに決定したのかといったあたり

の御質問だったかと思います。 

 平成24年４月に宇野バスから岡山市内と林野を結ぶ路線を順次減便して最終的には全便運行中止しますと

いうような通知がございまして、その後存続に向けた取り組み等も行いました結果、宇野バスでは午前の林

野駅前発岡山市内行きの３便と午後の岡山市内発林野駅前行きの３便、それから朝夕林野高校生の通学に対

応しました上下各１便が運行されることになりまして、昼間の時間帯を中心に赤磐市広域路線バスというの

を３往復運行しておるところでございます。 

 新道穂先というバス停が乗り継ぎ場所になった理由でございますけども、まず屋根つきの待合所の設置が

可能な場所であったということ、それからおりた待合所で待っていたらそのまま乗り継ぎ用のバスに乗車で

きるということ、それから議員がおっしゃったようなバスの停車場所が割と近いところにあるといったよう

なことも一因ではあったようでございますが、それに加えまして岡山市内と結ぶ宇野バスの本数が平日で

51往復がそこを通りまして、非常に本数が多くて乗り継ぎ時間が短くて済むといったようなことからその場

所に決定したということでございます。 

 現在、新道穂先まで乗っていただきまして、そこで宇野バスを待つ待ち時間というのは、林野方面から岡

山市内へという待ち時間は８分から９分程度、それから岡山市内から林野方面へは13分から20分程度の待ち

時間となってございます。仮に、下市というところがございまして、そちらで乗り継ぎをいたしますと、下
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市の付近を通ります宇野バスの本数は平日で35往復程度ということで、ちょっと少なくなっております上

に、山陽団地を経由して岡山市内に向かいますバスは、あそこで一旦北に向かうような格好になっておりま

して、バス停が道路の反対側になっておりまして、横断をしていただくのに危険を伴うのではないかといっ

たようなことがございまして新道穂先が乗り継ぎ場所としてふさわしいのではないかということになったと

いうことでございます。 

 利用者の方からは、開始当時はなぜ岡山まで直通で行かないのかといったようなお問い合わせ等はあった

ようでございますけれども、今のところ新道穂先が乗り継ぎ場所であることについての苦情というのは寄せ

られていないという状況でございます。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 細かいことまで質問をしましたけれども、大体わかりました。頭の中に描いていったら、山陽団地経由の

バスも相当ございまして、要するにマルナカを通らないという路線もあるということで大体わかりました。 

 そういった中で、恐らくこれを通しの方というのが非常に少ないのでまだいいのかなというふうにも解釈

はできるんですが、例えば詳しく言えば、これは広域路線バスの時刻表でございますけれども、ここの中で

宇野バスの乗り継ぎをする場合、宇野バスの時刻表がここにないんです。これに追加をして、乗りかえる場

合はこういうふうになりますよというふうなことをしてあげたらサービスの向上になるのではないかなと、

細かいところですが、そういうことも考えておりますので、できたらそういうふうに、これは要望だけでし

ときます。答弁は結構でございます。 

 それでは、次に行きます。 

議長（山本 雅彦君） 

 では、４項目めに入ってください。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 ４項目めはスクールバスについてお尋ねをいたします。 

 スクールバスというのは、できるきっかけというのは学校統合といった中でスクールバスというのができ

ておるわけなんですが、これについてはいろんな学校によって非常にこのバスにつきまして要望とかという

んがまちまちであったのかなというふうな気がいたしております。 

 まずは、幼稚園児の取り扱いというのが今現在どうなっておるのか。これは、建前とかというのがござい

まして、幼稚園は乗せないとかという、そういうふうなこともあるんですが、かなりの学校が小学校、幼稚

園児を乗せております。そこの中で、この理論づけというんですが、なぜ乗せられるのかな、なぜ乗せない

のかなということになった幼稚園児の取り扱いがまちまちであると思いますので、こうなった原因を教えて

いただければと思います。 

 それから、２につきまして通学以外の運行状況を教えていただきたいと思うんですが、これは各校統一さ

れたもので運用されておるのか、それとも統一するということは、これはいいですけどこれはだめですよと

いうような統一したものがあるのか、あらゆる希望を取り入れて何でもやっておられるのか、その辺のとこ

ろを教えてください。 

 それからまた、先ほどと同じようになるんですが、運転手は現在うちの近くにある車庫では運転者組合の

方々が現在運転をされておりますが、これは将来的にも同じように運転者組合というところに委託をしてや
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られるのか教えていただければと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。スクールバスにつきまして、幼稚園児の取り扱い、それから通学以外の運行状況につい

て、また運転手組合への委託につきましての３つの御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、このスクールバスの幼稚園児の取り扱いでございますが、美作市のスクールバス条例には美作市小

学校、中学校及び幼稚園の児童・生徒、園児で遠距離通学、通園の便としてというふうになってございます

ので、幼稚園児を乗せないということにはなりません。御指摘のとおり、学校統合時の協定によりまして幼

稚園児の取り扱いというのが決まっておりまして、これによりましてスクールバスの運行規則を定めており

ます。その規定に基づきまして、現在は幼稚園７園ございますが、そのうち６園の園児がこのスクールバス

を利用して通園をしております。ただし、これは幼稚園の家庭のほうから希望があれば対応するということ

になっております。 

 それから、２番目の通学以外の運行につきましてということですが、これも美作市スクールバス運行規則

にのっとりまして、スクールバスは災害等により特定の期間のみ利用する場合にはこの限りではないと。先

立っても大原地域で熊がかなり出没するということがございました。中学生がちょうどその熊の出没するあ

たりを通学をしているということで緊急に今現在、朝夕の通学バスを出しておりますが、このような対応が

可能になっております。 

 また、お尋ねの学校行事でございますが、各学校から依頼があって課外活動、部活動の試合、社会見学さ

まざまな送迎に利用しておりますが、これは通学に支障のない範囲内で教育委員会が認めた場合にはという

ことで、通学をするときにバスをほかのことに使うということはできませんが、それ以外のあいた時間には

さまざまなことに活用しております。なお、その際には子どもたちの負担はございませんので、学校からは

非常に便利に使わせていただいているという感謝の声をいただいております。 

 それから、スクールバスの運転業務でございますが、現在運転手組合へ委託をして運行をしております

が、来年27年４月からは運転手組合に現在所属をしていらっしゃる運転手の方、希望者を全員市の嘱託職員

として採用し、直営方式に切りかえて運行事業を行う予定で、現在その準備を進めているところでございま

す。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 大体わかりました。 

 それで、幼稚園児の取り扱いについてでございますが、以前私は学校統合に関与したことがございまし

て、そのときに説明されたのは幼稚園児については原則親が送り迎えをすると、そうなっておりますので御

理解をいただきたいというふうな説明をされたんですが、これは学校によって違う説明をされたのかどうな

のかなと。何でこんな細かいことを聞くかと言いますと、保護者の間であそこはできるのになんでうちはで

きんのかなとか、そういうふうな話が上がってきておるんで、原則は原則であるんだけれどもこういうふう

にやっとんだと。 

 例えば、私らが乗せてほしいなと思ったのは、統合前の状況の中で小学生に連れられて今通園をしよった
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という状況があるので、小学生が乗れば当然幼稚園児も乗るんじゃなかろうかなというふうなことを言った

んですが、原則としてそれは違うんですよというふうなことを言われたので、その辺のところはどういうふ

うな見解になっておるんでしょうか。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。御指摘のように、統合時の協定書には、地域によりましては幼稚園児は原則として保護

者による送迎とするというふうになってございます。しかしながら、この統合時の経緯を伺いますと、これ

は地域からの御要望とかそういう形でこのような形にしたと。ただし、家庭の事情等でやむを得ない場合は

この限りではないということで、実際にこの協定を結んだ地域からも、現在はおられないそうですけれど

も、スクールバスに乗って通われた経緯もあるというふうに伺っております。 

 それから、別の地域によりましては、この統合の協定書にスクールバスを出すということで、例えば勝田

ひまわり等の幼児園には実際にスクールバスで通ってきているということを聞いております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 ちょっと腑に落ちない点もあるんですけれども、原則としてというのがあるんですが、この原則としてと

いうのが原則としてじゃなくなってきとる状態もあるというふうに考えるわけなんですけれども、それはそ

れとして仕方ない部分もあるかもしれませんが、保護者の中には、どうもうちとあそこは全然考え方が違う

がなということでどがいなっとんかなというふうな質問がございましたので、ちょっと細かいことでござい

ましたけれども、お聞きをいたしました。 

 大体わかりましたけれども、スクールバスについても現在、私が見ておりますと、どんどんどんどん生徒

が減ってきております。そこの中で、今の二十数人乗りのバスがもう半分も乗ってないと、10人以下である

というような状況も出ております。これから先、今どうするんだろうかなというふうな心配もしておるわけ

でございますけれども、これは２台を１台にすれば当然通学時間が長くなると、ぐるっと回ると。そういう

ことも懸念されるわけですが、あるいは耐用年数が過ぎたときに小型化をするというふうなこともございま

すし、その辺の考えを最後にお聞きしたいと思うんですが、例えば奥津町の羽出というところがあります、

東谷と西田にと。私は、以前仕事に行ったときにスクールバスが来たんです。なんとそれは軽四のワンボッ

クスです。そういったことをやっとるところもあります。現在の車をすぐに廃車にしてやるというのはなか

なか難しい部分もあると思うんですが、将来的に恐らくバスを減らすということはなかなか難しいと。子ど

もの通学時間が長くなるということがございますので、ある程度小型化して便数だけはもう今の便数を維持

していくというようなものがベターだと思うんですが、そこら辺の考え方を最後にお聞かせを願います。 

議長（山本 雅彦君） 

 教育長。 

教育長（大川 泰栄君）〔登壇〕 

 失礼いたします。スクールバスでございますが、現在も恐らく帰りの便は少ないバスが見えるかと思いま

すが、これは皆さんに御理解いただきたいのは、朝は子どもたちは小学校１年生から６年生まで同じ時間に

登校いたします。しかしながら、帰りの時間は、当然小学校の６年生と小学校１年生は帰る時間が違うわけ
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で、その早便と遅便というような形で２つに分けざるを得ないということで、帰りの便はどうしてもそうい

うことがございます。 

 それから、人数によるバスの大きさでございますが、これも現在はできるだけ大きいバス、それから中型

バス等も活用いたしまして、その通学の人数に合わせてということで調整をいたしております。したがいま

して、年度によりましては大型バスをこちらに持っていく、今度は中型バスを別のところに宛てがうという

ふうにそれぞれの通学の人数に合わせてバスの配当を毎年変えながら対応をしております。 

 今後、またバスの老朽化に伴いましては、その都度都度の人数、必要性に応じながら検討してまいりたい

と思いますので、御理解いただければと思います。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員、総括になります。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 今、教育長が帰りのことを言われたんですが、登校時にそういう状況のところがあるんです。それは、総

括ですから、答弁は要りませんけれども、そういうところもあるんでちょっと考えていただきたいなという

ふうに思います。 

 私、今回バスのことについていろいろと質問したわけなんですが、交通対策をどうするかと。先般もござ

いました勝田のほうにおきましてデマンドタクシーということもございましたので、これから先はいよいよ

小口に物事を考えにゃいけんようになる時代になるのかなというふうにも考えて、乗り合いタクシー、ある

いは以前町の時代にバスをやめて月に何回かのタクシーに乗る補助券を出したらどうかというふうな案もご

ざいまして、私は交通機関を利用するにしても、バス、それからタクシーのほうもある程度公共的な責任を

持っていただくと。こちらが補助するなり使うなりして、そういうこともやっていかにゃいかんと。それが

きめ細かなサービスになるのではないかなというふうに思っておりますので、そういうことも十分考慮して

いただいて、特に高齢者の方の移動をどういうふうにサポートしていくのかということを考えていただいて

対処をしていただくようお願いをいたしまして、私の質問は終わります。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番12番、議席番号10番岡﨑正裕議員の一般質問を終了いたします。 

 ただいまより10分間の休憩を行います。 

                                       午後２時09分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後２時19分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 続きまして通告順番13番、議席番号１番金谷典子議員の発言を許可します。 

 金谷議員。 

１番（金谷 典子君）〔質問席〕 

 議長より発言の許可をいただきましたので、質問に入らせていただきます。 

 先ほど岡﨑議員のほうで交通機関の使用も大きく変わってきたというお話もありましたが、私は岡﨑議員

の後輩でもあるんですが、ちなみに自転車で17キロの道のりを通った昔を思い出しました。 

 日本列島を駆けめぐる衆議院選挙も残すところ４日となりました。そのような中で、私たちの生活に消費
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増税、物価上昇など待ったなしで暮らしにのしかかるものは重いものばかりです。本当に暮らしはよくなっ

ていくのかと感じ、心配いたします。しかしながら、行政と手をとって少しずつでも暮らしやすくしていく

ことが私たち議員の使命でもあると思います。あすの美作市のために特効薬ばかりでなく、千里の道も一歩

から地道にこつこつと努力を重ね、合併20周年のときには感激の涙を流せるようにしたいものです。 

 今回の質問は、生活保護事業について、社会福祉協議会について、美作市火葬場についての３件でござい

ます。 

 初めに、生活保護事業についての質問を行います。 

 相談の件数、自立支援の状況についてでございます。実感できない景気回復や消費増税、それから病気、

失業、生計中心者の死亡などにより自分だけではどうにもならないときに国が憲法の基本理念に基づき、健

康で文化的な最低限の生活を保障し、生活の向上を図っていけるように援助していますが、美作市のほうで

は自立支援についてはどのように進んでおりますでしょうか、質問です。 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 それでは、金谷議員の生活保護事業について、自立支援の状況について答弁をさせていただきます。 

 生活保護事業に対する質問ですが、この生活保護事業は、議員おっしゃるとおり、日本国憲法第25条の全

ての国民は健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有するに規定される理念に基づき、最低限度の生活

を保障するためその扶助を行うものであります。 

 実際の生活保護費は、国がその地域ごとに保護基準となる最低生活費を定めており、対象世帯の収入や資

産と年齢、人数、医療費などにより積算した最低生活費と比較し、その不足部分を扶助することとなってお

ります。現在の美作市の保護の状況ですが、平成26年10月末現在で215世帯、291人、人口に対する割合は

0.97％となっており、その内訳は高齢世帯48.4％、母子世帯6.5％、障がい世帯11.6％、傷病世帯17.2％、

その他世帯16.3％で、その多くは65歳以上の方のみの高齢世帯が占めている状況になります。 

 次に、相談件数ですが、平成25年度の延べ数は35件で、そのうち生活保護の申請のあったものは24件、ま

た保護開始となったものは21件でした。また、平成25年度の生活保護を廃止となったケースですが、28件あ

り、その要因の内訳は就労等による自立が７件、死亡が13件、転出が２件、世帯変更によるものが３件、収

監が１件、その他２件です。傷病や障がいにより就労できなくなり保護となるケースも多くあり、なかなか

自立へ結びついていないのが現状であります。しかしながら、ハローワークの就労支援員等の協力を得るよ

う図っており、就労意欲のある方や能力のある方など優先的に情報提供を行い、就労活動の支援を行ってい

るところです。 

 平成25年度からの実績では、約25名が実際に就労を開始しています。ただし、保護の脱却となるようなケ

ースはまだ少なく、また就労が続かないケースもあるなど、さらなる支援を行うことが必要との考えでおり

ます。そのほかには、障がい世帯などにおいて年金受給の可能性について再確認を行うなど、経済的な収入

の確保についても検討を行っております。 

 生活保護はただ金銭を扶助することを目的としているものではなく、稼働能力を含めた資産を活用し、一

時の苦しい状況を少しでも改善することを目的とした制度であるとの理念に基づき、さまざまな支援、時に

は指導を行いながら自立に向けた支援を行っている状況でございます。よろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 金谷議員。 
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１番（金谷 典子君） 

 ２回目でございます。 

 保護事業の状況の中で、高齢世帯が48.4％、母子世帯とその他が6.5、16.3％とありました。今後、高齢

化率も高まる中、母子世帯などでもわかりますように子どもの貧困率も６人に１人と言われておりますよう

に、子育て家庭も大変厳しい状況になってきている方もあると思います。その中で、世に言う低所得者の基

準というものや年収をインターネットで検索しましたところ、年収は手取りで200万円から250万円以下の方

を低所得者というふうにインターネットでは出しておりました。使えるお金は16万円から20万円ということ

で、日本の労働人口の４割ということになっております。パート労働者や派遣社員、非正規の方など仕事が

いつなくなるかというような不安もあったりすることの中で、美作市の中では生活苦による困っている方も

多いのではないかと思うんですが、60歳以上、20歳、30歳の人口の中でどれぐらいの方が低所得者と言われ

る方がいらっしゃるのかということがわかりますでしょうか。 

 それから、けさ倉敷市のほうで自殺対策の取り組みということがＮＨＫのテレビで出ておりまして、生活

苦による自殺というようなこともあるというようなことがたまたま流れましたので、美作市のほうでもそう

いった自殺対策というような取り組みもあるのかというところを質問させていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 生活保護の中の低所得者の方と、生活保護だけではないんですけど、美作市の中の低所得者の方というこ

とでございますが、12月１日現在における25年中の所得の状況をまとめた数字ですが、収入金が200万円と

か250万円とかいろいろあると思うんですけど、200万円以下の方の年代別の内訳を見てみますと、20歳代の

200万円以下の方が1,605人、30歳代の方が1,151人、40歳代の方が1,140人、50歳代の方が1,272人、60歳以

上の方が8,906人であり、子育て世帯の20代、30代の方が合わせて2,756人で住民基本台帳に占める割合では

約９％となっております。 

 暮らしを助ける施策ということでございますが、27年４月から経済的に生活困窮に陥りそうな方や社会的

に孤立するおそれのある方、ひきこもり等の支援のために生活困窮者自立支援法というのが施行され、美作

市においても生活困窮者の就労、その他自立に関する相談、支援プランの作成等により困窮者への支援を行

ってまいりたいと思います。また、本年８月29日に閣議決定された子どもの貧困対策に関する大綱に基づい

て具体的な行動方針を関係機関と連携し策定し動かなければいけないなというふうに思っております。 

 それから、後段の部分で低所得者の方等の自殺予防事業に何か、倉敷の例がきょうあったらしいんですけ

ど、取り組んでないかということなんですけど、美作市におきまして特に低所得者というようなことでの自

殺予防対策というのは、それに位置づけてのはやっておりませんが、一般的な自殺予防対策ということで平

成24年度から地域自殺対策緊急強化事業という事業を活用して取り組みを進めております。自殺という、関

心が得られにくいというか、課題であったため24年度、初年度の取り組みで自殺予防に対する関心を持って

もらうという目的で自殺予防啓発チラシというのを全戸配布しまして、なかなか読んでいただけない場合も

あると思うんですけど、チラシの中にあるんですけど、相談窓口の一覧表を掲載していつでも困ったときに

は相談ができるというような周知の仕方をしております。 

 それから、３月が自殺予防月間ということになるんですけど、心の健康づくり講演会というのを開催して

おります。内容は、日常的に生かせるコミュニケーションの活用技術などを盛り込み、参加者自身のメンタ

ルヘルスの向上につながり、心の健康づくり、自殺予防への関心を持つ機会となるということです。それか
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ら、ゲートキーパーということで自殺を予防ということで、ゲートキーパーの養成を中心とした研修会等も

開いております。市としての取り組みは以上です。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 今の経済的困窮による自殺の話について、私の思いを若干補足させていただきますと、教育長が言ってる

ように命というものの大切さっていうのはかけがえのないことでありまして、これは子どものときに教える

ことは一生のもんであるわけであります。言いたいことは何かといいますと、私としては生活保護っていう

ものについて、この地域の方々は割合抑制的に考える伝統的な風土がある、恥ずかしいことだと思っておら

れるということもあるんですけれども、それがゆえに死に至らしめるというようなことにはなっては絶対な

らないと思っておりまして、その前にぜひ我々の窓口に、権利ですから正々堂々と御相談に来ていただきた

い。これを切にお願い、それに対して私どもの福祉担当職員は心を開いてお話を伺う体制ができとりますん

で、そのことをお願いしときたいんです。 

 経済的理由によって当市の市民の方々がみずから死を選ぶようなことに絶対になってはならない。そし

て、我々はそれを受けとめる覚悟があるんだということ、そしてそれは権利なんだということを重ねて申し

上げさせていただきます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 金谷議員。 

１番（金谷 典子君） 

 ３回目でございます。先ほど、部長のほうがゲートキーパーの養成という話を出されたんですが、もう少

し詳しく教えていただくことができますか。 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 ゲートキーパーという定義づけはいろいろと書かれとるものがあると思うんですけど、一般的には悩んで

いる人に気づき声をかけ、話を聞いて必要な支援につなげる見守る人ということで、これはどういう資格を

持っているとか、どういう研修を受けているとかというようなことは、このゲートキーパーであるかないか

ということについてはそういうのは一切ありません。ないんですが、そういう人の話をゆっくりと聞いた

り、声かけをしたりというような、そういう広い気持ちで静かに困っている方のことに耳を傾けられる、そ

ういう心の持ち主であってほしいと思いますし、こういう横文字が出てこういうことを市民の皆さんが全員

そういう気持ちになっていただけるように、そういう聞ける立場の人をどんどんつくっていこうということ

で、この横文字のゲートキーパーということを理解していただけるために、そういう養成の研修とかをして

いってそういう方をふやしていこうという気持ちでやっとります。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 金谷議員、総括です。 

１番（金谷 典子君） 

 総括に入ります。 

 先日、１年ぶりにちょうどお会いした方が病気で入院されていて、家には年老いたお父さんがおられ、そ

の中を療養を３カ月半ほどなさって退院されて、病気のこととか生活のこと、お父さんのことをいろいろな
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ことを考えると、退院後本当に鬱になりそうだったというお話をされました。今は何とか仕事につかれても

う一度復帰されているんですが、本当に大変だったようで一回り痩せられて本当に心配でした。本当に困っ

たときには社会全体で支え合え、安心して療養ができるように援助が必要と感じ、先ほど市長が本当に心温

まる御答弁をいただき、皆さんも相談しようという気持ちを持たれていると思いますので、今回の質問を上

げさせていただいてよかったなと思っております。 

 命を守っていく大切さを一番に、教育長も言っておられましたので、今後もこの事業を継続していただき

たいと思っております。 

議長（山本 雅彦君） 

 それじゃあ、続いて２項目めの質問に入ってください。 

１番（金谷 典子君） 

 ２項目めでございます。 

 社会福祉事業について質問します。 

 ９月議会での監査報告の中に指定管理委託美作市社会福祉協議会の運営について多額の余剰金が発生して

いることから、委託事業内容はもとより利用状況並びに運営状況の把握に努め、美作市公の施設の指定管理

者の指定に関する条例第４条に適合などの判断も含め、また関係法令の改正にも踏まえて再検討されたいと

いうことがありましたが、それについてどのように判断されているのかということと、それに伴いまして社

協の資金収支の推移を見させていただきましたが、平成21年より25年決算まで登記資金収支差額が黒字にな

っており、残金が7,700万円、その上福祉基金の積立預金として寄附金が4,400万円ありました。そして、全

体の基金が５億円近くあるようですが、寄附金が社会福祉に充てられていないということなのですが、この

ことについてはどのように御判断されておられますか。 

議長（山本 雅彦君） 

 保健福祉部長。 

保健福祉部長（山本 直人君）〔登壇〕 

 それでは、社会福祉事業についてということで、１回目の質問に答えさせていただきます。 

 社会福祉協議会の運営につきまして、社会福祉法第109条第５条５項により社会福祉協議会役員について

関係行政庁の職員はその総数の５分の１を越えてはならないとの規定があるとおり、社会福祉協議会の運営

につきましては行政が積極的に主導するものではなく、理事会、評議委員会が設けられ、高い独自性が確保

されなければなりません。ただし、市民の税金を投じて市として社会福祉協議会の地域福祉事業をサポート

していることも事実であり、市から社会福祉協議会への支出予算の管理、統制をしてより健全にしなければ

なりません。 

 このことから、法人の運営状況全般について社会福祉法第56条に基づく美作市社会福祉法人等指導監査実

施要項を定め、法人の運営状況全般について２年に１回監査を行っているところであります。この監査につ

きましては、法人運営は法令や定款等に即した内容となっているか、または財務経理が定款や税法等に沿っ

た経理処理となっているか等を監査するものであり、平成26年２月に行った指導監査におきましても法令遵

守の状況等、特に大きな問題はありませんでした。 

 今回、御質問の余剰金につきましては、法人運営の人件費に充当されるものであり、会計処理上法的に問

題があるものではありません。今後社会福祉協議会が行う事業の企画及び実施、援助等は適切に行われるた

めに法令等の遵守の状況や経理の状況、事業効果目的の状況達成等について引き続き適正に監査、指導を行

いたいと思います。 
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 それから、後段部分の余剰金ということでございますが、基金の運用につきましては将来にわたって安定

的な地域福祉の推進団体として運営を図るため、理事会、評議委員会の了承を得て、主に介護保険事業の運

営収益による黒字部分を積み立てられたものと思いますが、議員御指摘の福祉基金につきましては、内容的

には市民の皆様からの香典返し等の寄附金を積み立てたものでありますので、これについては有効に地域福

祉に役立てていかなければならないものと思っております。基金の活用につきましては、財政調整積立金を

含め現在社会福祉協議会へその有効な活用の申し入れをしているところであり、理事会、評議会で議論の

上、具体的な基金活用が行われるものと考えており、引き続き意見を述べてまいりたいと考えております。 

 先ほどにありました翌年度への繰越金の約7,700万円につきましても、単年度収支におきまして黒字が発

生した場合は市から法人運営部分の人件費に対して行っている補助金により精算を行うなど、適正規模の財

政運営を行えるように財務処理を行ってまいります。 

 以上です。よろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 金谷議員。 

１番（金谷 典子君） 

 ２回目でございますが、社会福祉協議会事業の中の放課後児童クラブの保護者会のほうから請願書が９月

の議会において出されておりますが、その後適切な対応が進んでいるでしょうか。 

 請願書には、管理者と情報の共有ができず、固定された担当者が定期的に学童の様子を確認することもな

く、現場の管理運営はほとんど指導員に任せっきりになっていた。学童保育に対してもう少し敏感にイニシ

アチブを持って取り組んでほしいとあり、昨年度より子どもたちの活動内容の制限とか指導員の勤務時間の

制限などいろいろなことがあり、早急な予算決算の開示を要求したが実現できていなかったとありました

が、請願事項に対してどのようになっておりますか。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 学童保育については非常に重要なことなので、これから拡充をしていくことを行政報告で申し上げたとお

りでありますが、現在の社協の運営に対して保護者の方々がせん議会の請願陳情にあったような形で御意見

を明確にされたということが一つの大きなきっかけとなって、私も現場にも行ってまいりましたし、それか

ら学童、あるいは児童福祉関係の社協の事業を現場を幾つか見て意見も聞いたんですが、簡単に言います

と、社協の方々は本当にたくさんの事業を山ほど抱えているもんですから、目と手が回ってない可能性がや

っぱりあるなという実感を私も持った次第であります。 

 したがいまして、社協の中でも子育て支援関係で頑張ってらっしゃる職員の声自身ももう少し社協として

も子どものところを重視したいんだけどというようなことがぼろっと出てくるような、こういう状況になっ

ております。どうやったらいいかっていうことでいろいろ考えるんですけれども、もう一個社協があったら

ええのかなと思ったりもする、子ども社協があったらええのかなとか思ったりしてるんですが、ずっと世の

中を見ておりまして、いま一つ検討したいことは、もちろんあのときにも言いましたが、保護者自身が運営

するという立場ですが、これはどうもようやらんということのようでありまして、そのようやらんというお

気持ちもよく聞いてみると、なるほどそれはようやらんだろうなと、わかるということになったわけであり

まして、第三の道を探さなければならんというようなことで、一方でこういった重要な問題ですから、突然

第三セクターを立ち上げてやるみたいなことには絶対ならんわけで、やっぱり実績のある運営実績を見た



－218－ 

ら、なるほどしっかりしているだけでなくていい放課後学童保育の成果というか、もう少し言うと教育にか

かわることだと思うんですけれども、そういうことができ、さらには学校との関係も安定しているというよ

うな実績を上げている主体を探しているところでありますが、どうもそういう主体は全国的には存在すると

いうことが見えてまいりましたので、今詰めの作業をしております。 

 社協のほうも、先ほど申し上げたような事情の中で、平成28年３月の最後の日までの指定管理になってる

ようでありますけれども、それ以降はしないとおっしゃっておられる。それ以前でも合意ができれば、これ

は運営主体の変更は可能なんですが、いずれにしても我々としては、今社協の方々がそれなりに頑張ってい

るある水準があって、その水準のサービス、運営よりもいいものであるという確信ができれば早急に行動に

移すべきだというふうに考えて今その準備をしているところであります。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 金谷議員。 

１番（金谷 典子君） 

 ３回目の質問で、なぜ社協ができないのかなということを耳にしておりましたので、質問しようと思って

おりましたが、先ほど市長が答弁なさいましたので３回目のところはもう聞かせていただいたということで

総括にさせていただきます。 

 子ども・子育て新制度の中で、放課後子ども総合プランというものがあります。趣旨と目的は、次世代を

担う人材を育成するため、全ての就学児童が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体験、活動を行うこと

ができるよう一体型を中心とした放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の計画的な整備を進めるとあり、

市町村の体制、役割等は運営委員会を設置し教育委員会と福祉部局が連携を深め、学校施設の使用計画、活

動状況等について十分に協議をして両者が責任を持って取り組むのが適切であるということが放課後児童総

合プランの中にありました。プランに基づく市町村の取り組みに対し、必要な財源、支援策を国も毎年度予

算編成過程において検討するともありました。いずれにしましても、美作市の放課後児童クラブを日本一の

クラブにする勢いで取り組みをすることによって美作市の子どもたちが幸せになってくれると思います。 

 それから、放課後児童クラブに入っている子どもたちだけではなくて、放課後に子どもが遊ぼうと思って

もいませんので、児童クラブに入っていなくても、教育委員会がされている放課後教室を一体にして遊んで

はどうかというようなことを国のほうも考えているということのようなので、いい取り組みだと思いますの

で、ますます検討していただいて取り組んでいただきたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 それでは、３項目めの質問に入ってください。 

１番（金谷 典子君） 

 ３項目めに入らせていただきます。 

 美作市の火葬場についてでございます。 

 美作市火葬場の耐久年数についてでございますが、美作市の火葬場は築42年以上、大原斎場は26年以上を

経過しておりますが、今後の建設計画などがありましたら教えていただきたいと思いまして質問いたしま

す。 

 耐久年数についてもどのようなものか御質問いたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 環境部長。 

環境部長（山本 和利君）〔登壇〕 
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 美作市の火葬場の耐久年数について御質問がありましたので、お答えしたいと思います。 

 一般的に減価償却、資産の耐用年数等による政令によりますと、火葬施設の耐用年数は16年、建物は38年

とされております。美作市内には大原斎場、美作火葬場、作東レインボーホールの３施設と柵原・吉井・英

田火葬場がございます。 

 先ほど金谷議員がおっしゃられたとおり、美作火葬場は昭和45年竣工で約43年経過、大原斎場は昭和61年

竣工で約27年経過しております。作東レインボーホールは平成14年竣工で約11年経過、柵原火葬場は昭和

62年竣工で約26年経過しております。ただし、適切なメンテナンスを行えば大幅な長寿命化ができますの

で、随時修繕等を行って使用している状態でございます。 

 平成25年の火葬件数実績は、市内全体で542件となっております。このうち、美作火葬場が約46％、作東

レインボーホールが34％、大原斎場が14％、柵原火葬場が６％でございます。老朽化が進んでいる施設につ

いては更新計画を進めていく時期が来ていると思われます。以前、３年ほど前でございますが、基本的構想

案を作成いたしましたが、本計画が正式なものとなるようこれから取り組んでいきたいと考えております。 

 以上でございます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 金谷議員、２回目です。 

１番（金谷 典子君） 

 御答弁の中で、３年前に基本構想があったとおっしゃったんですが、そのことについて少し詳しく、わか

られるようでしたら、答弁お願いいたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 副市長。 

副市長（安部  薫君）〔登壇〕 

 この基本構想案といいますのに、３年前に以前私が携わってたわけですけど、その中身を少し御答弁した

いと思います。 

 当時、火葬場とは言わないで私は斎場というんですけど、基本構想案っていうのを作成しましたが、これ

の基本的な考えっていいますのは、現在今あります施設について修繕等行いながら、できるだけ長く使用し

ていくという概念のもとに一応作成をいたしました。そのことから申しますと、大原斎場、それからレイン

ボーホールにつきましては、先般産業建設委員長の報告にもありました柵原斎場の考え方と同じでございま

して、当分の間は現在の施設を大事に使っていくというのが基本的な考え方であります。 

 それで、御承知のとおり美作斎場については相当年数がたっておりまして、ではその美作斎場を除いて現

在の炉数、正式には火葬炉数ですけど、は人口規模や将来の死亡者予測っていうのがあるんですが、これか

ら算定しましてもおおむね充足していると考えております。ただ、美作市の場合は、御承知のとおり、南北

の距離が相当な距離があるもんですから、じゃあこれがすぐ当てはまるかというとそうでもない部分ももち

ろんございます。 

 それで、斎場計画の中で重要な項目の一つに、当市美作市の将来の人口と、それから死亡者数の予測って

いうのがあります。これらの数値といいますのは、今よく話題になっております消滅可能性都市というのが

ありますが、これのデータのもとを出しているのは国立社会保障・人口問題研究所、通称社人研っていうと

ころなんですけど、ここのデータを全国どこの自治体も使っております。これである町の人口が将来どうな

るかっていうことで、炉の数とか斎場の必要程度っていうのは大体それで実施計画とか建設計画を立ててい

くわけですけど、そういうことになっておりまして、現在３年前に出しました基本構想案っていうのは少し
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データが、平成20年か18年のデータをたしか使ってると思いますけど、古くなっておりまして、今の美作市

の死亡者数の予測が当時より少し増加しとりますんで、これらの関係から再度数値を最新のデータに置きか

えまして、相当な作業もかかりますけど、今後の美作市の斎場のあるべき姿っていうものを求めまして整備

計画を構築していきたいと思いますので、どうかよろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 金谷議員。 

１番（金谷 典子君） 

 ありがとうございました。今後、計画を見直されるということでよくわかりました。 

 総括いたします。 

 この質問をいたしましたのも、市民の方から、旧美作町内の方なんですが、古くなっているのでどうなっ

てるのかなということをよく伺うので質問に出させていただきましたことと、９月の産業建設委員会の終わ

りに委員長も心配されていたということがありましたので質問させていただきました。行政効果の客観的判

断により進めていただきたいと思います。 

 それでは、これで私の12月の議会の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

議長（山本 雅彦君） 

 以上をもちまして通告順番13番、議席番号１番金谷典子議員の一般質問を終了いたします。 

 以上で一般質問は全て終了いたしました。 

 

    日程第２  議案質疑（議案第９７号～議案第１１４号） 

 

議長（山本 雅彦君） 

 続きまして、日程第２、「議案質疑（議案第97号～議案第114号）」を一括議題といたします。 

 これより質疑を行います。なお、議案質疑につきましては、申し合わせにより発言の通告者は質問席で行

い、議案質疑の回数は３回までとし、一括質疑となっております。また、通告をしていない者の質疑は１議

案につき１件の質疑とし、自席で行うことになっております。 

 先般、議案質疑の通告一覧表を配付いたしております。発言通告順に議案ごとにその都度発言を許可いた

します。通告をしていない質疑につきましては、通告のありました質疑の後、お受けいたします。 

 それでは、議案第97号「美作市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例につい

て」、質疑を行います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで議案第97号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第98号「美作市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について」、質疑を行い

ます。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 
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 ないようですので、これで議案第98号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第99号「美作市の議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例等の

一部を改正する条例について」、質疑を行います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで議案第99号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第100号「資金の積立てに関する基金条例の一部を改正する条例について」、質疑を行

います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君） 

 １点だけ質問させていただきます。 

 条例は、非常にどの条例でもわかりにくいわけですが、ここで出てきております中で地域振興基金貸付要

綱というのがこれに関連してあるわけですが、現在ある地域振興基金貸付要綱と美作市土地開発公社資金貸

付要綱というのもあるわけです。これらの関係はどのようになるのか。 

 それから、別記１というのがあるわけですが、この条例の第２条の関係を見ますと、第２条には別表とい

うように表現されておるわけです。これが、ここの別記１に改正をするんなら第２条にある別表というのを

別記に改める必要があるんではないかなというように思ったわけです。この特記１の関係と、それから第２

条にある別表というのとどのように違うのか、その辺をひとつ明らかにしていただきたい。 

 それから、美作市地域振興基金というものを第３条の中で、美作市土地開発公社に貸し付けることができ

るとなっておるわけですが、これについて土地開発公社関係の条例とか、あるいは規約とかこういうものが

一切例規集に載っておりません。先立ってお聞きをしますと、土地開発公社の定款はあるということだった

んで、定款を見せていただきました。しかし、この表現の中へ出てくる美作市土地開発公社関連の条例と

か、あるいは規則、このものが例規集にないために点検することができなかったわけですが、これはどのよ

うになっておるのか。 

 それから、定款を見せていただきますと、はっきりした金額が載ってないわけですが、この改正で出てく

る第３条第２項の土地開発公社に貸し付けることができるということの全体の金額というものはくくってあ

るのかくくってないのか、その辺がありますし、それから今東粟倉工房とか、あるいは雲海とかこういうと

ころで問題になっておるように、土地開発公社そのものは100％出資してできておる団体です。そして、定

款を見ますと、市長がこの役員を任命をして、たしか８人だったと思うんですが、そういうメンバーで構成

するということになっておるわけです。その実態がどうなっておるか知りませんが、その８人の構成は恐ら

く市の職員で占めておるんではないかと思うんです。そうなってくると、またさっき言いましたように、雲

海や東粟倉工房のように、市が実際には監督責任があるにもかかわらず、そりゃ公社のほうじゃがなという

ようなことになって同じような矛盾が出てくるんではないかなという気がするわけですけれども、その辺に

ついてのひとつ答弁をお聞かせ願いたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君） 
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 今おっしゃる最後の点、政策論でございますので、私からお答えしますけれども、御心配は本当にそのと

おりだと私も思っております。したがいまして、土地開発公社による土地の先行取得については議会とも当

然相談をするわけでございますけれども、今後は非常に限定的に考えていくことによって御心配のようなこ

とがないようにしていくというのが基本だと思っておりますので、御理解を賜りますようにお願いをいたし

ます。 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君） 

 失礼いたします。御質問が多岐にわたっておりますので、御質問の確認をさせていただくためにちょっと

お時間を頂戴できればと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 それでは、答弁調整のため暫時休憩します。 

                                       午後３時12分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午後３時16分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほどの本城議員の質問につきましては市長が答弁をされましたので、その旨で御了解をいただきたいと

いうことでございます。 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君） 

 いろいろ言いましたけども、１点に絞って質問するということでございますんで、他の部分についてはま

た後ほど聞かせていただきたいと思います。 

 ただいまの市長答弁の中でありました、全体のことをまた考え直す必要があるというような答弁でござい

ましたが、弁護士とか、あるいは会計士とかそういう人も含めてこの公社というものについて役員構成その

ものを組み立てる必要があるんではないかと思いますので、ひとつよろしくお願いいたします。終わりま

す。 

議長（山本 雅彦君） 

 他に質疑はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、これで議案第100号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第101号「美作市土地開発基金条例及び美作市特別会計条例の一部を改正する条例につ

いて」、質疑を行います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、これで議案第101号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第102号「美作市営住宅管理条例の一部を改正する条例について」、質疑を行います。 
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 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、これで議案第102号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第103号「美作市公共下水道事業受益者負担に関する条例等の一部を改正する条例につ

いて」、質疑を行います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、これで議案第103号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第104号「市道路線の認定について」、質疑を行います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで議案第104号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第105号「平成26年度美作市一般会計補正予算（第５号）」について、質疑を行いま

す。 

 それでは、発言通告順に発言を許可します。 

 通告順番１番、議席番号５番谷本有造議員。 

 谷本議員。 

５番（谷本 有造君）〔質問席〕 

 失礼します。それでは、議案第105号「平成26年度美作市一般会計補正予算」についての質疑をいたしま

すが、その前に一つ11月23日に商工会または青年部主催で「はたらくくるま」という本当にすばらしいイベ

ントがあったんですけれども、3,000人を超す人が来られまして、市長のほうも来られて見ていただいたと

思いますけれども、本当にすごい美作市の一大イベントになったなと関心をしておりますし感動もいたして

おりますんで、ぜひとも市政のほうもこういうようなイベントにはどんどん支えていっていただきたいなと

思いますし、また11月30日には美作市で初めての国際試合が行われましてＢｅｌｌｅのほうも貴重な１勝を

上げたと。すばらしかったなと思っております。これから、Ｂｅｌｌｅにいたしましても新たなる展開が生

まれてくるものと思いますし、ワールドカップなり、またオリンピックも控えておりますので、市長のほう

も代表でもありますけれども、新たなる展開に対しまして強力な支援をお願いをしたいと思います。 

 それでは、質問でございますけれども、５ページになりますけれども、第２表の債務負担行為補正の美作

市情報化管理支援業務委託料と美作市営バス運行業務委託料のことでございます。どちらも多額な金額でご

ざいます、5,000万円、5,500万円。この時期に債務負担を組むということは４月１日からの契約というとこ

ろで、入札をして業者を決めてということになるのでここで計上しているというところでしょうが、これの

それぞれの内容、内訳等について教えていただきたいと思います。 

 それと続きまして、15ページにドリームプラン推進室の中の負担金補助及び交付金で体験型物づくり工房

開設事業補助金というものがあります。これについても内容と内訳、また初めてこのものを聞くんですけれ

ども、これに対しての補助金の要綱等があればどのようなものなんか教えていただきたいと思います。ま

ず、これを１回目の質問とします。 
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議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君） 

 失礼いたします。まず、５ページの債務負担行為でございますが、美作市情報化管理支援業務委託料

5,000万円についてでございます。美作市では情報基盤整備事業で光ケーブルを整備いたしておりまして、

美作市のサービスとしてケーブルテレビや告知放送のサービスを、また市からケーブルを借りて使う通信会

社のサービスといたしましてひかり電話や光インターネットなど光ケーブルを利用した各種サービスを提供

しております。今回の美作市情報化管理支援業務委託料の債務負担行為につきましては、平成27年４月１日

からの管理支援業務を競争入札するために債務負担の設定を行おうとするものでございます。 

 内容といたしましては、光ケーブルに関した市民の方からのテレビの視聴のふぐあいといった連絡への対

応を初め、宅内機器の障害の問い合わせや各種の申請書の受け付け、管理業務、日常業務の対応、現場対応

業務など365日24時間対応する業務を切れ目なく４月１日から事業者に委託するため債務負担を設定させて

いただこうとするものでございます。 

 次に、美作市営バス運行業務委託料5,500万円の御質問でございますが、今回の美作市営バス運行業務委

託料の債務負担行為につきましては、市内５地域で運行しております市営バスの運行業務につきまして、現

在は勝田バスのみが全部委託、その他は運転部分のみを委託ということになっておりますものを平成27年４

月１日から全ての市営バスにつきまして運行の全部を委託する方向に変更いたしまして、競争入札をするた

め債務負担の設定を行おうとするものでございます。 

 ５地域の市営バスの運行状況でございますが、勝田バスにつきましては梶並津山間を月曜日から土曜日ま

で運行いたしております。大原バスにつきましては、大原地域循環線として地域内４地区を月曜日から金曜

日に運行いたしております。東粟倉バスは、東粟倉地域から大原地域までの循環線を月、水、金曜日に運行

いたしております。美作バスにつきましては、林野駅から美咲町の柵原病院の間、それと地域内の２路線に

つきまして月曜日から土曜日に運行いたしております。英田バスにつきましては、福本から津山までを月曜

日から土曜日までの毎日運行いたしますとともに、英田地域循環線として曜日を決めて３路線を週２回ずつ

運行を行っておるところでございます。 

 続きまして、15ページの歳出でございますが、総務費、総務管理費のドリームプラン推進費の体験型物づ

くり工房開設事業補助金177万円でございます。空き店舗や空き家を活用して観光客などが芸術や物づくり

に触れることによりまして交流人口を増加させるとともに、定住の促進を目的といたしまして体験、実演、

または直売ができる技能を有する者に対して改装に要する費用や家賃に対する補助金を交付するという制度

でございまして、平成24年度に制定をしたものでございます。 

 今年度分につきましては、本年の４月から９月の期間に募集をいたしましたところ、２件のお話がござい

まして、内容を審査いたしましたところ、２件とも補助対象に該当するということで地域の活性化にも資す

ると考えられましたことから、２件ともに採択をさせていただきたいというものでございます。当初予算で

は、新規開設の１件分の予算を計上しておりますことから、今回の補正予算では不足しておりますもう一件

分の新規開設分につきまして計上させていただいておるものでございます。なお、新規開設の補助金につき

ましては今年度で終了ということでございます。 

 以上でございます。 

議長（山本 雅彦君） 

 谷本議員。 
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５番（谷本 有造君） 

 債務負担行為のほうの２件なんですけれども、バスのほうについては勝田バスと同様にほかのバスもする

ということでございます。情報管理のほうも365日24時間という中でこれだけの予算を有するだろうという

ことでございますけれども、その債務負担の中に、もう一つ一番下に、これは質問できないんですけれど

も、ここは複数年の契約になってます。なぜ、この上２つだけ、情報と市営バスだけが単年なのか。ごみ収

集に関しては、よく言われるのが人的確保なり、また設備投資等でいろんなもろもろがあって複数年だとい

うのは聞いたことがあるんですけれども、上２つについてもそれなりの人的確保もしなくちゃならないだろ

うし、またそれなりの投資も要ってくるのではないかと。また、住民サービスを考えたときには、複数年同

じ会社のほうがより皆さんにとってはサービスの向上になるんではないかなと私なりに思うんですけども、

なぜこの２件は単年契約にするのか、その理由をお聞かせ願いたい。 

 それと、体験工房、今年度で補助金が終わるということでした、部長。経済部のほうで空き店舗対策とい

うのが昨年度まであって今年度はないんですけれども、それとよく似たようなものではあるけれども、対象

の内容が違うというところでございますけれども、この位置づけです。ことし募集したら２件も来たと。甲

乙つけがたい、２件ともつけてやろうというところで、ほかにも以前からガラス細工のほうで物づくりをさ

れてる方もいらっしゃいますけれども、これは一ついま一度考えていただいて、物づくりの基地として湯郷

を考えるのも一つの手ではなかろうか。湯郷だけではなしにまちづくりの一つとして物づくりの基地を美作

市につくって、Ｉターン、Ｕターンを含めて呼び込む手はないだろうかなというものがありますんで、その

辺をいま一度お聞かせ願いたいのと、それと費用的には改修、家賃補助ということなんでしょうけれども、

できますればせっかく市のお金を入れて立ち上げて営業していくわけですけれども、やっぱり最後ができな

いんです。宣伝をしてやる、コマーシャルをしてやる、これも市のほうでやはりするべきじゃないか。公平

性っていうものは問われるのかもしれませんけれども、それは私のほうもよく言うんです。横の公平性なん

か縦の公平性なんか、縦の公平性を使いながらここだけではなしに今既存にある商店にしても順次広報して

やるというようなことも行政としてはできるのではないかなと思いますし、せっかくここまで補助金を入れ

るんであれば、できればコマーシャルも含めてやってあげたらどうなんかなと思うんですけど、その辺はど

うでしょうか。 

議長（山本 雅彦君） 

 企画振興部長。 

企画振興部長（竹田 人士君） 

 谷本議員からの御質問でございます。 

 まず、債務負担行為の設定がなぜ単年度なのかということでございますが、情報化事業、また市営バスの

いずれにつきましても今回財政の総点検でもそれぞれ個別に取り上げをさせていただいておりますが、ふだ

んの見直しなりということで効率化なりを図っていく必要もあるかと考えておりまして、今回単年度に設定

をさせていただいてさらによりよい方向もどうするといったようなことも必要ではないかと考えておりま

す。 

 それから、物づくりの補助金につきまして今後宣伝やコマーシャルなどもしてはどうかといったような御

提案でございまして、こちらにつきましては参考にさせていただきまして今後検討させていただけたらと思

います。 

 以上でございます。 

議長（山本 雅彦君） 
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 谷本議員。 

５番（谷本 有造君） 

 今のは答弁にはなってないと思うんですけど、効率化を図るために単年じゃということはどうしても、本

来なら通るような話じゃないんですけども、効率化を狙うんだったら、市民の皆さんの利便性をするんだっ

たら複数にするべきなんです、正直言って。その辺はもうそれ以上問いただしませんけれども、市長、また

副市長、執行部のほうでその辺はしっかりと練っていただいてよりよい方向へ行くようよろしくお願いをい

たします。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君） 

 記憶が確かでありましたら、ごみの場合いろんな形式があるんですが、事業者の方々に収集の人的支出だ

けじゃなくてごみ収集の機材の提供が必要になるっていうことがあるわけです。一方、今申し上げた２件に

つきましては、バスは市のもの、ファイバーは市のものということで設備投資についての重さが圧倒的に違

うというのがたしか切り口だったように思いますんで、よろしく御理解をいただきたいと思います。 

〔５番谷本有造君「終わります」と呼ぶ〕 

議長（山本 雅彦君） 

 続きまして、通告順番２番、議席番号４番安本博則議員。 

 安本議員。 

４番（安本 博則君）〔質問席〕 

 今回、議案第105号の一般会計の補正で２問お尋ねします。 

 まず、１問目はページ数21のクリーンセンター関係で周辺整備の補助金というのが出とんですけど、これ

はどういった部分をどのように整備をされるのか。これでもう他には出てこないのかという２点。 

 それと、有害鳥獣の駆除は普通猟期が11月15日から２月15日、時に３月15日になるんかな、というような

ことなんですけど、従来どおり猟期中の中の駆除みたいなのもあっての補正なのかその辺をちょっと詳しく

説明してもらいたいと思います。 

議長（山本 雅彦君） 

 環境部長。 

環境部長（山本 和利君） 

 安本議員の御質問にお答えいたします。 

 クリーンセンター建設費の周辺整備補助金でございますが、これは10月にクリーンセンター周辺整備に関

する覚書を締結したことによりまして、クリーンセンター整備事業の補助金を交付するものでございまし

て、補助の内容といたしましては、集会所の整備の補助でございます。このほかに覚書等に締結したものに

つきましては、周辺の工事、道路整備等の事業の要望がございましたが、これは次年度等で計画していきた

いと思っております。 

 以上でございます。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君） 

 それでは、23ページになります。農林水産業費の林業費、林業振興費の負担金補助及び交付金の中におき
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まして有害駆除捕獲奨励金2,430万円について御説明を申し上げます。 

 これは、平成26年度の有害鳥獣捕獲奨励金は昨年の捕獲頭数を基準に積算をいたしまして、今年度当初に

上げておりました。今年度から今年度４月から９月までの鹿の捕獲頭数は昨年の同実績の1,133頭に対しま

して1,470頭と３割増となっております。このことから年度末までに不足するということが見込まれまし

て、猟期期間中の鹿、これは１頭につき市の一般財源と国の補助金8,000円を入れまして、１頭が１万

8,000円になるわけでございますけれども、これが1,050頭分、1,890万円、それと近隣町村では既に実施を

されてるわけでございますが、猟期期間中のイノシシの駆除対象といたしまして、昨年度より国のほうから

岡山県のほうに交付されとります、３年限定でございますけれども、国庫補助金の奨励金をイノシシのほう

にも対応してほしいという猟友会のほうの強い要望もありまして、猟期期間中に捕獲されるイノシシ、１頭

分国庫補助金8,000円、これを800頭分の捕獲奨励金として640万円を追加計上させていただくものでござい

ます。 

議長（山本 雅彦君） 

 安本議員。 

４番（安本 博則君） 

 周辺整備は、覚書等で集会所、それから道路、道路は次年度ということなんですけど、どんどんどんどん

そういうことが今後出てくるのかこないのか、それだけお尋ねしときます。これっきりなんかね。 

 今、有害のほうでは今までイノシシがなかったのがイノシシも猟友会のほうで入れてくれえということ

で、国のほうからの補助金、あれは３億1,000ぐらいか、あれを３年ぐらいで使うというようなお金だった

と思うんで、できればこういうように駆除をしっかりされてる方に対して、これはお願いなんですけど、で

きれば、一般質問もしましたけど、支払い回数をふやしてあげて猟師の方が、前にも言いましたけど、負担

が結構要るもんで支払い回数もふやしてあげてほしいということを要望します。 

 今の周辺整備の件について。 

議長（山本 雅彦君） 

 環境部長。 

環境部長（山本 和利君） 

 これから、続いてその他の事業が次々出てくるかどうかの質問でございますが、覚書で締結したことにつ

きましては事業をいたしますが、それ以上のことはしない予定でございます。 

議長（山本 雅彦君） 

 安本議員。 

４番（安本 博則君） 

 わかりました。これは、俗に言う迷惑施設なのでいろいろ条件があると思いますけど、みんなが大切な施

設になるので、できることはしてあげたらいいと思うんですけど、余りどんどんどんどんふえないようによ

ろしくお願いします。これで終わります。 

議長（山本 雅彦君） 

 通告者の質疑が終了いたしました。 

 他に質疑を受けます。 

 質疑はございませんか。 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 
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 14ページの真ん中からちょっと下、ここに枠が２つありますが、上の枠の最後のところに定例会のケーブ

ルテレビ中継放送業務委託料250万円の減になっておりますが、なぜ今の時期にこういう業務委託料の減が

出てくるのか、内容について教えていただけますか。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君） 

 これは、議会の協力による成果でありまして、お礼を申し上げます。 

 以上でございます。 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 いや、ちょっとよくわからん。例えば、時間が減ったとか、そういうことではわかるんですけれども、全

体的に当初予算を値切ったということなのでしょうか。その辺をちょっと教えてもらえませんか。 

議長（山本 雅彦君） 

 市長。 

市長（萩原 誠司君） 

 何度も申し上げますが、議会の協力による日数の変化でございます。 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 わかったようなわからんようですけど、わかりましたと答えておきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 他に。 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君） 

 22ページの農業振興費で三角で2,000万円が上がっとんじゃ。これはどういう状況で今の時期に2,000万円

が上がってきたんか。簡単でよろしい。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君） 

 これは、実は栄養分析器を購入するということで、これは国の補助でございましたけれども、購入して彩

菜みまさかのほうで運営をしてもらうということで上げとりました。しかしながら、十分なその機械を使う

人材が集まらないということもありまして、ここへ落とさせていただいて新たに健康づくり財団にこれを委

託するということで今回落として上げさせていただいております。 

〔15番万殿紘行君「了解。よろしいです」と呼ぶ〕 

議長（山本 雅彦君） 

 他にございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 
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 ないようですので、これで議案第105号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第106号「平成26年度美作市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」について、質

疑を行います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで議案第106号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第107号「平成26年度美作市介護保険特別会計補正予算（第１号）」について、質疑を

行います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで議案第107号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第108号「平成26年度美作市簡易水道特別会計補正予算（第２号）」について、質疑を

行います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで議案第108号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第109号「平成26年度美作市公園墓地事業特別会計補正予算（第１号）」について、質

疑を行います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで議案第109号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第110号「平成26年度美作市老人保健施設事業特別会計補正予算（第２号）」につい

て、質疑を行います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで議案第110号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第111号「平成26年度美作市武蔵の里特別会計補正予算（第１号）」について、質疑を

行います。 

 それでは、発言通告順に発言を許可します。 

 通告順番１番、議席番号４番安本博則議員。 
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 安本議員。 

４番（安本 博則君）〔質問席〕 

 これは１点だったんで議席でよかったと思うんじゃけど、26年度美作市武蔵の里特別会計補正予算で、

10ページの嘱託職員1,718万3,000円、これは差し引いて補正は351万3,000円になっとるんですけど、これは

提案理由の説明の中に副支配人というような提案理由があったと思うんですけど、今までおられる職員の中

でそういう人材がいなくて新たに選んだと思うんだけど、主にどういうような仕事をされて、これは公募し

たのかしてないのかをお願いします。 

議長（山本 雅彦君） 

 経済部長。 

経済部長（江見 幸治君） 

 それでは、武蔵の里の特別会計でございます。 

 歳出の人件費の中にあります賃金でございます。1,718万3,000円のうちの賃金292万7,000円でございます

けども、これにつきましては、当初予算で施設の職員の勤務状況にあわせまして臨時職員賃金を1,425万

6,000円減額をし、嘱託職員賃金を1,718万3,000円を増額することによりまして292万7,000円の増額を補正

をお願いするものでございます。 

 これは、当初予算におきまして経費削減のために臨時職員、それから特にパート、アルバイトを活用して

嘱託職員の時間外手当等の削減を目指しておりましたが、施設現場の状況を鑑み副支配人を２名配置したこ

とや、その他の職員につきましても、実は労働基準監督署の指導も受けまして勤務実態が週30時間以上２カ

月勤務している人については嘱託職員として雇用しなければならないということになりまして、当初16名の

予定でありました臨時職員が５名、それから当初19名の予定でありました嘱託職員が31名になったことによ

りまして、臨時職員賃金1,425万6,000円を嘱託職員賃金へ振りかえるというものでございます。 

 副支配人の状況でございますけども、当初から副支配人は１人おりましたけども、ここで支配人が１人お

られまして、その支配人が１人では十分なことができないということでハローワークに募集をされて面接を

され、採用されたものでございまして、現在は副支配人ということで全体の管理もされながら、さまざまな

ことで業務を行っていただいております。 

 以上でございます。 

議長（山本 雅彦君） 

 安本議員。 

４番（安本 博則君） 

 私は、この武蔵のところによく風呂へ行かせてもらうんですけど、その中でいろんな話を聞く中で、苦し

い中で人をふやさんでもええんじゃないかなという話を聞いたので、先ほどの時間数ですか、30時間という

ようなこともありますんで理解はしますけど、今後極力おる人数をうまく利用してなるべく、雇用の問題も

あるけど、職員をふやさないようにして運営してもらいたいと思います。終わります。 

議長（山本 雅彦君） 

 通告者の質疑が終了いたしました。 

 他に質疑を受けます。 

 ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 
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 ないようですので、これで議案第111号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第112号「平成26年度美作市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」について、

質疑を行います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

 ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで議案第112号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第113号「平成26年度美作市病院事業会計補正予算（第２号）」について、質疑を行い

ます。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

 ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで議案第113号の質疑を終了いたします。 

 続きまして、議案第114号「平成26年度美作市下水道事業会計補正予算（第２号）」について、質疑を行

います。 

 発言通告はございませんので、他に質疑を受けます。 

 ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで議案第114号の質疑を終了いたします。 

 以上で全ての議案に対する質疑は終了いたしました。 

 これより議案の委員会付託を行います。 

 お手元に配付しております審査付託表をごらんください。 

 お諮りをいたします。 

 ただいままでに上程されております各議案は、審査付託表に記載のとおり、各常任委員会に付託すること

に御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって、付託表のとおり付託をいたします。 

 

    日程第３  請願・陳情について 

            請願第７号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充 

         に関する請願書」 

            請願第８号「集団的自衛権行使容認の閣議決定を撤回し、関 

         連法案作成作業を中止するよう求める請願書」 

            請願第９号「年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現 

         を求める請願」 
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議長（山本 雅彦君） 

 日程第３、「請願・陳情について」を議題とし、一括して上程をいたします。 

 今定例会までに受理した請願・陳情につきましては、既に配付いたしておりますので、付託表のとおり所

轄の委員会に付託いたします。 

 なお、請願第７号、請願第８号、請願第９号につきましては、紹介議員から請願の紹介をお願いいたしま

す。 

 請願第７号、安藤議員、お願いいたします。 

 安藤議員。 

３番（安藤  功君）〔登壇〕 

 失礼をいたします。「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する請願書」ということでござ

います。 

 請願の趣旨、貴議会においてウイルス性肝炎患者に対する医療費の助成について衆参両院並びに政府、内

閣総理大臣、厚生労働大臣に対して別紙意見書案の事項を内容とする意見書を提出していただくよう請願し

ますということでございまして、理由のほうが結構長く書いてあります。要約して説明とさせていただきま

す。 

 集団予防接種時の注射器使い回しによる感染被害の救済を求めるＢ型肝炎訴訟では、2011年の基本合意Ｂ

肝特措法に基づく全国の原告数が約１万人になりました。しかし、厚生労働省の試算では、同様に予防接種

時の注射器打ち回しによる感染被害者は50万人以上いるとされています。まだ多くの被害者が裁判を起こさ

せないでいるのは、国による問題の長年にわたる放置により母親や兄、姉の血液検査ができなくなるなどし

て被害の立証が不可能になってしまったからです。 

 また、集団予防接種以外にも保存期間切れでカルテがなくなってしまった薬害Ｃ型肝炎の被害者や輸血を

初めさまざまな医療行為によってウイルスに感染した肝炎患者が大量に存在し、ウイルス性肝炎患者は全体

で350万人に上ると言われております。 

 こうした国民病、医原病であるウイルス性肝炎患者には現在一定の抗ウイルス療法、インターフェロン、

拡散アナログ製剤の投与に対して医療費の助成が行われています。しかし、抗ウイルス療法の適用外の医療

行為、とりわけ肝硬変、肝がん自体に対する治療費は年間４万人もの方が亡くなる深刻な病状と高額な医療

費にもかかわらず助成対象とされていません。また、現在肝機能障害については身体障がい者手帳の交付制

度はありますが、認定要件が極めて厳しく、肝硬変患者が亡くなる直前の病状でなければ等級にかかわらず

認定がされないという実態となっており、患者の生活支援の必要性からかけ離れた運用がなされています。 

 このように多くのウイルス性肝硬変、肝がん患者は体調によって十分に働けない、あるいは全く働けない

中で高額の医療費の負担をしています。そして、がんの再発や長期期間の治療によって将来の経済的負担を

見通すことができず、生きているだけで余計なお金がかかり家族に迷惑をかけることから長生きを望まない

という声すらあります。 

 上記のような肝硬変、肝がん患者の置かれた厳しい状況でございます。何とぞ請願の御趣旨を御理解いた

だき、別紙添付の意見書を提出する請願の御審議を賜り、採択をいただきますようよろしくお願いを申し上

げます。 

 以上です。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 
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 続きまして、請願第８号、請願第９号、本城議員、紹介お願いします。 

１２番（本城 宏道君）〔登壇〕 

 それでは、請願の関係で説明いたします。 

 請願第８号は美作平和委員会会長中島義晴から提出されたものでございます。内容につきましては、集団

的自衛権行使を容認の閣議決定について撤回をするよう求めるものでございます。全体については、既に請

願書を配付済みでございますので、中身については省略させていただきたいと思います。 

 次に、請願第９号ですが、全日本年金者組合岡山県美作支部葛原智さんからの提出ですが、これにつきま

しては、美作支部という名称が使ってありますけれども、ここで言う美作支部というのは津山を中心とした

いわゆる美作地域のことですが、そういう支部です。そこから年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実

現を求める請願ということで、既に配付済みの議案のように、年金がだんだん下がっておる中で物価が上が

り、消費税が上がりして非常に苦しい状態にあるということで、年金の削減を取りやめたり、あるいはマク

ロ経済のスライドを廃止するということ、そして全額国庫負担の最低保障年金制度をつくってほしいという

ような請願でございますので、どうぞ審査のほうよろしくお願いいたします。〔降壇〕 

 

    日程第４  諸般の報告 

 

議長（山本 雅彦君） 

 続きまして、日程第４、「諸般の報告」を行います。 

 東粟倉工房株式会社の監査結果及び株式会社雲海の監査結果は、お手元に配付しております資料をもって

報告にかえます。 

 お諮りをいたします。 

 本日の会議はこれで延会したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。 

 本日はこれで延会することに決定をいたしました。 

 本日はこれで延会します。 

 再開は19日午前10時からです。 

 御苦労さまでした。 

                                       午後３時56分 延会 
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 日程第１ 認定第１号、議案第97号～議案第114号、請願第７号～請願第９号（委員長報告、質疑、討論、 

      採決） 
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  13番   岩  江  正  行            14番   小  渕  繁  之 

  15番   万  殿  紘  行            16番   日  笠  一  成 

  17番   鈴  木  悦  子            18番   山  本  雅  彦 

3. 欠席議員は次のとおりである（なし） 

4. 地方自治法第121条により説明のため出席した者の職氏名（17名） 

  市    長  萩  原  誠  司         副  市  長  安  部     薫 

  副  市  長  横  山  博  光         教  育  長  大  川  泰  栄 

  政策審議監  福  原     覚         総 務 部 長  尾  崎  功  三 

  危機管理監  山  本  和  毅         企画振興部長  竹  田  人  士 

  市 民 部 長  安  藤  郁  雄         環 境 部 長  山  本  和  利 
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  建 設 部 長  真  野  弘  紀         教 育 次 長  小  林  昭  文 

  消  防  長  山  崎  正  雄         会計管理者   安  東  弘  子 

  建設部農村整備課長  宿  野  豊  彦 

5. 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名（３名） 

  議会事務局長  谷     和  彦 

  課    長  皆  木  敏  治 

  主    任  井  上  大  佑 
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                                       午前10時00分 開議 

議長（山本 雅彦君） 

 皆さんおはようございます。 

 携帯電話の電源を切っていただきますようお願いをいたします。 

 10日に引き続き会議を開きます。 

 本日は全議員の出席であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 

    日程第１  認定第１号、議案第９７号～議案第１１４号、請願第７号～

請願第９号（委員長報告、質疑、討論、採決） 

 

議長（山本 雅彦君） 

 日程第１、「認定第１号、議案第97号～議案第114号、請願第７号～請願第９号（委員長報告、質疑、討

論、採決）」を一括して議題といたします。 

 いずれも各委員会において審査終了の旨、報告があり、審査結果報告書はお手元に配付のとおりでありま

す。 

 まず初めに、認定第１号につきまして、決算特別委員長の報告を求めます。 

 決算特別委員長。 

６番（則本 陽介君）〔登壇〕 

 おはようございます。 

 平成26年12月美作市議会定例会決算特別委員会委員長報告をさせていただきます。 

 平成25年度一般会計決算認定についての決算特別委員会を開催いたしましたので、報告をいたします。 

 去る12月17日午前10時より、市民センター３階、大研修室におきまして、委員全員出席のもと、執行部か

ら市長、副市長、政策審議監、教育長、各部長、代表監査委員が出席し、認定第１号「平成25年度美作市一

般会計決算の認定について」、審議をいたしました。この認定第１号の審議に当たっては、先般監査委員よ

り、東粟倉工房株式会社の監査結果及び株式会社雲海の監査結果が提出されたことを受け、代表監査委員よ

り監査結果についての説明を求め、審議をいたしました。 

 委員から、この監査結果が出たことに伴い、執行部として今後どのような対応をなされるのかとの質疑が

あり、執行部から、東粟倉工房株式会社及び株式会社雲海の監査結果及び百条の決議を指針として今後対応

を考えていきたいとの答弁がありました。また、委員から、今後は議会に対しきちっとした説明や資料提供

をするようにとの意見がありました。 

 討論、採決においては、委員から、雲海の問題、東粟倉工房の問題があり、予算は認めてきたが、決算を

認めるわけにはいかない、また提案理由の説明が不備であったこと、また百条、監査報告により、情報が違

ってきている、またこういう問題がなければ、百条、監査委員報告もないわけで、不正は不正とし、行政は

継続性があり、議会にもくさびを打たれたことになるなどの反対討論がありました。また、委員から、議会

での決算審査は、財政指数について予算が執行されているか、妥当性を審議するものである、また一般会計

予算のうち、今回問題となっている雲海、東粟倉工房について監査結果を受けて今後対応するとのことか

ら、決算認定とは切り離して検討してもらえると思う、また今後この問題について議会としても研究し、よ

りよい方向に進めていく必要があると思うなどの賛成討論がありました。 
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 採決の結果、認定第１号「平成25年度美作市一般会計決算の認定について」は、賛成多数により認定され

ました。 

 以上で決算特別委員会委員長報告といたします。御審議のほどよろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 続きまして、議案等につきましては、10日に各常任委員会に付託となっております。 

 各常任委員長から審査結果の報告を求めることにいたします。 

 まず、総務委員長の報告を求めます。 

 総務委員長。 

９番（尾髙 誉久君）〔登壇〕 

 改めまして、皆さんおはようございます。 

 それでは、平成26年12月定例会美作市議会総務委員会の委員長報告をいたします。 

 去る12月12日午前10時より、美作市役所４階議員控室におきまして、委員全員出席のもと、執行部から安

部副市長、横山副市長、福原政策審議監、担当部長以下関係職員が出席し、総務委員会に付託されました議

案第97号「美作市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について」、議案第98号

「美作市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について」、議案第99号「美作市の議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例等の一部を改正する条例について」、議案第100号「資金

の積立てに関する基金条例の一部を改正する条例について」、議案第101号「美作市土地開発基金条例及び

美作市特別会計条例の一部を改正する条例について」、議案第105号「平成26年度美作市一般会計補正予算

（第５号）」総務委員会所管分について、議案第106号「平成26年度美作市国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）」について、議案第112号「平成26年度美作市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」の

８議案について、討論はなく、委員全員の賛成により可決されました。 

 その主な審議内容について報告いたします。 

 まず、議案第97号について、12月期末手当は今議会議決後に12月１日に遡及適用するとの回答でした。 

 議案第98号、議案第99号について、質疑はありませんでした。 

 議案第100号について、委員より、大芦高原の基金残高はどのように推移しているのかとの質問があり、

執行部より、合併当初時約２億7,200万円ありましたが、その後、毎年度の運営費の赤字部分を補填する形

で支出しており、平成23年度末で約１億2,800万円、平成24年度末で約9,600万円となり、平成25年度末には

約3,800万円残っているといった状況ですとの回答がありました。 

 次に、議案第101号について、委員より、土地開発公社で土地の先行取得を行う場合、議会の議決等のか

かわりを条文に入れるべきではないのかとの質問があり、執行部より、その件につきましては、その都度予

算で債務負担行為の議決をいただくものと考えますとの答弁がありました。 

 次に、議案第105号について、債務負担行為補正の美作市営バス運行業務委託料について、委員より、事

故が起きたときの対応はできているのかとの質問があり、執行部より、仕様書の中で対人無制限に加入する

よう明記し、全責任をとっていただきますとの回答がありました。別の委員より、美作市情報化管理支援業

務委託料とともに、受託する側からすると単年の契約ではなく、雇用の観点からある程度長期の契約の必要

があると思うがとの質問があり、執行部より、その方向で検討したいとの回答がありました。次に、マイナ

ンバー制度については導入準備中との説明がありました。そのほか、６月定例会で説明のあった軽自動車税

が来年４月から大幅に上がることについて、周知啓発に努めていきますとの報告がありました。また、９月

総務委員会でのインターネット料金の割引については、今月12月５日にＮＴＴ西日本に対し、県北５市町村
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の連名で要望書を提出し、交渉を継続している旨の報告がありました。 

 次に、議案第106号について、委員より、国保で統合して運営していくという話はどうなっているかとの

質問があり、執行部より、今のところ平成29年度を目途に県単位で広域化するというような予定にはなって

おりますが、内容的には明確に示されておりません。今のところ、担当者レベルで検討をしているとの回答

がありました。また、委員から、県単位であった場合に、今よりきつくなるのではないかとの質問があり、

執行部より、情勢を見ながら担当者会議に参加する者には、我が町に不利にならないような主張をするよう

指示いたしますとの回答がありました。 

 また、議案第112号については、質疑はなく、全ての議案質疑を終了いたしました。 

 次に、本会議において付託されました請願第８号「集団的自衛権行使容認の閣議決定を撤回し、関連法案

作成作業を中止するよう求める請願書」について、委員から、閣議決定された新３要件に触れられ、①我が

国に対する武力攻撃が発生したこと、また我が国と密接な関係にある他国に対する武力攻撃が発生し、これ

により我が国の存立が脅かされ、国民の生命、自由及び幸福追求の権利が根底から覆される明白な危険があ

ること、②これを排除し、我が国の存立を全うし、国民を守るために他に適当な手段がないこと、③必要最

小限の実力行使にとどまるべきことであり、閣議決定を撤回する必要はないとの意見があり、採決の結果、

賛成少数で不採択となりました。 

 次に、請願第９号「年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現を求める請願」について、委員から、

マクロ経済スライドを廃止することは調整ができなくなることもあり、現実的ではないとの意見があり、採

決の結果、不採択となりました。 

 以上、総務委員会委員長報告とさせていただきます。御審議のほうよろしくお願いいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 次に、文教厚生委員長の報告を求めます。 

 文教厚生委員長。 

７番（萬代 師一君）〔登壇〕 

 改めましておはようございます。 

 12月定例議会で文教厚生委員会の委員長報告をさせていただきます。 

 去る12月15日午前10時から、美作市役所４階議員控室におきまして文教厚生委員会を開催をいたしまし

た。委員全員、議長出席のもと、執行部より安部副市長、横山副市長、大川教育長、福原政策審議監のほ

か、担当部長以下関係職員が出席し、当委員会に付託されました議案第105号、議案第106号、議案第

107号、議案第110号、議案第113号の５議案と請願第７号１件について慎重に審査を行いました。その主な

内容について報告をいたします。 

 まず、保健福祉部所管分より審査に入り、議案第105号「平成26年度美作市一般会計補正予算（第５

号）」について、委員より、障害者福祉費の扶助費増額の内容についての質疑があり、執行部より、障がい

児施設措置費の内訳として、巨勢地内に本年６月１日にめばえの開所に伴い放課後等デイサービスの利用日

数の増により240万円、児童発達支援は利用者の１名増により93万6,000円、このサービス利用計画策定費用

273万6,000円の合計607万2,000円を増額しているとの説明がありました。委員より、市内に障がい児施設め

ばえがある、この周知が十分できているのかとの質疑があり、執行部より、利用の啓発は事業者が学校や保

育園等を訪問してＰＲしている、市としても今後啓発に協力するとの説明がありました。 

 議案第113号「平成26年度美作市病院事業会計補正予算（第２号）」について、委員より、医業外収益の

不採算地区病院運営費等補助金48万円減額の内容についての質疑があり、執行部より、平成25年度の不採算
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地区病院関係交付税の単価は１床当たり71万3,000円であるが、26年度は6,000円の減額となった。大原病院

は80床あり、総額48万円の減額となったとの説明がありました。委員より、特別損失の不納欠損の内容につ

いての質疑があり、執行部より、不納欠損処分は４名分を本人死亡により行った。内容は、１名が外来患者

で、残り３名は入院患者で、それぞれ保証人をとっていたが、１人は破産宣告をされ、あとの２名は居所不

明であり、回収が見込めないために不納欠損するとの説明がありました。 

 以上で保健福祉部の審査を終了し、引き続き教育委員会所管分の審査に入り、議案第105号「平成26年度

美作市一般会計補正予算（第５号）」について、委員より、保健体育総務費の備品購入費は岡山湯郷Ｂｅｌ

ｌｅが使用する車両購入費との説明であったが、バスの購入かとの質疑があり、執行部より、試合に参加す

る場合の選手輸送は民間業者のバスを借り上げて対応している。今回の購入車両は10人乗りのワゴン車を予

定している。Ｂｅｌｌｅの選手も運転できるもので、市内の幼稚園、保育園、小学校などでサッカー教室を

年間36回程度開催しており、また各種イベントへの参加、そして夢先生の授業やＢｅｌｌｅの下部組織の大

会遠征などの際に必要な用具や準備物などの運送等、有効に活用できるものと考えている。また、車両のボ

ディーには岡山湯郷Ｂｅｌｌｅと美作市をＰＲする広告、ロゴも入れる予定としているとの説明がありまし

た。委員より、選手も運転するとのことであるが、選手に負担をかけないよう、事故でもあったら困ること

になる、今までどおり職員が運転する方向で検討してほしいとの要望がありました。 

 以上で教育委員会所管分についての審査を終了し、続いて全議案の討論、採決に入りました。 

 議案第105号「平成26年度美作市一般会計補正予算（第５号）」、議案第106号「平成26年度美作市国民健

康保険特別会計補正予算（第２号）」、議案第107号「平成26年度美作市介護保険特別会計補正予算（第１

号）」、議案第110号「平成26年度美作市老人保健施設事業特別会計補正予算（第２号）」、議案第113号

「平成26年度美作市病院事業会計補正予算（第２号）」の５議案について、討論はなく、委員全員の賛成に

より可決をされました。 

 次に、請願第７号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する請願書」について、質疑はな

く、採決の結果、委員全員の賛成により採択となりました。 

 以上、文教厚生委員会委員長報告といたします。御審議のほどよろしくお願いします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 次に、産業建設委員長の報告を求めます。 

 産業建設委員長。 

５番（谷本 有造君）〔登壇〕 

 皆さんおはようございます。 

 それでは、産業建設常任委員会における審査の経過並びに結果について御報告申し上げます。 

 本委員会に付託されました案件は、議案第105号「平成26年度美作市一般会計補正予算（第５号）」外７

件の議案であります。これらの審査に当たりましては、執行部に説明を求め、慎重に審査をいたしました結

果、議案第105号「平成26年度美作市一般会計補正予算（第５号）」については、一部委員から、納得ので

きる説明資料が提出されていない等の反対討論がありましたが、採決の結果、賛成多数で、その他の議案に

ついてはいずれも全会一致で原案のとおり可決いたしました。 

 それでは、審査の過程において特に議論となった点について、順次御報告申し上げます。 

 議案第105号「平成26年度美作市一般会計補正予算（第５号）」ですが、経済部所管予算では、農業振興

費の農作物栄養分分析委託料が議論となりました。執行部から、当初は交付金での補助もあり、購入のほう

が経済的と考えていた。販売促進への効果を期待していたが、不確定な要素があり、今回は試行として委託
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に変更した。この結果を踏まえて来年度以降の実施を検討したいとの答弁があり、委員から、安易な予算計

上には問題があるが、今後は投資効果も十分に検討して対処するようにとの意見がありました。 

 次に、委員から、有害鳥獣捕獲奨励金の増額及び獣肉処理センターの状況について質問があり、執行部か

ら、鹿の捕獲頭数が当初見込みから約30％増となっている。また、イノシシも増加が想定され、奨励金

2,530万円を増額補正した。獣肉販売収入も販路開拓によって約300万円の増収を見込んでいるとの答弁でし

た。委員から、鳥獣被害に対する防護柵等の効果的な設置の指導を十分に行うこと、また獣肉処理センター

の安定経営を図る旨の要望がありました。 

 次に、商工業振興費の美作市外国人技能実習生受け入れ事業補助金についてが議論となりました。委員か

ら、事業の実施団体、今後のスケジュール等に関しての質問があり、執行部から、実施団体は商工会を予定

をしている。今年度において受け入れ態勢を構築し、実質的には来年度から本格的な実施を予定している。

初めての試みであり、慎重かつ慎重に関係団体等と十分に連携をとりながら取り組みたいとの答弁でした。 

 次に、武蔵の里観光施設管理費の繰出金についてが議論となり、議案第111号「平成26年度美作市武蔵の

里特別会計補正予算（第１号）」との関連性があり、同時に議題としました。委員から、武蔵の里特別会計

への繰出金の増額補正が必要となった要因についての質問があり、執行部から、営業面の強化のため、副支

配人を２人体制に、賃金体系についても改善を行ったことなどによって、人件費の増額が必要となった。勤

務ローテーションや職員配置の見直し、諸経費の抑制により赤字削減に努めているが、十分な状況には至っ

てないとの答弁でした。委員から、努力は認めるが、改善策は多々あると思う、一層の研究、努力をするよ

うにとの意見がありました。 

 以上、本委員会における審査の経過及び結果を御報告いたしましたが、このほかにも審査の過程でさまざ

まな意見が出されました。執行部におかれましては、こうした意見や要望を真摯に受けとめ、十分に考慮さ

れ、事務事業の執行に当たられますようお願いを申し上げまして、産業建設常任委員会の報告を終わらせて

いただきます。御審議のほどどうぞよろしくお願い申し上げます。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 決算特別委員長及び各常任委員長からの審査結果の報告はただいまお聞きのとおりであります。 

 これより決算特別委員長及び各常任委員長の審査結果への質疑を行います。 

 なお、決算特別委員会は、議員全員で構成され、審査を行っておりますので、質疑はないものと思いま

す。よって、決算特別委員長報告に対する質疑を終了いたします。 

 次に、総務委員長報告に対する質疑はございませんか。 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 請願の集団的自衛権に関連しての請願なんですが、これにつきまして世論の動向というようなことについ

て議論はあったのでしょうか、なかったのでしょうか。 

議長（山本 雅彦君） 

 総務委員長。 

９番（尾髙 誉久君） 

 総務委員会の各議員からそれぞれの意見は出ましたが、世論の動向云々ということではなく、委員の考え

方がそれぞれ反映したものと思っております。 

〔10番岡﨑正裕君「よろしい」と呼ぶ〕 

議長（山本 雅彦君） 
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 他にございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、総務委員長報告に対する質疑を終了いたします。 

 次に、文教厚生委員長報告に対する質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで文教厚生委員長報告に対する質疑を終了いたします。 

 次に、産業建設委員長報告に対する質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、これで産業建設委員長報告に対する質疑を終了いたします。 

 続きまして、討論、採決に移ります。 

 討論、採決は１議案ごとに行います。 

 それでは、認定第１号「平成25年度美作市一般会計決算の認定について」、討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君） 

 一般会計の認定第１号ですな。 

議長（山本 雅彦君） 

 そうです。 

１２番（本城 宏道君） 

 決算特別委員会でも申し上げましたが、監査委員さんそれから百条委員会、これらから提出されました東

粟倉工房と雲海の関連について、それぞれ予算の執行において好ましくない出資だということで、百条委員

会もあるいは監査委員さんからも意見が出ておるわけです。へえで、決算特別委員会で賛成されたのは、予

算とそれから先ほどの委員長報告にありましたように、それらのことについて執行部のほうで対応するとい

うことなので、決算認定そのものについては賛成だというような意見だったように思っております。 

 私は、先ほど言いましたように、それらの関連があって、少なくともこの25年度の決算についてはぐあい

が悪いという意見を出しておるわけですから、決算特別委員会でも申し上げましたが、議会の本来の役割と

いうのは監視をするという役割があるわけです。したがって、今回のこの件については、認定をしてしまい

ますと、執行部のほうも25年度の決算そのものが認定されたので間違いがないという、こういうことになる

わけです。したがって、執行部のほうもこの特別委員会やあるいは監査委員会から出された意見に対しても

仕事がしにくいといいますか、取り扱いがしにくくなるんではないかと、このように思うわけです。 

 したがいまして、私はこの認定については本会議においても賛成するわけにはいかないということでござ

います。 

議長（山本 雅彦君） 

 反対討論ですね。 

 賛成討論ございませんか。 

 山本議員。 
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８番（山本 重行君） 

 先ほど東粟倉工房株式会社の問題であったり、あるいは株式会社雲海の問題が出ているのでというような

意見がございましたけれども、議会での決算の審査は、この間もこれも特別委員会のほうで言いましたけれ

ども、財政の支出が予算に適合しているかどうか、財政収支の適合性であったり、妥当性を審査するもので

あります。 

 決算の認定の、先ほどこれも言われたんですが、認定してしまったらというような話がありましたが、決

算の認定の確定の効果は法的には執行期間の責任を解除するほど強いものではございません。また、違法な

支出が不法な行為になった場合には、時の市長であったり、関係職員に対して賠償責任を問うことができま

す。もし決算認定後であっても、不当な支出が発見された場合には、地方自治法の242条に第２項の期間内

であれば、関係人に対して賠償責任を請求はできます。また、認定の有無によって法的な効力が遡及して否

認されるものではございません。市として当時の市長の政治的責任を問うものでございます。これは25年度

の決算の認定でございます。時の市長はもう亡くなられとるというふうなことでございます。 

 以上の理由で、私は認定を可とすべきだというふうに考えます。 

 以上、賛成の討論とします。 

議長（山本 雅彦君） 

 反対討論はございますか。 

 万殿議員。 

１５番（万殿 紘行君） 

 私も先ほど本城議員と同様、百条委員会でもよう精査してみた。そしたら、次々もう納得のいかん書類が

出てくると、こういうような状況で、これイエスというわけにいかん。でありますから、私は認定するとい

うことにはなりません。 

議長（山本 雅彦君） 

 賛成討論はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 反対討論ございますか。 

 安本議員。 

４番（安本 博則君） 

 私もこの監査報告、それと百条の特別調査委員会の件がありますので一応反対としますが、内容として

は、去年の８月の臨時議会で東粟倉工房の4,500万円については説明不足、特に執行部のほうの隠し事、そ

れからうその答弁等々がありました。これは先ほど皆さんが言われましたように、決算特別委員会のときに

も言いましたけど、そういう説明不足、隠し事等があり、私はその次もまだ時期尚早じゃないかというよう

な意見等があり、反対をしました。 

 そういうこともあり、また百条委員会のメンバーとしても、今万殿議員が言われましたように、いろいろ

調べていくうちにいろんな問題が出てきました。当初は、12月でしたか、補正のときにも言いましたけど、

このことについては賛成できないと。だけど、他の補正の関係もありますので、賛成はしましたけど、条件

つきの賛成というのは本来反対でもないんですけど、そういうことで12月のときには賛成はしました。で

も、先ほども言いましたように、たくさん調べていくうちにいろいろ執行部の説明不足、特に、それから隠

し事等々があり、私はこの件に関しては反対とさせてもらいます。 
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議長（山本 雅彦君） 

 賛成討論はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 反対討論はございますか。 

 金谷議員。 

１番（金谷 典子君） 

 私も決算の認定には反対いたします。確かに認定すべき決算もたくさんあります。しかし、美作市は日本

でもまれなる２つの第三セクターを破綻させ、その結果、適切な説明もなく、不適正な決算を行いました。

その全ての原因は今までの市の体質にも関係してくるものではないかと考えます。その体質の中で行われた

決算の認定というもの全てに対して何か疑問を抱くこともございます。認定すれば、反省もなく体質改善も

なく、陳謝もなく進んでいくのではありませんか。私は議員になって日が浅く、生意気を言っていると思わ

れがちですが、市民目線に一番近いと考えて勇気を持って反対させていただきます。私は反対させていただ

きます。 

議長（山本 雅彦君） 

 賛成討論はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 反対討論はございますか。 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君） 

 私も反対の立場から討論させていただきます。 

 きのう、一日かかって代表監査委員から２時間にわたって、雲海の市長就任してから、雲海じゃなしに東

粟倉工房のほう、監査請求された、その結果、それから百条委員会の結果の報告をされました。そういう中

で、やっぱし皆さんどう思われるかは知らんけども、この結果を重く受けとめてこれを審議しなかったら、

これから、先ほど産建の委員長が、ちょっと横道それますけど、産建の委員長が少数意見で反対があったと

言われましたけども、これわしが反対したんですが、資料が十分な資料が出てないものをええころの審議の

中で時間を十分かけずに採決されるということについては、これは議会の責任において、これ住民をばかに

したことじゃねんか思うんです。やっぱし議会というのは議論の府ですから、やっぱしここで十分審議する

ということが大事じゃし、それからきのう、この結果を重く受けとめて、市長の今言ようる見解も聞きたか

ったんですよ。市長は全然席にはつかれてねえ、市長が不在のままで、副市長はええころな形の中で、何を

言ようるやらようわからん。そういうな中で特別委員長が採決してしもうた。このことについても、これが

大きなわしは議会民主主義をばかにしたようなやり方じゃねんか思うんです。このことについて私は納得が

できませんので、反対させていただきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 賛成討論はございませんか。 

 尾髙議員。 

９番（尾髙 誉久君） 

 今、岩江議員が決算会場のことを言われたんですが、私はそこは言うべきじゃないと思っとったんですけ
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ど、そういう状態もありましたが、隣におります百条の委員長が監査委員さんに報告に対して質疑を求める

と、もうあのときに私がっくりきたんです。我々議会の代表で構成した特別委員長が質問するようになって

ないんですよ。ということは、全然調べてなかったことを露呈したにすぎないじゃないですか。もう本当に

私は情けなく思いました。これみまちゃんを見ている人の前だから言うんですよ。もっともっと議員は自分

を磨いて切磋琢磨しながら、それこそ議員としての資質を高めていかなきゃあいけないと思っております。 

 また、そのとき申しましたように、約240億円近い予算、一般会計予算占めております。決して２点のこ

とを、東粟倉工房また雲海の問題を軽んじてはいない、しかしながら山本議員が言われましたように決算は

決算であって、収支の数字がきちっとなされているということ、また百条委員会のほうから決議書は提出さ

れとるわけですから、粛々と前に進めていくように議会も認識しているものと思って私は賛成でございま

す。 

 以上です。 

議長（山本 雅彦君） 

 反対討論ございますか。 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 いろいろと議論をされとるわけなんですけれども、この前の特別委員会の席上でも申し上げました。普通

の議案というのは、修正がきいていろんなことが議員の中でも裁量権がいろいろとございます。しかしなが

ら、決算の認定というのは、これは修正はききません。イエスかノーかを決めなければいけないというわけ

なんですが、この東粟倉工房と雲海の件に関しましては、先ほど尾髙議員のほうから二百数十億円の中のわ

ずかなことではないかと言われておりますけれども、わずかです、それは足しても6,700万円ですか、そう

いう数字にはなるんですが、先ほど金谷議員のほうから出ましたけれども、これをこの２つを我々がいろん

なことの中で調べていったり、情報を収集した中で、この２つのことは今までの市政のある意味での欠陥と

いうのを象徴しておるんではないかなと思います。ほかにもあるんじゃないかなと、これは言い過ぎかもわ

かりません。ただそういった中で、この２つの事案が今までの市政のやり方のまずい面を象徴しておるとい

うふうに私は考えます。よって、これは委員会では賛成多数ということになったんですが、委員会も尊重し

なければなりませんが、私はあえてこの認定には反対をいたします。 

〔９番尾髙誉久君「委員長、私わずかなことじゃ言うてないよ。軽んじてはい

けないというても、わずかじゃというて」と呼ぶ〕 

〔「後から言うな、後から」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 尾髙議員。 

９番（尾髙 誉久君） 

 後から言うんじゃないんです。大事なところですから。 

 少額でありとも、これを重大に受けとめているという意味で、わずかなことだという発言はしておりませ

んから。修正してください。必要なら削除してください、その部分は。 

〔「反対討論の中で２回はできんのじゃけえ、１回しか」と呼ぶ者あり〕 

  いや、だから正確にやってもらいたい。 

議長（山本 雅彦君） 

 岡﨑議員の発言についてでありますけども、この件について岡﨑議員。 
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１０番（岡﨑 正裕君） 

 私は額のことを言ったわけで、額のことで。わずかであるとかというような意味合いではございません。

二百数十億円の中で5,700万円はわずかな額ではございますがという…… 

〔９番尾髙誉久君「わずかじゃ言われましたが言うた、見てみりゃあええが」

と呼ぶ〕 

 そういう意味合いでございますので。 

議長（山本 雅彦君） 

 わかりました。 

〔10番岡﨑正裕君「額だけの問題です」と呼ぶ〕 

 尾髙議員、御理解ください。 

 賛成討論はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 反対討論はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定であります。 

 認定第１号「平成25年度美作市一般会計決算の認定について」、委員長の報告どおり決定することに賛成

の方の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

議長（山本 雅彦君） 

 賛成多数。よって、認定第１号は委員長の報告どおり認定されました。 

 続きまして、議案第97号「美作市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例につい

て」、討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第97号「美作市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について」、委員長

の報告どおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

議長（山本 雅彦君） 

 賛成多数。よって、議案第97号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第98号「美作市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について」、討論に入り

ます。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第98号「美作市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について」、委員長の報告どおり決定

することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第98号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第99号「美作市の議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例等の

一部を改正する条例について」、討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第99号「美作市の議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例等の一部を改正す

る条例について」、委員長の報告どおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第99号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第100号「資金の積立てに関する基金条例の一部を改正する条例について」、討論に入

ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第100号「資金の積立てに関する基金条例の一部を改正する条例について」、委員長の報告どおり決

定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第100号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第101号「美作市土地開発基金条例及び美作市特別会計条例の一部を改正する条例につ

いて」、討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 
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 議案第101号「美作市土地開発基金条例及び美作市特別会計条例の一部を改正する条例について」、委員

長の報告どおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第101号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第102号「美作市営住宅管理条例の一部を改正する条例について」、討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第102号「美作市営住宅管理条例の一部を改正する条例について」、委員長の報告どおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第102号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第103号「美作市公共下水道事業受益者負担に関する条例等の一部を改正する条例につ

いて」、討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第103号「美作市公共下水道事業受益者負担に関する条例等の一部を改正する条例について」、委員

長の報告どおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第103号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第104号「市道路線の認定について」、討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第104号「市道路線の認定について」、委員長の報告どおり決定することに賛成の方の起立を求めま

す。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第104号は委員長の報告どおり可決されました。 
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 続きまして、議案第105号「平成26年度美作市一般会計補正予算（第５号）」について、討論に入りま

す。 

 討論はございませんか。 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君） 

 先ほどもちょっと言うたんですが、今回の百条の問題、雲海の百条の事件、それから東粟倉工房のこの市

長がされた監査請求の結果、そういうなもんは全部これ経済部の関係なんです。そこの中でこの前審議しま

したが、十分な資料もまだ出てない。こんだけの事件を起こしておきながら、十分な審議する資料が出ない

ような状況の中で承認するということはなりませんので、私は今回のこの案件については反対をさせていた

だきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 反対討論がございました。 

 賛成討論はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 反対討論はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第105号「平成26年度美作市一般会計補正予算（第５号）」は、委員長の報告どおり決定することに

賛成の方の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

議長（山本 雅彦君） 

 賛成多数。よって、議案第105号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第106号「平成26年度美作市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」について、討

論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第106号「平成26年度美作市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」について、委員長の報告ど

おり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第106号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第107号「平成26年度美作市介護保険特別会計補正予算（第１号）」について、討論に

入ります。 



－249－ 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第107号「平成26年度美作市介護保険特別会計補正予算（第１号）」について、委員長の報告どおり

決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第107号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第108号「平成26年度美作市簡易水道特別会計補正予算（第２号）」について、討論に

入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 議案第108号「平成26年度美作市簡易水道特別会計補正予算（第２号）」について、委員長の報告どおり

決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第108号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第109号「平成26年度美作市公園墓地事業特別会計補正予算（第１号）」について、討

論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 議案第109号「平成26年度美作市公園墓地事業特別会計補正予算（第１号）」について、委員長の報告ど

おり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第109号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第110号「平成26年度美作市老人保健施設事業特別会計補正予算（第２号）」につい

て、討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 
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 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 議案第110号「平成26年度美作市老人保健施設事業特別会計補正予算（第２号）」について、委員長の報

告どおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第110号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第111号「平成26年度美作市武蔵の里特別会計補正予算（第１号）」について、討論に

入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第111号「平成26年度美作市武蔵の里特別会計補正予算（第１号）」について、委員長の報告どおり

決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

議長（山本 雅彦君） 

 賛成多数。よって、議案第111号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第112号「平成26年度美作市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」について、

討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 議案第112号「平成26年度美作市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」について、委員長の報告

どおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第112号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第113号「平成26年度美作市病院事業会計補正予算（第２号）」について、討論に入り

ます。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第113号「平成26年度美作市病院事業会計補正予算（第２号）」について、委員長の報告どおり決定
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することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、議案第113号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、議案第114号「平成26年度美作市下水道事業会計補正予算（第２号）」について、討論に入

ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 議案第114号「平成26年度美作市下水道事業会計補正予算（第２号）」について、委員長の報告どおり決

定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

議長（山本 雅彦君） 

 賛成多数。よって、議案第114号は委員長の報告どおり可決されました。 

 続きまして、請願第７号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する請願書」について、討

論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は採択であります。 

 請願第７号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する請願書」について、委員長の報告ど

おり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、請願第７号は委員長の報告どおり採択されました。 

 ただいまより10分間休憩いたします。 

                                       午前10時58分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                       午前11時15分 再開 

議長（山本 雅彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 続きまして、請願第８号「集団的自衛権行使容認の閣議決定を撤回し、関連法案作成作業を中止するよう

求める請願書」について、討論に入ります。 

 なお、討論は原案に対してとなりますので、原案に対する賛否の討論をお願いいたします。 

 討論はございませんか。 

 本城議員。 
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１２番（本城 宏道君） 

 原案賛成のほうの討論になると思うんですが、委員長報告では不採択になっております。この集団的自衛

権容認のこの閣議決定についての請願ですが、紹介議員の一人としてぜひこの不採択ということについては

異議があるということなんです。 

 集団的自衛権というのは、３つの要件を委員長報告の中で言われましたが、いずれにせよ、憲法９条の趣

旨からいって、この集団的自衛権を閣議決定をして、そして今度は新しい来年の１月から始まる通常国会で

それに見合う法案の整備をするということになっておりますが、いずれにしましても、この日本国憲法の９

条からいいますと、今までこの９条があったために日本の自衛隊を含めて一人も世界中の人を殺すこともな

く、あるいはまた日本の国民を殺すこともなく、この平和が保ててきたわけでございます。 

 私は日本共産党の一員として、この世界の平和というものを希求し続けて、結党以来92年になるわけです

が、命がけでこの平和というものを守ってきました。この平和を愛する市民団体から出されたことについ

て、紹介議員としてこの請願は当然採択されるべきだというように思っておるところでございます。ぜひ採

決していただきますようにお願いをいたしまして、討論といたします。 

議長（山本 雅彦君） 

 他に討論はございますか。 

 岩江議員。 

１３番（岩江 正行君） 

 私も賛成の立場から討論をさせていただきます。 

 ちょうど戦争が終わってから70年、この憲法第９条は今の日本のずっと安定した平和を維持してきている

わけでございますけれども、日本国憲法は、「正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発

動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄す

る。」ということになっております。この集団的自衛権というものはやっぱし民主主義、平和主義の根幹を

揺るがすもんじゃと、このように認識しておりますので、今回のこの案件については私は賛成をさせていた

だきます。 

議長（山本 雅彦君） 

 反対の討論はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 他に討論はございますか。 

 岡﨑議員。 

１０番（岡﨑 正裕君） 

 賛成します。 

 先ほど２人の方から中身についていろいろと言われましたけれども、私は世論のことについて少し申し上

げたいと思います。 

 先ほどの委員長報告の中では、そういう議論はなかったというふうな報告があったわけなんですが、この

請願が出た時点で、多くの国民がこれには反対というような世論調査の結果が出とるということでございま

す。 

 それから先ほど、先般総選挙がありまして、そこの中でこれは火曜日の新聞だったと思うんですけれど

も、安倍首相がこのことについては集団的自衛権については私は信任されたというふうに考えておるという
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ことがございました。それも一つの考えであろうかと思いますが、その次の日の新聞なんですけれども、こ

この中に安保政策についてどう思うか、これは完全にこれをリンクさせております、集団的自衛権と。そこ

の中で、指示しないというのは55.1％、それから指示するというのが33.6％です。これは共同通信社の、こ

れは衆院選を受けた後に電話の世論調査でございます。そういうわけで、中身について深く私は述べません

が、国民はまだまだこのことについては十分理解をしていないと、集団的自衛権については。ということ

で、私はこれは採択をしたほうがいいのではないかなと思っております。 

議長（山本 雅彦君） 

 他に討論はございますか。 

 則本議員。 

６番（則本 陽介君） 

 この閣議決定につきましては、今までこの閣議決定が出されるまでは、グレーゾーンも含めて不明確だっ

た部分につきましても、この閣議決定によってより専守防衛に徹していく、憲法９条を根本にした専守防衛

に徹することに、より明確にされたものと私は認識しておりますので、賛成討論とします。 

 間違えました、反対討論とします。 

議長（山本 雅彦君） 

 他に討論はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は不採択でありますので、原案についての採決となります。 

 再度申し上げます。 

 本案は原案についての採決となります。 

 それでは、請願第８号「集団的自衛権行使容認の閣議決定を撤回し、関連法案作成作業を中止するよう求

める請願書」について、原案のとおり採択することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立少数〕 

議長（山本 雅彦君） 

 賛成少数。よって、請願第８号は不採択となりました。 

 続きまして、請願第９号「年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現を求める請願」について、討論

に入ります。 

 なお、討論は原案に対してとなりますので、原案に対する賛否の討論をお願いをいたします。 

 討論はございませんか。 

 本城議員。 

１２番（本城 宏道君） 

 この年金問題についても、現実の問題として年金が下がり続けてきよるわけです。反対に物価が上がって

非常に生活がしにくいというような実態があるわけです。そして、このマクロ経済スライドというのは、３

年間の統計の中で出てくるわけですけれども、この仕組みというのはだんだんこの年金が減らされていくと

いう、そういう仕組みになるものでございますし、そしてまた無年金者というのも現実におられるわけで、

そういう人が生活保護を受けなければならないというような、そういう状態に置かれておるわけです。した

がって、この年金の問題についても最低保障年金制度をつくったり、あるいはまたこれらのこのスライド制
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について廃止をするということは、非常に現実の福祉の面から見て当然必要ではないかというように思うわ

けです。 

 ぜひ、この委員長報告では不採択になっておりますが、採択をしていただきますように紹介議員の一人と

してお願いを申し上げます。 

議長（山本 雅彦君） 

 他に討論はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 本案に対する委員長の報告は不採択でありますので、原案についての採決となります。 

 再度申し上げます。 

 本案は原案についての採決となります。 

 それでは、請願第９号「年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現を求める請願」について、原案の

とおり採択することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立少数〕 

議長（山本 雅彦君） 

 賛成少数。よって、請願第９号は不採択となりました。 

 続きまして、先ほど休憩中に議会運営委員会を開催しておりますので、議会運営委員長の報告をお願いを

いたします。 

 議会運営委員長。 

１４番（小渕 繁之君）〔登壇〕 

 ただいまから議会運営委員会の委員長報告を行います。 

 先ほど議員控室において、議長、委員出席のもと、議会運営委員会を開催いたしました。新たな追加議案

１件について審議いたしましたので、その結果を報告いたします。 

 今定例会で文教厚生委員会に付託になっておりました請願第７号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助

成の拡充に関する請願書」が採択となり、議員から議案を提出したい旨の申し出があり、協議いたしまし

た。議員からの議案は、発議１件であります。発議第10号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充

を求める意見書の提出について」は、文教厚生委員長外５名で発議をいたします。 

 発議第10号を追加日程第１とし、即決案件として議案上程の後、質疑、討論、採決といたします。 

 以上で議会運営委員会の委員長報告といたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ただいま議会運営委員長の報告がありましたように、発議第10号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助

成の拡充を求める意見書の提出について」を日程に追加し、追加日程第１として議題といたしたいと思いま

す。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって、発議第10号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見

書の提出について」を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定をいたしました。 

 これより議案を配付いたしますので、しばらくお待ちください。 
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〔議案書配付〕 

 配付漏れはございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

    追加日程第１  発議第１０号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成

の拡充を求める意見書の提出について」 

 

議長（山本 雅彦君） 

 それでは、追加日程第１、発議第10号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書

（案）の提出について」を議題とし、提案者の説明を求めます。 

 文教厚生委員長。 

７番（萬代 師一君）〔登壇〕 

 ただいま追加日程といたしまして上程されました意見書案につきまして説明をいたします。 

 発議第10号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書（案）の提出について」。 

〔以下朗読〕 

 意見書案につきましてはお手元のほうに配付しておりますので、お目通しをよろしくお願いをいたしま

す。 

 なお、提出先につきましては、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣でございます。御

審議のほどよろしくお願いをいたします。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 提案説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようですので、質疑を終了いたします。 

 本件は、美作市議会申し合わせ事項及び会議規則第37条第３項の規定に基づき、委員会付託を省略し、直

ちに本会議において採決することにいたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。よって、発議第10号は委員会付託を省略し、直ちに本会議において採決することに

決定をいたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 ないようでございますので、討論を終結し、これより採決を行います。 

 追加日程第１、発議第10号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書の提出につい

て」、本案に賛成の方の起立を求めます。 
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〔起立全員〕 

議長（山本 雅彦君） 

 全員賛成。よって、発議第10号は原案のとおり可決されました。 

 以上で今議会の日程は全て終了をいたしました。 

 この際、萩原市長より御挨拶をいただきます。 

 市長。 

市長（萩原 誠司君）〔登壇〕 

 12月の市議会閉会に当たりましてお許しいただき、一言御挨拶を申し上げます。 

 12月４日の開会以来、本日に至るまで２週間強開催をされてまいりましたが、その間、議員の皆様方は慎

重かつ丁寧、そしてまた効率的な御審議をいただき、市民代表としての職責を十分に果たされたものと思っ

ておりまして、厚く御礼を申し上げます。ありがとうございました。 

 この際、会期中の動きにつきまして振り返らさせていただきますが、まずなでしこリーグのレギュラーシ

ーズンで優勝したＢｅｌｌｅでございますけれども、御案内のとおり11月30日に当市のラグビー・サッカー

場で始まりました国際女子サッカークラブ選手権大会につきましてはベスト４という結果でございました。

そしてまた、現在開催をされてございます皇后杯につきましては、12月13日の３回戦におきまして、くしく

もこのたび協定を結ぶことになった日体大の女子サッカー部とどういう縁か、対戦をいたしまして、福元ゴ

ールキーパーが若干けがというようなことで交代で苦戦をしたそうでございますけれども、何とか３対１で

逆転勝ちをし、面目保持をいたしておりますが、明後日のことになりますけれども、仙台で準々決勝が行わ

れるということであります。元旦に決勝が予定されておりますけれども、そこへ進出をしてほしいなと強く

期待しながら市民の方々、あるいは市外にいらっしゃるサポーターの方々、そして議会の方々ともどもぜひ

とも心から声援を送っていきたいと、よろしくお願いを申し上げます。 

 次に、行政報告の中でも若干触れましたけれども、モータースポーツに関する学び場の誘致の件でござい

ますけれども、先方との折衝、交渉が継続をしてございまして、確実に前進をしているということをこの場

で報告をさせていただき、地方創生のさまざまな施策やあるいは当市独自の施策とも絡む中で実現に向けて

一層精進をしていきたいと思っておりますので、御理解、御支援を賜りますようにお願いをいたします。 

 次に、今ちょっと触れましたが、地方創生の件でございますが、衆議院の解散総選挙ということがござい

ましたものですから、少しおくれてございましたが、ようやくまち・ひと・しごと創生総合戦略と、法律の

中では一番国のもと根本の戦略、方針でありますけども、これがだんだん明らかになってまいっておりま

す。地方に仕事が人を呼び、人が仕事を呼び込むと、こういう好循環を確立することで地方への新たな人の

流れを生み出すこと、そしてその好循環を支える町に活力を取り戻して、人々が安心して生活を営み、子ど

もを産み育てられる社会環境づくりを行うというのが急務だというのがうったてでございますけれども、地

方が成長すること、あるいは地方に人が住む、拡大するということが恐らくアベノミクスの第３の矢、つま

りいわゆる構造的な改革ということに当たるものと思います。東京圏だけが伸びることにはもうそろそろ限

界があるわけでございまして、私どもには伸びる余地がいっぱいある。あるいは縮むのをやめる余地もいっ

ぱいあるわけでありまして、これができることが日本経済、あるいは日本の活力全体にもプラスの効果を与

えるということで、このいわゆる地方創生がアベノミクスの第３の矢の大きな部分を占める、そう認識もで

きるような文面でございまして、中には学校教育機関の分散のことも触れられている、あるいは道路網等に

ついても触れられているということでございまして、我々が議会の皆様方と議論をしてまいりました育・

食・住に関する効果の高い施策等々がほぼその方向性として、この国の総合戦略と違背しないものであると



－257－ 

いうことが明らかになったものというふうに考えているところであります。 

 これにつきましては閣議決定後、私どもとして具体的な動きをとっていくわけでありますけれども、これ

と並行いたしまして、平成26年度の補正予算の編成が行われていること、これが新聞等でも報道されている

とおりでございますが、この中に、それが恐らく3.数兆円でございますが、その中に地方創生のための新た

な基礎自治体、つまり市町村への交付金の制度が設けられるという見込みになっておりまして、この交付金

は各地方のそれぞれの創生戦略というものの実現をする一つのステップ、第一弾というふうになるものと考

えておりまして、私ども当市としましても、先ほど申し上げた育・食・住と、その中での育・食関係の事業

について有効に活用できればということで具体的な対応をしていきたいというふうに考えております。 

 そこで、直ちに当市においても具体的な戦略の策定を開始をしたということでありますが、並行しまして

この25日には、兵庫県、鳥取県、岡山県の近隣、隣接をする関係自治体による３県境地域創生会議というも

のを開催をさせていただくことにしております。これにつきましては、議会議長を初めとする議員の方々の

先行する動き、これがあったことをこの場で思い起こしながら、美作市議会の先行的、先導的役割、高い知

見に心から敬意と感謝を表するわけであります。議会そして執行部ともども生活圏を同じくする近隣の自治

体の皆様と一緒になって地域創生に向けて具体的対応を考えていくいい機会としたいというふうに考えてお

ります。 

 また細かい、しかし重要な件でございますけども、美作北放課後児童クラブにつきまして、12月１日に新

たな園舎というか、保育舎というものが完成をし、17日に県の検査も完了して、昨日から利用が開始をされ

るということになったわけでありまして、私どもこれを一つの契機としながら、学童保育について充実を

し、そして当市の活力の維持、発展の源泉の一つとしていく考えであります。 

 随分寒くなり、師走に入っとるわけでありますけれども、先ほど申し上げた解散総選挙の影響もございま

して、来年度の予算編成、あるいは先ほど申し上げた補正予算の編成作業等が中央では継続をされておりま

す。その関係もございまして、私ども当局としましては、こういう国レベルの動きに取り残されないように

常に緊張感を持って対応する、あるいはこのところ気候の状況、北海道で真冬の高潮という、ちょっと余り

想像したくない災害が起こりましたけども、私どもとしても風雪被害ということにつきましては、これも十

分意を用いながら、この年末年始につきましても高い緊張感を持って臨んでまいりたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 寒さにつきましては、また次の寒波も来る話もありまして、これからが本番でございますけれども、市民

の皆様方並びに議員各位におかれましては、健康にくれぐれも御注意、御留意をいただきまして、輝かしい

新年をお迎えをいただきますように心からお願いを申し上げまして、平成26年度12月の美作市定例市議会閉

会の御挨拶にさせていただきます。皆さんありがとうございました。〔降壇〕 

議長（山本 雅彦君） 

 平成26年第６回12月美作市議会定例会の閉会に当たり、私からも一言御挨拶を申し上げます。 

 皆様には12月４日開会以来、本日までの16日間にわたり終始御熱心に審議を賜り、適切な決定により、こ

こに全議案を議了し、閉会する運びとなりました。市長を初め執行部各位におかれましては、今定例会にお

いて成立いたしました諸議案の執行に当たりまして、各委員長報告、今期中に発言されました各議員の意見

を十分に尊重していただき、市勢発展、向上のためにより一層の御尽力をいただきますようお願いを申し上

げまして御挨拶といたします。 

 お諮りをいたします。 

 今期定例会の会議に付された事件は全て終了いたしました。よって、会議規則第７条の規定により、本日
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をもって閉会したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（山本 雅彦君） 

 異議なしと認めます。 

 以上をもって平成26年第６回12月美作市議会定例会を閉会いたします。 

 大変御苦労さまでした。 

                                       午前11時43分 閉会 

 

   上記会議次第は事務局長の記載したものであるが、その内容が正確であることを証するためにここに署 

  名します。 

                                平成26年12月19日 

 

                            美作市議会議長  山 本 雅 彦 

 

                            会議録署名議員  山 本 重 行 

 

                            会議録署名議員  岡 﨑 正 裕 

 

                            会議録署名議員  西 元 進 一 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 資 料 
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一般質問【平成２６年第６回（１２月）美作市定例会】 

 
通告 

 

順番 

氏   名 項     目 質  問  の  要  旨 質問の相手

１ ６番 則本陽介 １.市民サービス向上と

マイナンバー制度に

ついて 

①今後の取組について 市  長 

担当部長 

２.梶並地域の活性化と

継続事業の推進につ

いて 

①公共交通と診療所について 

②やまゆり苑の多目的活用事業推進について 

市  長 

担当部長 

３.宮本武蔵施策の活用

と進捗状況について

 

①歴史的な位置づけ、観光面の活用推進と情報発

信、教育用副読本作成、熊本市との交流推進、

二天一流後継者等、市の対応について 

市  長 

担当部長 

４.消防行政について ①市民の安全・安心へ取組について 

②男女共同参画と女性職員の採用について 

市  長 

担当部長 

５.商工観光行政につい

て 

①誘致企業の現状と課題について 

②観光施策・商工会の協働について 

市  長 

担当部長 

６.教育行政について ①頑張る学校応援事業優良校受賞及び教育関係者

功労者表彰受賞と今後の教育取組について 

市  長 

教 育 長 

２ 16番 日笠一成 １.人口減少対策につい

て 

①少子化対策について 

②高齢化対策について 

市  長 

担当部長 

教 育 長 

３ 13番 岩江正行 １.下町自治区内におけ

る市民的権利剥奪事

件、人権行政の推進

について尋ねる 

①人権尊重の視点に立った行政、啓蒙、啓発人権

教育の在り方についての検証 

市  長 

教 育 長 

市民部長 

建設部長 

危機管理監

経済部長 

２.教育機会均等不登校

児童、発達障害児童

支援、子供の貧困に

ついて 

①全ての子供の最善の利益、子供の人権と未来が

保障され、人生の扉を開く教育について 

②困窮する子供達への支援。貧困の連鎖を防ぐた

めの取組 

③子供たちが自分で生きていくための力を引き出

す教育についての取組はできているか 

政策審議監

監査委員 

３.校内暴力、いじめ、

ネット被害、犯罪の

ない安全安心のまち

づくり。 

  環境整備について 

①市内における現況と対策について 

②学校独自の危機管理、マニュアルの作成につい

て 

③登下校における通学道の安全確認、通学路等に

おいて誘拐等に遭わないための対応訓練の実施 

政策審議監

監査委員 

４.東北大震災、中越地

震、広島集中豪雨災

害を教訓に何を学ん

だか、市民の命をど

う守れるのか 

①避難地、避難路についての確認は完全か、避難

路として迅速かつ安全に避難できる構造を有し

ているか 

②通学路整備の進捗状況 

（イ）橋梁の耐震化 

（ロ）浸水地、山崩、落石等の危険箇所 

政策審議監

監査委員 

５.首都圏では自転車事

故に伴う高額賠償が

目立っているが、少

額を惜しんで一生を

棒に振らない為にも

①保険加入義務化について 

②自転車通学の子供に助成措置を考えたらいかが

か 

政策審議監

監査委員 

６.食の安全と児童の健

康、食生活の変化と

健康 

①学校の給食の食材の購入と立入検査と子供の健

康 

②地産地消で生産者の顔の見える食材購入 

政策審議監

監査委員 

７.健康増進法２５条 ①多数の者が利用する施設を管理する者は、受動

喫煙（他人の煙草の煙を吸わされること）を防

止するために必要な措置を講ずるように努めな

ければならない 

政策審議監

監査委員 

８.東粟倉工房（株）監

査請求の今日におけ

る現況 

①東粟倉工房（株）の清算問題とその後の経緯に

ついて 

政策審議監

監査委員 
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４ ８番 山本重行 １.学力向上の実現につ

いて 

①学力向上の実現に向けて、教育長の構想・方

針・施策について 

教 育 長 

５ ４番 安本博則 １.人口減対策 ①学校給食の無料化について 市  長 

２.農業問題 ①耕作放棄地について 

②国、県の取り組み交付金について 

市  長 

担当部長 

３.東粟倉工房 ①決算、結了、監査について 

②現在の利用について 

市  長 

担当部長 

代表監査員

６ ３番 安藤  功 １.美作市内の若者の動

向調査、就職等の状

況他 

①人口流出の原因を探る 

②市内の主な企業（誘致・進出企業を中心とし

て）の雇用と募集状況 

担当部長 

２.美作市の児童、生徒

の問題行動と教育に

ついて 

①児童、生徒の問題行動について 

②郷土愛を育む教育の在り方 

教 育 長 

３.高齢者生活協同組合

の状況 

①高齢者の移動支援他について 担当部長 

４.袴ヶ仙について ①袴ヶ仙の歴史を紐解き、今後の整備について 市  長 

担当部長 

７ ２番 重平直樹 １.美作市の人口問題 ①美作市の人口減少に歯止めをかける方向 担当部長 

２.美作市の避難所につ

いて 

①美作市の避難所の運営管理について 担当部長 

８ 11番 西元進一 １.高規格道路の延長問

題について 

①１７９号線までの終点でなく５３号線の奈義ま

での延長について 

②特に建設部の道路の延長になれば私は全国民的

な課題として、平等の観点からの問題として。 

市  長 

担当部長 

２.美作市民の目指して

いるものに対する取

り組みについて 

①美作市民と奈義町民との関係を考え奈義は合併

問題の中心的である事を考え取り組む必要があ

る。 

 また、美作市と勝央町の方々の問題としても大

いに関係があり、勝田郡と美作市の共通問題の

行政格差の問題としてとらえていく必要があ

る。 

②道ニュースでも私はこの様な新聞を出せるよう

な体制を考えて行わなければならないし、奈義

の方達も美作市にはそっぽを向くことになろう

かと思います。 

市  長 

担当部長 

３.庁舎選定委員会の新

たな人選について 

①具体的な方針を示し、執行状況を見守る。 市  長 

担当部長 

４.市の駐車場の利用問

題について 

①市が安東市政の時に購入した、市の今使われて

いる駐車場の効率的運用について 

市  長 

担当部長 

５.美作市の市有林の今

後の方針と建設計画

①市の市有林はいくらありますか。面積を教えて

ください。 

②現在の状況をお知らせください。 

③現在植林をしている面積。今後の方針は。 

市  長 

担当部長 

６.智頭－勝田線のトム

ソーヤ線の改良工事

について 

①勝田にある智頭勝田線のトムソーヤからの改良

工事はどのような計画でありますか。 

②私達の地域は非常に遅れています。 

 智頭－勝田線のような改良をすれば大いに世間

の方たちが使用してくれるものを、市が邪魔を

して勝田地域の繁栄を阻害していることになる

ので、力を入れて取り組んでもらいたい。 

③私が質問しました９月の時点では、私が要望し

た県の改良工事の取り組みには、特１とか特２

とかいう扱いがあるようです。その取り組みに

も素早く取り組んでほしい。 

市  長 

担当部長 
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９ 17番 鈴木悦子 １.市内の公共施設のト

イレの実態について

①少子高齢化と言われる中、市民の声として美作

市の市役所、公民館、体育施設のトイレが利用

しづらいとの声を聞きます。トイレの実態につ

いて調査をしましたが、少なくとも体に障害の

ある方や、高齢者の皆様にとって利用しやすい

状況ではないと感じます。多くの施設を利用し

やすいトイレにするには、相当の経費と年数を

費やすこととなりますが、市として今後どのよ

うな対応を考えておられるのか。 

市  長 

担当部長 

２.第６期美作市介護保

険事業計画について

①超高齢化と少子化で多くの人が介護に直面する

「大介護時代」に入ったと言われる我が国。そ

の時、支えとなる介護保険制度はＨ１２年度導

入以降確実に定着してきました。 

 ２０１５年からの第６期計画策定について本年

２月に厚生労働省より介護保険制度の改正点が

示されました。内容は「要支援」の人のデイサ

ービスとホームヘルプサービスを切り離し、市

町村事業へ移すこととなり、移行後は自治体ご

とにサービスの在り方を決めるようになる。 

 美作市ではどのような介護保険計画の見直しを

予定されているのか。 

担当部長 

３.市内のスポーツ施設

や公園の管理につい

て 

①それぞれの施設ごとに年間どれくらいの予算で

管理されているのか、またそれぞれの施設の管

理内容について 

担当部長 

１０ 12番 本城宏道 １.市政の動きについて ①市長のニューヨーク、ベトナムへの訪問につい

て 

 目的、成果はどの様なものだったのかお伺いし

ます。 

②都市公園や日本体育大学誘致問題等、充分な説

明がなされないまま進められていますが、議会

や市民にもっと納得のいく説明が必要ではない

か。 

③合併特例債の発行期限が５年間延長されたこと

に対する新市建設計画の変更について、地域審

議会で充分審議されているのか。 

④東粟倉工房の契約はどの様になっているのか。 

⑤ふるさと創生については、どの様に考えられて

いるか。 

市  長 

２.農業問題について ①米価安で農家は大変だ、対策は考えられている

のか。 

②荒廃地の取り組み具体的に対策を考えるべきで

はないか。 

③中間管理機構の取り組みはどの程度進んでいる

のか。 

市  長 

３.教育問題について ①県教委が林野高校を勝間田高校へ統合するとの

噂があるが、どの様になっているのか。 

②小中学生に対して夜９時以降はスマホを使用し

ない様にするとあるが、どの様な指導をなされ

ているのか。 

③市内各校へのエアコンの設置について 

教 育 長 

４.消防団について ①消防団活動がしやすい様に、企業に対し協力が

得られる様な取り組みをしてはどうか。 

②団員報酬について、現状でよいのだろうか。 

③交付税単価と、市の条例単価とは差があるが、

見直しの必要はないのか。 

消 防 長 
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１１ 15番 万殿紘行 １.地域福祉について ①少子化、高齢化社会の中での対策 

②大原断層対策 

市  長 

担当部長 

２.学校教育 ①子供達への教育方針 

②学校現場の実態 

③保護者、地域との連携 

教 育 長 

３.農家所得の向上 ①農家所得の向上への対策 

②彩菜みまさかの現状と今後の取り組み 

市  長 

担当部長 

１２ 10番 岡﨑正裕 １.バス運行補助金につ

いて 

①事業者とどのような協議をしているのか。 市  長 

担当部長 

２.市営バスについて ①路線ダイヤの見直しについて、どのようにする

のか。 

②運転手は将来どのような人に依頼するのか。 

市  長 

担当部長 

３.上記のバス以外のバ

スについて 

①現状と将来の在り方は。 市  長 

担当部長 

４.スクールバスについ

て 

①幼稚園児の取り扱いはどのようになっているの

か。 

②通学以外の運行状況は。 

③現在の運転委託の現状、又将来はどうなるの

か。 

教 育 長 

１３ １番 金谷典子 １.生活保護事業につい

て 

①自立支援、の状況について 担当部長 

２.社会福祉協議会事業

について 

①社会福祉協議会の運営について 

②放課後児童クラブの運営向上について 

担当部長 

３.美作市火葬場につい

て 

①美作市火葬場耐久年数について 担当部長 
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